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例　言

1．本書は神戸市西区伊川谷町上脇に所在する上脇遺跡の発掘調査報告書である。

2．発掘調査は一般国道2号（神戸西バイパス）の建設に伴うもので、建設省近畿地方建設局阪神国道

工事事務所の依頼を受けて、兵庫県教育委員会が調査主体となり、兵庫県教育委員会埋蔵文化財調

査事務所が調査を実施した。

3．現地での調査は平成5～8年度にかけて行った。それぞれの遺跡調査番号は下記のとおりである。

遺跡調査番号　　調査担当者

確認調査（平成5年度）　930027　　西口和彦・藤原清尚・岸本一宏・銭　英記

～930028　三原慎吾・中村吉孝

全面調査（平成5年度）　930133　　西口和彦・藤原清尚・岸本一宏・銭　英記

三原慎吾・八木健太郎

全面調査（平成6年度）　940246　　岡田章一・岸本一宏・服部文章・菱田淳子

全面調査（平成7年度）　950196　　西口和彦・岡田章一・服部文章・菱田淳子

中川　渉・水嶋正稔

全面調査（平成8年度）　960031　岡田章一・菱田淳子・水嶋正稔

なお本事業は近畿三大プロジェクトである明石海峡大橋建設関連事業に係る発掘調査であるため、

府県間による協力体制のもと地方自治法第252条第17項の規定に基き、平成6年度・7年度の2箇

年について大阪府教育委員会より埋蔵文化財専門職員の派遣を受け、調査の円滑な実施を図った。

4．上記の調査のうち、本書では平成7・8年度の成果を所収し、『上脇遺跡Ⅱ』として報告する。

5．整理作業は建設省近畿地方建設局（平成13年より国土交通省近畿地方整備局）阪神国道工事事務所

と契約を交わし、兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所が平成11～13年度の期間で実施した。

6．本文の執筆は、岡田章一・服部文章（現大阪府教育委員会文化財保護課）・菱田淳子・中川　渉・

水嶋正稔（現兵庫県立御影高等学校）が本文目次のとおり分担して行い、編集は中川が担当した。

7．本書にかかる上脇遺跡の写真・図面・遺物などは、兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所（神戸

市兵庫区荒田町2－1－5）に保管している。

8．発掘調査および報告書作成にあたり、以下の方々・機関の助力を得た。記して感謝の意を表します。

（敬称略）　高橋　学（立命館大学）、楢崎彰一（㈲瀬戸市埋蔵文化財センター所長）、藤津良祐（㈲

瀬戸市埋蔵文化財センター副所長）、森田　稔（文化庁美術学芸課）、菱田哲郎（京都府

立大学）、高橋照彦（奈良国立博物館）、大阪府教育委員会文化財保護課、神戸市教育委

員会、明石市教育委員会



凡　例

1．水準高・座標

図版に記載の標高は東京湾平均海水準（T．P．）、座標は国土座標第V系を基準とする。

2．使用写真

本報告書に使用した航空写真のうち、平成7年度分はアジア航測株式会社に、平成8年度分は株式

会社ジェクトに委託撮影したものである。遺構写真は各調査担当者が撮影したものである。また遺物

写真については、㈱タニグチフォト・㈱イーストマンに撮影を委託して行った。

3．便用地図

第1図の地図は、国土地理院発行2万5千分の1「前開・須磨」（平成10年度発行）を原図にしてお

り、遺跡の範囲は『神戸市埋蔵文化財分布図』（神戸市教育委員会発行）に基づく。

4．地区割り

平成7・8年度の調査では調査区内の地区割りに、国土座標を利用した調査座標を組んだ。この座

標は国土座標の100m四方を1つの単位とし、南北ラインを西からアルファベットA～Jで、東西ラ

インを北から算用数字0～9で10mごとに区切って、10mメッシュに細分している。地区の呼び方は、

例えばAラインと0ラインの交点A－0を北西隅とする10m方眼をA－0区とする。

5．遺構

遺構番号は調査が複数年度にわたり混乱するため、報告書の作成にあたって統一的に振り直した。

報告書の遺構番号は5桁の数字とアルファベットの略号を組み合わせて表記する。

5桁の数字のうち、万の位「5－8」は調査年度（平成5～8年度）を示す。千の位は各年度の各

地区における遺構面あるいは遺構の時期の区別を示す。『上脇遺跡Ⅱ』においては「71＊＊＊～74＊

＊＊」は平成7年度A地区第1～4面の遺構番号を、「75＊＊＊～76＊＊＊」は平成7年度B地区第

1～2両の遺構番号を、「81＊＊＊～84＊＊＊」は平成8年度A・B地区第1～4面の遺構番号を意

味する。一～百の位は各地区・遺構面ごとの遺構の番号で、遺構の属性に拘わらず通し番号とする。

これによって同じ5桁の数字が重複して現れることを避けている。

遺構の属性は遺構番号の末尾にアルファベットの略号を付して示す。ただし柱穴については、掘立

柱建物・柵列・竪穴住居に伴う場合は遺構単位ごとにPl～から通し番号をふり、単独の場合は調査

時の番号（4桁）を踏襲する。

なお巻末の遺構一覧表で、調査時の遺構番号との対比を示す。

（1）万・千の位の示す調査地区・遺構面

71＊＊＊　　平成7年度A地区第1両

72＊＊＊　　平成7年度A地区第2面

（2）遺構属性の略号

＊＊＊＊＊SA　　柵列

＊＊＊＊＊SB　　掘立柱建物



73＊＊＊　　平成7年度A地区第3両

74＊＊＊　　平成7年度A地区第4面

75＊＊＊　　平成7年度B地区第1両

76＊＊＊　　平成7年度B地区第2面

81＊＊＊　　平成8年度A・B地区第1面

82＊＊＊　　平成8年度A・B地区第2面

83＊＊＊　　平成8年度A・B地区第3両

84＊＊＊　　平成8年度A・B地区第4面

＊＊＊＊＊S D

＊＊＊＊＊S E

＊＊＊＊＊S G

＊＊＊＊＊S H

＊＊＊＊＊S K

＊＊＊＊＊S R

＊＊＊＊＊S X

P＊＊＊＊

溝・水路・堀・流路

井戸・水溜め

池

竪穴住居

土坑・落ち込み

河道・旧河道

墓・不明遺構

柱穴

6．遺物

『上脇遺跡Ⅱ』に掲載した遺物の種類には土器・木器・石器・玉類・金属器があり、それぞれ平成7

年度は「3001～」、平成8年度は「5001～」の通し番号で種類別に掲載する。土器以外の遺物には4桁の

数字の末尾にアルファベットの記号を付して、遺物の属性を示す。ただし土器の図版の中に石製品を掲

載して、土器の通し番号で掲載したものもあり、一部統一が取れていない。

土器の種別は断面の色で区別する。近世～古墳時代までは土師器を白抜き、須恵器を黒べ夕、陶磁器

・施粕陶器・無粕陶器・瓦器はトーンとする。ただし瓦はすべて白抜きとする。また庄内期を含む弥生

時代以前の土器は黒ベタとする。

木器は木口側の断面に年輪を示し、それ以外は白抜きとする。

石器・玉類・金属器の断面はすべて白抜きとする。ただし土器の図版の中に掲載した石製品について

はトーンをかけている。

なお土器の数値的なデータについては、巻末の土器一覧表に掲載する。また平成8年度の近世陶磁器

の観察表も、巻末に別に掲載する。

（1）遺物番号　　　　　平成7年度　　　　　平成8年度

土器　　　　　　3001～　　　　　　　5001～

木器　　　　　　3001W～　　　　　5001W～

石器　　　　　　　3001S～　　　　　5001S～

玉類　　　　　　　3001J～

金属器　　　　　3001M～　　　　　5001M～

自然遺物　　　　3001N～

（2）器種

中世の土器のうち最も出土量が多い土師器杯・皿・小皿については、製作技法の違いが実測図上

で区別できないため、特に器種分類して説明の便宜を図る。ロクロ成形で底部を回転糸切り技法に

よって切り離すものを杯A・小皿A、手控ね成形によるものを皿B・小皿Bとする。
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図版12　平成7年度A地区第2面　南遺構群詳細図
図版13　平成7年度A地区第2面

図版14　平成7年度A地区第2面
図版15　平成7年度A地区第2面

図版16　平成7年度A地区第2面

図版17　平成7年度A地区第2面
図版18　平成7年度A地区第2面

掘立柱建物（1）
掘立柱建物（2）
掘立柱建物（3）
掘立柱建物（4）
掘立柱建物（5）
掘立柱建物（6）

図版19　平成7年度A地区第2両　井戸（1）
図版20　平成7年度A地区第2面　井戸（2）
図版21平成7年度A地区第2両　土坑（1）
図版22　平成7年度A地区第2面　土坑（2）・溝

図版23　平成7年度A地区第2面　北遺構群詳細図

図版24　平成7年度A地区第2面　掘立柱建物
図版25　平成7年度A地区第2面　井戸

図版26　平成7年度A地区第2面　土器棺・土坑・溝

図版27　平成7年度A地区第3両　詳細図
図版28　平成7年度A地区第3面　溝

図版29　平成7年度A地区第3面　井戸・土坑（1）

図版30　平成7年度A地区第3面　土坑（2）
図版31平成7年度A地区第4面

図版32　平成7年度A地区第4面
図版33　平成7年度A地区第4両

図版34　平成7年度A地区第4両

図版35　平成7年度A地区第4面
図版36　平成7年度A地区第4面

図版37　平成7年度A地区第4両
図版38　平成7年度A地区第4面

図版39　平成7年度A地区第4両

図版40　平成7年度A地区第4面
図版41平成7年度A地区第4面

図版42　平成7年度A地区第4両

図版43　平成7年度A地区第4両
図版44　平成7年度A地区第4面

図版45　平成7年度B地区

図版46　平成7年度B地区

土師器焼成遺構（1）
土師器焼成遺構（2）
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東遺構群詳細図

溝
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竪穴住居（1）

竪穴住居（2）
土器溜まり

土器棺

第1面全体図
第2面全体図

図版47　平成7年度B地区　　　　基本土層断面図

図版48　平成7年度B地区第1面　土坑・溝

図版49　平成7年度B地区第1面　掘立柱建物群詳細図

図版50　平成7年度B地区第1面　掘立柱建物（1）
図版51平成7年度B地区第1面　掘立柱建物（2）

図版52　平成7年度B地区第2面　竪穴住居群詳細図
図版53　平成7年度B地区第2面　竪穴住居（1）

図版54　平成7年度B地区第2面　竪穴住居（2）

図版55　平成7年度B地区第2両　竪穴住居（3）
図版56　平成7年度B地区第2両　竪穴住居（4）

図版57　平成7年度B地区第2両　竪穴住居（5）
図版58　平成7年度B地区第2両　竪穴住居（6）
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図版59　平成7年度B地区第2両
図版60　平成7年度B地区第2面

図版61平成7年度B地区第2両
図版62　平成7年度B地区第2面

図版63　平成7年度B地区第2面

図版64　平成7年度B地区第2面
図版65　平成7年度B地区第2両

図版66　平成7年度B地区第2面
図版67　平成7年度B地区第2面

図版68　平成7年度B地区第2面

図版69　平成7年度B地区第2面
図版70　平成7年度B地区第2面

図版71平成7年度B地区第2面
図版72　平成7年度B地区第2両

図版73　平成7年度B地区第2面

図版74　平成7年度B地区第2面
図版75　平成7年度B地区第2面

図版76　平成7年度B地区第2面

図版77　平成7年度B地区第2面
図版78　平成7年度B地区第2面

図版79　平成7年度B地区第2両

図版80　平成7年度B地区第2面
図版81平成7年度B地区第2面
図版82　平成

図版83　平成

図版84　平成

図版85　平成

図版86　平成
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図版88　平成
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7年度B地区旧河道
8年度第1両

図版89　平成8年度第2面
図版90　平成8年度第3面
図版91平成8年度
図版92　平成8年度第1面
図版93　平成8年度第1面
図版94　平成8年度第1面
図版95　平成8年度第2面
図版96　平成8年度第2面
図版97　平成8年度第2面
図版98　平成8年度第2面
図版99　平成8年度第2面
図版100平成8年度第3面
図版101平成8年度第3両
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図版121平成7年度A地区第3面　線刻画須恵器・線粕陶器・灰粕陶器
図版122平成7年度A地区第3面　陶硯

図版123平成7年度A地区第3両　瓦（1）
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図版124平成7年度A地区第3面　瓦（2）
図版125平成7年度A地区第3面　瓦（3）
図版126平成7年度A地区第3面　瓦（4）
図版127平成7年度A地区第3面　瓦（5）
図版128平成7年度A地区第3面　瓦（6）
図版129平成7年度A地区第3面　瓦（7）
図版130平成7年度A地区第3面　瓦（8）
図版131平成7年度A地区第3両　飛鳥時代の土器
図版132平成7年度A地区第3面　土馬
図版133平成7年度A地区第4面　古墳時代の土器（1）
図版134平成7年度A地区第4面　古墳時代の土器（2）
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図版135平成7年度A地区第4面　古墳時代の土器（3）・包含層の土器（1）　3544～3567
図版136平成7年度A地区第4面　包含層の土器（2）

図版137平成7年度A地区第4面　包含層の土器（3）

図版138平成7年度A地区第4両　弥生時代の土器
図版139平成7年度B地区第1面　中世～古代の土器

図版140平成7年度B地区第1両
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巻頭図版目次

巻頭図版1　遺跡遠景　東上空から明石海峡方面を望む　平成8年2月20日撮影

南上空から上脇遺跡を望む　平成8年2月6日撮影

巻頭図版2　　遺跡全景　平成7年度A地区第2面（南東から）平成7年10月4日撮影
平成7年度A地区第4面（北東から）　平成7年11月28日撮影

巻頭図版3　遺跡全景　平成7年度B地区古墳時代遺構群（南西から）平成8年2月20日撮影
平成7年度B地区弥生時代遺構群（南東から）　平成8年3月7日撮影

巻頭図版4　　遺跡全景　平成8年度A地区第2面（南東から）平成8年8月8日撮影
平成8年度B地区第1面（北東から）　平成8年10月5日撮影

巻頭図版5　　土師器焼成遺構73017SX検出状況（南から）
同　焼成部土師器出土状況（南から）

巻頭図版6　（上）井戸72027SE出土遺物／（下）井戸73016SE出土遺物

巻頭図版7　（上）青白磁合子・白磁小壷／（中）中世前半の白磁／（下）中世後半の白磁
巻頭図版8　（上）中世前半の青磁／（下）中世後半の青磁
巻頭図版9　（上）緑粕陶器　椀／（下）緑粕陶器　椀・皿・壷

巻頭図版10　（上）緑粕陶器　耳皿／（中）緑粕陶器　皿／（下）三彩陶器　椀
巻頭図版11　（上）流路76083SD出土遺物／（下）土坑76081SK出土遺物

巻頭図版12　（上）おろし金とおろし金形陶器／（下）同　裏面

写真図版目次
写真図版1　航空写真

上脇遺跡調査区全景

写真図版2　　平成7年度A地区 作業状況

1．人力掘削

2．同　左
3．作業状況

4．遺構掘削

5．同　右上
6．遺構実測

7．ピット断ち割り

8．調査区断面（F－7区）

写真図版3　　平成7年度A地区第1面　第1面遺構
1．埋め桶71013SE（東から）

2．同　上　断面（東から）
3．溝71038SD（南から）

4．土坑71044SK／71045SK（西から）

5．土坑71047SK検出状況（東から）
6．同　上　断面（東から）

7．土坑71049SK（南西から）

8．同　上　木器出土状況（南西から）

写真図版4　　平成7年度A地区第2面　第2面全景（1）
1．航空写真（南東から）
2．同　上（真上から）

写真図版5　　平成7年度A地区第2面　第2面全景（2）
1．池72001SG周辺（東から）
2．南遺構群（北東から）

3．北遺構群（北西から）

写真図版6　　平成7年度A地区第2面　池72001SG
l．全景（東から）

2．Bライン断面（東から）
3．土器出土状況（東から）

写真図版7　　平成7年度A地区第2画　商遺構群（1）
1．掘立柱建物群（南西から）

2．掘立柱建物72003SB～72006SB（北西から）
3．掘立柱建物72002SB（西から）

写真図版8　　平成7年度A地区第2画　商遺構群（2）
1．72003SB／72004SB（西から）

2．掘立柱建物72005SB／72006SB（北から）

写真図版9　　平成7年度A地区第2面　南遺構群（3）
1．72002SB P12（西から）

2．72003SB P3（西から）

3．72003SB P11、72004SB PlO（南西から）

4．72003SB P6、72004SB P5（西から）

5．72003SB P16（西から）

6．72003SB P9、72004SB P8（南西から）
7．72003SB P18（西から）

写真図版10　平成7年度A地区第2画　商遺構群（4）
1．72003SB P21（東から）

2．72003SB P22（西から）
3．P2477（西から）

4．P2278、P2277（西から）

5．72005SB P4（南から）
6．72006SB Pll（東から）

7．72006SB P21（東から）
8．72006SB P22（東から）

写真図版11　平成7年度A地区第2面　南遺構群（5）

1．井戸72012SE（西から）
2．同　断面（西から）

3．同　底の礫床（西から）

写真図版12　平成7年度A地区第2面　南遺構群（6）
1．72012SE（西から）

2．同　断面（西から）
3．同　断面（西から）

4．同　漆椀出土状況（西から）

5．同　編み籠出土状況（西から）
6．同　木器出土状況（西から）

写真図版13　平成7年度A地区第2画　商遺構群（7）
1．土坑72013SK上層（北から）

2．同　中層（北から）

3．土坑72015SK（北東から）

写真図版14　平成7年度A地区第2面　北遺構群（1）
1．全景（北西から）

2．掘立柱建物72026SE（南から）
3．同　PlO（南から）
4．同　P3（南から）

写真図版15　平成7年度A地区第2面　北遺構群（2）
1．井戸72027SE（南から）
2．同　断面（西から）

3．同　下層の断面（西から）

4．同　土器出土状況（東から）

写真図版16　平成7年度A地区第2両　北遺構群（3）
1．72027SE検出状況（南から）

2．同　杓子出土状況（西から）

3．同　水溜め検出状況（南から）



4．同　水溜め断面（西から）

5．土器棺72028SX（東から）
6．同　断面（西から）

7．土坑72030SK（南から）

8．溝72022SD断面と羽釜出土状況（西から）
写真図版17　平成7年度A地区第3面　第3両遺構（1）

1．北側の遺構群（南東から）

2．溝73001SD～73007SD（北から）
3．73001SD風字硯出土状況（北から）

4．同　C－C’断面（南から）

写真図版18　平成7年度A地区第3面　第3両遺構（2）
1．土坑73012SK（東から）

2．同　瓦出土状況（南から）
3．井戸73010SE（東から）

4．同　断面（西から）
5．井戸73009SE（南から）

6．同　断面（南から）

7．井戸73016SE断面（南から）
8．同　遺物出土状況（南から）

写真図版19　平成7年度A地区第3両　第3面遺構（3）
1．土師器焼成遺構73017SX（南から）

2．同　焼成部（南から）

3．同　上（東から）
写真図版20　平成7年度A地区第3面　第3両遺構（4）

1．73017SX検出状況（南から）

2．斜面側の落ち込み73018SX断面（西から）
3．73017SX焼成部断面（南から）

4．同　左（東から）
5．同　焼成部（北から）

6．同　左（西から）

7．同　土器出土状況（北から）
8．同　左（南から）

写真図版21　平成7年度A地区第3両　第3面遺構（5）
1．73017SX排水溝検出状況（南から）

2．同　e－e’断面（南から）

3．同　f－f’断面（南から）
4．73019SX土器出土状況（南から）

5．同　断面（東から）

写真図版22　平成7年度A地区第4面　第4面全景
1．航空写真（真上から）

2．北半部（東から）

写真図版23　平成7年度A地区第4面　東遺構群（1）
1．溝74001SD～74006SD（南東から）

2．同　（北西から）
3．74001SD土器出土状況（東から）

写真図版24　平成7年度A地区第4両　東遺構群（2）

1．竪穴住居74012SH
2．同　土器出土状況（西から）

3．同　断面（南から）

写真図版25　平成7年度A地区第3・4両
西遺構群（1）

1．全景（南から）

2．同　上（北西から）
3．掘立柱建物73020SB（南東から）

写真図版26　平成7年度A地区第3・4面
西遺構群（2）

1．掘立柱建物73022SB（北西から）
2．竪穴住居74031SH（北東から）

3．竪穴住居74032SH（南東から）

写真図版27　平成7年度A地区第4両　西遺構群（3）
1．土坑74047SK（東から）

2．土器溜まり74040SX土器群A（西から）

3．同　土器群B（北西から）
4．同　土器群C（北東から）

5．同　土器群D（西から）

写真図版28　平成7年度A地区第4面　西遺構群（4）
1．土器棺75050SX（南から）

2．同　断面（南から）

3．土器棺74051SX（北から）
写真図版29　　平成7年度B地区 作業状況

1．機械掘削

2．人力掘削
3．同　右上

4．東壁断面

5．遺構実測
6．平板測量

7．電気探査
8．同　左

写真図版30　平成7年度B地区第1面　航空写真
B地区第1両全景

写真図版31　平成7年度B地区第1面　第1両全景

1．全景（北西から）
2．上段部（南東から）

3．中段部（北から）

写真図版32　平成7年度B地区第1面
第1面水田・土坑

1．中世水田面（北西から）
2．土坑75001SK断面（西から）

3．土坑75001SK遺物出土状況（北から）

4．土坑75008SK断面（南西から）
5．土坑75010SK断面（西から）

写真図版33　　平成7年度B地区第1面
掘立柱建物群と溝（1）

1．建物群全景（北西から）

2．掘立柱建物75016SB（南東から）
3．掘立柱建物75017SB（南東から）

写真図版34　平成7年度B地区第1面
掘立柱建物群と溝（2）

1．75016SBと柵75018SA（東から）

2．溝75015SD・75014SD（南西から）

3．溝75015SD・75022SD（南西から）
写真図版35　平成7年度B地区第2両　第2面全景

1．航空写真（南東から）
2．全景（北西から）

3．全景（南東から）

写真図版36　平成7年度B地区第2面　竪穴住居群（1）
全景（航空写真）

写真図版37　平成7年度B地区第2両　竪穴住居群（2）

1．全景（北西から）
2．全景（南東から）

3．最上段部（北東から）

写真図版38　平成7年度B地区第2面　竪穴住居群（3）
1．竪穴住居76001SH（南東から）

2．竪穴住居76002SH（南東から）
3．竪穴住居76003SH（南東から）

写真図版39　平成7年度B地区第2両　竪穴住居群（4）

1．76001SH焼土面（西から）
2．76001SHカマド（南東から）

3．76002SH断面（南西から）
4．同　アップ（南東から）

5．同　カマド（南東から）

6．同　カマド（南東から）
7．同　士坑76032SK南から）

8．76003SHカマド（東から）

写真図版40　平成7年度B地区第2面　竪穴住居群（5）
1．上段部（北から）

2．竪穴住居76004SH～76006SH（南東から）
3．76004SH・76006SH（南東から）

写真図版41　平成7年度B地区第2面　竪穴住居群（6）
1．76004SH・76005SH断面（南東から）



2．同　断面（北東から）

3．76004SH東カマド（南東から）

4．同　西カマド（北東から）
5．同　土器出土状況（北東から）

6．76005SH内土坑76040SK（北西から）

7．76005SH土器出土状況（アップ）
8．76006SH土器出土状況（東から）

写真図版42　平成7年度B地区第2面　竪穴住居群（7）
1．竪穴住居76007SH（南から）

2．竪穴住居76008SH（南から）

3．竪穴住居76009SH（南東から）

写真図版43　平成7年度B地区第2面　竪穴住居群（8）
1．竪穴住居76010SH・76013SH～76015SH（東から）
2．76010SH（南東から）

3．同　カマド（南東から）

4．同　カマド断面（北東から）

写真図版44　平成7年度B地区第2両　竪穴住居群（9）
1．竪穴住居76011SH・76012SH（南東から）

2．竪穴住居76013SH・76014SH（北東から）
3．竪穴住居76015SH・76016SH（東から）

写真図版45　平成7年度B地区第2面　竪穴住居群（10）
1．中段部（北東から）

2．竪穴住居76017SH（南西から）

3．竪穴住居76018SH・76019SH（南東から）

写真図版46　平成7年度B地区第2両　竪穴住居群（11）
1．竪穴住居76020SH・76021SH（南から）

2．竪穴住居76022SH（南東から）
3．竪穴住居76023SH（南から）

写真図版47　平成7年度B地区第2面　竪穴住居群（12）

1．76007SH炭化材検出状況（南から）
2．同　断面（西から）

3．76018SHカマド内土器出土状況（東から）
4．同　土器下の礫敷き（南東から）

5．同　側面（東から）

6．同　カマド内支脚（北東から）
7．76021SH内土坑76046SK（西から）

8．同　床面土器出土状況（西から）

写真図版48　平成7年度B地区第2面　竪穴住居群（13）
1．76020SHカマド内土器出土状況（南から）

2．同　床面焼土（北から）
3．同　カマド内支脚（東から）

4．同　床面土器出土状況（東から）

5．76022SH炭化材検出状況（南東から）
6．同　中央土坑断面（南西から）

7．溝76052SD断面（南から）

8．76025SH中央土坑断面（南から）
写真図版49　平成7年度B地区第2面　掘立柱建物群

1．下段部（北東から）

2．掘立柱建物76053SB（北から）

3．掘立柱建物76054SB（北西から）

写真図版50　平成7年度B地区第2面　土坑（1）
1．土坑76058SK（北から）

2．同　断面（北東から）
3．土坑76068SK（南から）

写真図版51　平成7年度B地区第2面　土坑（2）
1．土坑76067SK（東から）

2．同　上層断面（東から）

3．同　下層断面（南から）

写真図版52　平成7年度B地区第2面　土坑（3）
1．土坑76076SK（南から）

2．土坑76081SK（東から）
3．同　断面（南から）

写真図版53　平成7年度B地区旧河道　古墳時代（1）
1．溝76082SD・76083SD全景（北西から）

2．76083SD土器出土状況（南西から）

3．同　（南東から）

写真図版54　平成7年度B地区旧河道　古墳時代（2）

1．溝76082SD・76085SDa－a’断面（北東から）
2．同　b－b’断面（北東から）

3．同　C－C’断面（南西から）

写真図版55　平成7年度B地区旧河道　古墳時代（3）
1．溝76082SD・旧河道76084SR全景（北西から）
2．76084SR（南西から）

3．同　土器出土状況（南から）

写真図版56　平成7年度B地区旧河道　弥生時代（1）
1．溝76085SD・76087SD全景（南東から）

2．76087SD（北東から）
3．同　土器出土状況（南西から）

4．同　土器出土状況（南東から）

写真図版57　平成7年度B地区旧河道　弥生時代（2）
1．溝76086SDd－d’断面（北東から）

2．同　e－e’断面（北東から）

3．同　f－f’断面（南西から）

写真図版58　平成7年度B地区旧河道　弥生時代（3）
1・76085SD・76086SD・旧河道76088SR全景（北から）
2．同　（南東から）

3．76088SR土器出土状況（北から）

写真図版59　平成7年度B地区旧河道　弥生時代（4）
1．旧河道a－a’断面（南西から）

2．同　b－b’断面（南西から）

3．76088SR・76086SD断面（東から）
写真図版60　平成8年度 航空写真

1．A地区第2両（南西から）
2．B地区第1面（南西から）

写真図版61　平成8年度A地区第1面　掘81006SD（1）
1．第1両全景（南西から）
2．断面（南東から）

3．4区　検出状況（東から）

写真図版62　平成8年度A地区第1両　堀81006SD（2）
1．全景（南から）
2．断面（南から）

3．完掘状況全景（南から）

写真図版63　平成8年度B地区第1面　堀81006SD（3）
1．全景（北から）

2．1・2区間断面（南から）

3．2・3区間断面（北から）

写真図版64　平成8年度第1面　　　掘81006SD（4）
1．A地区掘81006SD内漆器出土状況（南から）

2．B地区掘81006SD内漆器出土状況（東から）
3．A地区81003SX（南西から）

4．A地区81003SX断面（南東から）
写真図版65　平成8年度A地区第2面

掘立柱建物群（1）
1．全景（南西から）
2．掘立柱建物群（西から）

3．掘立柱建物82003SB・82004SB（北西から）

写真図版66　平成8年度A地区第2面

掘立柱建物群（2）
1．柱穴検出状況

2．82001SBP4南西から

3．82003SBP4（北西から）

4．82004SB柱穴（北東から）
5．柵列82005SAP6（北から）

6．柱穴P201断面（南西から）
7．柱穴P311断面（北西から）

8．柱穴P313断面（南西から）

写真図版67　平成8年度B地区第2面　溝群
1．溝群（北から）

2．港内遺物出土状況（東から）

3．港内遺物出土状況（北から）



写真図版68　　平成8年度B地区第3面　旧河道（1）

1．全景（北から）

2．旧河道83001SR全景（東から）
3．83001SR自然木の溜まり（南から）

4．同　左（北から）

写真図版69　　平成8年度B地区第3面　旧河道（2）
1．旧河道83001SRA－A’断面（北東から）

2．83001SR断面（東から）

3．木組遺構83003SX付近礫検出状況（東から）
4．礫検出状況（東から）

写真図版70　　平成8年度B地区第3両　木組遺構（1）
1．木組遺構83003SX検出状況（東から）

2．83003SXC－C一断面（西から）

3．83003SX、83004SX全景（東から）
写真図版71　平成8年度B地区第3面　木組遺構（2）

1．木組遺構83003SX検出状況（東から）
2．83003SX下層（東から）

3．83003SX下層（東から）

4．83003SX被覆植物繊維（東から）
5．83003SX断面（南から）

写真図版72　　平成8年度B地区第3面　木組遺構（3）
1．溝83002SDと木組遺構83004SX（北から）

2．83004SX（南西から）

3．83004SX被覆繊維（東から）
4．83004SX断面（南から）

写真図版73　　平成8年度第4面 弥生時代

1．落ち込み84002SX断面（東から）

2．84002SX完掘状況（東から）

3．同　右上（西から）
4．同　上（東から）

5．落ち込み84004SX断面（南東から）

6．84004SX（南西から）
7．旧河道84001SR石製穂摘具出土状況（東から）

写真図版74　　平成8年度　　　　　　　作業状況
1．81006SD人力掘削状況

2．同　左

3．83003SX精査状況
4．83004SX精査状況

5．現伊川河川整備状況
6．同　左

7．同　上

8．同　左上
写真図版75　　平成7年度A地区第

近世の土器・

写真図版76　　平成7年度A地区第

写真図版77　　平成7年度A地区第

写真図版78　　平成7年度A地区第

1面
中世後半の土器（1）
1面
中世後半の土器（2）
2面
中世前半の土器（1）
2面

中世前半の土器（2）・石硯

写真図版79　　平成7年度A地区第2面
中世前半の土器（3）

写真図版80　　平成7年度A地区第2面
中世前半の土器（4）

写真図版81　平成7年度A地区第2面
中世前半の土器（5）

写真図版82　　平成7年度A地区第2面

中世前半の土器（6）
写真図版83　　平成7年度A地区第2面

中世前半の土器（7）

写真図版84　　平成7年度A地区第3面
古代の土器（1）

写真図版85　　平成7年度A地区第3面
古代の土器（2）・線刻画須恵器

写真図版86　　平成7年度A地区第3面　陶硯・灰粕陶器

写真図版87　　平成7

写真図版88　　平成7
写真図版89　　平成7

写真図版90　　平成7

写真図版91　平成7
写真図版92　　平成7

写真図版93　　平成7

写真図版94　　平成7

写真図版95　　平成7

写真図版96　　平成7

写真図版97　　平成7
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年度A地区第
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年度A地区第
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古墳時代の土器（4）
4面　弥生時代の土器
1両

中世～古代の土器

写真図版98　　平成7年度B地区第2面

古墳時代の土器（1）
写真図版99　　平成7年度B地区第2面

古墳時代の土器（2）

写真図版100　平成7年度B地区第2面
古墳時代の土器（3）

写真図版101　平成7年度B地区第

写真図版102　平成7年度B地区第

写真図版103　平成7年度B地区第

写真図版104　平成7年度B地区第

写真図版105　平成7年度B地区第

写真図版106　平成7年度B地区第

写真図版107　平成7年度B地区第

写真図版108　平成7年度B地区第

写真図版109　平成7年度B地区第

写真図版110　平成7年度B地区第

2両
古墳時代の土器（4）
2面
古墳時代の土器（5）
2面
古墳時代の土器（6）
2面
古墳時代の土器（7）
2面
古墳時代の土器（8）
2面
古墳時代の土器（9）
2面
弥生時代の土器（1）
2面
弥生時代の土器（2）
2面
弥生時代の土器（3）
2面
包含層の土器（1）

写真図版111　平成7年度B地区第2面

写真図版112　平成7年度A地区
写真図版113　平成7年度A地区

写真図版114　平成7年度A地区
写真図版115　平成7年度

写真図版116　平成7年度

写真図版117　平成8年度
写真図版118　平成8年度

写真図版119　平成8年度

写真図版120　平成8年度
写真図版121　平成8年度

写真図版122　平成8年度
写真図版123　平成8年度

写真図版124　平成8年度
写真図版125　平成8年度

写真図版126　平成8年度

写真図版127　平成8年度
写真図版128　平成8年度

包含層の土器（2）
木器（1）

木器（2）

木器（3）
石器

金属器

近世の土器（1）
近世の土器（2）

近世の土器（3）
近世の土器（4）

近世の土器（5）
近世の土器（6）

近世の土器（7）

近世の土器（8）
近世の土器（9）

近世の土器（10）

近世の土器（11）
近世の土器（12）

写真図版129　平成8年度

近世の土器（13）・中世の土器（1）
写真図版130　平成8年度　　　　　　中世の土器（2）

写真図版131　平成8年度



写真図版132　平成8年度

写真図版133
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第1節　地理的環境

第1章　遺跡の環境

第1節　地理的環境

上脇遺跡は神戸市西区伊川谷町上脇に所在する。同地は六甲山地の西緑にあたり、明石川の支流であ

る伊川流域右岸に位置する。

伊川は須磨区の白川峠付近に発し、現在の学園都市の丘陵を北から西へ巻くように流れて谷底平野を

形成する。長坂川と合流する伊川谷町長坂周辺では流域平野が拡大し、河岸段丘の発達も目立つように

なる。その後は永井谷川などを集めながら玉津町上池で明石川に合流し、明石海峡に注ぐ。流域延長は

約12kmである。

伊川右岸の平野の背後は標高100m前後の丘陵となっており、地質区分からは大阪層群に覆われてい

る範囲にあたる。丘陵は開析谷によって深く浸食されており、谷の出口は例外なく溜め池となっている。

伊川流域は市街化が進んでおり、池上より下流はほとんどが区画整理された住宅地となっているが、

それより上流側は水田地帯が残っていて、地形図などから旧地形を窺い知ることができる。上脇周辺で

は、伊川の現河道は谷の中央からやや西寄りに堤防で固定されている。これは左岸に合流する長坂川の

沖積作用の影響が大きいためで、右岸は左岸に比べて狭く傾斜のきつい水田面とならざるを得なくなっ

ている。図版1の微地形等高線図を見ると、この右岸側にも河道が固定される以前の旧流路が大きく3

箇所観察できる。1箇所目は路線内の標高31．5mライン付近で、谷状の地形がはっきり等高線にも現れ

ている。2箇所目は路線内の標高33．0mライン付近で、確認調査の結果でもこれより東側は氾濫原とな

り、遺跡の範囲外とした部分である。3箇所目は大きな平坦地形となっている路線内の標高33．5～34．0

mライン付近で、発掘調査によって弥生時代～古墳時代の旧河道が見つかった。これらの河道を境に2

面の微高地面があり、上脇遺跡では標高34．0mラインより上の面と、標高33．0m～33．5mの面が居住域

となっている。

上脇遺跡の周辺では、調査区の下流側約200mにある和田ケ池の手前に広大な平坦地が認められ、低

湿地の存在が予想できる。その丘陵側の斜面には遺構が立地しうる平坦面が観察でき、上脇遺跡が広が

る可能性も考えられる。逆に上流側では、伊川の堤防と旧河道に挟まれた水田部に明瞭な微高地が認め

られ、未発見の遺跡の存在も想定できる。

第2節　歴史的環境

伊川谷町の一帯は古代には播磨国明石郡に含まれ、伊川に沿った道筋は一説には山陽道が通っていた

ともされる重要なルートである。伊川と明石川の合流点の対岸には明石郡衛跡と目される吉田南遺跡が

あり、交通上の結節点となっている。また西側段丘上には弥生時代前期を代表する遺跡である吉田遺跡

が立地し、明石川流域弥生文化の囁矢となっている。

伊川と明石川に挟まれた沖積地には弥生時代～古墳時代にかけて明石川流域屈指の大集落であった新
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第2節　歴史的環境

方遺跡が存在する。弥生時代前期の木棺墓から装身具を着けた保存状態の良い人骨が見つかるなど有機

質の遺物が多量に出土している。また古墳時代には玉造りの遺構も検出され、後の「玉造保」の地名の

由来を暗示している。

伊川右岸を2kmほど遡った白水遺跡では奈良時代の梵鐘鋳造遺構をはじめ各時期の遺構が見つかっ

ている。その背後の丘陵上には明石川流域最古の前方後円墳である白水瓢塚古墳があり、古墳時代前期

段階の首長勢力がこの地域を墓域としたことを物語る。白水瓢塚古墳に連なる丘陵には古墳時代前期・

後期の帆立貝式古墳・方墳・円墳からなる天王山古墳群が控える。

永井谷川との合流点より上流側の中流域では、両岸の沖積地・段丘上に南別府遺跡・北別府遺跡・池

上北遺跡・池上ロノ池遺跡・上脇遺跡・長坂遺跡といった縄文時代～中世の集落遺跡が濃密に分布する。

池上北遺跡は伊川中流域右岸の拠点集落で、弥生時代中期～後期の住居跡が数多く見つかっている。左

岸の段丘上にある池上ロノ池遺跡では弥生時代中期末と後期末の竪穴住居が計64棟見つかり、そのほと

んどが焼失住居であったという。

上脇地内では以前に旧石器時代のナイフ型石器が採集されていた他、戦国時代の脇砦が文献上で知ら

れていた。

上脇遺跡背後の丘陵上には、弥生時代後期初頭の環濠を備えた高地性集落である泰山遺跡が存在し、

約2km上流にある弥生時代中期末の高地性集落である頭高山遺跡と対峠する。

頭高山遺跡の調査では中世の文献に残る太谷寺跡ではないかとみられる遺構が見つかった。太谷寺は

さらに約2km上流の古剃太山寺と対になる山岳寺院であったと伝えられる。

さて神戸西バイパスの建設に伴って発掘調査された遺跡には、長坂遺跡・上脇遺跡・表山遺跡・池ノ

内群集境がある。長坂遺跡は伊川の支流である長坂川に面した、縄文時代後期・古墳時代・中世・近世

にわたる集落遺跡で、15世紀代の鍛冶遺構などが見つかっている。

前述の表山遺跡では環濠内から出土した小型倣製鏡や段状遺構から出土した吉備系土器群などが、対

外的な関係も含めて注目されている。表山遺跡と同じ丘陵上には古墳時代後期の池ノ内群集境があり、

3基の円墳と2基の木棺墓が調査された。

本報告書で扱う上脇遺跡では弥生時代～近世までの遺構・遺物が切れ目なく検出されており、具体的

な遺構が見つからなかった時期でも、調査区外に居住域が存在していることが予想される。伊川中流域

右岸の中核は池上北遺跡で動かないが、上脇遺跡はその衛星的な性格をもった継続型の集落であったと

考えられる。

【参考文献】

神戸市1989年『新修神戸市史』歴史編I　自然・考古

神戸市教育委員会1983年～2001年『昭和56年度～平成10年度　神戸市埋蔵文化財年報』

神戸市教育委員会1999年『白水遺跡第4次』

神戸市教育委員会2000年『白水遺跡第3・6・7次　高津橋大塚遺跡第1・2次発掘調査報告書』

兵庫県教育委員会2000年『神戸西バイパス関係埋蔵文化財調査報告書I　表山遺跡・池内群集墳』

兵庫県教育委員会2001年『神戸西バイパス関係埋蔵文化財調査報告書Ⅱ　長坂遺跡』
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第2章　調査の経過

第2章　調査の経過

第1節　平成3～6年度の調査

1．分布調査

一般国道2号（神戸西バイパス）は、在来の国道2号および第二神明道路の交通渋滞の緩和、本州四

国連絡道路との円滑な接続を目的として、建設省近畿地方建設局阪神国道工事事務所が計画を進めてき

た。路線は垂水区名谷町から明石市大久保町にいたる約12．5kmの区間である。

この事業計画の策定を受けて兵庫県教育委員会は、平成3年度に計画路線の全線で埋蔵文化財の有無

について分布調査を行い、既に周知であった長坂遺跡以外に12箇所で埋蔵文化財の包蔵地を発見した。

平成4年3月に行った分布調査では、神戸市西区伊川谷町上脇地内の水田部分で遺物の散布を認め、

No．4・5地点として埋蔵文化財包蔵地の取り扱いを行った。

遺跡調査番号　910154

調査担当者　大平　茂・久保弘幸・銭　英記・柏原正民・所崎明雄

調査期間　　　平成4年3月17日～平成4年3月19日

2．確認調査

路線のうち本州四国連絡道垂水ジャンクションから阪神高速道路北神戸線永井谷ジャンクションにか

けての区間は、明石海峡大橋の開通をにらんで先行着手されるため、兵庫県教育委員会は埋蔵文化財の

確認調査を平成4年度から順次実施した。

上脇地内のNo．4・5地点については平成5年5月に確認調査を実施した。調査は2mX2m大のグ

リッドをNo．4地点に27箇所、No．5地点に41箇所設定・掘削して行い、弥生時代～中世に至る時期の遺

構・遺物を検出した。遺跡の広がる範囲は計画路線のセンター杭No．109～111の区間で、面積は約15，000

dに及ぶ。

調査の結果からNo．4・5地点は弥生時代～中酎こかけての一連の遺跡であることが判明し、地名を

とって「上脇遺跡」と命名した。

遺跡調査番号　930027・930028

調査担当者　　兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所

調査第2班　西口和彦・藤原清尚・岸本一宏・銭　英記・三原慎吾・中村吉孝

調査期間　　　平成5年5月14日～平成5年9月27日

3．平成5年度の本発掘調査

確認調査の結果を受けて、同年度の10月には早くも本発掘調査を開始した。初年度の調査は本体工事

の工程に照らし、工事用道路に供する上り車線の側道部分を中心とする範囲を対象とした。調査区は市
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第1節　平成3～6年度の調査

道を境に山側をI地区、伊川側をⅡ地区としている。

I地区は主に段丘上にあたり、中世の掘立柱建物・井戸、平安時代の掘立柱建物、古墳時代の竪穴住

居などを検出した。

Ⅱ地区は自然堤防上にあたり、中世の掘立柱建物・木棺墓、飛鳥時代の掘立柱建物、古墳時代の掘立

柱建物・竪穴住居などを検出した。

遺跡調査番号　930133

調査担当者　　兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所

調査第2班　　西口和彦・藤原清尚・岸本一宏・銭　英記・三原慎吾・八木健太郎

調査期間　　　平成5年10月4日～平成6年3月27日

調査面積　　　3，879Id

4．平成6年度の本発掘調査

平成6年度の調査は橋脚工事部分（A地区）と、前年度の調査で古墳時代の溝が延びるために追加し

た範囲内の橋脚部分（B地区）、および工事用道路部分（C地区）の3箇所を対象とした。

A地区は段丘上から旧河道にかけての範囲にあたり、中世の土坑・溝、古墳時代の掘立柱建物・竪穴

住居、古墳時代～弥生時代の溝・旧河道などを検出した。

B地区は自然堤防上にあたり、近世の墓・井戸、近世～戦国時代の堀、前年度のⅡ地区から続く古墳

時代の溝などを検出した。

C地区は後背湿地部分にあたり、古墳時代の溝などを検出した。

なお本事業は近畿三大プロジェクトである明石海峡大橋建設関連事業に係る発掘調査であるため、府

県間による協力体制のもと、平成6年度・7年度の2箇年について大阪府教育委員会より埋蔵文化財専

門職員の派遣を受け、調査の円滑な実施を図った。

遺跡調査番号　940246

調査担当者　　兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所

調査第4班　　岡田章一・岸本一宏・服部文章・菱田淳子

調査期間　　　平成6年9月16日～平成7年3月31日

調査面積　　　3，496d

なお平成5～6年度の調査成果の詳細については『上脇遺跡I』に所収する。
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第2節　平成7年度の調査

平成7年度の調査は山際に近い盛り土部分（A地区）と、下り車線側の側道の法面部分（B地区）を

対象とした。

A地区は段丘上にあたり、中世の池・掘立柱建物・井戸・土坑・溝、平安時代の溝・土坑、飛鳥時代

の土器焼成遺構・掘立柱建物、古墳時代の竪穴住居・溝、弥生時代の土器棺墓などを検出した。

B地区は段丘上から旧河道にかけての範囲にあたり、古墳時代の竪穴住居・土坑・水路、弥生時代の

竪穴住居・土坑・水路・旧河道などを検出した。

遺跡調査番号　950196

調査担当者　　兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所

調査第1斑　　西口和彦・岡田章一・服部文章・中川　渉・菱田淳子・水嶋正稔

調査期間　　　平成7年6月27日～平成8年3月22日

調査面積　　　6，440Id

第3節　平成8年度の調査

平成8年度の調査は遺跡を横断する市道部分を対象とした。工程の都合で調査区を2分割し、北東側

半分をA地区、残りの南西側をB地区とする。

A・B地区は自然堤防上から旧河道にかけての範囲にあたり、近世～戦国時代の堀、古墳時代の掘立

柱建物・旧河道、弥生時代の旧河道などを検出した。

遺跡調査番号　960031

調査担当者　　兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所

調査第1班　　岡田章一・菱田淳子・水嶋正稔

調査期間　　　平成8年6月17日～平成8年11月13日

調査面積　　1，819Id
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第4節　出土品整理・報告書作成作業

第4節　出土品整理・報告書作成作業

出土品の整理作業は平成11～13年度の3箇年度に分けて、兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所に

おいて実施した。

平成11年度

土器・石器の接合・補強を行った。

調査担当職員

整理担当職員

整理担当嘱託員

岡田章一・中川　渉・菱田淳子

岡田章一

本窪田英子・早川亜紀子・中田明美・蔵　幾子・島村順子・中西睦子・眞子ふさ恵

・八木富美子・大仁克子・前田恭子・早川有紀・藤井光代・石　美穂・神田妙子

平成12年度

土器・石器の実測・拓本、復元、写真撮影を行った。また金属器・木器については保存処理、実測、

を行った。

調査担当職員

整理担当職員

整理担当嘱託員

岡田章一・中川　渉・菱田淳子

岡田章一・菱田淳子・中村　弘・岡本一秀

栗山美奈・加藤裕美・相木明子・森本貴子・西口由紀・眞子ふさ恵・中田明美・西

野淳子・横山キクエ・中西睦子・竹内泰子・嘉戸篤子・宮野正子・前田恭子・神田

妙子・和田寿住子・藤川紀子・三好綾子・野上裕子・舟木昌美・川上　緑

平成13年度

図面補正・写真撮影・遺物実測図・遺構図のトレースおよび遺構・遺物図版と写真図版のレイアウト

を行い、原稿執筆・編集作業を経て、印刷・報告書刊行に至った。

調査担当職貞　　　岡田章一・中川　渉・菱田淳子

整理担当職員　　　菱田淳子

整理担当嘱託員　　栗山美奈・加藤裕美・相木明子・藤川紀子

なお石器の図面作成に一部について、上田健太郎の手を煩した。
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第3章　調査の方法

第1節　平成7年度の調査

1．地形環境分析

上脇遺跡の地形環境についての理解を深めるため、立命館大学の高橋　学教授をお招きし、地理学的

見地から分析・指導を受けた。A地区では前年度までに調査が終わっていた北東面と南東面のトレンチ

断面、B地区では用地外に接する南西面と旧河道部トレンチの断面を対象とし、現地での土層の分層作

業を通じて、高橋教授から遺跡周辺の地形の成り立ちについての見通しを呈示していただいた。

2．A地区

表土掘削は重機によって行い、以下を人力掘削した。包含層の掘削にあたっては、広大な調査区内の

土層のつながりを確かめながら掘り下げるために、調査座標の10mメッシュに沿って1m幅の先行トレ

ンチを設定した。各遺構面の調査に先立ってトレンチを掘削し、土層の変化や遺構が検出できる面を10

m方眼ごとに確認・記録した。

掘削の結果A地区では、中世包含層の上面（第1遺構面）と下面（第2遺構面）、古墳時代～弥生時代

包含層の下面（第4遺構面）で遺構面を確認した他、一部で古代の遺構面（第3遺構面）も検出し、計

4面の遺構面について調査した。ただし当初の計画よりも2面増えたため、空中写真撮影を実施したの

は第2遺構面と第4遺構面の2回のみである。

3．B地区

A地区と同様、重機による表土掘削から先行トレンチで遺構面を確認した。その結果、段丘上では中

世包含層の下面（第1遺構面）と古墳時代～弥生時代包含層の下面（第2遺構面）で遺構面を確認した。

一方、一段低い水田部分でも中世包含層の下面（第1遺構面）と旧河道の埋没面（第2遺構面）で遺構

面を確認した。ただし旧河道の埋没面では弥生時代～古墳時代の河道・水路・流路などが複雑に切り合

う状況を同一面で検出したため、大きく4時期に分けて調査した。なおB地区第1遺構面の時期はA地

区第2・3遺構面に、同じく第2遺構面は第4遺構面に相当するので、遺跡全体の説明の際にはそのよ

うに読みかえる必要がある。空中写真撮影は第1遺構面の1回と第2遺構面の3回で、計4回行った。

調査の成果は平成8年3月8日に新聞発表し、3月9日に現地説明会を開催して一般に公開した。
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第1節　平成7年度の調査

50m

第2図　調査区の配置と地区割り設定図
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第2節　平成8年度の調査

平成8年度の調査は調査以前には道路であった部分で、調査期間中、仮設道路に切り替え調査を行っ

た。ただし工事用道路を確保するため、全体を一度に掘ることはできず、狭い範囲の調査区であるにも

かかわらず、南北に二分割して調査を行った。工事用地内でのみ道路の切り回しを行ったため、調査区

はさらに細分して掘削しなければならなかった。先に調査を行った北半分をA地区、後に調査した部分

をB地区とした。

調査は両地区とも4面の調査を行っているが、必ずしも同一面の遺構が厳密に同一時期であるという

わけではない。道路敷部分であったため地下埋設物による撹乱が縦横に走っており、特に上層の遺構面

で失われた部分が多かった。調査座標の10mメッシュの呼称などは前年度の調査のものを踏襲している。

1．A地区

表土掘削は重機によって行った。調査区の両側面は既に調査済みで、両側は埋め土である。以前調査

した最下部まで側溝を重機で掘削し、調査区のみが島状に高くなる形にした。崩壊を防ぐため側溝の両

壁はかなり斜めの角度で法をつけ掘削した。調査区中央を縦断して走るNTTの光ファイバー・ケーブ

ルの埋設溝の側壁を清掃して土層を観察し、掘削のめやすとした。

掘削の結果、第1遺構面では室町時代後期の堀81006SDなどを検出し、第2遺構面では古墳時代末

頃の掘立柱建物などを検出している。第3遺構面は特に顕著な遺構はなく、第4遺構面は弥生時代の旧

河道内である。ただ、調査時には、必ずしも上記のような遺構面を認識できていたわけではない。第1

遺構面～第3遺構面に属する遺構を各面ごとで検出できたわけではなく、調査後に時期ごとに遺構を分

離している。

航空写真は、第2遺構面で撮影している。

2．B地区

A地区の調査で、掘81006SDが工事予定地内で当初遺跡の存在を予測しなかった部分にも広がって

いることが明らかになり、B地区は調査範囲を拡張して調査を行っている。A地区と同様、重機による

表土掘削を行った。

第1遺構面は中世以降の面であり、第2遺構面は古墳時代中期の溝、第3遺構面は弥生時代末から古

墳時代の河道に伴う木組施設、第4遺構面は弥生地代の旧河道を調査している。第2遺構面の遺構はA

地区の遺構よりも確実に古い時期のものである。

航空写真は堀を調査した第1面で撮影している。

なお平成8年9月29日（日）に地元説明会を行い、約10名の参加者があった。
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第3節　基本層序

1．地形の現況

調査区は伊川右岸の丘陵裾部から氾濫原を横断する形で設定され、伊川現河道との間の丘陵側、約半

分の区域に当たる。平成7年度の調査区の現地表は、丘陵裾部でT．P．35．0～36．5mに当たる数面の耕

作面となっている。さらに調査区南東側へは数面の耕作面により段差をもって低くなり、最も現河道側

となるB地区南東部ではT．P．33．2m付近である。平成8年度の調査区は、調査区を横断するように走

行する現市道部分を中心としており、道路部分では現路面が約T．P．34．0m、現道南側はT・P・33・5m前

後の耕作面或いは現道路面高まで整地された宅地となっている。またA地区北端部では丘陵裾部より約

4mの比高差をもった平坦面も調査区に含まれ、T．P．39．6m付近に当たる。

丘陵斜面は、雑木林による腐植土で現地表が薄く覆われるが、その直下は明黄褐色のばい欄土となり、

丘陵裾部では上部からの崩落土の2次堆積が認められた。またA地区北端の谷状にやや奥まった丘陵裾

部傾斜変換点付近では、丘陵斜面からの湧水も認められた。

調査区北西側の北から南に向けて伸びるややなだらかな尾根状の微高地には、不定形で小規模な谷水

田が連続して認められる。A地区北端のT．P．39．6m付近の平坦面もこれらに連続する谷水田または畑

地であったものと見られ、現地表下には層厚0．1～0．2mで旧耕土が認められた。またこの平坦面及びそ

の直下の斜面堆積土には円筒埴輪片等の古墳関連遺物や弥生土器片の出土が認められ、丘陵上位にそれ

らに関連する遺構の存在が強く示唆されることとなった。こうした状況から平成8年度には丘陵上位の

区域について追加して発掘調査を実施する必要があるとの判断がなされ、表山遺跡として多大な成果を

導くに至っている。

傾斜変換部より南東側は、微地形を利用し数面の段差を持った耕作面として近年まで水田または畑地

に利用されている。これらの耕作面は、高地側を削平し前面側に客土することで形成されており、結果

的に各耕作面は0．5m～0．7m前後の段差をもって区画されている。調査区南西部に当たるB地区は北西

側から伸びる尾根状の地形が微高地として続き、A地区東半部は調査区北端部を谷尻とする僅かな谷状

地形を呈してやや低くなっている。各耕作面は、B地区北西部が最も高くT．P．36．45m、その南東側に

T．P．35．8m、北東側にT．P．35．75mの面が続き、さらにT．P．35．1m～35．0mの面が南東側へ向けて形

成されている。A地区北端部からは谷状の低地に沿ってT．P．35．1m、T．P．34．6m、T．P．34．4mの各

耕作面が形成され、B地区中央付近T．P．34．0mの面に連続する。A地区東端は、平成5年度I地区に

向け高くなる状況を示す。

B地区中央部南側から平成6年度A地区、平成5年度I地区を南西から北東方向に走行する段差約0・8

m～1．0mを測る崖面が認められる。この崖面のB地区における上面はT．P．34．0m付近を測る。崖面下

についても数面の耕作面を成し、B地区南東端ではT．P．33．2m付近を測る。崖面の性格についての詳

細は後述することとする。

平成8年度の調査区の大半を占める現市道は、上述の崖面下耕作面の旧耕土上にバラス等による盛土

により路床が形成されており、近年まで同様の耕作面が現市道南東側まで連続したことが窺われる。

このように調査区の現況はほぼ全域が近年まで水田または畑地として活用された耕作面であり、調査

区周辺を含め全体で比較的なだらかな段差で区画された棚田状の耕作面となっている。従って現地表下
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は旧耕土及び床土であり、それらの層厚は0．3m～0．5mを測る。これらの旧耕土及び床土とこれに付随

する整地層等は、近現代を含め少量ではあるがあらゆる時期の遺物を包含しており、耕地化等の開発時

期の上限を特定することはできないものの近現代層として捉えることができ、第1層群として扱うこと

とした。また緩やか傾斜面に段差をつけて区画するため斜面上位側を削平した状況が窺われ、丘陵裾部

等では第1層群直下で丘陵部に連続する明黄褐色土や灰白色土で構成される堅赦な地山層となる部分も

認められた。今回の調査では、この第1層群を機械掘削の対象とし、．基本的に全て重機による掘削除去

を行った。

2．第1遺構面

第1層群を除去すると、直下で地山層が露呈する部分を除いて、第2層群とした灰色土層に至る。第

1層群による耕作面の形成に伴い第2層群についても一部削平を受けており、上面は段差をもつ箇所が

認められる。上面はA地区東端でT．P．34．2m、A地区南端でT．P．33．2m、B地区の崖面上でT．P．34．0

mを測り、丘陵裾部側では削平を受け、T．P．34．2mライン付近で地山層にすりつくように終焉する。

第1層群を除去した状態で検出される遺構面を第1遺構面とした。第1遺構面は第2層群上面を基本

とするが、第1層群による削平等によりこの段階で下層遺構が同一面で捉えられる部分があり、結果的

に単純に同一時期の生活面として検出し得ない状況となっている。第2層群は、層厚0．2m前後を基本

とし、一部ではやや厚く堆積する箇所も認められ最大で層厚約0．4mを測る。主として東播系須恵器や

土師器等の中世を下限とする遺物を包含することから、中世包含層と考えられる。また第2層群は自然

堆積とは異なり全体に撹拝された状況が認められることに加え、第2層上面で近世の井戸や溝等の遺構

が検出されることから、第1遺構面は基本的に近世の耕作面と判断されるものである。

B地区の崖面下においても第1層群下で薄い第2層群の堆積が認められるが、明確な遺構は認められ

ない。

3．第2遺構面

第2層群を除去すると調査区丘陵側の崖面上段では、大半が暗茶褐色系のシルト、砂質土により覆わ

れ、全体が緩やかな傾斜面となる。第2層群を除去した状態で検出される遺構面を第2遺構面とした。

この第2層群直下の暗茶褐色の土層群は、堆積状況が一様ではなく、砂礫層、砂質土、シルトがいくつ

かの単位に分かれて数次にわたって堆積した状況が窺われる。こうした堆積状況を地理学的、地質学的

に検証した結果、これらの層位は伊川の沖積作用による本流性堆積物により形成されたものと判断され

た（註）。

堆積物の単位は、最下層に砂礫、中層が砂質土やシルト、上層はこれらの層位が堆積後土壌化した部

分で構成され、短期的な沖積作用によって上流側から一気に形成された堆積サイクルとして捉えること

ができる。この堆積サイクルは、調査区北東側で伊川氾濫原に直交するように表山丘陵から張り出した

尾根の先端部付近の方向から、尾根南西側の懐状に奥まった調査区一帯に向け、4回以上にわたって多

量の土砂が放射状に供給されたことによって形成されたことが土層観察より確認された。各サイクルは

上流からの大規模な出水によりオーバーフローが繰り返される度に、前回の堆積物の間を埋めるように

形成されたことが堆積状況から窺われる。各堆積サイクルは上層から順に1、2、3、4とし、各サイ

クルの上部から順に土壌化層をa層、中層の砂質土層、シル下層をb層、最下層の砂礫層をC層として、
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これを組み合わせることにより各サイクルの堆積層を「1a層」、「3C層」等と表記して呼称すること

とする（註）。

第2遺構面は第2層群直下の1a層から2a層が放射状に堆積した上面に当たる。A地区北東側から

丘陵裾部にかけてはT．P．34．0m付近、A地区南端からB地区の崖面上部にかけてはT．P．33．0m付近と

なる緩やかな傾斜面を呈している。第2遺構面においてもA地区中央部付近はやや窪地状に浅い低地と

なっており、検出される遺構はそれを取り囲むように形成されている。特にA地区南東部では複数の掘

立柱建物がL字状に検出され、またA地区北東部においても掘立柱建物や土坑等で構成された遺構が多

数検出されるなど、全体でまとまった集落遺構が形成されている。これらの遺構からは13世紀代を中心

とする中世の須恵器や土師器等の遺物が検出されており、第2遺構面は当該時期の生活面と判断される。

B地区崖面上段では削平により第2層群が遺存しない部分も多く、当該時期の遺構はA地区に比べ希薄

な状況を示す。

B地区崖面下段では第2層群下で暗灰色粘質土層に至り、上面はT．P．33．0m付近に当たる。第2層

群に比べやや湿潤で粘質を帯び、層厚約0．2mでほぼ水平な堆積状況を示す。丘陵部側は崖面下で下層

堆積にすりつくように終焉する。上面にはやや不明瞭ながら足跡状のシルトの窪みが認められるなど、

中世の水田耕作面の可能性が高い。

また、B地区崖面下段では上述の堆積サイクルによる堆積層が認められず、第2層群下で暗灰色粘質

土層を介し、シルトや極細砂、粘質土が複雑に堆積する状況となる。崖面直下では極細砂やシルトが互

層状に堆積する沖積層が露呈し、堆積サイクルによる堆積層は崖面により途絶する状況が認められる。

崖面下段では露呈した沖積層上部が若干土壌化し、上述の中世水田土壌層下に薄い灰黄褐色土層が形成

される。この灰黄褐色土層上面は、柵列や溝で区画された掘立柱建物群やそれと前後して形成される溝

等で構成される古代の遺構が検出される。

上述の4サイクルの堆積層の下部は、黄褐色を帯びた堅赦な砂礫層や砂質土層となり丘陵下部へ続く

地山層と判断された。またこれら地山層は断割調査の結果、崖面下段から氾濫原側に形成された沖積層

下部へ急激にもぐり込む状況が確認され、伊川氾濫原右岸側の基盤を形成しているものと考えられる。

こうした状況から、平成5年度I地区から平成6年度A地区を経て平成7年度のB地区中央部南側に

かけて南西から北東方向に走行する崖面の性格について、地理学的見地に立った学識経験者による知見

により、瀬戸内沿岸地域で近年多く確認されている10～11世紀頃に形成された浸食性の崖面であるとの

見解が示されている（註）。こうした見解から、調査区周辺では弥生時代以前から10世紀に至るまでの間

に最低4回の伊川本流による大量の土砂の供給により、丘陵裾部から連続するなだらかな傾斜面が形成

された後、再び浸食を受け氾濫原側が削平された結果、南西から北東方向に走行する崖面が形成された

ことが明らかにされた。

4．第3遺構面

A地区中央部付近の浅い谷状の窪地周辺では、第2層群等から緑粕陶器片等の古代の遺物が集中して

出土する状況が認められた。これら古代の遺物の分布範囲は1C層上部に形成された1a層に相当する

暗褐色砂質土層の堆積する範囲とほぼ一致し、他の層位と分離して捉えることが可能な状況が認められ

た。このため1a層に相当する暗茶褐色砂質土層を第3層として扱うこととした。上面は、A地区北端

でT．P．34．9m付近に当たり、A地区南東部ではT．P．34．0m付近、東端ではT．P．35．0m付近に当たる。
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層厚は約0．2m前後を測る。第3層に包含される遺物は10世紀代のものを下限とし奈良時代から平安時

代のものを中心に構成されることから、第3層は平安時代を中心とした古代の遺物包含層と位置付けら

れる層位である。

第3層を除去した状態で検出される遺構面を第3遺構面とした。第3遺構面は、溝や土坑、落ち込み

等の遺構で構成され、それらから出土する遣物からは平安時代を中心とする古代の遺構面と判断される

ものである。第3層は、上述のとおりA地区中央部から東半部にかけてのみ分離して検出されるため、

第3遺構面が明確に分離して検出される区域も同様の範囲に限られる。しかし第3層も第2層群の形成

等により上部の削平を受けたものと見られ、A地区北西部の丘陵裾部前面等の区域では第2層群直下で

後述する古墳時代の遺構群より後出し中世以前に形成されたと判断される遺構群が検出されている。こ

れらの遺構群は、出土遺物等から飛鳥時代に形成されたものと判断されたが、その一部は他の平安時代

の遺構とともに第3遺構面に連続して検出されている。従って、これらの遺構について明確に古代の遺

構として認識し得るものについては本来の第3遺構面に帰属する遺構として取り扱うべきものである。

こうした状況を調査成果から整理すると、第3遺構面に帰属すべき遺構として捉えられるものは、A地

区の第3遺構面とそれに連続する状況を示しつつ検出される飛鳥時代から平安時代にかけて形成された

遺構群ということが言える。なお第3層及び第3遺構面については、平成6年度までの調査では明確に

分離して認識するには至っておらず、今回の調査で新たに認識し得た成果と言える。

またB地区下段では、A地区第3遺構面で検出された溝に平成6年度A地区で検出された溝を介して

連続すると考えられる溝と、それとの切り合い関係を有する掘立柱建物や数条の溝等で構成される遺構

群が第2層直下で検出された。こうした状況からこれらの遺構群は、平成6年度A地区下段から連続す

る溝等の遺構群とともに同様の時期に形成された一連の古代に形成された遺構群と考えられる。

両地区上段では第3層を除去すると、上述の4サイクルの堆積層の内、1b層、1C層に相当する砂

礫混じりの暗茶褐色系の砂質土層とそのひとつ前の堆積サイクルで形成された堆積物の上部土壌化層で

ある2a層に相当する暗褐色砂質土層に至る。これらの層位には須恵器や土師器をはじめとした古墳時

代を下限とした遺物が包含され、古墳時代包含層と判断された。これら1b層、1C層、2a層に相当

する古墳時代包含層を第4層群とした。上面は、A地区北端でT．P．34．8m付近に当たり、A地区南東

部は第3層同様浅い谷状地形を呈し低くなりT．P．33．9m付近、東端ではT．P．34．9m付近に当たる。A

地区北西部からB地区西部は丘陵部に向け微高地となっており、下部地山層が第2層直下で露呈しT．

P．36．4m～T．P．36．5m付近ですりつくように終焉する。B地区上段部南東端の崖面付近ではT．P．33．5

m付近に当たり、崖面により途絶する。層厚は約0．1m～0．4mを測る。

B地区下段では、侵食性の崖面の形成直後に堆積したと見られる暗灰黄色のやや粘質を帯びた細砂や

極細砂が層厚約0．1m～0．2mで堆積している。このやや粘質を帯びた細砂や極細砂は、極めて遺物の包

含量が希薄で、短期間の一時期滞水状態にあったことを窺わせる泥土状の堆積層である。時期や形成過

程は全く異なるものの、B地区下段において古墳時代以前の遺構面を覆うという点では上段部の第4層

群に共通する性格を有するものである。出土遺物には乏しいが上述のとおり侵食性の崖面の形成直後の

古代に形成されたと判断される層位である。

5．第4遺構面

第4層を除去した状態で検出される遺構面を第4遺構面とした。第4遺構面では、第3遺構面同様、
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A地区北端から南端へ向け浅い谷状を呈しておりその底部を南北に貫く溝が検出され、その東側では平

成5年度に検出された住居群に続くと見られる住居1棟が、また西側ではB地区西半を中心に多数の住

居群や掘立柱建物、土坑等が検出された。これらの遺構は全て同一面で検出されるが、弥生時代中期か

ら古墳時代後期まで多岐にわたる時代の遺構が認められる。こうした状況からは当該時期の間に調査区

周辺が、幾度となく繰返される伊川本流による洪水性の浸食や堆積により形成され、最終的に第4層群

に当たる最後の堆積サイクルによる土砂で覆われたことが窺われる。

両地区上段では、第4遺構面以下の層位からは出土遺物が全く検出されず、弥生時代中期以前に遡っ

て人類の行動の痕跡を捕らえることはできない。しかし第4遺構面以下の層位に関してもいわゆる地山

層ではなく、前述のように2b層以前の堆積サイクルも伊川本流による洪水性の堆積物であり、丘陵部

に連続する裾部の黄褐色を帯びた堅赦な砂礫層や砂質土層による地山層はこれら堆積サイクルによる層

位の下部へ急激にもぐり込むことが確認された。従って伊川の右岸側に関しては、弥生時代以前のさら

に太古の時期には丘陵裾部まで氾濫原が広がり、除々に堆積と浸食を繰返しつつ段丘面が形成されたも

のと判断された。

B地区下段では、上述の浸食性の崖面の形成直後に堆積した暗灰黄色粘質土層を除去すると、上段で

の堆積サイクル下部に連続する黄灰色や褐灰色の極細砂やシルトがほぼ水平に互層状に堆積する状況が

認められた。崖面下での検出面はT．P．32．7m付近で、伊川現河道に向け緩やかに下降しB地区南端で

はT．P．32．4m付近である。これらの層位は上部の洪水性の堆積サイクルの形成以前に伊川本流の氾濫

原堆積物として形成された沖積層群と考えられるが、調査区内で確認し得た最深部に当たるT．P．30．5

m付近以下にまで連続しており、丘陵裾部よりもぐり込む地山層群の深度については確認するに至らな

かった。

B地区下段では、沖積層群上面を検出面として弥生時代前期から古墳時代に至る各期の遺構が同一面

で確認される。このことは、本来上部に堆積していた第4層群以下の堆積サイクルによる層位が崖面形

成時の浸食により流出した結果、上段部の第4遺構面から連続していた本来のなだらかな傾斜面に形成

され埋没した各時期の遺構が浸食により削平され、上部を欠失した状態として浸食作用の底面となった

沖積層群上面で検出されるに至った経過を示していると判断された。

沖積層群上面では流心の位置や規模を変化させつつ形成、埋没を繰返した旧河道の変遷過程やそれに

接続するよう人工的に開削されたと見られる数条の溝が検出されている。旧河道の変遷過程は概ね以下

のとおりと考えられる。

弥生時代中期には最大幅20m以上、最深部がT．P．30．5m付近に達する河道がB地区下段の南半に形

成され、その流水量の変化により下部が租砂、上部がシル下層で埋没し、伊川の主河道が現河道側に移

動するなどして、弥生時代後期には溝状に窪地化して徐々にシルトや極細砂で完全に埋没する。その後、

古墳時代前期には再び平成6年度A地区下段から平成7年度B地区南東端及び平成8年度調査区にかけ

て幅約10m前後の河道が形成され、租砂を中心に比較的短期間に埋没する。この河道の埋没に伴い再び

主河道は現河道側に移動し、調査区付近に供給される水量は低下する。埋没した河道上部はおそらく窪

地状に形状を留めたものと見られ、古墳時代前期の終わり頃にはその内部に数条の自然流路を形成しつ

つ徐々に埋没していく。古墳時代中期から後期には主河道が現河道側で河道を安定させ、調査区付近へ

の水の供給はほぼ断たれたものと見られる。これらの河道跡では、その一部が湿地状の窪地となり、最

終的には徐々にシル下等で埋没していった状況が窺われる。
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この間B地区南半では、旧河道が主河道であったことが窺われる弥生時代中期にはこれに接続する大

規模な溝が人工的に開削され、河道がほぼ埋没する弥生時代後期には住居等による集落城が、また古墳

時代にはA地区第4遺構面で検出された住居群の間を貫通する溝と連続するものと考えられる溝等が展

開している。

また平成8年度調査区の東端部や平成5年度調査区においても中世包含層下で、上記沖積層と同様の

黄灰色や褐灰色の極細砂やシルトを検出面として古墳時代から近世の遺構が検出され、丘陵側からは旧

河道域を挟んで対岸側に遺存した中洲状の沖積層群と考えられる。

このように上脇遺跡の4箇年にわたる調査区周辺の層位は、丘陵部山裾付近から形成された伊川右岸

の沖積段丘面上に、さらに数次にわたる洪水性の土砂の堆積サイクルにより緩やかな傾斜地として形成

されており、伊川による主河道の変遷とともに、調査区北側の丘陵部より伊川氾濫原に直交するように

伸びる尾根状地形と丘陵部により囲まれた微高地上に、弥生時代以降、連綿と人々の生活域として上脇

遺跡が形成されてきた状況を良好に示していると言える。

（註）立命館大学理工学部高橋　学教授（現文学部教授）に調査断面を実地に調査・分析していただき、地理学的見

地からの所見をいただいた。平成7年度以降の調査方針はこの見解に沿ったものであり、地形形成に対する解

釈もそれをふまえたものである。ただし高橋所見の意を汲みとれなかった部分の非は当方にある。
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第1節　第1両の遺構

第1章　平成7年度A地区

第1節　第1面の遺構

1．概要
1

近世～現代の耕作土からなる第1層群を機械掘削によって除去すると、第2層群とした灰色土壌が現

れる。この上面で精査・検出した遺構面を第1遺構検出面（以下、第1面と呼ぶ）とする。ただし丘陵

裾部や第1層群が削平されている箇所などでは、下層遺構を同一面で捉えた場合がある。従って、本報

告では第1部第3章第3節「基本層序」で述べた遺構面の概念に基いて、明らかに時期が認定できるも

のについては、本来帰属すべき時代の遺構面に対応するよう第2両以下の節で報告するものとする。

第1面では調査区のほぼ全域で近世～中世の遺構を検出した。遺構の性格は時期によって変化してお

り、大きく以下の3つの段階が考えられる。

明らかに近世以降と判断できる遺構には大小の埋め桶遺構がある。それらは水田の水溜め若しくは肥

溜めに使われたと考えられ、調査区の各所に散在していた。

現在の形に水田が開発されたのは中世後半の頃とみられ、現代の水田区画およびその方位に沿った溝

やその溝に接する土坑が見つかっている。この段階の時期を示す遺物は数少ないが、土坑から室町時代

後期の土器が出土している。また第2面の井戸72012SEを完全に埋め戻すのもこの時期である。

鎌倉時代後期～室町時代前期にかけての溝・土坑・掘立柱建物は、第2面の池72001SGが埋まった

跡の範囲を中心に検出した。

2．江戸時代の遺構

埋め桶遺構には直径1．0～1．5mのものと直径0．5m以下の大小2タイプがある。71001SEと71002S

E、71003SEと71004SEのように大小の埋め桶遺構をセットにしている例や、71008SEと71009SE、

71012SEと71013SEのように近接箇所で作り替えられている例もあるが、その他は単独である。

埋め桶遺構71001SE（図版7）

B－5区に位置する。平面円形で、直径1．4m、深さ0．6mである。内部に桶は残されていなかった。

南側に小型の埋め桶遺構71002SEを併設する。

埋め桶遺構71003SE（図版7）

B－5区に位置する。平面円形で、直径1．0m、深さ0．4mである。内部に桶が残されたままであった。

出土遺物には近世～近代の桟瓦がある。東側に小型の埋め桶遺構71004SEを併設する。

埋め桶遺構71009SE・71008SE（図版7）

A－7区に位置し、71009SEが71008SEを切る関係になる。71009SEは平面円形で、直径1．5m、

深さ1．2mの掘り方があるが、遺物の入り方から見て実際の有効な深さは0．4～0．5m程度であったと見
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1Lr‾　　　　＿

られる。埋土の外周に桶のタガのみが残されており、上層に10～20cm大の礫や板材が投棄されていた。

71008SEは平面円形で、直径1．4m、深さ0．5mである。埋土の外周に桶のタガのみが残されている。

出土遺物には近世瓦があるが、その他にも中世の土坑71049SK・池72001SGを切っている関係で、

中世の土師器・須恵器・陶磁器なども多く含んでいる。

埋め桶遺構71010SE（図版7）

B－7区に位置する。平面隅丸方形で、一辺1．1m、深さ1．0mである。内部に桶は残されていなかっ

た。出土遺物には土師器・須恵器片がある。

埋め桶遺構71012SE（図版7）

B－8区に位置する。平面円形で、直径1．5m、深さ0．3mである。内部に桶は残されていなかった。

出土遺物には近世陶器片がある。

埋め桶遺構71013SE（図版7）

B－8区で、71012SEの東側に位置する。平面不整円形で、径1．5～1．8m、深さ0．7mである。埋土

の外周に桶のタガのみが残されている。出土遺物には近世の染付け皿（3001）・褐粕陶器瓶（3002）が

ある。

土坑71015SX（図版8）

J－5区の山裾に位置する。平面長方形で、長軸1．6m、短軸1．0m、深さ0．3mである。木棺墓の可

能性もある。出土遺物には近世陶器片がある。

溝71017SD（図版8）

J；B－8区を東西方向に通る、水田段差下層の溝である。幅1．0m、深さ0．1mである。部分的に土

師質の土管（3003）で、暗渠が設けられている。出土遺物には土師器・須恵器・備前焼片がある。

3．中世後半の遺構

現代の水田区画の段差と重なる溝71021SD・71022SD・71024SD～71028SD・71032SD・71033

SD・71035SDと、それに対して平行または直交方向の溝71029SD・71030SD・71034SDがあり、

水田の形が現在の形に造成されたのがこの時期であったことを示している。また谷の中央を南北に通る

溝71021SD・71022SDの起点方向の山裾に円形の井戸71019SE・71020SEが設けられており、山麓

の湧水の利用が窺える。

井戸71019SE（図版8）

J－5区で、溝71021SDの起点方向に位置する。平面円形で、直径0．9m、深さ0．9mである。

井戸71020SE（図版8）

A－4；5区で、溝71022SDの起点方向に位置する。平面不整円形で、直径1．2m、深さ0．7mである。
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溝71037SD・71038SD・71039SD（図版8）

調査区の北東側で平行する3本の短い溝である。

71037SDはC－5区に位置し、延長5．4m、幅0．6m、深さ5cmである。

71038SDはD－6区に位置し、延長4．7m、幅0．8m、深さ0．2mである。埋土中に5～20cm大の礫

が詰められている。出土遺物には土師器杯A（3004）・皿B（3005）がある。

71039SDはE－6区に位置し、延長2．2m、幅0．5m、深さ0．1mである。出土遺物には土師器小皿B

（3006）、備前焼小碗（3007）がある。

土坑71040SK（図版8）

E－7区で、第2両の井戸72012SEの北側に位置する。平面楕円形で、一部を現代の撹乱に切られ

ている。長径1．4mx短径0．7m、深さ5cmである。出土遺物には土師器鍋（3008）がある。

土坑71041SK（図版8）

B－7；8区に位置する。平面不整方形で、一辺約2m、深さ20cmである。出土遺物には土師器皿

B（3009）・盤（3010）がある。

4．池72001SG埋没面の遺構

第2面の遺構である池72001SGが埋没した後の面およびその周辺で、掘立柱建物71043SB他、多数

の土坑を検出した。

掘立柱建物71043SB（図版9）

C－6；7区に位置する。規模は2間×2間で、柱間は2．0m、床面積16Idである。南北軸の方位は

N200　Wで、溝71022SD・71029SD～71031SDの方向と揃っている。柱穴から遺物は出土しなかっ

た。

土坑71044SK～71047SK（図版9・11）

池72001SGのほぼ中央にあたるB；C－7区で、埋土の凹みを利用する形で土師器の皿・小皿が多

量に出土した。遺構の形態は不明瞭であるが、遺物の出土する範囲によって71044SK～71047SKとし

た。

71044SKはB－6；7区にあり、平面不整形で、概ね南北4．4m、東西3．0mの範囲から遺物が出土

する。出土遺物には土師器小皿A（3011～3013）・小皿B（3014・3015）・杯A（3016・3017）・皿B

（3018・3019）、瓦器椀（3020・3021）、須恵器椀（3022・3023）・片口鉢（3024）がある。

また71044SKの底で土坑71045SKを検出した。平面楕円形で、長軸0．95mX短径0．5m、深さ20cm

である。出土遺物には土師器小皿A（3025）、フイゴの羽口（3026）がある。

71046SKはB－6区で、71044SKの北側に接する。平面不整形で、南北1．75m、東西1．0mの範囲

から遺物が出土する。出土遺物には土師器小皿A（3027・3028）・皿B（3029）、瓦器椀（3030）がある。

71047SKはB；C－7区にあり、平面不整形で、概ね南北5．0m、東西2．5mの範囲から遺物が出土

する。出土遺物には土師器小皿B（3031～3033）・皿B（3034）、須恵器片口鉢（3035）がある。
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土坑71048SK（図版9）

C－6区に位置する。平面卵形で、長軸2．95mX短軸1．6m、深さ25cmである。出土遺物には土師器

・須恵器・瓦片がある。

土坑71049SK（図版10）

A－7区に位置し、71008SElO5・71009SEに切られる。平面円形、断面逆台形で、中層のシル下

層から土器・木製品の他、木材・角礫などが一括出土した。規模は直径1．7m、深さ40cmである。出土

遺物には土師器小皿A（3036・3037）・小皿B（3038・3039）・杯A（3040～3042）・皿B（3043）・

鍋（3045）、瓦器椀（3044）、横槌（3001W）、曲物底板（3002W・3003W）、飾り板（3004W）、箸（3005W・

3006W）がある。

土坑71050SK（図版10）

D－7区に位置する。溝状を呈し、長さ2．4m、幅0．5m、深さ10cmである。出土遺物には土師器小

皿A（3046・3047）・小皿B（3048・3049）・杯A（3051）・皿B（3052）・托（3053）、須恵器小皿（3050）、

備前焼小碗（3054）の他、青白磁片がある。

土坑71051SK（図版10）

D－7区に位置し、平面円形、直径0．8m、深さ20cmである。出土遺物には須恵器片口鉢（3055）がある。

土坑71052SK（図版10）

D－7区に位置する。溝状を呈し、長さ1．0m、幅0．3m、深さ10cmである。出土遺物には土師器・

須恵器・青磁片がある。

土坑71053SK（図版10）

B－6区に位置し、71022SDに接する。平面矩形で、一辺1．3m、深さ10cmである。出土遺物には

土師器・須恵器・青磁片がある。

土坑71054SK（図版10）

B－5区の第2両の井戸72027SEの上面に位置しており、遺構埋没後の凹みを検出したものである。

平面長方形で、長軸2．4mx短軸1．9m、深さ10cmである。出土遺物には土師器・須恵器片がある。

第2節　第2両の調査

1．概　要

主に中世の遺物を含む第2層群を除去した面が第2検出面（以後、第2両とする）で、鎌倉時代を中

心とする中世前半の遺構を検出した。遺構の分布はA地区北側の遺構群と南側の遺構群が、谷部中央に

横たわる池に隔てられた状況である。南北の建物群が池を挟んで向かい合う景観が復原できる。
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遺構の説明は「中央遺構群」「南遺構群」「北遺構群」の3箇所に分けて行う。

2．中央遺構群

A；D－6；7区にかけての谷の中央部付近に、72001SGが大きな落ち込みとなっている。これは

元々の地形を利用して作られた、屋敷地内の池と考えられる。この池を南北に挟んだ両側に、建物を中

心とする遺構群が存在する。

池72001SG（図版11）

A地区のほぼ中央で、A；D－6；7区の範囲に位置する。谷部の最も低い水はけの悪い部分を利用

して作られた池である。底のレベルが最も高い西端を頂点として、東西に細長い不整な三角形を呈する。

池の北岸は直線的に作られているが、南岸はやや出入りのある汀線となっている。また掘立柱建物72003

SBの北面の庇は一部池に乗り込んだ形になっており、改修が行われたかもしれない。しかし出島・中

島・景石などの施設は認められず、本格的な庭園の園地としての要素は備えていない。三角形部分の規模

は東西約28m、南北約15m、深さ40cmで、面積は210niに及ぶ。底面の東西の勾配は0．75／28mである。

さらに東辺の南端に溝状の部分が井戸72012SEに向かって取り付いており、オーバーフローした水

の排水輝となっていた可能性がある。溝状部分は延長約9m、幅1．5～3．0mである。

池の埋土は下層に褐色の極細砂～柵砂層土が堆積しており、必ずしも湛水状態であったとは限らない。

埋土の上面は長らく凹みとして意識されていたようで、中世後半には土坑71044SK～71047SKに土器

が一括廃棄されていた。

出土遺物には土師器小皿A（3084～3095）・小皿B（3096・3097）・杯A（3098～3107）・皿B（3108

～3111）・鍋（3119・3120）・羽釜（3121）、須恵器椀（3112～3114）・片口鉢（3115～3118）・嚢（3122

・3123）、石硯（3124・3125）、白磁碗（3339・3342・3343・3345・3347）、青磁小皿（3349）・碗（3356・

3359）がある。

3．南遺構群

池の南側では掘立柱建物5棟と雨落ち溝、井戸、土坑その他多数の柱穴が見つかっており、居住空間

の中心部をなす。この遺構群は率成6年度A地区にも連続した広がりを示す。

5棟の掘立柱建物は、大きく2時期のものが重複して検出されており、池の南辺に沿って東西方向に

棟を置く72002SB～72004SBと、その南西角から直交するように南北方向に棟を置く72005SB・

72006SBで構成される。これらは池の南側でL字状に配置されており、平成6年度A地区で検出され

た柱穴群とともに、全体でコの字状に掘立柱建物を配した屋敷地を形成していたものと考えられる。掘

立柱建物で囲まれた部分は遺構が極めて希薄で、中庭的な空間であったことが窺われる。

掘立柱建物群の背面北東部には、石組みの井戸72012SEが構築される。また建物群の周囲には径1

m前後の浅い土坑72013SK～72020SKがあり、まとまった量の一括遺物も出土している。

掘立柱建物72002SB（図版12・13）

A地区東端、D；E－7；8区に位置する。ほぼ東西方向に棟を置くが、棟方向はやや北に振りN810

Eを示す。梁間2間×桁行3間の総柱建物である。柱間は桁行が1．8～2．1m、梁間が2．1－2．2mを測り、
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床面積は約25rrfである。柱穴は、直径30～50cmの円形または楕円形の掘り方に径約20cmの柱痕部を有

し、深さ約20～40cmを測る。P5柱痕底部には、拳大の礫3個が据えられる他、P8では礎板状に平

石が据えられる。P4では方形の礫が、平坦面をほぼ水平にして柱痕部に設置されている。また、P12

では柱の抜き取りに際し、礎板に用いられた可能性の高い平石が落ち込むように検出された。

建物北辺を構成するPl・P4には、同一の掘り方内にやや位置がずれた柱痕が認められる他、北西

角に当たるPlOでは北東側にこれに切られる形でP2600が位置することから、これらを北辺としほぼ同

位置に先行する同規模の掘立柱建物が存在した可能性が指摘できる。なおP2600には径約13cm、残存高

約40cmの柱根が遺存しており、その掘り方はPlOより約10cm深く掘られている。

柱穴からの出土遺物には土師器の細片があるが、図化できたものはない。

掘立柱建物72003SB（図版12・14）

C；D－7；8区に位置する。棟方向はN870Eで、ほぼ東西方向に置く。梁間2間×桁行5間の総柱

建物で、北側に半間幅で庇を伴い、南西角から南側へ1間×1間の張り出し部を持つ構造を示す。柱間は

桁行が2．0～2．5m、梁間が2．1～2．3mを測る。庇部の梁方向の幅は1．2～1．3mを測る。主屋部分の床面

積は約46．8I肩で、庇と張り出しを含めた全体の床面積は約65．6Idである。主屋部を南側へ1間分ずらし

て掘立柱建物72003SBと重複しており、P8・P12等で柱穴の切合い関係から、本建物が先行し、建て

替えられたことが解る。庇部西半のP23～P25は池埋土の下部で検出されており、当初、池南緑に沿っ

て建てられた本建物が、池の拡張に伴って後出の掘立柱建物72003SBに建て替えられたものと判断さ

れる。柱穴は、直径25～40cmの円形または楕円形の掘り方に径約20cmの柱痕部を有する。深さは約40～

70cmを測る。P23・P24・P25・P4・P16・Pll・P17・P3・P21・P22・P9・P18に桂根が遺

存する。全体的に南東角のP3等を除いて建物西側の柱穴に深さ60cmを超えるものが多く、柱を深く

据える傾向を示す。庇部桁行東半の柱穴は深さ約40cm前後とやや浅く、P21、P22には礎板状に平石

が据えられている。南側桁行のP6も深さ約40cmと浅いが底部に礎板状に平石が据えられている。ま

たP12・P13では、柱痕上部に平石が置かれており、柱材を抜き取った後、抜き取り穴上部を石材で覆

った状況が見られる他、Plでは柱痕部に石材が転落したかのような状況である。

出土遺物にはPlの土師器小皿A（3126）、P2の土師器小皿B（3128）、P3の土師器小皿B（3139）、

P16の土師器杯A（3130）、P17の須恵器椀（3131）がある。その他72004SBのP7と切り合うP8か

ら出土した土師器小皿A（3127）もあるが、どちらの柱穴に伴うかは不明である。

掘立柱建物72004SB（図版12・15）

C；D－8区で検出された梁間2間×桁行5間の総柱建物で、先行する掘立柱建物72003SBが南側へ

1間分位置をずらして建て替えられたものと考えられる。棟方向もN870Eで、ほぼ同様に東西方向に置

く。構造的にもほぼ同様で、南西角から南側へ1間×1間の張り出し部を持つが、北側の庇は踏襲され

ず伴わない。柱間は桁行が2．0～2．2m、梁間が2．1～2．3mを測る。主屋部分の床面積は約45．2崩で、張り

出しを含めた全体の床面積は約50．2Idである。柱穴は直径25～40cmの円形または楕円形の掘り方に、径

約20cmの柱痕部を有する。深さは約40～70cmを測る。PlO、P19に桂根が遺存する。掘立柱建物72003SB

に比べ桂根が遺存する柱穴は少ない。P7、P17、P18では柱材を抜き取った後、抜き取り穴上部に石材が

置かれた状況が認められる。建物の南東部に向け柱穴の深さが約40cm前後とやや浅くなる傾向を示す。
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出土遣物は少なく、図化できたのは先述の土師器小皿A（3127）のみである。

掘立柱建物72006SB（図版12・17・22）

C；D－9；0区に位置する梁間2間×桁行5間の総柱建物で、東側に半間幅で庇を伴う構造を示す。

掘立柱建物72004SBの張り出し部南辺から約4m離れ、ほぼ直角に南北方向に棟方向を置いて配置さ

れる。棟方向はN70Wを示す。南東角部は平成6年度A地区との境に当たり、具体的に柱穴を検出し

得ていをい。柱間は桁行が2．0～2．2m、梁間が1・9～2・1mを測る。庇部の梁方向の幅は0・9～1・1mを測

る。復元される主屋部分の床面積は約42．6出で、庇を含めた全体の床面積は約54．1出である。主屋部を

南東方向へ0．5mずらした形で掘立柱建物72005SBと重複しており、検出状況から判断して本建物が先

行し、位置をややずらして建て替えられたものと判断される。柱穴は、直径25～50cmの円形または楕

円形の掘り方に径約20cmの柱痕部を有する。深さは、40cm前後の比較的浅いものと70cm前後を測る

深いものが認められる。主屋部の西桁行の柱列では、Pl、P4、PlO、P16が深く柱を据え、P7、

P13は浅い柱穴で、中央桁行の柱列では、P2、P8、P14が深く、P5、Pll、P17が浅い柱穴であ

る。東桁行の柱列では、P15を除いて全てやや深い柱穴で構成され、庇部の柱列は約50cm前後の深さ

を測る。これらのことから建物前面となる東桁行は柱を深く据え、中央と西側の桁行では深い柱穴と浅

い柱穴を交互に配する構造を持つことが解る。桂根が遺存する柱穴は認めらず、Pll柱痕底部で土器片

が検出されるなど、柱材は抜き取られた可能性が高いものと考えられる。

また、建物北辺及び西辺から0．5～0．6m隔てて、それぞれの辺に並行するL字形の柱列が検出されて

おり、付属する目隠塀と考えられる。北辺側では、建物庇部柱列の延長した位置を基点として、P23～

P28の6基の柱穴が半間間隔で並び、P28から建物西辺に沿ってP29～P35の7基の柱穴が検出されて

いる。西辺側では、P28、P29間とP33～P35間が半間間隔で、他は建物柱穴にほぼ対応するように1

間を意識した間隔で配置されている。P23、P26、P28、P32では、柱材の抜き取り穴上部に石材が設

置された状況が認められた。

出土遺物にはP19の土師器小皿A（3129）、P20の須恵器椀（3133）、P33の須恵器椀（3132）がある。

その他72005SBのP12と同時に断ち割ったP12から出土した土師器羽釜（3134）もあるが、どちらの

柱穴に伴うかは不明である。

掘立柱建物72005SB（図版12・16・22）

C－9；0区に位置し、南北方向に棟方向を置く梁間2間×桁行5間の総柱建物である。掘立柱建物

72006SBの主屋部を南東方向へ0．5mずらしたかたちで建て替えられたものと考えられ、棟方向もほぼ

同一である。同様に建て替えが見られる北側の掘立柱建物72004SBの張り出し部南辺から約2m離れ、

ほぼ直角に配置され、72004SB西辺梁行のほぼ延長線上に東辺桁行を置いて建てられている。建物群全

体としての位置関係は踏襲されつつ各掘立柱建物が建て替えられたことが窺われる。庇については建て

替えに際し踏襲されず、伴わない構造である。72006SBと同様に南東角部は平成6年度A地区との境

に当たり、具体的に柱穴を検出し得ていない。柱間は桁行が2．1～2．2m、梁間が1．9～2．2mを測る。復元さ

れる床面積は約45．6崩である。柱穴は、直径25～50cmのほぼ円形の掘り方に径約20cmの柱痕部を有する。

深さは約30～50cmを測り、南に進むにつれやや深くなる傾向を示す。柱根が遺存する柱穴は認めらず、柱

材は抜き取られた可能性が高い。P9では柱材の抜き取り穴上部に石材が設置された状況が認められた。
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出土遺物は少なく、図化できたのは先述の土師器羽釜（3134）のみである。

その他の柱穴（図版18）

南遺構群では上記の建物を構成するもの以外に約120基の柱穴が検出されている。これらの柱穴の中

には、切り合い関係から復元し得た建物に先行することが明らかなものも認められる。

先にも述べたようにP2600は72002SBのPlOに先行する柱穴で、同P4の同一掘り方内の柱痕等と

ともに、同様の建物を構成した可能性を指摘し得る。

P2534は掘立柱建物72003SBのP4、P21間に位置するが、具体に帰属する建物等は明確にし得て

いない柱穴である。径約45cmの掘り方に径約20cmの柱痕を有し深さ約35cmを測る。底部には扁平な石材

が礎板状に据えられる。

P2477は掘立柱建物72003SBのP23の北東0．5mに位置する。径約40cmの掘り方に径約25cmの柱痕を

有するが、深さは約20cmと浅い。柱痕東半上部を覆うように扁平な石材が検出されたほか、柱痕埋土に

は小礫が多く含まれ、柱材が抜き取られた後に埋められたことが窺われる。

P2277・P2278は掘立柱建物72004SBのPl・P2間に位置する切り合い関係を有する2基の柱穴

である。共に径約30cmの掘り方に径約20cmの柱痕を有し、深さ約25cmを測る。P2278がP2277に後出す

るが、いずれも具体に帰属する建物等は明確にし得ていない。

P2487は掘立柱建物72003SBのPlOの一部切るように検出された柱穴で、明瞭な柱痕は認められな

い。埋土上半より15×20cm大の石材が検出された。

P2448は掘立柱建物72006SBの西側目隠塀のP32から柱材が抜き取られた際、その上部に石材が埋

め込まれた後、浅い掘り方内に人頭大の石材が礎石状に据えられたものである。径約50cm、深さ約10cm

を測るが、掘り方はやや不明瞭である。

P2532は掘立柱建物72006SBの庇部P20に一部を切られる柱穴である。径・深さともP20とほぼ同

様で、柱痕部には拳大の石材の転落が認められる他、掘り方埋土内より須恵器椀片（2532）が出土している。

P2434は、掘立柱建物72006SBのPll南側で検出された柱穴であるが、具体的に帰属する建物等は

不明である。柱痕上部には拳大の石材を3段に詰めて埋められている。P2435は、P2434に一部切られ

るように南側で検出された柱穴で、深さ約60cmを測るが、構成する建物等は不明である。
I

P2468は、掘立柱建物72006SB・72005SBの西辺ラインの南延長上3．5mに位置する柱穴で、P2467

・P3082等とともに建物を構成する可能性が考えられるが、平成6年度A地区との調査区境に当たり、

明確に復元するには至っていない。柱痕部は深さ約55cmを測り、上部に扇平な石材が落ち込むように検

出されている。また掘り方南側の検出面上で土師器小皿（3137）が伏せられた状態で検出されている。

この他にも構成する掘立柱建物を明確にし得ない柱穴が多数検出されており、それらにも柱痕部に拳

大の石材が認められるものや、土坑状にやや大きな径を有するものが認められる。これらの柱穴には、

切り合い関係から上記の掘立柱建物群に先行することが明らかなものもあり、出土遺物の年代観ととも

に、本遺構群の初現期がやや遡る可能性を示唆するものとして注目される。

井戸72012SE（図版19・20）

E－7区で検出された石組みの井戸である。掘り方はやや楕円形を呈し、東西約4．0m、南北約3．0m

を測る。南西側は、後世の耕作に伴う段差により、上部の一部に削平を受けて欠く。検出面からの深さ
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約1．9mを測る。掘り方底部は、基本層序で述べた伊川による本流性堆積物による堆積サイクルによる

4C層までの堆積層を貫通し、その下位に当たる沖積層群の最上部の黒褐色粘土層に至る。

井筒は、拳大から人頭大の石材をほぼ円形に積み上げた石組みの構造で、内径約1．3mを測る。底部

に湧水を得るための施設はなく、掘り方底部のやや堅赦な黒褐色粘土層に直接平石を敷き詰めた構造を

持ち、外部からの供給による溜井戸であったことが解る。石組み底部の石材の一部は、壁面最下段の石

材の下部に組まれており、築造当初より石敷きの構造であったことが解る。壁面を構成する石材の多く

は短辺を壁面側として小口積みに組まれ、残存高約11段から12段で約1．6mを測る。最下部の約2段は

やや逆台形を呈し、底部での経は約1．1mである。壁面は底部に対して上部がやや南へずれた形で組ま

れ、若干南方向へ傾いた形状を示す。掘り方埋土は、壁面の石組1－2段を構築するごとに順次互層状

に詰められたことが窺われ、暗茶褐色土、暗灰褐色土、黒褐色粘質土等である。

石組み内部の埋土は、木器等の遺物群や石材等の崩落面により、大きく5時期の堆積としてとらえる

ことが可能である。最下層は、底部石敷上に築造直後からの稼働期のごく初期に徐々に堆積したと見ら
l

れる層厚20～30cmを測る暗灰色泥土である。底部石敷直上から嚢口縁部（3148）が出土している。暗灰色

泥土上面は、拳大から人頭大の石材が散乱し、それらに混じって板状や角柱状の木器類が認められ、一時

期の底面を成したものと見られる。また径10cm程度の巻き貝数個体もこれらとともに出土している。これ

らの遺物群は層厚10～20cmを測る灰黒色泥土により埋没しており、本遺構の使用頻度の低下にともない、

底部が汚泥化していった状況が窺われる。灰黒色泥土上面でも、拳大から人頭大の石材の散乱と杓子状の

木製品（W3013）や加工木等の木器類が検出されており、一時期の底面を成したものと見られる。これらの

遺物群は、暗灰色粘質土により埋没しており、以下の埋土層を明確に分離して覆われている。暗灰色粘

質土層中の北西部から、約1／2遺存した竹製の編み物が検出されている。暗灰色粘質土層は周囲に厚く

凹レンズ状に堆積しており、層厚は10－20cmを測る。この上位には、暗青灰色シルトが層厚15～20cmで

レンズ状に堆積する。拳大程度の若干の石材が混入するものの遺物は希薄である。さらに上位は、層厚

20～30cmでレンズ状にやや粘質を帯びた黒灰色泥土層が堆積するが、層内には拳大の石材がほぼ全面に

わたって散乱した状況が認められ、一時期の上部の崩落の状況を示すものと見られる。黒灰色泥土層か

らは、これらの石材とともに、漆塗りの木椀数個体が出土している。黒灰色泥土層の上位は再び暗灰色

粘土層等の粘土層で序々に埋没が進行した状況が認められ、北側にやや厚く層厚約20cmで堆積する。遺

物は希薄である。これらの暗灰色粘土層等の上面は大量の拳大の石材が散乱しており、最終的に本遺構

が機能を失い南側上部を中心に欠失した壁面の石材が崩落して、全体の4分の3までが埋没した状況を

示している。これらの崩落土や石材とともに、土師器鍋（3143・3144）等が出土しており、本遺構の最終

的な埋没時期を示すものと見られる。これより上部は、灰色砂質土等の撹拝された土砂が数次にわたり

流入しており、上部の第2層群による整地、耕作土に連続する土層で上部まで覆われ完全に埋没する。

このように本遺構は、石組み構造による堅赦な構造で構築され、底部にも石敷きを伴う療異な構造を

持ち、外部からの供給による溜め井戸としての性格を示している。上部を一部欠くため外部からの供給

に関する構造は明らかにし得ていないが、西側に展開する池72001SGの南辺が本遺構に向かって溝状

にのびることから、谷尻からの湧水が一旦池に導かれた後、一定水位からのオバーフロー水量を石組み

内に導水したものと見ることができ、北遺構群、中央遺構群、南遺構群が一体として機能する一連の構

造を持っていたことが窺われる。

遺物は上記の各層位・堆積時期ごとに、土器・木器類・漆椀・編み物類など多岐にわたる遺物が出土
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している。

土器は埋没の最終時期を示す土師器鍋（3143・3144）、石組み内最下層に堆積する灰黒色泥土出土の土

師器皿B（3145）、須恵器椀（3146）・嚢（3147・3148）、掘り方内の土師器小皿A（3149・3150）・羽釜

（3152）、須恵器椀（3151）がある。

木器は横櫛（3007W）・栓？（3008W）・草履芯板（3009W）・下駄（3010W）・木椀（3011W）・

曲物底板（3012W）・杓子（3013W）・漆椀（3028W）がある。

土坑72013SK（図版21）

D－8区に位置し、72003SBと重複する。土器を検出しながら掘り進む中で、掘り方の輪郭が微妙

に変化しているが、最終的には平面不整形、径1．2mx0．95m、深さ25cmの大きさである。

遺物は下層の中心に完形品の須恵器椀（3184）が置かれていた他、下層から上層にかけて土師器小皿

A（3153～3167）・小皿B（3168～3181）・杯A（3182・3183）・皿B（3185～3187）が完形品や打ち

欠かれた状態で多量に出土した。

土坑72014SK（図版21）

D－8区で、72002SBと72003SBの間に位置する。平面長円形で、径1．2mX0．65m、深さ25cmで

ある。土坑の東寄りから土器が集中して出土した。

出土遺物には土師器小皿A（3192～3193）・杯A（3194・3195）がある。

土坑72015SK（図版21）

D－7区で、72002SBのPlOを切っている。平面楕円形で、径0．7mX0．55m、深さ20cmである。

土坑の西寄りで別の柱穴と切り合っており、その付近から土器が集中して出土した。

出土遺物には土師器小皿A（3188・3189）・杯A（3190）・青白磁合子蓋（3334）がある。

土坑72016SK（図版22）

C－8区に位置し、72003SBと重複する。平面楕円形で、径1．4mX1．0m、深さ15cmである。土坑

の東寄りから土器が集中して出土した。

出土遺物には土師器小皿A（3192～3193）・杯A（3194・3195）がある。

土坑72017SK（図版22）

C－8区に位置し、72004SBと重複する。平面円形で、直径0．7m、深さ50cmである。埋土からは

最大20cm大の角礫が多数出土した。

出土遺物は土師器・須恵器の細片のみである。

土坑72018SK（図版22）

C－8区で、72007SDの北端付近に位置する。平面円形で、直径0．9m、深さ20cmである。埋土か

らは最大20cm大の角礫が出土した。

出土遺物は土師器・須恵器の他、羽口の破片があ、る。
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土坑72020SK（図版22）

D－8区で、72002SBと72004SBの間に位置する。平面楕円形で、径0．85×0．6m、深さ25cmであ

る。

出土遺物は土師器小皿A（3191）の他、青磁片がある。

4．北遺構群

主に池72027SGと山裾に挟まれた空間の遺構群で、掘立柱建物1棟・井戸1基・土器棺1基の他、土

坑・溝などがある。特に井戸72027SEには最終的に多量の煮沸具を含む大量の土器群が投棄されており、

台所・厨的な空間を示している。遺構面の標高は山裾から池に向かって35．3m～34．8mの傾きをもつ。

掘立柱建物72026SB（図版23・24）

B；C－5；6区に位置する。東西方向に棟をもつ、梁間2間×桁行4間の建物である。柱間は桁行

が1．7～1．9m、梁問が1．8～1．9mで、床面積は27rrfである。柱の掘り方は直径30～55cm、深さ30～65cm

である。建物の方位は棟方向がN680　Eである。

出土遺物には柱穴P4内から出土した須恵器小皿（3197）がある。

井戸72027SE（図版25）

B－5区に位置し、第1面では直上で71054SKを検出している。第2両での検出時には遺構を中心

とした炭層の広がりが認められ、その炭層を除去した面でプランを確認した。

プランは隅丸方形で、一旦方形に大きく掘り込んだあと、中央に不整円形の水溜め状の落ちを設けて

いる。規模は上面が一辺2．7～3．0m、底面が一辺1．5～1．6m、深さ1．1m、中央の水溜めが径0．7～0．8

m、深さ20cmである。

埋土は底から上面まで中央がやや落ち込んだ水平方向の堆積で、井戸側のような構築物の痕跡は一切

認められなかった。従ってこの遺構が機能していた時には、掘り方は開放状態であったと判断せざるを

えない。

埋土の下層には植物遺体層が層をなして堆積しており、湛水状態であったことを示している。それと

ともに完形品を含む土器・木器・10cm大の円礫・亜円礫が、一部密集するほどにかたまって出土した。

中層にも植物遺体・土器・礫が多く含まれ、時間的な隔たりは感じられない。おそらく下層から中層に

かけてヘドロが溜まったまま放置された状態で、遣物が投げ込まれてたのであろう。上層には黄色粘土

ブロックがパッチ状に入っており、最後は人為的に埋め戻された状況を示している。

72027SEに似た構造の遺構として、神戸市西区吉田南遺跡（足田地区）A地区の井戸1001・1002が

挙げられる（兵庫県教委1995『吉田南遺跡（足田地区）・北王子遺跡』）。これらは水溜めに曲物を用い

てはいるものの、土層の堆積状況からみて井戸側材などが抜き取られた痕跡が認められないことから、

当初より水溜めとして曲物のみを据える「溜め井戸」であったと考えられている。72027SEについて

も同様な「溜め井戸」としての機能を想定でき、底の水溜めには曲物が据えられていた可能性もある。

出土遺物には土師器小皿A（3204～3232）・杯A（3233～3258）・小皿B（3259～3266）・皿B（3267

～3274）・租製鉢（3290）・鍋（3291～3298）・羽釜（3299～3306）、須恵器椀（3275～3287）・片口鉢

（3288・3289）、滑石製石鍋（3307）、フイゴ羽口（3308）、青磁碗（3350）、鋤（3014W・3015W）、下駄（3016
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W・3017W）、杓子（3018W）、部材（3019W）、箸（3020W～3027W）などがある。

溝72022SD～72025SD（図版23・26）

北遺構群の建物や井戸の周りを囲むように、数本の溝がめぐっている。

72022SDはA；C－5区に位置する。山裾の傾斜変換点に沿う東西方向の直線的な溝で、72023SD

・72024SDを切っている。幅1．0～2．0m、深さ20cmほどの規模で、約20mの延長を検出した。埋土に

は数cm大の礫が充満している部分がある。図化した土師器羽釜（3200）はd－d，断面付近の出土である。

72023SDと72024SDはB－5区に位置する。それぞれ径3．5mほどの空間を囲み、72025SDともつな

がっている。72024SDは内側に72027SEを抱えているが、72023SDの方は現状では空自である。溝の

大きさは幅0．5～1．0m、深さ15cmほどである。72023SDの出土遺物には須恵器片口鉢（3198）がある。

72025SDはB；C－5；6区に位置する。72026SBの周りをコの字形に囲む溝で、建物の北側と東

側は雨落ち状となるが、西側は床下を通って池につながる形となる。溝の大きさは幅0．5～0．6m、深さ

20cmほどである。出土遺物には土師器羽釜（3199）がある。

土器棺72028SX（第26図）

A－6区に位置する。円形の掘り方の中央に完形の土師器羽釜1個体を正位置に据え、周囲に角礫を

立てて固定している。掘り方の平面は円形で、径0．8～0．9m、深さ25cmである。蔵骨器として埋納し

ていたものと考えられる。

出土遺物には土師器羽釜（3201）・小皿A（3202）がある。

土坑72030SK（図版26）

B－4区の山裾に位置する。平面楕円形で、径1．OmXl．3m、深さ20cm、埋土中には数cm大の礫が

充満している。第3面の土師器焼成遺構73019SXの直上にあたり、遺構の凹みを検出したものかもし

れない。

出土遺物には土師器小皿A（3204）がある。

土坑72031SK（図版26）

J－7区に位置する。平面楕円形で、径0．65mX0．8m、深さ10cmである。

出土遺物には土師器小皿A（3203）がある。

第3節　第3両の調査

1．概　要

主に古代の遺物を含む第3層群を除去した面が第3検出面（以後、第3面とする）である。第3層群

が存在する範囲はB；D－5；9区に限られ、谷部中央の排水不良となった部分に堆積したものと考え

られる。平安時代中頃を中心とする遺構群も概ねこの範囲に存在する。検出された遺構には土坑・水溜

め・井戸・溝がある。この他に柱穴も検出している。
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山裾の第3層群が及ばない箇所では飛鳥時代の土師器焼成遺構・掘立柱建物などを検出した。層位的

には土師器焼成遺構の炭・灰層を含む落ち込み73018SXが第3層群の直下で検出され、さらに下層に

第4面の溝74001SDが存在するという関係になる。

2．平安時代中期の遺構

検出した遺構には溝・井戸・土坑などがある。溝は谷部中央の最も低い部分を南北に貫き、起点に井

戸を備えている。瓦・硯・緑粕陶器といった特徴的な遺物が出土するものの、建物関係の遺構は見当た

らなかった。

溝73001SD（図版27・28）

C－6；9区に位置する南北方向の溝である。水溜め73009SEからオーバーフローした水が流れるS

字状に屈曲した溝で36m分を検出した。この溝は平成6年度A地区溝SD61114・61115・61101を経て、

さらに平成7年度B地区溝75015SDにつながる。C－6区内では幅78cm、深さ22cmを測り、C－7区

内で溝73002SDと合流する。合流部付近には半月状の平坦面を有する。C－8区以南は真っ直ぐ南に

流れ、C－9区内では幅1．62m、深さ48cmを測る。

出土遺物には土師器杯（3369）・羽釜（3370）、須恵器椀（3362～3364、3365：水溜め73009SE出土

品と接合、3368）・杯B（3366・3367）・二面硯（3447：土坑73012SK出土品と接合）、緑粕陶器椀（3432

・3435）・耳皿（3437）、平瓦（3466・3471）、丸瓦（3478）がある。

溝73002SD（図版27・28）

C－6区内を北端とし、真南に伸びてC7区内で溝73001SDと合流する幅44cm、深さ8cmの浅い溝

である。出土遺物は土師器、須恵器椀（3362、3365：水溜め73009SE出土品と接合、3368）、平瓦（3462、

3475）である。

溝73003SD（図版27・28）

北半部を第2面の池72001SGに切られているが、本来は水溜め73010SEを基点とする南北方向の溝

であったと考えられる。南端側も第2両の溝72009SDと重複して途切れた状態となっている。C－9

区内では幅86cm、深さ14cmを測る。

東側に平行する73001SD・73002SDとの間隔は約7mで、第2面の掘立柱建物72005SB・72006S

Bの敷地の東西の幅と一致している。平安時代中期の土地区画を鎌倉時代においても踏襲していたこと

が窺えるが、第3両では建物の痕跡は確認できなかった。

出土遺物には須恵器椀（3371）、土師器托（3372）がある。

溝73004SD・73006SD～73008SD（図版27・28）

73001SD～73003SDの東側に位置し、それらの溝に対して直交、若しくは平行方向に走る、幅0．3

～0．4m、深さ10cm未満の溝である。

南北方向の溝73008SDと73002SDの間隔は約7mで、上記の敷地と同じ単位の土地区画が東側にあ

ったとみられる。
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東西方向の溝73004SDは2つの敷地の北端を遮り、西端で73001SDを切る。73006SDは73004SD

から18m南側に位置し、さらに2m南に73007SDがある。これらも建物の単位を示す可能性がある。

出土遺物には73006SDから土師器杯（3374）、73007SDから須恵器杯（3375）がある。

溝73005SD（図版27・28）

B；C－6区に位置し、73001SDに切られる東西方向の溝状の掘り込みである。溝の大きさは幅1．2

m、深さ10cmである。

出土遺物には須恵器椀（3373）がある。

水溜め73009SE（図版29）

C－6区に位置する。溝73001SDに連結する平面楕円形の遺構で、長さ1．9mX1．68m、深さ64cmで

ある。土坑内北側にのみ三日月状の平坦面を有し、平坦面は遺構検出面から約40cmから下がったところ

に位置する。作業用の足場と考えられる。埋土内からは20～30cm大の礫数個を検出した。

出土遺物には土師器椀・小皿、須恵器蓋（3376）・椀（3365）・嚢、緑粕陶器小皿（3441：土坑73012

SK出土品と接合）・平瓦（3467・3470）がある。遺構の底のレベルより溝73001SDの底のレベルが

35cm高いことから、この遺構は湧水を溜めるもので、オーバーフローした水が溝73001SDに流れる仕

組みになっていたと考える。

水溜め73010SE（図版29）

B；C－6区に位置し、平面楕円形である。長さ2．48mX2．06m、深さ92cmで、土坑内東側のみに三

日月状の平坦部を有する。底中央部で砂岩1個が出土した。出土遺物には土師器、須恵器がある。第2

両検出の溝として一部掘削していた溝73003SDと本来はつながっていたと思われ、土坑底のレベルよ

り約1m上に溝73003SDの底のレベルがあることから、この遺構も前述の水溜め73009SEと同様の仕

組みで湧水を溜め、溝73003SDに流す施設であったと考える。

土坑73011SK（図版29）

B－6区に位置する浅い円形土坑である。径74～84cm、深さ20cmで埋土には炭を含む。土師器椀（3378）

・皿（3377）と須恵器・緑粕陶器が出土している。

土坑73012SK（図版30）

C－5区に位置する平面不整形で浅い皿状の土坑である。東西方向3．2m以上、南北方向5．0m、深さ

20cmである。サブトレンチによって遺構の西側の形がはっきりしないが、トレンチの西側までは広がっ

ていないので、東西方向の長さは4．0m以内におさまると考える。埋土は3層からなり、第1層と第2

層は炭の細片を多く含んでいる。

遺物は床面からはやや浮いた状態で埋土から出土し、遺構の南半部から比較的まとまって出土した。

出土した遺物は土師器椀（3383・3384）・皿（3386・3387）・嚢、須恵器椀（3379・3380・3382）・鉢

（3381）・壷（3385）・硯（3447）・嚢、線粕陶器椀（3428）・皿（3438・3440・3441）、平瓦（3454・

3457・3464・3465・3473）、砥石、鉄棒である。平瓦は焼成不良の破片ばかりである。
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土坑73013SK（図版30）

調査区の北端、B；C－4区に位置する。平面卵形で長さ1．48m以上×1．04m、深さ16cmの浅い皿状

の土坑である。遣物は土師器杯（3388）・小皿・鉢、須恵器、鉄棒が出土した。

井戸73016SE（図版29）

C－8区に位置する。平面形は検出面では正円形で、土坑底では隅円方形となっている。土坑内東側

のみに三日月状の平坦部を有する。直径1．64m、深さ1mである。埋土は大きく3層に分けることがで

きる。上層は炭を含んでおり、中層には拳大の亜円礫が多く含まれ、下層では遺物が集中して出土した。

中層には基盤の土がブロック状に含まれていることから、意図的に埋められた様子がうかがえる。

出土遺物には土師器椀（3389・3396～3400）・杯（3401～3404）・皿（3406～3408）・器種不明（3405）、

須恵器椀（3390～3394）・皿（3395）・硯（3448）、平瓦（3468・3472）、丸瓦（3476・3479）がある。平

瓦・丸瓦とも焼成不良の破片である。特筆すべきものとして鹿角が1点（3001N）出土した。遺構の形

状、深さから井戸と推定しており、井戸枠をはずした後、廃棄されたと考える。

3．飛鳥時代の遺構

検出した遺構には土師器焼成遺構・掘立柱建物などがある。遺構は調査区北西側の1段高い山裾部に

かたまっている。同時期の建物群は約100m隔たった平成5年度Ⅱ地区・平成8年度A地区にあり、そ

の間には目立った遺構は認められない。

土師器焼成遺構73017SX（図版31）

B－4；5区に位置する。山裾の一段高い平坦地にある焼成部と、その西南隅に取り付いて斜面に落

とす排水溝からなる。

調査時にはまず平坦地に焼成部の焼土面を検出し、サブトレンチによって周壁溝の存在を確認した。

その周壁溝を手掛かりに掘り下げた結果、隅円台形のプランが明らかとなった。焼成部は東西1．8m～

2．3mX南北1．8m、検出面から床面までの深さ最大8cm、周壁溝の幅15～20cm、深さ5～7cmであ

る。床面の中央と東北隅に顕著な焼土面があり、その間に炭と焼土を含む筋状の落ち込みが認められた。

床面は東西方向にはほぼ水平であるが、南北方向には約10cmの傾きをもつ。

南側面の周壁溝沿いに焼成された土器が10数個体残されていた。南側面の中央付近には主に椀や小型

の嚢がかたまり、状態の良いものは正位置のままで出土した。しかも周壁溝の中に重なって落ち込んで

いる椀もあり、焼成時にも溝は開放状態であったことが窺える。床面の東側と東南側にある不整形な落

ち込みの付近からは長胴嚢の破片が出土しており、大型の製品を選んで配置していたものとみられる。

焼成部の上部がほとんど削平されているため、天井部・焚き口・煙出しなどの構造は不明だが、山裾

の平坦面を利用した平窯である。

周壁溝の西南角から南西方向に、排水溝がY字形に取り付く。排水溝は幅30～40cm、深さ15－20cm

で、斜面を下るに従って幅を広げ、約60cm下で水溜まり状に広がる。埋土中には炭・灰が多量に含ま

れており、明らかに焼成部から流されてきたものと考えられる。

床面に残されていた遺物のうち図化できたものには、土師器椀（3480～3482）・小型嚢（3483～3487）

・長胴嚢（3488～3490）がある。
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落ち込み73018SX（図版32）

B；C－4；5区に位置する。73017SX南側の斜面下にできた、不整形な溜まり状の遺構である。

断面図を観察すると、6a層～9a層はもともと山裾の落ち際に堆積した層位で、8a層は古墳時代の

溝74001SDである。73018SXの埋土は5a層で炭を含んでおり、73017SXの灰原的な性格が考えられ

る。

5a層の上には厚み5cmほどの整地層が2面（4b層・3b層）あり、平安時代中期頃の遺構面となっ

ていたとみられる。2b層は中世の溝72022SDの埋土にあたる。飛鳥時代の土馬の一部は2b層～4b

層に相当する層位から出土しており、土馬を用いた祭祀が周辺で執り行われたことが窺える。

73018SXからの出土遺物には、須恵器平瓶（3492）、土師器高杯（3493）がある。

土師器焼成遺構73019SX（図版32）

B－4区の西端で、73017SXの西5mに位置する。73017SXと同じ山裾の平坦面上で、斜面の傾斜

を利用して構築されている。

73019SXは第2面の土坑72030SKの直下で検出しており、上面の凹みが72030SKであった可能性

が高い。遺構検出のきっかけは、まず土師器嚢（3491）の破片1個体が出土したことによる。その下層

を掘り下げたところ、下面で直径70～80cmの不整円形のプランを検出した。これは遺構全体の底部が

辛うじて検出できたにすぎないものと考えられる。

底部の中心にはさらに直径30～40cmの円形の落ち込みがあり、炭層が2～3cmの厚みで溜まってい

た。この落ち込みの緑と斜面上方側の底面は比熱のために赤化しており、ここが燃焼部であったことは

明らかである。また赤化した部分が斜面側に延びているのは、斜面にあった煙出しからの引きによるも

のと考えられる。

出土した土器は底面から15～20cm浮いた状態で、この空間が焼成部であったとみられる。窯体の前

面の形状や焚き口・煙出しなどは検出できなかったが、構造としては斜面の傾斜を利用した煙管状の円

筒窯であったと考えられる。

出土遣物は土師器嚢（3491）のみで、小型の器種は含まれていない。

掘立柱建物73020SB（図版33）

I；J－6；7区に位置し、山裾に3棟並ぶ建物のうち最も規模が大きく、母屋となるべき家屋であ

る。

南西一北東方向に棟をもつ、梁間2問×桁行4間の建物で、建物の北西側に1間分の廟あるいは張り

出し部を設けているが、山側にあたるため違和感を受ける。

柱間は桁行・梁間とも2．0mが基本で、一部に乱れがある。廃部は北西側に1．5mほど張り出して、5

間分の柱で支えている。柱間は1．3～2．1mと不規則である。柱の掘り方は直径55～80cmの不整円形の

ものと一辺50－80cmの不整長方形のものが混在し、検出面からの深さは15～45cmである。建物の床面

積は約33崩で、廃部も含めると約45戒である。建物の方位は棟方向がN470　Eである。

柱穴からの出土遺物はほとんどなく時期の判別が難しいが、山裾の包含層から7世紀代の須恵器（図

版135）が出土していることや、建物・柱穴の形状などから飛鳥時代の所産と判断する。
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掘立柱建物73021SB（図版34）

I；J－6区に位置する。73020SBの北東側を占め、建物の方位もほぼ揃っている。

2間×2間の総柱建物とみられるが、柱の一部は検出できていない。柱間は1．5～2．2mと不規則であ

る。柱の掘り方は直径25～65cmの円形で、検出面からの深さは15～35cmである。建物の床面積は約12

誼、方位はN440　Eである。

掘立柱建物73022SB（図版34）

J；A－5；6区に位置する。3棟のうちの東端にあたり、建物の向きはやや南に振っている。

東西方向に棟をもつ梁間2間×桁行3間の建物で、内部に2本の柱が加わるが、直接関係あるものか

どうかは不明である。また南東隅の柱は検出できていない。柱間は桁行が1．3～1．4m、梁間が1．7－1．9

mを基本とするが、桁行の一部はやや乱れている。柱の掘り方は直径40－70cmの円形で、検出面から

の深さは15～25cmである。建物の床面積は約16I藍棟方向の方位はN630　Eである。

第4節　第4両の遺構

1．概　要

古墳時代～弥生時代の遺物を含む第4層群を除去した面が第4検出面（以後、第4面とする）で、古

墳時代～弥生時代の遺構を検出した。遺構の分布は谷部中央を南北に貫く溝74001SDを境に東西に分

けられ、「東遺構群」「西遺構群」とした。

なお調査区西北隅のI；J－4；5区には、山裾より3mほど高いテラス状の部分があり、覆土から

古墳時代以前の遺物が出土した。確認調査時には黒曜石の石鉄も出土している（『上脇遺跡I』所収）。

しかし人為的な遺構は認められず、斜面上方よりの流れ込み堆積であると判断された。この観察が次年

度における表山遺跡発見の契機ともなった。

2．東遺構群

谷部中央の低地部分を縦断する溝74001SDより東側の山裾部分で、古墳時代の竪穴住居などが見つ

かっている。遺構群の延長は平成5年度のI地区に広がっている。

溝74001SD～74006SD（図版35・36）

74001SDはA；C－4；9区に位置し、東遺構群をL字形に区画するような溝である。

この溝は、平成5年度I地区の溝SD51301からつながり、山裾沿いにL字型の屈曲点へ向かう流れ

は0．2／19mの傾きをもつ。この部分の幅は0．5～1．0m、深さは15～25cmで、途中で74002SDとも合

流する。

屈曲点から谷部中央を南東方向に縦断する流れは0．8／50mの傾きをもち、平成6年度A地区の溝S

D61313、平成7年度B地区の溝76082SDにつながる。途中では74003SDと分岐・合流し、また74004

SD・74005SDが分岐、74006SDが平行するなど複雑な流れを示し、幾度も掘り直しを行っていたも

のと考えられる。この区間の溝の幅は0．2～2．4m、深さは5～45cmと一定していない。

出土遺物には74001SDから須恵器杯蓋（3522）・蓋（3523）・有蓋高杯（3524～3527）・壷（3528
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・3529）、土師器鉢（3530）・壷（3531・3535）・嚢（3532～3534）・カマド（3536）・甑（3537）・ミ

ニチュア土器（3538－3543）、74003SDから須恵器蓋杯（3544～3545）、土師器椀（3546）・壷（3547～

3549）がある。

竪穴住居74009SH（図版37）

D－6区に位置する。平面プランは方形で、規模は東西5．0m、南北5．1m、検出面からの深さ45cm

である。掘り込みが深いためか、四隅にはステップ状の掘り残しがある。壁際には周壁溝が巡っている。

構造は4本柱で、床面の中央に1個体の嚢（3553）が残されているが、炉の痕跡は認められなかった。

柱穴の掘り方は直径40～60cmで、深さは西側の2本が40～50cmと深く、東側の2本が10～20cmで浅

い。

出土遺物には土師器高杯（3551・3552）・嚢（3553）がある。

土坑74010SK・74011SK（図版38）

C－5区に位置する。いずれも平面不整楕円形で、74010SKは径1．25×0．75m、深さ5cm、74011

SKは径1．05×0．5m、深さ5cmである。

74010SKからは土師器・須恵器の細片が出土している。

土坑74012SK・74013SK（図版38）

D q6区で74009SHの西側に位置する。74012SKは平面円形で、径0．75m、深さ0．5m、74013SK

は平面楕円形で、径1．4×1．1m、深さ5cmである。

74012SKからは土師器の細片が出土している。

土坑74017SK～74022SK（図版38）

74001SDおよび74003SDと切り合うか、あるいは沿う形で、多数の土坑がある。

74017SKはB；C－7区に位置し、平面楕円形で、径0．85×0．6m、深さ25cmである。

74018SKはC－7区に位置し、平面円形で、径0．6m、深さ23cmである。

74019SKはC－7区に位置し、平面楕円形で、径0．75×0．65m、深さ40cmである。

74020SKはC－8区に位置し、平面円形で、径0．7m、深さ45cmである。

74021SKはC；D－9区に位置し、平面円形で、径0．8m、深さ55cmである。

74022SKはD－9区に位置し、半分を側溝に切られている。平面楕円形で、現存の径0．75×0．85m、

深さ10cmである。

土坑の埋土からは土師器・須恵器の細片が出土している。

3．西遺構群

溝74001SDより西側の山裾部分で、古墳時代の竪穴住居、弥生時代の土坑・土器棺などが見つかっ

ている。遺構群の延長は平成7年度B地区に広がっている。

掘立柱建物74023SB（図版40）
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B－0区に位置する。南西一北東方向に棟をもつ梁間1間×桁行3間の側柱建物だが、南西隅の柱は

検出できていない。柱間は桁行が1．6～1．7m、梁間が4．2～4．3mで、梁間の中間の柱は抜けている。柱

の掘り方は直径30～40cmの円形で、検出面からの深さは15～50cmである。建物の床面積は約21ITi、棟

方向の方位はN550　Eである。

柱穴からの出土遺物はなく、時期不明である。

竪穴住居74024SH（図版41）

I－7区に位置する。本来の平面プランは方形4本柱とみられるが、遺構の大半が削平されており、

周壁溝の一部と柱穴2本のみが残る。

周壁溝は北西の隅から西辺にかけてが遺存しており、南辺は74025SHに切られている。柱穴は北側

の2本のみが残っていた。柱の掘り方は直径20～30cmの円形で、検出面からの深さは10～20cmである。

周壁溝と柱穴の位置関係から割り出した住居の大きさは、一辺4m程度の小規模なものとなる。

古墳時代の住居跡であるが出土遺物がなく、詳細な時期は不明である。

床面にあたる位置に土坑74027SKがある。平面不整円形で、径80cm前後、深さ10cmほどの浅い掘

り込みで、住居との関係は不明である。

竪穴住居74025SH（図版41）

I；J－7；8区に位置する。平面プランは方形4本柱とみられるが、遺構の大半が削平されており、

周壁溝の一部と柱穴のみが残る。

周壁溝は北辺と西辺にかけてが遺存している。柱穴は床面で10本近くを検出しているが、主柱穴が判

然としない。周壁溝から想定できる住居の大きさは、一辺4．5m程度のものとなる。

古墳時代の住居跡であるが出土遺物は土師器の細片のみで、詳細な時期は不明である。

床面の南東隅付近に土坑74028SK～74030SKがあるが、住居との関係は不明である。74028SKは

平面楕円形、径65×50cm、深さ35cmで、埋土から土師器の細片が出土している。74029SKは平面楕

円形、径65×50cm、深さ30cmである。74030SKは平面方形、一辺60cm、深さ30cmで、埋土の上層か

ら土師器高杯の杯部が出土している。

竪穴住居74026SH（図版42）

A－9区に位置する。平面プランは方形4本柱だが、遺構の大半が削平されており、周壁溝の一部と

柱穴のみが残る。

周壁溝は北側1／3ほどが残っており、北西隅と北東隅がおさえられる。柱穴は主柱穴4本を検出し

ており、柱間はおよそ2．5mである。周壁溝と柱穴の配置から想定できる住居の大きさは、一辺5．5～5．8

m程度のものとなる。

古墳時代の住居跡であるが出土遺物は土師器の細片のみで、詳細な時期は不明である。

床面の北東隅付近に土坑74031SK～74032SKがあるが、住居との関係は不明である。74031SKは

平面不整円形、径70×60cm、深さ16cmで、埋土から土師器の細片が出土している。74032SKは平面

不整円形、径75×65cm、深さ34cmである。埋土から土師器の細片が出土している。
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土器溜り74034SX（図版43）

A－6区に位置する。明確な掘り込みは伴わないものの、完形に近い土器が20個体以上出土している。

土器のまとまりから土器群A～Dに分けられる。

最もまとまりの大きい土器群Aには、土師器高杯（3506・3508・3512）・鉢（3513・3514）・嚢（3518

・3520）・壷（3521）など10数個体があり、特に鉢（3514）は他に同型の鉢3個体と重なった状態であ

った。

土器群Bは土器群Aの2m北側で、3～4個体の土器がある。

土器群Cは土器群Bの7m東側で、土師器椀（3515）・嚢（3519）の2個体の土器がある。

土器群Dは土器群Cの5m南側で、土師器高杯（3509）など数個体の土器がある。

出土遺物は基本的に土師器ばかりで、1点のみ出土した須恵器杯（3505）は混入品と考えた方がよい。

土坑74041SK・74042SK（図版40）

I；J－8区に位置する。他に複数の不整形な落ち込みを伴っており、溜まり状の土坑群である。

74041SKは不整長方形で、径1．35×1．1m、深さ6cm。埋土から弥生土器高杯（3604）・鉢（3605）

などが出土しており、時期は弥生時代終末期である。

74042SKは不整なコの字形を呈し、長軸1．5m、幅0．6m、深さ15cm。

土坑74043SK（図版42）

A－9区に位置する。平面楕円形で、径0．9×0．65m、深さ20cm。埋土から弥生土器高杯（3612）が

出土しており、時期は弥生時代中期である。

土器棺74044SX（図版44）

A－6区に位置する。掘り方は平面楕円形で、長軸は1．6m、短軸は復原でおよそ1．3m、検出面から

の深さは40cmである。掘り方中央の弥生土器嚢（3608）1個体は口縁部を東向きに横位に据えられて

おり、開口部を別の壷の胴部の破片数枚で塞がれている。口緑部から胴部上半の上面は削平され、一部

は中に落ち込んでいる。

土器棺74045SX（図版44）

A－8区に位置する。土器自体は土庄のためにその場で扁平に潰れており、掘り方もほとんど削平さ

れていて検出できなかった。主体となる弥生土器嚢（3609）は口緑部を東向きに横位に据えられている。

土器の上面側は削平され、一部は中に落ち込んでいる。開口部の閉塞部分も削平のため失われている。

以上2基の土器棺はいずれも器高30cmを超える大型の嚢を主体としており、開口部を東側（谷側）

に向けている。A－8区では包含層からも完形に近い嚢が出土していて、土器棺が他にもあった可能性

があるが、出土した2個体（3610・3611）は中型の嚢である。
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第2章　平成7年度B地区

第1節　第1両の遺構

1．概要

B地区では、現況でもほぼ踏襲される区画となっている水田の造成による平坦面が、大きく5段にわ

たって形成されている。近世～現代の耕作土からなる第1層群を機械掘削によって除去した後、第2層

群とした灰色土壌が現れるが、1段目の平坦面を中心に、魂査区西側の谷からの小規模な土石流の礫層

が溝状に散人しており、第2層群上面が造成と土石流等により本来の状態を良好には留めないていない

ことが確認された。従って第2層群上面は連続する一様の遺構面として捉えることが困難な状況と判断

され、B地区では機械掘削後、第2層群を人力掘削によって除去することとした。このためB地区では、

A地区における第1遺構面に対応する遺構面を分離し得ていない。ただし、こうした第2層群上面の状

況は、調査区北西側の溜め池築堤以前の状況を一定示しているものと見られる。

第2層群を除去した段階で捉えられる遺構面を第1遺構検出面（以下、第1面と呼ぶ）とする。この

面で検出した遺構・遺物にはA地区の第1遺構面～第3遺構面に対応すべきものが含まれている。特に

機械掘削時には「左寺」銘のスタンプをもつ瓦片（3647）が出土した

第1両の標高は最高位の北西端で36．0m、最低位の南東端で32．5m前後で、約3．5mの比高差がある。

中でも4段目と5段目の段差が70～80cmで最も大きく、地形的にみても4段目以上は弥生時代以降新

たに面的な堆積を被っていない地形面であるのに対し、5段目以下は弥生時代以降の旧河道が埋積した

後に水田化した部分である。ここでは1～4段目の平坦面を完新世段丘第Ⅱ面（段丘面）、5段目の平坦

面を旧河道（氾濫原画）として理解しておく。

段丘面上で見つかった遺構には中世～古代の土坑・溝などがある。

氾濫原面では第2層群を除去した段階で、中世の水田土壌層である暗灰色粘質土層を検出し、層中か

ら弥生時代～中世の土器の細片が出土した。中でも奈良時代の三彩陶器椀の底部片（3626）は類例の限

られたものである。さらにこの水田土壌層の下面では掘立柱建物とそれに伴う柵列・区画溝、およびそ

の他の溝を検出した。

2．段丘面上の遺構

1段目～4段目の平坦面にあたり、土坑・溝・柱穴を散発的に検出した。

土坑75001SK（図版48）

I－9区に位置する。平面長楕円形で、径2．4×1．1m、深さ30cm。土坑の掘り方は垂直に近く、底

面は水平である。埋土には黄色粘土塊が含まれている。出土遺物は須恵器椀（3615・3616）、土師器鍋

（3617）で、時期は鎌倉時代である。

土坑75004SK（図版48）
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I－1区に位置する。平面楕円形で、径1．2×0．95m、深さ45cm。埋土から中世の土師器・須恵器片

が出土している。

土坑75005SK（図版48）

I－1区に位置する。平面楕円形で、径1．1×0．95m、深さ35cm。埋土から中世の土師器・須恵器片

が出土している。

土坑75009SK（図版48）

A；B－3区に位置する。平面不整円形で、径2．0m、深さ18cm。埋土から中世の土師器・須恵器・

瓦片が出土している。

土坑75012SK（図版48）

A－2区に位置する。土器の底面が遺存していたのみで、はっきりした掘り方は検出できなかった。

土器は土師器鍋（3618）の口緑部で、開口部を北に向けて横たわっていた。時期は平安時代に遡る。

溝75011SD（図版45）

J－3区からB－4区に向かって、4段目の平坦面を斜めに横切る溝で、約25m分の延長を検出した。

幅0・3～0．5m、深さ10～20cmで、両端で0．6／25mの比高差がある。出土遺物は須恵器小壷（3619）、土

師器羽釜（3620）で、時期は平安時代である。

3．氾濫原面の遺構

5段目の平坦面に当たり、平安時代に浸食され形成された崖面下の氾濫原画の区域に当たる。埋積し

た旧河道が削平を受けた後に形成された土壌層形成後の遺構面である。さらにその上位に堆積し中世の

水田耕作に伴い水田土壌化した暗灰色粘質土層や、その下面で検出される古代の柵列や溝を伴う掘立柱

建物群、さらに前後の時期に形成される溝があり、少なくとも3段階の時期が想定される。

これら氾濫原面で検出される遺構群は、繰り返される河道の変化に伴う河川環境の変化とともに複雑

な切り合い関係を示しつつ検出されている。こうした状況から氾濫原画に当たる旧河道域における遺構

群として一括して扱うことにより、その変遷をより明確にし得るものと考えられるため、崖面上段との

連続性が認められる一部の遺構を除いて、旧河道域については別途後述することとする。（第2章　第3

節参照）

第2節　第2面の遺構

1．概要

第1面の基盤となっている層位は同時に古墳時代～弥生時代の遺物包含層で、A地区の第4層群にあ

たる。B地区ではこの第4層群を人力掘削によって除去した面で精査・検出した遺構面を第2遺構検出

面（以下、第2両と呼ぶ）とする。この面はA地区の第4遺構面に相当し、古墳時代～弥生時代の遺構
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を検出した。

遺構の分布は第1面と同様に大きくは段丘面と氾濫原画に分けられる。しかし段丘面上の住居跡など

の遺構は河道の埋積などの条件によって氾濫原面に進出することがあり、逆に浸食によって後退するこ

ともあるので、両者の区分は一定ではない。つまり居住域の範囲は時代によって変動していることを意

味している。以下の項では古墳時代の遺構と弥生時代の遺構について記し、旧河道域については第3節

にまとめることにする。

古墳時代の居住域は水路76082SDより山側の段丘面上に限られ、竪穴住居・掘立柱建物・土坑など

を検出した。

一方、弥生時代には氾濫原面の一部にも居住域が広がっていたらしく、旧河道76088SR・水路76086

SDが埋まった面上にも竪穴住居の痕跡が認められる。見つかった遺構には竪穴住居・掘立柱建物・溝

・土坑などがある。

2．古墳時代の遺構

居住域は緩やかな尾根状となるB地区の段丘面全域に広がっており、見つかった遺構には竪穴住居・

土坑・溝・掘立柱建物などがある。

竪穴住居は計21軒あり、上中下3段の住居群に分かれている。上段の住居群ではT．P．36．0mの等高

線沿いに76001SH～76003SHの3軒が並ぶ。これらは比較的規模が大きく、間隔をとって建てられて

おり、同じ箇所で建て替え拡張した痕跡が認められる。中段ではT．P．35．0mの等高線沿いに76004S

H～76016SHの13軒が互いに切り合いながら密集している。下段ではT．P．34．5mの等高線沿いに76017

SH～76021SHの5軒が3箇所に分かれて並ぶ。

掘立柱建物は居住域の河道・水路に最も近い地点に位置する。土坑は竪穴住居の周囲に点在している。

竪穴住居76001SH（図版53・54）

I；J車9区で、上段の東端に位置する。平面プランは長方形で、規模は東西6．0m、南北7．9m、検

出面からの深さ25cmである。中央を土石流が溝状に縦断するなど、床面の遺存状況は不良であった。

また北東隅はA地区との境界の側溝部分にあたっていたため、検出できなかった。

構造は4本柱だが、対角線方向に二重になっており、建て替えがあったことを示している。柱の間隔

は内側の4本柱が一辺約3mの正方形を里するに対し、外側は3．6×4．2mの長方形になっており、建替

えに伴う拡張に対応している。柱穴の掘り方は直径35～45cmで、深さは15～55cmである。

カマドは北辺の壁際中央に位置する。壁際から70cmほど離れた埋土中に焼土ブロックや炭が集中す

る箇所を検出し、その周囲を掘り下げたものの明確なカマドの本体は確認できなかった。しかし床面か

ら10～15cmほど浮いた面から落ち込む層に焼土・炭が含まれており、最終の生活面のレベルを示して

いる。

住居内床面の各所に土坑がある。76027SKは西辺中央の壁際にあり、平面隅円方形で、径1．8×1．2

m、深さ15cmである。76028SKは南東隅にあり、平面不整形で、径2．0×（0．8）m、深さ15cmであ

る。76029SKは南西隅にあり、平面不整形で、径2．4×2．7m、深さ20cmである。

出土遺物は埋土中の須恵器杯蓋（3649）、76028SKから出土した高杯脚部（3650）を図化した。
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竪穴住居76002SH（図版55～57）

H；I－9；0区で、上段の中央に位置する。平面プランは長方形で、規模は東西6．6m、南北7．6m、

検出面からの深さ30cmである。

構造は76001SHと同じく4本柱が対角線方向に二重になっており、建て替えがあったことを示して

いる。柱の間隔は内側の4本柱が一辺約2．6～3．5m、外側が3．6～4．2mでいずれもいびつな形になって

おり、住居跡の輪郭もそれに合わせて北東隅が不自然に突出している。柱穴の掘り方は内側が直径30cm

前後、深さ20cm未満なのに対し、外側は直径50～60cm、深さ45－55cmで2周りほど大きい。

カマドは北辺の壁際中央に位置する。壁際中央付近の埋土中に焼土ブロック・炭・土器片が集中する

箇所を検出し、その周囲を掘り下げた結果、壁際から75cmの地点で支脚が出土した。支脚は長さ20cm

余りの自然石製で、奥に向かって若干傾いた状態で立ったまま出土しており、嚢をかけた場所を明示し

ている。また壁際から1mほどの地点には直径40cmの円形に強く焼けた焼土面があり、カマドの焚き

口であったとみられる。同様の焼土面はそこから80cmほど東へずれた箇所にもあり、西側が住居の最

終面に伴う第2次焚き口、東側が建て替え前の第1次焚き口であったと考えられる。北辺の壁際には周

壁溝状の溝がめぐっていて、その一部はカマドの下層にも延びているが、カマド・住居跡との関係は不

明である。他に住居床面中央の南寄りに焼土面、西寄りに炭層の広がりがある。

床面北東隅の土坑76030SKは平面不整形で、周壁溝状の溝にそのままつながってしまっている。西

壁沿いの土坑76031SKは輪郭の一部が住居の外側にはみ出し、床面のP5も切っているところから、

住居よりも新しいものと考えられる。床面中央の南寄りにある土坑76032SKは平面円形で、直径0．9m、

深さ0・5mで、埋土上層から数個体の完形に近い土器・拳大の礫が出土した。ただしこの土坑が住居に

伴うものかどうかは不明である。

出土遺物は埋土中の須恵器杯蓋（3651）・土師器嚢（3656）、P6出土の高杯脚部（3652）と76032S

K出土の土師器小型丸底壷（3653～3655）・嚢（3657）を図化した。

竪穴住居76003SH（図版58）

H－0；1区で、上段の西端に位置する。南辺が失われているため全形は不明だが、平面プランは正

方形もしくは横長の長方形であったとみられる。東西の規模は東辺の周壁溝の内側が5．7m、外側が6．4

m、南北の復原長がおよそ5．6mほどで、検出面からの深さは20cmである。

構造は4本柱で、東側の2本のみが2本1対となり、これに対応して東辺の周壁溝が二重になってい

るところから、東辺のみ拡張する建て替えがあったとみられる。柱の間隔は内側の4本柱が一辺約2．2

～3．1m、外側が2．5～3．5mで、柱穴の掘り方は直径25～50cm、深さ20～30cmである。

カマドは北辺の壁際中央に位置する。壁際中央付近に焼土ブロック・炭・土器片を含む径1．1mほど

の不整円形の落ち込みを検出した。埋土を掘り下げたところ、落ち込みの奥壁から約40cmの地点で支

脚が出土した。支脚は長さ15cm足らずの自然石製で、奥に向かって若干傾いた状態で立ったまま出土

しており、嚢をかけた場所を明示している。落ち込みの底は径40～50cmの円形に強く焼けた焼土面が

あり、カマドの焚き口であったとみられる。

出土遺物は埋土中の須恵器杯蓋（3658）を図化した。
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竪穴住居76004SH～76006SH（図版59～61）

竪穴住居76004SH

J－0区で、上段と中段の段差付近に位置する。平面プランは概ね菱形に近い平行四辺形で、壁と壁

の隅は直交していない。西南壁の西隅よりと、東南壁の中央よりわずかに東隅よりに張り出し部分があ

る。規模は東西5．4m、南北5．2m、検出面からの深さは深いところでは60cmにも達する。構造は4本柱

で、柱の間隔は東西が2．3m、南北が2．7～2．9mである。周壁溝は北壁及び西壁の一部ではとぎれてお

り、カマド付近にはのびていない。

カマドは西壁の中央よりやや北よりにあり、1．5×0．6mの長方形の張り出しの南よりに築かれている

（図版61）。張り出し部の西辺の中衷付近に直径22cmの浅い柱穴状のくぼみがある。まず、最上面では50

cmxlm程度の炭や焼土を多く含む高まりの上に、土器が多数まとまって出土した（点線で図示）。や

や掘り下げると、45cmX36cm程度の長方形の焼土の高まりの中に15cm程度の高さの立石の支脚があり、

埋め込まれた伏せた高杯の杯部の下にも立石があった。他にも何点かの土器が埋め込まれていた。最下

層では一点鎖線で示した範囲で褐色に変色していた。

カマドとは反対側の東壁面近くに性格不明の焼土塊がある。床面からは30cmほど浮いた高さで、炭と

焼土が互層になってL字状に広がっているのを検出した。土層断面の観察では、3層の黒色土層は浅い

皿状に堆積しているが、その下の5層の焼土層や6層の黒色土層は、そのような堆積ではない。床面で

は高さ1．6mX下底1．3m・上底0．8mの平面形台形の土坑を検出している。

焼土塊の北西には東壁とP2を結ぶ区画溝がある。長さは1．3mである。

住居跡内からは76035～76039SKの5つの土坑がみられる。

76035SKは住居跡の東隅に位置する楕円形の土坑で、長軸1．0m、短軸0．6m。深さは0．1mである。

76036SKは住居跡中央に位置する楕円形の土坑で、長軸0．9m、短軸0．4m、深さは0．1mである。

76037SKは東南壁の張り出しの南の壁沿いにある。0．75×0．65m、深さは0．16で炭を含む。

76038SKは東南壁の張り出しの前にあり、直径0．5mのいびつな円形の土坑である。深さは0．25mで、

最上層は黒褐色で炭や土器を含んでいた。

76039SKは東南壁の張り出し内にある直径0．5mのほぼ円形の土坑である。深さは0．1mである上層

は黒褐色の細砂である。

3670～3680の須恵器・土師器が出土している。3673の鉢や3679の甑はカマド周辺からの出土である。

3674の須恵器杯身は混入の可能性もある。

竪穴住居76005SH

I；「9；0区で、上段端に位置し、76004SHに切られている。南隅付近は検出できなかったが、

北・西の二方向の壁はよく残っている。平面プランは76004SHと同様、平行四辺形に近い、ひずんだ

長方形である。南北は7m、東西は8．45mである。西角付近には周壁溝がみられる。

北隅には不定形の土坑76040SKがある。最大幅は1．2m、深さは0．2m。埋土は暗褐灰色から褐灰色

で、特に炭などは含んでいない。その中から小型丸底壷（3660）と鉢（3661）が出土している。

主柱穴などについては、不明である。

その他の遺物は須恵器杯蓋（3659）や製塩土器（3663）が上層から、3662が周辺から出土している。
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竪穴住居76006SH

J－0区で、中段に位置し、76004SHに切られている。明確に確認できたのは、南隅のみで、東隅

については、L字形に曲がる周壁溝のみ検出している。76004SHの区画溝の延長方向あたりから北東

に延びる段差が北角とすると、5．2×5．0m程度の住居跡となる。主柱穴などは不明である。

てづくねや小型丸底壷や嚢といった土師器（3664～3666）や、叩き石に利用したと思われる喝塙のよ

うな河原石が出土している。

竪穴住居76007SH（図版62）

I；J－0区で、中段の76005SHと76009SHの間に位置し、南辺を76008SHに切られている。平

面プランは長方形で、規模は東西3．3m、南北の現存長3．8m、検出面からの深さ20cmである。

住居は焼失した模様で、家屋の構築材が炭化した状況で出土した。検出面の炭化材は中央棟方向の材

に対し、直角方向の材が両側に多数取り付いており、屋根の棟と垂木が焼け落ちたものの可能性がある。

床面の中央やや北寄りに土坑76041SKがあり、その両肩に2本の小さな柱穴があったが、はっきり

とした主柱穴は認められない。中央土坑状の76041SKは平面楕円形で、径1．0×0．75m、深さ25cmで

ある。

出土遺物には土師器・製塩土器片があり、土師器ミニチュア壷（3667）を図化した。

竪穴住居76008SH（図版63）

I；J－0；1区で、中段の中央付近に位置し、76015SH・76016SH・76019SHとほぼ向きを同

じくする。平面プランは方形で、規模は東西4．5m、南北5．4m、検出面からの深さ30cmである。

構造は4本柱とみられるが南西隅の柱穴は検出できなかった。柱の間隔は一辺1．7～2．3mで、柱穴の

掘り方は直径30～40cm、深さ30～35cmである。またカマドの痕跡は認められなかった。

柱穴P2とP3の間にある土坑76042SKは平面楕円形、径0．6×0．5m、深さ15cmで、底面から方柱

状の角礫が出土した。

出土遺物は土師器・須恵器の細片のみで、図化できたものはない。

竪穴住居76009SH（図版64）

I－0；1区で、中段中央付近のやや上寄りに位置する。平面プランは方形だが、南西隅を確認調査

のグリッドで失っている。規模は東西5．4m、南北5．2m、検出面からの深さ35cmである。

構造は4本柱とみられるが西側の2本は検出できなかった。検出した2本の柱の間隔は2．9mで、柱

穴の掘り方は直径40cm、深さ15～30cmである。またカマドの痕跡は認められなかった。

出土遺物には須恵器の細片があった他、土師器楽（3668）・壷（3669）を図化した。

竪穴住居76010SH（図版65）

I－1区で3軒の住居跡が重なるように切り合っており、76010SHは76011SH・76012SHを切った

上、76014SHの西辺をも切っている。平面プランは方形で、規模は東西4．2m、南北4．8m、検出面からの

深さ35cmである。構造は4本柱で、柱の間隔は一辺1．6～1．8m、柱穴の掘り方は直径30～40cmである。

カマドは北辺の壁際中央に位置する。壁際中央付近の埋土中に焼土ブロック・炭・土器片が集中する
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落ち込みを検出し、壁際から50cmの地点で支脚が出土した。支脚は長さ15cm足らずの自然石製で、手

前に向かって若干傾いた状態で立ったまま出土しており、嚢をかけた場所を明示している。ただしカマ

ド自体の壁体の痕跡などは認められなかった。

出土遺物は埋土中の須恵器杯身（3681）を図化した。

竪穴住居76011SH（図版65）

西半部を76010SHに切られて、床面を失っている。平面プランは方形で、規模は南北4．0m、検出面

からの深さ35cmである。柱穴は1本しか検出できなかったが、本来は4本柱であったとみられる。

出土遺物は土師器の細片のみで、図化できたものはない。

竪穴住居76012SH（図版65）
l

床面の大半は76010SHに切られており、北西隅が残るのみである。平面プランは方形であったとみ

られるが、規模・構造は不明、検出面からの深さ25cmである。

出土遺物は北西隅の壁際から弥生時代中期の直口壷（3682）が出土しているが、この住居の時期を示

すものかどうか不明である。

竪穴住居76013SH（図版66）

I－1；2区で中段の西下側に位置し、76014SHを切っている。南半部が削平されているが平面プ

ランは方形とみられ、規模は東西3．8m、南北の復原長およそ3．5m、検出面からの深さ10cmである。

構造は2本柱で、等高線に対して直角方向に並ぶ。柱の間隔は2．2mで、柱穴の掘り方は直径40～45cm

である。

出土遺物は土師器のみで、小型丸底壷（3690）を図化した。

竪穴住居76014SH（図版66）

I－1；2区で、中段の西下側に位置し、西辺を76013SH、東辺を76010SHに切られている。南半

部が削平されているが、平面プランは方形であったとみられ、規模は東西の復原長およそ3．9m、検出

面からの深さ7cmである。構造は2本柱と4本柱のどちらか不明だが、東西方向の2本のみ検出した。

柱の間隔は1．9mで、柱穴の掘り方は直径30～45cmである。

出土遺物は土師器のみで、北辺の周壁溝内から出土した高杯の杯部（3691）を図化した。

竪穴住居76015SH（図版67）

H；I－1区で、中段の西端に位置し、76016SHを切っている。平面プランは方形で、規模は東西

4．9m、南北5．2m、検出面からの深さ20cmである。構造は4本柱とみられるが、南西側の1本は検出

できなかった。柱の間隔は2．2～3．1mと不均等で、柱穴の掘り方は直径35～60cmである。

カマドの痕跡は認められなかったが、床面の中央西寄りに僅かな焼土面と炭層の広がりが認められた。

出土遺物は西辺壁際の土師器小型丸底壷（3686）、床面北西隅の土師器高杯杯部（3688）と、埋土中の

土師器高杯杯部（3687）・脚部（3689）を図化した。この他須恵器の細片が1点ある。

一43－



第2章　平成7年度B地区

竪穴住居76016SH（図版67）

H－1区で、中段の西端に位置し、東辺を76016SHに切られ、南辺は削平されている。平面プラン

は方形で、規模は東西の復原長5．2m、検出面からの深さ20cmである。構造は4本柱とみられるが、検

出したのは北側の2本のみである。柱の間隔は2．6mで、柱穴の掘り方は直径40～50cmである。

出土遺物は土師器のみで、床面北西隅の小型丸底壷（3684）の他、埋土中の小型丸底壷（3683）・紡

錘車（3685）を図化した。

竪穴住居76017SH（図版68）

A－0；1区で、下段の東端に位置する。平面プランは長方形で、規模は東西3．5m、南北4．8m、検

出面からの深さ20cmである。構造は2本柱で、柱の間隔は1．9m、柱穴の掘り方は直径35～45cmである。

床面の中央両サイドに2つの土坑76044SK・76045SKがあるが、住居に伴うものかどうか不明である。

出土遺物は土師器のみで、床面中央部の甑（3694）と、埋土中の高杯（3692）・嚢（3693）を図化した。

竪穴住居76018SH（図版69）

A－1；2区で、下段の中央に位置し、76019SHを切っている。西辺が確認調査のグリッドに当た

ったため不明瞭となっているが、平面プランは方形で、、規模は東西4．5m前後、南北5．1m、検出面から

の深さ20cmである。構造は4本柱だが、北東側の1本は検出できなかった。柱の間隔は2．0～2．5m、

柱穴の掘り方は直径30～35cmである。

カマドは北辺の壁際中央にあり、床面に1．1×0．7m、深さ15cmの楕円形の落ち込みを検出した。落

ち込みは奥が深く、手前が一段浅くなっており、炭・土器片を含む黒褐色砂質土で埋もれている。埋土

は奥壁側から手前に向かって傾斜し、その上を炭・灰層が薄く覆う。壁際から60cm離れて、落ち込み

の手前側に1個体の嚢（3699）がカマドに据えられた状態で出土した。嚢は落ち込みの底面から約20cm浮

いており、嚢の下には長さ20cm余りの支脚が横倒しで出土した。さらに嚢の底面の周囲に6～7枚の

薄い石を差し込んで、嚢自体を固定していた。ただしカマド自体の壁体の痕跡などは認められなかった。

カマドの落ち込みの奥壁側に向かって右肩に、もう1個体別の棄（3698）が、これは床面直上に据え

られた状態で出土した。石材などで器体の固定を図った痕跡は認められなかったが、取り上げ後の下面

から製塩土器の破片（3696）が出土した。

その他の出土遺物としては須恵器杯蓋（3695）、土師器嚢（3697）を図化した。

竪穴住居76019SH（図版70）

A－1区で、下段の中央に位置し、76018SHに南西隅を切られる。平面プランは方形で、規模は東

西5．2m、南北4．7m、検出面からの深さ15cmである。構造は4本柱だが、南西側の1本は検出できな

かった。柱の間隔は1．9～2．1m、柱穴の掘り方は直径25～30cmである。カマドの痕跡は認められなかった。

出土遣物は土師器嚢・壷・高杯・製塩土器の細片のみである。

竪穴住居76020SH（図版71）

J；A－2区で、下段の西側に位置し、76021SHに南辺を切られている。平面プランは方形で、規

模は東西5．8m、南北6．5m、検出面からの深さ20cmである。構造は4本柱で、柱の間隔は東西間が2．6
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～2．8m、南北間が2．3mで、プランとは逆に南北間が寸詰まりとなっている。柱穴の掘り方は直径25～

50cmである。四周の壁際には周壁溝がめぐっている。

カマドは北辺の壁際中央にあり、床面に1．1×1．9m、深さ30cmの半円形の落ち込みを検出した。落

ち込みは周壁溝と直接つながるように検出されたが、両者の関係は不明である。落ち込みの底面は奥が

深く、手前に向かって緩やかに浅くなり、手前の落ち際で若干窪んでいる。埋土は焼土塊や炭を含む灰

黄褐色砂質土で、奥壁側から手前に向かって傾斜するように堆積している。この埋土上に2個体の土師

器嚢が原位置で出土した。カマドの中軸線上にある嚢は壁際から70cm離れて、落ち込みの手前側に据

えられた状態であった。嚢は落ち込みの底面から約20cm浮いており、嚢の下には長さ10cm余りの支脚

が奥に向かって傾いた状態で出土した。支脚自身も底面から7－8cm浮いていたが、支脚の支点は底

面の最も浅い箇所付近であった。嚢は土庄で細かく潰れており、図化できなかった。

カマドの落ち込みの奥壁側に向かって右隅に、もう1個体の嚢（3701）が、やはり底面から10cm余

り浮いた状態で出土した。この2個体の嚢の位置関係は76018SHと共通しており、実際の使用状況を

示す事例として興味深い。

床面にはこの他、中央やや東寄りに直径20cmほどの円形の焼土面、西寄りに径80×45cmの焼土面が

あり、付近から土器片が多数出土した。

その他の出土遺物としては床面から出土した須恵器杯身（3700）を図化した。

竪穴住居76021SH（図版72）

J；A－2；3区で、下段の西側に位置し、76020SHを切っている。南辺が削平で失われているが、

平面プランは方形で、規模は東西4．9m、南北4．5m以上、検出面からの深さ20cmである。構造は4本

柱だが、北東側と南西側の2本しか検出できなかった。柱穴Plは掘り方の直径35cmで、柱痕に土師

器高杯（3708）が差し込まれていた。P2は掘り方の直径50cmで、柱痕に方柱状の角礫が差し込まれてい

た。残存している東西北辺の壁際には周壁溝がめぐるが、カマドが取り付く北辺中央だけは途切れている。

カマドは北辺の壁際中央にあり、床面に径0．8m、深さ25cm、不整円形の落ち込みを検出した。落ち

込みからは特に記す遺物は出土しなかった。

床面にはこの他、東辺中央に径1．25×0．75mの楕円形の土坑76046SKがあり、出土した多数の土器

のうち、土師器小型丸底壷（3703）を図化した。

その他の出土遺物には土師器小型丸底壷（3702・3704）・嚢（3707）・製塩土器（3706）、須恵器杯蓋

（3705）などがある。

掘立柱建物76053SB（図版76）

B－3；4区で、水路76082SDの北側に面している。建物は2間×2間のほぼ正方形で、東西間の柱

間2．0～2．4mは南北間2．2～2．4mに比べて若干短くて不規則である。柱の掘り方は直径20～50cmで、検

出面からの深さは13～30cmである。建物の床面積は約20niで、南北方向の方位はおよそN200　Wである。

柱穴からの出土遺物は土師器の細片のみで、図化できたものはない。

土坑76056SK（図版79）

H－0区に位置し、南端を確認調査のグリッドに切られている。平面円形で、直径55cm、深さ20cmである。
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出土遺物には土師器高杯（3711）がある。

土坑76058SK（図版81）

I－0区で、76002SHの南外側に位置する。平面不整長円形で、径1．5×0．8m、深さ18cmである。

上層の炭混じりの埋土から、多量の土器が出土した。

出土遺物には土師器嚢（3712・3714）・高杯（3713）がある。

土坑76059SK（図版81）

I－0区で、76002SHの南辺を切っている。平面不整円形で、径35×40cm、深さ20cmである。

出土遺物は土師器の細片のみである。

落ち込み76065SX

G；H－1区に位置する。平面不整方形で、一辺2m余り、深さ10cmほどの平坦な落ち込みで底面

にいくつかの柱穴も認められた。76063SX・76064SXもよく似た平坦な落ち込みであるが、住居跡で

はなく性格は不明である。

出土遣物には須恵器杯身（3709）がある。

土坑76066SK（図版79）

J；A－0区に位置する。平面楕円形で、径0．7×0．55m、深さ15cmである。

出土遺物には土師器小型丸底壷（3716）がある。

土坑76067SK（図版80）

J－0；1区で、76004SH～76006SHの南外側に位置する。平面楕円形で、径2．2×1．5m、深さ55

cm、底面は2段に掘り込まれている。中層を中心に完形に近い個体を含む多量の土器が出土した。ま

た土坑の北端からは白色粘土の塊が出土した。

出土遺物には土師器小型丸底壷（3717・3718）・小型嚢（3719）・壷（3720・3721）・高杯（3722～

3728）・壷（3729～3731）がある。

土坑76068SK（図版78）

J－1区で、76008SHの東外側に位置する。平面長円形で、径1．05×0．45m、深さ20cmである。埋

土からは多量の土器が出土した。

出土遺物には土師器嚢（3732・3733）・高杯（3734）がある。

土坑76069SK（図版78）

I；J－1区で、76010SHの南外側に位置する。平面不整長円形で、径1．25×0．5m、深さ13cmである。

土坑の東端から土師器鉢（3735）1個体が出土した。

土坑76070SK（図版78）
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I－2区に位置する。平面不整形で、径0．7×0．4m、深さ10cmである。

土坑の東端から1個体の土器が出土したが、図化はできなかった。

3．弥生時代の遺構

見つかった遺構には竪穴住居・掘立柱建物・溝・土坑がある。居住域は河道側に寄っていたらしく、

竪穴住居・掘立柱建物は段丘面先端から一部氾濫原面にまで広がる。一方、土坑は段丘面の全域に点在

する。

竪穴住居76022SH（図版73）

A；B－2区に位置する。平面プランは方形で、規模は東西5．1m、南北5．3m、検出面からの深さ30

cmである。壁際の四周には周壁溝がめぐる。中でも東辺・北辺と西辺の一部は溝が二重になっており、

掘り直しがあったものとみられる。

構造は4本柱だが、西側の2本はやや外側に寄り過ぎていて、バランスを欠いている。柱穴の間隔は

東西間が2．8m、南北間が1．7－1．8mで、掘り方の直径は30～40cmである。また南壁際にも2本の柱穴

があるが、住居に伴うものかどうか判らない。

床面中央南寄りに円形の中央土坑がある。直径50cm、深さ20cmで、南側に舌状の落ち込みが取り付

く。土坑には黒色～赤黒色の炭層が充満している。床面の北側の柱穴Pl・P2の間には楕円形の土坑

がある。径2．9×1．0m、深さ5cmで、礫混じりの黒褐色砂質土が堆積している。

住居は焼失しており、床面上に家屋の構築材が炭化した状況で出土した。炭化材の残存状況は必ずし

も良くないが、中央から放射状方向の傾向が認められる。

出土遺物は弥生土器壷（3798）・有孔鉢（3799・3800）・高杯脚部（3801・3802）を図化した。

竪穴住居76023SH・溝76052SD（図版74）

A－3区に位置する。平面プランは長方形で、規模は東西3．7m、南北4．4m、検出面からの深さ15cm

である。壁際の四周には周壁溝がめぐる。

構造は4本柱で、柱穴の間隔は東西間が1．8m、南北間が1．5mで、掘り方の直径は30～45cmである。

東辺の壁際中央に円形の土坑がある。直径55cm、深さ20cmで、黒褐色砂質土が堆積しているが、炭

や焼土などは顕著には認められなかった。

76023SHの北・西・南面側には、住居の上方斜面を半円形に囲む溝76052SDがあり、排水の役目を

果たしたものと考えられる。溝は幅20～30cmで、起点から終点の間におよそ50cmの比高差がある。

出土遺物は住居の埋土から弥生土器片が出土した他、76052SDでは弥生土器壷（3835）・鉢の底部

（3836・3837）を図化した。

竪穴住居76024SH（図版75）

C－3；4区に位置する。水路76085SDより南東側の氾濫原面に立地し、検出面のレベルは段丘面

よりも約0．5m低い。住居は削平のため床面も残っておらず、平面形・規模などは不明である。検出で

きたのは中央土坑と4本の柱穴の下部のみである。構造は4本柱で、柱穴の間隔は東西間が3．0m、南

北間が2．7mで、掘り方の直径は30～35cmである。中央土坑は円形で、検出面での直径65cm、深さ30cm
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で、黒褐色粘質土に炭層ブロックが混じる。

出土遺物は中央土坑から土器の細片が出土したのみで時期不明だが、住居の構造からみて弥生時代に

属すると考えられる。ただし弥生時代の中でも、下層の水路76086SDが埋没した後の段階である。

竪穴住居76025SH（図版75）

B－5区に位置する。と同じく氾濫原画に立地し、住居の上部が削平されてしまっているのも同様で

ある。検出できたのは中央土坑と4本の柱穴の下部のみである。構造は4本柱で、柱穴の間隔は2．7～

3．0mで、掘り方の直径は25～30cmである。中央土坑は不整円形で、検出面での径70cm前後、深さ10cm

である。

出土遺物は中央土坑から土器の細片が出土したのみで時期不明だが、76024SHの南西側15mのとこ

ろに並んでおり、ほぼ同時期の所産と想定している。

掘立柱建物76054SB（図版77）

B－3；4区で、水路76085SDの北側に面している。建物は東西4間×南北3間以上の側柱建物で

あるが、南辺が古墳時代の水路76082SDに切られている。柱の間隔は1．5mで規則的にならび、掘り方

の直径25～40cm、検出面からの深さ18～35cmである。現状の建物の床面積は約27ni、長軸方向の方位

はN440　Eである。

柱穴からの出土遺物は土器の細片のみで、図化できたものはない。

土坑76075SK（図版79）

I－9区で、東端を76001SHに切られている。平面不整形で、長径1．55m、深さ50cmである。

出土遺物には弥生土器広口壷（3840）・脚付き無頸壷（3841）がある。

土坑76076SK（図版82）

I－9区に位置する。北端を別の土坑に切られていて幅は不明だが、平面倒卵形で、長径1．64m、深

さ28cmである。底面は2段に掘り込まれていて、その部分の上層に完形に近い個体を含む多量の土器

が、拳大の礫とともに投棄されていた。

出土遺物には弥生土器の壷（3803・3805）・鉢（3804）・嚢（3806～3810）がある。

土坑76079SK（図版79）

I－1区に位置する。平面楕円形で、径1．2×0．8m、深さ38cmである。底面は2段に掘り込まれて

いて、下層の炭・礫を含む埋土から土器が出土した。

出土遺物には弥生土器の嚢（3839）がある。

土坑76081SK（図版81）

B－2；3区に位置する。平面不整楕円形で、径1．5×1．15m、深さ20cmである。底面の南東隅が2

段に掘り込まれていたが、完形に近い個体を含む多量の土器が投棄されていたのは土坑の西寄りである。

出土遺物には弥生土器の鉢（3811・3820・3821）・嚢（3812）・鉢か嚢の底部（3818・3819）・壷（3813）

－48－



第3節　旧河道

・高杯（3814～3817・3823）・鍋（3822）がある。

第3節　旧河道

1．概要

平成5年度I地区から平成6年度A地区の中央を経て平成7年度B地区にかけての各調査区の伊川谷

中心部側は、第4層が形成された後に大きく浸食を受け、その境界部に高低差約0．8mの崖面が形成さ

れる。この崖面の形成により崖面下では、それ以前に形成・埋没した各遺構の上部が第4層群とともに

流出し、削り取られた状況となる。浸食を受けた区域では、上段部の第4層下に連続するほぼ水平に堆

積したシルト、極細砂が露呈し、その結果、平坦な氾濫原画が形成されている。この平坦な氾濫原面は、

浸食後の湿潤な状況からその上部の土壌化が進行し、層厚が最大で約20cmを測る土壌化層が形成され

る。崖面の形成時期は、前後して検出される遺構の時期等から9世紀末から10世紀前半の平安時代前半

に当たるものと想定される。

この崖面下の区域は、上部が流出するものの旧河道や溝等の大型遺構を中心にその下部が、形成され

た平坦な氾濫原面下に遺存しており、結果的に古代以前に形成された全ての遺構が、複雑な切り合い関

係を示しつつ、ほぼ同一面で検出されることとなっている。

従って、崖面による段差をもって区分される下段城では、上段側での層序とは明確に異なった層位に

より遺構面が構成されている。こうした状況から崖面から伊川谷中心部側に当たる下段城では、伊川右

岸側での旧河道の変遷を示しつつ、上段側での遺構面とは異なった状況が認められ、弥生時代前期から

中世に至る各時代の遺構が検出された。

このため本節では、平成6年度A地区の下段域等との連続性を検証しつつ、B地区下段域で検出され

た各時代の遺構について、氾濫原面に当たる旧河道域における遺構群として一括して扱うこととし、以

下、帰属すべき時代毎に個々に報告することとする。

2．中世の遺構

崖面の形成により崖面下の区域は氾濫原化し、その後の沖積作用による堆積が徐々に進み、上段城に

掘立柱建物群が展開する中世前半頃には、下段城の氾濫原画も開発され耕地化したものと見らる。その

結果、水田耕作による土壌化層と見られる暗灰色粘質土層が層厚約15cmで形成される。B地区では5段

目の平坦面に当たり、以降、近現代に至るまでこうした土地利用が踏襲されている。

暗灰色粘質土層上面はT．P．32．8m～T．P．33．0m付近に当たる。明確な遺構は認められず、E；F－

4；5区周辺で、不明瞭ながら足跡状の灰色シルトが斑点状に認められるのみである。これらの足跡状

の痕跡は牛等の動物或いは農耕具痕と見られるものであるが、帯状に空白となる部分が認められること

から、畦畔により区画された水田耕作の状況を示すものと判断される。

暗灰色粘質土層は、崖面下で下層のシルトや極細砂の水平堆積層にすり付くように終焉する。上位は

崖面で一旦途切れるものの第2層に相当する層厚約10cm前後を測る灰色土層で覆われる。
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3．古代の遺構

中世以降の水田耕作による土壌化層と見られる暗灰色粘質土層を除去すると、北側ではT．P．32．8m

付近、南側ではT．P．32．6m付近で灰黄褐色極細砂層に至る。この段階で崖面直下では古墳時代の溝76082

SD及び弥生時代の溝76085SDの上面が露呈し、灰黄褐色極細砂層は崖面下でこれらの溝の埋土にす

り付くように終焉する。調査区南端付近では層厚約15～20cmを測る。侵食直後の湿潤な状況により露呈

した沖積層群や埋没した旧河道等の埋土の上部が若干土壌化することにより形成された層位と見られる。

上面では、柵列・溝を伴う掘立柱建物群と、その前後に形成された数条の溝等があり、切り合い関係等

から少なくとも3段階の時期による遺構の形成過程が認められる。こうした灰黄褐色極細砂層上面にお

ける遺構群の形成過程は、溝75025SD→柵列や溝を伴う掘立柱建物群・溝75014SD→溝75015SDで

ある。これら一連の遺構群の時期については、崖面の形成後であること、最も後発の溝75015SDの時

期が平安時代中期に当たることから、9世紀末から10世紀代にかけての平安時代の遺構群であるものと

判断された。また、平成6年度A地区で検出された溝の時期と接続関係も明らかにされた。

溝75025SD（図版48・49）

E－3区からB－5区に向かって調査区を北東一南西方向に横断し、北東側は平成6年度A地区のS

D61303に続き、南西側はさらに調査区外に延びる。

溝は緩やかに蛇行し、延長30m分を検出した。溝の規模は幅1．15m、深さ40cmで、北東端から南西

端に向かって0．05／22mの比高差がある。他の遺構との関係は75015SD・75016SB・75019SD・

75024SDに切られており、これらに先行して形成され埋没したことが解る。

平成6年度A地区のSD61303は、溝75014SDに続く溝SD61504に切られる形で切り替わり、位置

を変えたことが窺われる。また本遺構の蛇行する平面形状とB地区での崖面の平面形状は、約15mの水

平距離を置いて酷似しており、当初、崖面裾から僅かな高まりが本遺構付近まで延びていた可能性を示

唆している。すなわち崖面形成直後はその僅かな高まりを避けるように形成された溝が、その後その高

まりも小規模な浸食によって平坦化し、崖面裾に近い側へ平成6年度A地区中央部付近より位置を変え

切り替わったものと見ることができるのである。この高まりの解消は、その前後で土壌化の状況が分離

できない程度の高低差内で起きたものであり、流路が僅かに高まりを避ける程度のものと見られる。

従って本遺構は、若干の人為的な改修を受けた可能性も想定されるものの、崖面下の自然流路的な性

格が強く、崖面の後退をもたらした際の洪水砂等により比較的短時間で埋没したものと考えられる。

埋土からの出土遺物で図化できるものはなかったが、細片ではあるものの確認し得る出土遺物は古墳

時代以前の土器で構成される。こうした状況は、崖面形成直後の不安定な周辺の状況により、形成から

埋没に至る時期には人為的活動が乏しかった状況を反映しているものとも考えられる。以上のような状

況から本遺構は、崖面形成直後の9世紀末頃の比較的短期間に機能したものと判断される。

掘立柱建物群（図版49）

C；F－2；6の各区に当たる区域では、2棟の掘立柱建物と1条の柵列やそれらを区画する溝で構

成される遺構群が検出された。これらの遺構群は同一の方位により配置されており、全体で一連の建物

群を形成している。下位の層位に伴う可能性の高い遺物を除くと出土遺物に乏しく、出土遺物による時

期決定は困難であるが、個々の遺構の切り合い関係から、溝75015SDに先行し、溝75025SDより後出
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して形成され廃絶したことが解る。従ってこうした形成過程を総合すると10世紀前半を中心とする時期

に形成されたものと判断され、建物を構成する柱穴の形状や規模からもさらに時期が遡る可能性は低い

ものと考えられる遺構群である。

以下、構成する個々の遺構について述べる。

掘立柱建物75016SB（図版50）

C；D－4；5区に位置し、南東面を柵列75018SA、溝75020SD・75021SD、北東面を溝75019S

Dに囲まれている。75019SDを挟んだ北東側には掘立柱建物75017SBがある。

3間×3間の側柱建物で、短辺側の北西面に半間×2間の廟をもつ。柱間は北西一南東方向がやや長

くて1．5～1．9m、北東一南西方向が1．5～1．75m、麻の柱間は2．2～2．3m、張り出しが1．1～1．2mであ

る。柱の掘り方は直径20－40cmの円形で、検出面からの深さは15～40cmである。建物の床面積は約25

d、麻部分も含めると約31適、長軸方向の方位はN380　Wである。

柱穴からの出土遺物は古墳時代以降の土器が含まれ、須恵器杯身（3709）・杯蓋（3710）を図化した。

掘立柱建物75017SB（図版51）

D－4区に位置し、四方を溝に囲まれている。南西面に75019SD、南東面に75020SD、北西面に75023

SD、北東面に75024SDがあり、囲まれた空間の南西寄りに建物が建つ。

2間×2間の側柱建物で、柱間は1．8～1．9mである。柱の掘り方は直径30～40cmの円形で、検出面

からの深さは15～35cmである。建物の床面積は約14ni、方位はN33Wである。

柱穴からの出土遺物は図化できなかったが、古墳時代以降の土器を含んでいる。

柵列75018SA（図版49・51）

C；D－5；6区に位置し、75016SBの南東面を遮っている。柵列の外側には75020SD・75021S

Dが平行する。柵列の北東端は75019SDの内側で止まり、南西側は調査区外に続く。

柵列は9間、延長15m分を検出した。柱間は不均等で、0．7－2．4mの幅がある。柱の掘り方は直径20

～25cmの円形で、検出面からの深さは10～20cmである。柵列の方位はN450　Eである。

柱穴からの出土遺物は細片ばかりで図化できなかったが、古墳時代以降の土器を含んでいる。

溝75019SD～75024SD（図版49・51）

掘立柱建物75016SB・75017SBの周囲を区画する溝で、北西一南東方向の75019SD・75022SD・

75024SDと、北東一南西方向の75020SD・75021SD・75023SDがある。

75019SDは75016SBと75017SBの間を区画し、南東端は75020SDにT字形に接続する。溝は幅34

cm、深さ13cmである。

75020SDは75016SBの南東側に画し、75018SAの外側を区画する。平行する75021SDに切られて

いて規模ははっきりしないが、一部残っているところでは幅15cm、深さ8cmである。

75021SDは平行する75020SDを切っており、北東端は北向きに曲がって途切れる。溝は幅35cm、

深さ6cmである。

75022SDは75020SDから内側に向かって0．9mほど突き出る落ち込みで、あるいは第2面の76083S
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Dに伴うものかもしれない。溝は幅63cm、深さ23cmである。

75023SDは75017SBの北西面を区画する。溝は幅47cm、深さ25cmである。

75024SDは75017SBの北東面を区画するが、建物との間には5mほどの空閑地がある。溝は幅50cm、

深さ10cmである。

埋土からの出土遺物は図化できなかったが、古墳時代以降の土器を含んでいる。

溝75014SD（図版49）

3ライン東端に位置し、平成6年度A地区のSD61504から続く溝で、D－3区付近で溝75015SDに

切られる形で合流する。幅約0．6m、検出長4mであるが、平成5年度I地区から平成6年度A地区の

崖面下に沿って連続して検出されており、検出された総延長は約85mに及び、さらに調査区外に延びる。

先にも述べたように、崖面の形成に伴ってその裾部に沿って形成された溝で、崖面下の僅かな高まりの

解消によって平成6年度A地区中央部付近から位置を変え、溝75025SDから切り替わるように北西方

向に流れ、平成7年度B地区に至る形で形成された溝である。

従って本遺構についても溝75025SDと同様に、若干の人為的な改修を受けた可能性も想定されるも

のの、崖面下の自然流路的な性格が認められる遺構である。

埋土は、褐灰色砂、柵砂等で、本調査区内では図化し得る遺物が認められないものの、平成6年度A

地区では古墳時代以前の土器が出土している。しかしながら検出面の層序や他の遺構との関係からは、

出土遺物の示す時期に本遺構が形成、埋没したとは考えられず、溝75025SDと同様、崖面形成直後の

不安定な周辺の状況を反映し、崖面上等の周辺に存在した遺構や遺物包含層からもたらされた遺物と共

に比較的短期間に埋没したものと考えられる。

また、溝75015SDとの合流部以西には本遺構は連続しないことから、合流部以南では本遺構の位置

をほぼ踏襲する形で上流側が溝75015SDに付け替えられたものと考えられる。溝75015SDの上流部は

平安時代中期の溝73002SDに連続すること、崖面形成以降に形成されていることなどから、本遺構は

10世紀初頭前後に機能していたものと考えられる。

溝75015SD（図版48・49）

D；E－2；3区からC；6地点付近へ向けやや蛇行しながら走行する溝である。A地区第3遺構面

の溝73001SDから平成6年度A地区のSD61101・61115・61114を経て連続するものと考えられる一連

の溝の下段域部分である。D－3地点付近で溝75014SDを切るように合流し、南端のC；D－5；6

区で溝75025SDを切って交差し、南方へは調査区外へさらに延びる。C；D－4；5区付近では、上

層の土壌化層の影響により不明瞭となり、僅かな痕跡を留めるのみで約8mにわたって途絶する。B地

区を南北に横断するように走行し、検出長は全体で約35mを測る。最大幅1．7m、深さは最大で約20cm

を測る。埋土は暗灰黄色シルト質極細砂～柵礫である。出土遺物は乏しいが、A地区では10世紀代の平

安時代中期の土器や瓦類を伴っており、当該時期に機能したものと考えられる。A地区から連続する浅

い谷状地形底部に沿って開削され、山裾部付近からの湧水を下部へ流す機能を有したものと見られる。

溝75013SD（図版49）

C；D－2；3区付近で検出された南北方向の溝である。幅0．6m、深さ7～8cmを測る。調査区北
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東辺より検出長約7mを測るが、以南は検出面にすり付くように途絶し遺存しない。方向から見て平成

6年度A地区のSD61101を経てA地区第3遺構面の溝73001SDに連続する一連の溝である可能性が考

えられるが、崖面付近では遺存せず一旦途切れるため明確にはし得ていない。

畦畔状遺構（図版45）

溝75020SDの南東側は遺構が希薄で、灰黄褐色極細砂層上面が平坦な状況を示す。Fライン西側に

沿った区域では、上位の暗灰色粘質土層による土壌化の及ぶレベルが高位に留まる帯状の高まりが認め

られ、畦畔状遺構の痕跡と考えられた。しかし断面観察等においても人為的な盛土は認められず、耕作

等による撹拝が及ばなかった畦畔部分の下部がその痕跡を留めたものと判断された。後の水田耕作等に

伴って畦畔の位置が変更されたものの、その後は土壌化の影響を受けずに道春したものと見られる。従

って、畦畔の形成時期はやや降る可能性が高いが、灰黄褐色極細砂層の形成以降で暗灰色粘質土層にお

ける水田耕作面以前とする以外に明確な時期は明らかにし得なかった。

4．古墳時代の遺構

旧河道域における古墳時代の遺構は大きく2時期のものが検出されている。ひとつは第I型式の須恵

器を伴う古墳時代中期後半のもので、崖面付近に沿って走行する溝76082SDや調査区南東部で検出さ

れた大型の落ち込み状の溝76083SDの時期である。もうひとつは須恵器出現前の古墳時代中期前半の

もので、調査区南東部の溝76083SDの下層で検出される河道76084SRの時期である。

崖面形成以前の段階では、伊川の沖積作用による本流性堆積物により形成された4サイクルの堆積層

が緩やかな傾斜面を形成していたものと見られ、こうした状況は第4層群が覆う以前の2b層以下によ

る古墳時代以前の遺構面においても、若干の緩やかな起伏を除いてほぼ同様の状況にあったものと考え

られる。崖面付近に沿って検出された溝76082SDは、山側の肩部の一部が崖面上部に当たり、南東側

の肩部は崖面裾部に当たる。このことは溝76082SDが崖面上面とほぼ同レベルにあった本来の古墳時

代遺構面から切り込まれて掘削されたものが埋没し、その後の浸食により堆積サイクルによる層位とと

もに旧河道城側を流失したことを明確に物語っている。つまり崖面形成以前に形成され埋没した氾濫原

画における各時代の遺構は、崖面形成に伴う浸食により上部を大きく流出し削平を受けていることが解

る。

溝76082SD（図版84・85）

崖面付近に沿ってD－3地点付近からB－5地点付近にかけて調査区を横断するように検出された溝

である。Dライン上で大きく西へ屈曲し、崖面付近で再度南西方向にやや屈曲して走行し、調査区外へ

さらに延びる。B地区での検出長は約39mを測る。北側へは平成6年度A地区のSD61313を経てA地

区第4遺構面の溝74001SD・74002SD・74003SDに連続する一連の溝と考えられる。さらにA地区

山裾部で東に屈曲し、平成5年度I地区にまで連続しており、それらを含めた総検出長は約160mに及

ぶ。Dライン上で屈曲する部分で下層の弥生時代の溝76085SDを切るように交錯し、以西ではほぼ重

なるようにして開削されている。このことから本港は、交錯地点から下流側を地山層より掘削が容易な

前代の溝の埋土を再掘削することにより開削されたことが窺われる。

検出面での幅は、調査区北東端で約2．0m、B地区中央付近で3．5m、調査区南西端で3．1mを測る。
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調査区南西端から東5m付近では最も検出面での幅が広く3．9mを測る。断面形状は逆台形の2段掘り

を里し、検出面より深さ30～50cmで底面幅2．0～2．3mに掘り窪めた後に、流芯部分がさらに幅1．0～1．8

mで深さ30～50cmの逆台形に掘削されている。流芯部は溝上段内で緩やかに蛇行しており、溝の中心部

に一定しない。また溝底部には、通常の水量が低い状態での流水部分と見られる幅30～50cm、深さ10～

30cmの暗灰褐色粘質土等の堆積が認められた。埋土は褐灰色系の礫混じりの砂質土で、レンズ状の堆積

により徐々に埋没し機能を失っていったことが窺われる。上部の埋土には部分的にブロック土状の堆積

が見られ、ほぼ埋没した段階で人為的に埋められた状況が想定される。下層の弥生時代の溝76085SD

とは流芯部の最深部が異なる部分が多く認められ、新たに掘削されたか或いは水流によって新たな流芯

部が形成されている。

溝の機能としては、上流側に当たる山裾部からの湧水を導水する水路、或いはA地区中央部の浅い谷

状地形を利用し集落域における雨水等を下流側へ流す排水路としての機能が想定される。

埋土内からの出土遺物には第I型式の須恵器等、古墳時代中期以前の土器があり、須恵器杯身（3742）

・高杯（3743・3744）・嚢（3745）等を図化した。

溝76083SD（図版83・84）

調査区南東部のD；F－4；7の各区にわたって検出された大型の溝或いは落ち込み状の遺構である。

検出幅は最大で約11m、検出長は約27mを測り、南東側へは調査区外にさらに延びる。北東側では平成

6年度A地区のSD61325が類似した状況で存在する。全体では全長約25m以上に及ぶものと想定され

る○深さ約50cm前後を測り、埋土の上半は黒褐色シルト、下半は黄灰色シルトである。一定期間滞水状

態にありながら徐々に埋土の堆積が進み、上部の土壌化を進行させつつ最終的に埋没した状況が窺われ

る○下層での古墳時代前期の河道76084SRがほぼ埋没した後、その痕跡を窪地状に留めた大型の落ち

込み状の遺構と考えられ、周辺からの雨水等が流入し淀み状に一定期間滞水状態にあったことが想定さ

れる。

埋土内からは第I型式の須恵器や土師器等、古墳時代中期以前の土器類が完形に近いものを含め多数

出土している。須恵器杯蓋（3746～3758）・杯身（3759～3763）・高杯類（3764～3772）・鉢（3768）

・壷（3769）・小型の土師器類（3773～3776）・製塩土器（3777）・土師器高杯（3778～3782）・嚢（3783）

・壷（3784）を図化した。

河道76084SR（図版83・85）

調査区南東部の溝76083SDの下層で検出された古墳時代前期の河道である。4；7－D；Fの各区

に当たり、検出幅は調査区北東壁で約11mで、南東方向にさらに広がりを見せ、平成8年度B地区83001

SRに連続する。検出長は約27mを測り、南方向にさらに延び、北東側へは平成6年度A地区のSR61401

に連続する。平成6年度A地区での検出幅は約12mを測る。全体の形状としては平成6年度A地区北東

端から左岸側へ蛇行し、右岸側を攻撃面として流れたのち右岸側へやや湾曲するように流れ、B地区で

は再び左岸側へ湾曲するように流れたものと見られ、B地区で検出された右岸肩部は南方向へ大きく曲

線を措く形状を示している。深さは検出面から約1．5mを測り、埋土は上半がラミナによる流水堆積を

示す黄灰色砂層、下半は砂礫層である。一定の流水量を保ちつつ流れていたことが窺われる他、最終的

には短期間の洪水砂によって一気に埋没した状況が窺われる。
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調査区北東端際の右岸肩部付近では、小型の嚢や小型丸底壷等の土師器数個体が、ほぼ完形で元位置

を保った状態で検出された。検出された土器内部には5cm大ほどの石が重し状に収められたものも認

められ、これらの出土状況からは河川における水辺の祭祀等が想定される。

平成6年度A地区の右岸側攻撃面では、杭列による護岸施設が認められる他、流芯部付近の杭列を流

失した状態のシガラミ状遺構も検出されており、周辺に展開した集落との密接な関係を持ちつつ存在し

たことを色濃く示す河川と見られる。

本河道は、当時、氾濫原内を網状に流れていた伊川本流の一部と考えられ、古墳時代の中期前半の一

時期には相当の流量を保ちつつ蛇行しながら調査区付近の最右岸側に迫った河道と見られる。この時期

には竪穴住居を主体とする集落の居住域は、本河道の接近により山裾側へやや後退して営まれていたこ

とが窺われる。

埋没後も、後の浸食により流失した堆積サイクルの上面であった本来の切り込み面には、河道の痕跡

として帯状の窪地が形成され、その内部を小規模な自然流路が複数形成されていたことが平成6年度の

調査結果から窺われる。それらは帯状の窪地低部に小規模な自然流路による凹凸として痕跡を留め、堆

積サイクルの層位とともに上部を流失削平された不定形な土坑や溝状の遺構として検出されている。（平

成6年度A地区のSK61321・61315、SD61322）

本河道の出土遺物には、上述の水辺の祭祀に関連すると見られる完形に近いものを含め小型丸底壷等

の古墳時代中期前半の土器があり、土師器類（3785～3797）を図示している。

5．弥生時代の遺構

崖面下では、調査区北東端の4ライン北側付近から南西端の5ライン南側付近を結んだ南東部が、古

墳時代の河道部分等を除いて、全て褐灰色系の極細砂や灰色系のシルト或いは灰黄色砂層等が、幾重に

もレンズ状に折り重なるように堆積する流水堆積層で形成されており、それより山側の水平堆積層とは

異なった様相を示す。これらの流水堆積層は、全体でその境界を右岸肩部とする大規模な河道と判断さ

れた。これらの流水堆積層の内、古墳時代の河道76084SRの山側に帯状に走行する幅約3～5mの褐

灰色系のシル下層は、周辺の流水堆積層からは独立したレンズ状堆積を成す溝76087SDとして捉えら

れ、出土遺物から弥生時代後期前半の遺構と判断された。これ以外の流水堆積層は肩部から急激に下降

し、下層には租砂層が厚く堆積するやや規模の大きい河道76088SRとして捉えられた。出土遺物や溝

76087SDに先行することから弥生時代後期初頭までに埋没した河道と判断された。この河道は、平成

6年度A地区における河道SR61601に連続し、下流側に当たる南西方向へもさらに調査区外へ広がり

を示す。また、崖面下から河道76088SRまでの水平堆積層が露呈する氾濫原画では、幅約2．5m前後を

測る2条の溝76085SDと76086SDがほぼ並行するように検出された。これらの溝は河道76088SRに

接続しており、当該時期に開削されたものと考えられる。さらに調査区北東端からやや蛇行しつつ南に

向けて走行し、氾濫原面のほぼ中央付近で河道76088SRに切られる形で途絶する溝76089SDが検出さ

れた。切り合い関係から溝76086SDに先行するものであり、出土遺物から弥生時代前期の遺構と考え

られる。

このように崖面下の旧河道域では、大型の溝76087SDによる弥生時代後期前半の時期、やや規模の

大きい河道76088SRとそれに接続する溝76085SDと76086SDが開削される弥生時代中期後半から後

期初頭の時期、それらに先行する弥生時代前期の溝76089SDの時期と、大きく3時期の遺構が認めら
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れる。

溝76087SD（図版83・86）

調査区北東端上の4ライン付近から南西端上の6ライン付近に向けて緩やかな弧を措くように検出さ

れた溝である。検出面での幅は約3～5mを測る。検出長は調査区を横断する形で約30mを測り、両側

にさらに延びる。北東側は平成6年度A地区における溝SD61523に連続し、これを含めた総検出長は

約70mに及ぶ。全体の形状は、平成6年度A地区における東端から山側へ若干膨らむように弧を措いて

流れた後、南へ屈曲して進み、平成6年度・7年度の調査区境付近からは逆に西へ向けて弧を措き、全

体ではS字状を呈して緩やかな蛇行を示す。南東肩部は調査区北東辺から約20mにわたって古墳時代の

河道76084SRによって流失する他、平成6年度A地区においてもこれに連続する同河道に切られて途

絶し、それ以東は遺存しない。検出面からの深さは1．2～1．0mを図る。断面形状は比較的滑らかな半円

形を呈し、埋土はレンズ状に堆積する褐灰色細砂、暗灰黄色極細砂、灰色シル下等である。溝壁面から

底部にかけては、泥土状にやや土壌化した灰色系のシルトが認められ、滞水状態或いは湿潤な状況を経

て徐々に埋没していった状況が窺われる。また下位に当たる河道76088SRによる周辺での流水堆積層

は、本溝を包括するように埋没する状況を示す。こうした状況から本溝は、河道76088SRがほぼ埋没

した段階で、河道の最終的痕跡として三日月湖状の淀みに変化し帯状の窪地となった状態と判断される。

埋土の状況から内部は湿潤な状況にあるものの水量は著しく低下し、ほぼ滞水状態に近い状況を経て埋

没していったものと見られる。従って形成、埋没の過程において人為的な痕跡は乏しく、氾濫原画での

河道の変化に伴う河川環境の変化の一過程と見ることができる。

時期については、出土遺物とともに古墳時代前期の河道76084SRに切られ、下位に当たる河道76088

SRが弥生時代後期初頭までにほぼ埋没したものと見られることから弥生時代後期前半に当たるものと

考えられる。出土遺物には、弥生時代後期前半に属すると見られるもの（3824～3834）を図示した。

伊川本流の主河道は、この時期には調査区より伊川谷中央側へ移動していたと見られ、河川氾濫の危

険性の低下に伴い、居住域が氾濫原側へ広がっていたことが窺われる。こうした状況は、本港と崖面と

の間において上部を流失した竪穴住居76024SH・76025SHの存在や、B地区における当該時期の竪穴

住居等の遺構が、比較的氾濫原に近い区域に展開することからも推測できる（第2章第2節3参照）。

河道76088SR（図版83・87）

調査区北東端の4ライン北側付近から南西端の5ライン南側付近を結ぶ線を右岸肩部とする弥生時代

中期前後の河道である。これより南東側は全て河道域であり調査区外へさらに広がりを見せる。北東側

は平成6年度A地区における河道SR61601から連続する。前述のとおり溝76087SDをその埋没過程に

おける最終形状とし、その下位は褐灰色系の極細砂や灰黄色砂層等がレンズ状に堆積する流水堆積層で

埋没している。検出幅は約15mで、本来の幅は20m以上に及ぶものと推定される。調査区南東部の全面

に及んでおり、検出長は約30m、平成6年度A地区を含めた総検出長は約70mに及び、溝76087SDと

同様に古墳時代の河道76084SRに切られる。深さは検出面から約2．60m以上に及び、T．P．30．1m付近

まで掘削したが、さらに河道内の流水堆積による租砂や砂礫層が厚く堆積する状況が認められ、河道底

面を確認するには至らなかった。埋土は、肩部から互層状に黄灰色系や黄褐色系の極細砂やシルトがレ

ンズ状に堆積し、流芯部側に進むつれ細砂や砂層となる傾向を示す。流芯部側の上層は、埋没後に形成
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される溝76087SDや河道76084SRによって流出し遺存しない部分も多く認められる。下層は黄褐色系

の租砂や砂礫層が複雑に厚く堆積しており、埋没過程において相当の流水量により度々多量の土砂を伴

った状況が想定される。平面形状においては、溝76087SDと同様に平成6年度A地区との調査区境を

挟んでややS字状に屈曲を見せる他、B地区側の南西方向に向けて急激に流域幅が広がる傾向を示す。

このS字状の屈曲部はやや河幅が狭まっており、平成6年度A地区側では、こうした地形的条件を利

用してこの地点を取水点とした水利施設が検出されている。河道に対して直交方向に木杭を直線的に打

設してそれを芯材に盛土で堤体を築き、上流側に矢板状の杭列を施し、さらに堤体表面を拳大の円礫で

覆った特殊な構造を持つ石積みの井堰と右岸側に導水する溝SD61517である。この溝は西方に延びB

地区の溝76085SDに連続する。弥生時代中期末から後期初頭に構築された取水水利施設としては極め

て特異な構造を示すものとして特筆すべき遺構である（第4部第1章第3節参照）。

また、検出した河道城は弥生時代中期前後に最大化し、最も山側に広がった状態での右岸と見られ、

肩部から落ち込むように堆積するシル下層や極細砂によってその直後から徐々に川幅を狭めていったこ

とが解る。このため後述するほぼ同時期に開削されたものと見られる溝76086SDは、幅を狭めるよう

に堆積した肩部の埋土を掘削して構築されている。

調査区中ほどでは、一時的な流芯が左岸側を攻撃面として流れた状況が認められ、河道右岸壁面が浸

食によりやや決られたような形状を示す。この部分では右岸下が幅約7mの流路状を呈し、河道流芯側

との間に浸食を免れた底面部が中洲状に削り出された高まりが認められる。この高まり部分では、大型

の高杯3個体や壷等が、人頭大の石材を伴ってほぼ完形で元位置を保つ状態で検出されている。河道の

水量が通常の水位に低下している状態では基壇状の地形を呈したものと見られ、こうした状況を利用し

た水際での祭祀が、土器の出土状況等から想定される。

出土遣物は比較的乏しく、弥生時代前期の土器（3847）、中期の土器（3742～3846）を図示し得たのみ

である。この内、高杯（3844・3845）、壷（3843）は上述の中洲状の高まりで検出されたものである。

溝76085SD（図版85・86）

平成6年度A地区の溝SD61517から連続してB地区北東端3；4－D；E区から以西に延びる溝で

ある。東から西方向にB地区へ延び、約5mの地点で古墳時代の溝76082SDと交錯する。以西は溝76082

SDがほぼ重複するように開削されたため大半が遺存せず、溝南東側の肩部から重複を免れた最深部が

検出されたのみである。前述のように溝76082SDは、交錯地点からの下流側を地山層より掘削が容易

な本港の埋土を再掘削することにより開削されており、結果的にほぼ重複したためその大半が道春して

いない。本来は、平成6年度A地区側の河道76088SR右岸から西方向へ開削され、崖面付近で南西方

向に屈曲して走行し、調査区外へさらに延びている。崖面付近で屈曲することから、もともと付近には

崖面形成以前から何らかの傾斜変換点が存在した可能性も想定される。調査区を横断するように検出さ

れており、検出長は約33mを測り、平成6年度調査分を含めると総検出長は約40mである。断面形状は

上部がやや開く逆台形状を呈し、検出面からの深さ約80cmを測る。最深部のレベルは、北東端でT．P・32・3

m付近、中央付近でT．P．32．2m付近、南西端でT．P．32．2m付近を測る。幅は、大部分で肩部が片側し

か依存せず明確にし得ないが、1．5～2．5m前後を測るものと想定される。Ⅴ字形に近い逆台形の断面形

状やほぼ東西方向に直線的に進んだ後、等高線に平行するように屈曲するなど極めて人工的に開削され

た水路状の溝である。
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平成6年度A地区側では河道76088SRの右岸に明確な切り合い関係を示さず接続しており、同時期

に存在し、同様の埋没過程を辿ったものと考えられる。接続位置は、石積みの井堰の上流側右岸に当た

り一連の水利施設と判断される。従って、本溝は石積みの井堰によって河道76088SRの水位調整する

ことによって取水し、調査区の南西方向に導水する潅漑水路としての機能が想定される溝である。

出土遺物に図化できたものはないが、弥生時代中期～後期の土器片が出土しており、後期初頭の時期

を下限とするものと考えられる。

溝76086SD（図版86・87）

調査区北東端の4ライン上付近を河道76088SR右岸との接続点として、溝76085SDの南側に約2～

3mの距離を置いてほぼ相似形に開削される弥生時代の溝である。検出長は約35mを測り、南西方向へ

は調査区外にさらに延びる。東端は河道76088SRの右岸に明確な切り合い関係を示さず接続しており、

同時期に存在し、同様の過程により埋没したものと考えられる。検出面での幅は約2m前後を測り、断

面形状はⅤ字形に近い形状を示しつつ、若干上部が開く2段掘り状を呈する。土層断面観察から一旦埋

没が進んだ後に流芯部分が溝底部で移った状況が認められ、前後する2時期の埋土により埋没している。

先行する埋土は、最下層が黄褐色シルト、その上位にやや土壌化した砂礫混じりの黒色シルト、さらに

褐灰色系の砂質土である。やや滞水状態で徐々に埋没が進行した状況が窺える。後出の埋土は、下部が

灰黄色系の砂質土、中位が褐灰色系のシルトや砂層、最上層が暗褐色系の砂礫混じり砂質土である。一

定機能しつつ埋没が進み、最終的に完全に埋没したものと見られる。

溝76085SDと形状や規模が酷似しており、河道76088SRに完全に流失した堰等の水利施設を伴った

可能性も考えられるが、性格や機能を明確にするには至っていない。接続部分では、溝の埋土と河道上

層の埋土が明確な切り合い関係を持たず、徐々に変化するように一体的に埋没した状況が認められた。

こうしたことから溝76085SDと同様の機能或いは付帯する機能を持って人為的に開削された溝と考

えられ、一連の水利施設に伴う機能を有したものと想定される。

出土遺物にも乏しく、図示できるものはみとめられなかったが、形状等の類似性などから判断して弥

生時代中期末から後期初頭に開削されたものと考えられる。

溝76089SD（図版87）

調査区北東辺から4；5－C；D区に向けやや蛇行しつつ北東から南西に走行する溝である。検出長

約15mを測る。南端は河道76088SRに切られて途絶する。また北方向へ徐々に不明瞭になる傾向を示

し、突起状の分岐も認められる。幅1m未満、深さは最大60cmを測る。埋土はやや黄褐色を帯びた灰白

色系の粘質土である。河道76088SRや溝76086SDに切られ、それらに先行する溝であることが解る。

出土遺物には弥生時代前期の棄（3838）があり、当該時期に形成されたものと判断された。また、形状

などからはあまり人為性は認められず、山側から河道方向に流れた小規模な自然流路的な性格を有する

ものと判断される。
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第1節　第1両の遺構

1．概要

調査は、旧市道部分を調査区とし、工事用車両進入路確保のため調査区を北東側半分のA地区と南西

側半分のB地区に2分割して行った。近世～現代の耕作土および市道敷設時の盛土からなる第1層群を

機械掘削によって除去すると第2層群とした灰色土壌が現れる。この上面で精査・検出した遺構面を第

1遺構検出面（以下、第1両）とする。第1両で検出された遺構の時期は中世および近世である。この

時期の遺構として確認されたものに館に伴う堀、溝、土坑、落ち込みなどがある。

2．近世・中世の遺構

溝81004SD（図版88・94）

A地区北東端から南西方向に真っ直ぐに伸びる溝である。後世の撹乱によって一部損なっているが、

幅16cm以上、深さ4cmを測る。撃などによる耕作痕と考える。

溝81005SD（図版88・94）

A地区I－1区で検出された溝81004SDと平行する溝である。溝81004SDと同様に耕作痕と考える。

堀81006SD（図版88・92・93）

平成5年度の調査において、旧市道東側部分にあたるⅡ地区では北西一南東方向に伸びる幅約10mの

流路が検出されていた。流路の埋土からは須恵器の嚢や漆椀など中世の遺物が出土しており、中世の川

跡として認識されていた（註1）。本年度の調査は調査区の北東側半分にあたるA地区から行なった。

調査にあたっては、平成5年度に検出された流路が微高地上を直線的に伸びることにも留意し、本調査

区内でどのような形で検出されるかに注意をはらった。

第1層群を機械掘削した後のI－2；3区では、シル下層内に拳大～人頭大の角礫が多く混じった状

況が現れた。この角礫の間からはすり鉢をはじめとする多量の近世陶器が出土し、広範囲にわたって角

礫が埋め込まれたような状態であったので、調査当初は撹乱の扱いで処理した。一通り角礫を除去する

と、流路の輪郭が明らかになってきた。I－2区で検出された落ち込み82007SXを平成5年度Ⅱ地区

で検出された流路の続きと考えて先に掘削したため角礫除去後検出された流路の肩を一部損ねたが、こ

のI－2；3区内において前述の流路とつながり、さらに直角に折れ曲がり南西方向に伸びることが明

らかになった。このため改めて調査前の周辺の地形図を検討すると、田地などに堀跡を示すような長方

形の区画が連続して存在することが確かめられた。この段階に至り流路が館に伴う堀であることは確実

となった。この結果を踏まえ、堀が伸びていく範囲をできるだけ調査範囲に取り込むよう、調査区の南

西側半分にあたるB地区の調査前に調査区の形状を一部変更してから調査を行なった。

本年度の調査で堀は長さ45m分が検出された。堀の上幅は10m、深さは1．6mを測る。但し、堀の上
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幅については、堀に接続する溝81007SDを起点とする北東側で若干広がっていることを確認した。堀

の断面形状は、逆台形を呈する。堀内外側の端から約2m内に入ったところに傾斜変換点が存在し、堀

内外側のみいわゆる「二段掘り」の形になっている。堀内内側の法面の方が外側の法面に比べて傾斜が

ややきつくなっている。このような状況は平成5年度Ⅱ地区で検出された流路（堀の一部）においても

同様にみられる。

堀の中の埋土は大きく4層（上から第I層～第Ⅳ層）に分けることができる。シル下層である第I層

と第Ⅱ層には拳大～人頭大の角礫が多く混じり、大量の陶器、磁器、瓦、漆製品、木製品などが出土し

た。出土遺物より第I層は概ね18世紀後半のものを中心に19世紀代のものまでを含んでいる。第Ⅱ層は

18世紀前半のものを中心に18世紀後半のものまでを含んでいる。遺物の取り上げにおいては層位ごとに

取り上げるよう留意したが、混在は防ぎえていない。第Ⅲ層は基盤となっている土と柵礫～中礫をブロ

ック状に含んでおり、遺物はほとんどみられない。第Ⅳ層はシル下層で遺物の量は少ないが、土師器鍋

・皿、瀬戸・美濃系陶器、中国製青磁、漆椀、獣骨などが出土した。

このような状況から堀の、埋没過程を次のように推定する。堀は第Ⅳ層の16世紀には機能していたが、

17世紀以降に堀の両側から土と礫を入れて埋められ（第Ⅲ層）、18世紀には堀の形を少し残しながら湿

地となり、そこに角礫が埋め込まれ日常雑器などが廃棄される（第Ⅱ層）。そして19世紀には堀は平面

形状を残しつつもほぼ完全に埋まった（第I層）と考える。

溝81007SD（図版88・92・94）

B地区H－4区に位置し堀81006SDに直接取り付く溝で、1．4m分検出した。幅は北東側をサブトレ

ンチによって損なっているため明確ではないが、1．92m以上、深さは78cmである。検出された位置と規

模から、堀囲い内部への水の取り込み、もしくは堀囲い内部からの排水のための溝と考えられる。

溝81008SD（図版88・94）

B地区H－4区にあって堀81006SDの際に位置する長さ2．25m、幅30cm、深さ6cmの細長い溝である。

溝81009SD（図版88・94）

B地区H－4；5区にあって堀81006SDに平行する長さ4．2m以上、幅74cm、深さ37cmの溝である。

溝81010SD（図版88・94）

B地区F；G－5区にあって掘81006SDの西側に位置する長さ2．4m、幅48cm、深さ4cmの浅い溝である。

土坑81003SK（図版88・94）

後世の撹乱で平面形状や規模は明らかにできなかったが、遺構の断面観察により土坑と推定した。人

頭大の角礫数個と共に砂岩製の一石五輪塔が横倒しになった状態で出土した。

土坑81011SK（図版88）

B地区F－5区に位置する長軸1．5m、深さ4cmの不定形の浅い土坑である。
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落ち込み81001SX（図版88）

A地区J－0；1区で検出された長軸方向7．8m、短軸方向3．1m以上、深さ10cmの不定形の浅い落

ち込みである。埋土には多くの炭を含んでいる。

落ち込み81002SX（図版88・94）

A地区J－0区で検出された落ち込みである。部分的に検出されており、平面形状、規模とも明らか

にし難いが、深さは最深部で30cmである。埋土からは須恵器の壷（5169）と施（5170）が出土してい

る。しかし、埋土の状況から遺構は中世以降のものと考える。

落ち込み81012SX（図版88）

B地区H－5区に位置し堀81006SDに接する落ち込みである。トレンチで一部損なわれているが、

長さ3．3m以上、幅52cm、深さ14cmを測る。

落ち込み81013SX（図版88）

B地区G－4区に位置して部分的に検出されており、平面形状、規模とも明らかでないが深さは13cm

の落ち込みである。

3．館の復元

本年度の調査途中、従来流路と考えられていたものが堀であることが明らかとなり、上脇遺跡内に館

が存在したと考えざるを得ない状況が生じた。近世から近代にかけて著された地誌などの文献を調べて

みると、いくつかのものに上脇遺跡が存在する旧脇村（註2）にかつて城館があったことが記されてい

る（註3）。またさらに堀が検出された本年度の調査区と過年度調査区（平成5年度のⅡ地区、平成6

年度のB地区）は城館跡の候補地のひとつにあたっていたことも明らかとなった（註4）。

残念ながらグリッド設定による確認調査段階では館跡という遺跡の性格を明瞭に示す遺構や遺物が検

出されなかったことや、過年度の全面調査段階においても館の存在を認識させるだけの十分な資料が得

られなかったことなどにより、館跡と考えられるすべての範囲を調査対象範囲として捉えられていない。

特に、館の中心部分となる堀囲いの内部については、本年度の調査区内にはほとんど含まれておらず、

限定された範囲で行なわれた平成5年度のⅡ地区、平成6年度のB地区の調査結果による資料しか存在

せず、館の調査としては極めて不十分な結果に終わっている。

同規模の館に通常みられる土塁やその痕跡についても、明らかにし得なかった。わずかに、堀の埋土

の第Ⅲ層が基盤層の土をブロック状に含み、堀の両側から埋められた状況を示していることから、堀の

掘削によって出た基盤層の土を土塁とし、それを埋土に利用したことを想定する程度である。中心部分

にあたる堀囲いの内部への入口について、少なくとも本年度調査で検出された堀内では橋脚などの施設

は見つかっていない。現況観察により、工事による移転前の三浦氏の邸宅の入口とほぼ同じ東側の場所、

もしくは南側にあったと考えられるが、これらの箇所が調査対象とならなかったため推測の城を出ない。

限られた資料を基に、周辺の地形図も参考にして館の規模と形状の復元を試みたい。平成5年度の調

査により堀囲いの部分の北辺は50m検出されており、堀はさらに東へ伸びているようである。移転前の

三浦氏の邸宅があった微高地とその東側の道路との間に幅約10mの区画が北東一南西方向に続いている。
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邸宅と一段低い区画の比高は現況約0．8～1．4mあり、この区画は堀跡もしくは河道跡のように見える。

河道跡ならば、これを東側の堀に利用したとも考えられる。この推測が正しければ東西方向については

55mとなり半町規模が想定される。一方、堀囲いの部分の西辺は40mまで確認されており、地形図の区

画からはあと10m程度堀は続くように読みとれるが、そこから東に屈曲して半町四方の方形居館になる

ことを積極的に想定する資料は存在しない。地形図からは、移転後の三浦氏の邸宅があるところまで微

高地が伸びているように見え、南北方向の規模ならびに形状の詳細については不明と言わざる得ない。

ここで仮にこの館を半町規模と考えるなら、堀の規模が注意される。兵庫県内の半町から1町未満の

規模とされる館で明らかとなっている堀の上幅は5m前後のものが多い（註5）のに対し、この館の堀

は深さは他の例と比較してもさほど変わらないものの上幅は10mある。谷底平野の伊川谷の入口に位置

し、谷奥の太山寺に向かう道に面するこの館の防御面での重要性からくる独自の特徴なのか、また文献

で明石氏を領主とすると伝えられる伊川流域、さらには明石川流域の館の地域的な特徴なのかは今後の

検討課題となる。

註1『平成5年度上脇遺跡現地説明会資料』兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所1994年

註2　上脇地区の一部。明治10（1877）年、池上村と脇村が合併し上脇となる。

（『角川日本地名大辞典28兵庫県』角川書店1991年）

註3　太田小左衛門『釆邑私記』（1715年刊）には「脇村構居　明石氏某」とあり、平野庸傭『播磨鑑』（1762年）

には「脇村構居　井川庄在脇村　領主同断（領主明石何某居）」とある。また『播城志』（1800年刊）には

「脇村砦」の名称のみ記載されている。いずれの史料も城館の築かれた時期や廃絶時期、規模・形状な

どの詳しい記述はなされていない。

註4　六甲学院地歴部の調査によって「脇村砦のあった場所に三つの説がある。現在、三浦氏の家を中心とし

た所、その南方の二百メートルの田の中、そして北方山麓廃寺跡である。第一の説が有力で、そこには

明治維新頃まで堀跡らしいものが残っていたと伝わっている。」と記載されている（『日本城郭全集10』

人物往来社1967）。上脇遺跡として調査した箇所は「三浦氏の家を中心とした所」にあたる。

註5　姫路市教育委員会1975年『加茂遺跡』

兵庫県教育委員会1987年『河津館址』（兵庫県埋蔵文化財調査報告書　第43冊）

兵庫県教育委員会1991年『野村構居跡』（兵庫県埋蔵文化財調査報告書　第111冊）

兵庫県教育委員会1992年『初田館跡』（兵庫県埋蔵文化財調査報告書　第116冊）

第2節　中世以前の遺構

1．第2面の遺構

概要（図版89）

A地区では、一辺70cm程度の不整形な方形の掘り方の柱穴からなる掘立柱建物や柱列（柵）を検出し

ている。周辺から出土した遺物から、古墳時代後期（6世紀後菓）と考えられる。検出面はかなり礫の

まじったしまった堅い土であった。包含層からは5171～5174の須恵器の杯身・旗など古墳時代末頃の土

器が出土している。なお、柱穴はおおむね検出は容易であったが、若干掘り下げて遺構検出を再度行っ

－62－



第2節　中世以前の遺構

て初めて見つかった柱穴を含む建物もある。

また、南半では、落ち込み82007SXを検出している。この遺構は、第1面で検出して掘削している

が、その後の検討によって、第2両に属するものと考えている。

B地区では溝群を検出している。上面で調査した堀81006SDより西で検出した82007SD～82009SD

は、いずれも下層の旧河道が埋没した湿地帯をごく短期間流れた溝であろう。周辺からは、A地区の建

物群より古い古墳時代中頃（5世紀未から6世紀初め）の遺物が出土している。これらの遺物は第3遺

構面を覆う第3層から出土する遺物とほとんど時期差がない。

掘立柱建物82001SB（図版95）

調査区の東角付近に位置し、平成5年度の調査区にまたがる北西側の一辺に庇のついた3×4間の側

柱建物である。柱の芯から芯の間の距離は1．7～1．8mである。主軸方向はN600　E。柱の掘り方の形状

や方向はそろっていないが、おおむね差し渡し0．6m程度で、桂根の直径は0．2m、検出面からの深さは

0．4～0．7mである。

断面図を作成したところ、平成5年度の調査区とのレベル差が0．5m程度みられたが、そのままの形

で図示している。また庇部分のP12・P13は検出面からの深さが0．15ないし、0．25mと浅い。

掘立柱建物82002SB（図版96）

82001SB・82005SAの間に位置する1×2間の掘立柱建物である。東西の柱間は2．1－2．2m、南北

の柱間は1．7～1．9mである。主軸方位はN680　Wで、他の建物とは全く異なっている。柱穴はP5を除

き円形で、大きさも0．3－0．5mと他のものに比べてやや小さめである。検出面からの柱穴の深さは0．2

～0．3mである。

柵82006SA（図版96）

調査区北隅付近の位置し、82005SAとはやや傾きを変え、重なっている。円形の柱穴が4個並び、

3間分にあたる。柱穴は0．3～0．4m、検出面からの深さは0．1～0．25m。桂根の直径は0．15～0．25cmで

ある。柱の芯と芯の間の距離は、1．0～1．35mとばらつきがある。方位はN780　Eである。

掘立柱建物82003SB（図版97）

調査区の南東辺沿いに位置し、建物の西隅部1×3間分の柱穴のみ検出している。P5は82004SB

のP9に切られている。平成5年度の調査区では、後世の撹乱のためか、検出されていない。柱の芯と

芯の間の距離は1．4～1．5m。建物の主軸方向はN580　Eで、82001SBとほぼ同じである。柱穴は、方

形のものと不整形のものが混在し、方形のものも、P4のように各辺の方向が建物方向とそろっている

ものとP5のように450斜め方向にふっているものとがある。柱穴の大きさは0．6～0．7m、桂根は0．15

～0．2m、検出面からの深さは0．4～0．6m。

掘立柱建物82004SB（図版97）

82003SBと柱穴1個が切り合う形で重なっている。3辺を検出しているが、やはり平成5年度調査区

では続きが検出されていない。検出された部分は2×5間分である。柱の芯と芯の間の距離は2辺では
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おおむね1．7mであるが、南西辺では1．1m、1．5mとかなり短くなっている。主軸方向はN31O Eで、

82003SBとは270傾きが異なる。柱穴は方形に近いものが多く、各辺の方向は建物の方向と揃ってい

る。掘方の大きさは0．5－0．7m、桂根は0．15～0．25m、検出面からの深さは0．4－0．6m。

欄列82005SA（図版98）

調査区の北西壁寄りで検出した。一列に並ぶ柱穴を6個検出している。撹乱により、P4とP5の間

の柱穴がとばされている可能性がある。方位はN530　Eで、82003SBとかなり近い方向である。柱穴

の形状は円・方形入り交じり、大きさも0．65～0．9mとばらつきがある。桂根は0．2～0．3mであるが、

桂根を2個検出したP2の一方の桂根は0．15mと小さい。検出面からの深さは0．15～0．25m。

落ち込み82007SX（図版89・92　写真図版61）

第1両で調査したが、本来は第2面に属する遺構である。堀81006SDの北肩に位置し、平成6年度

の調査区に続いている。幅4m、長さ16．5m、検出面からの深さ1．1m。埋土は灰色系のシルトまたは

シルト質極細砂である。

溝82008～82010SD（図版99）

B地区の北西壁近くを流れる溝群である。

溝82008SDはほぼ南北方向に流れており、幅1～1．8m、検出長9．1m、検出面からの深さは0．2m。

溝82009SDは調査区の西角付近を横切る形でほぼ南北に流れている。幅2m、検出長8．5m、検出面

からの深さは0．6m。

溝82010SDはおおむね北東から南西に流れるが、途中で、くの字形に屈曲している。また、2本の

溝が合流している部分もある。幅は北東部では0．1～0．2m、南西部ではそれより広く0．2～0．35m。検

出した総延長は27m。分岐している部分はおおよそ10m。

2．第3面の遺構

概要（図版90）

A地区では、この面で顕著な遺構は検出していない。

B地区では、旧河道83001SRと、そこから分岐する溝83002SDおよびこれらに伴う木組遺構83003

SX・83004SXを検出した。この面を覆う包含層第3層には5183～5189の須恵器や土師器など古墳時

代中期の遺物が含まれている。

旧河道83001SR（図版90・100　写真図版68・69）

B地区の南半、調査区の西端付近をおおむね北から南方向に流れる旧河道である。調査区の西角近く

で、西側の肩らしい落ちを検出し、B地区中程の西への落ち込みを東肩とすると、幅はおよそ9～10m

程度となる。溝83002SDが分岐する手前あたりで大きく東に幅広く張り出している。

埋土はシルトやシルトと砂のラミナで、それを除去すると、西壁際で礫の盛り上がりがみとめられ、

その礫には杭や丸太が伴っていた。この礫を除去すると、83003SX・83004SXという二連の木組遺構

が検出された。木組遺構83003SXは河道を斜めに横切る堰にあたるものであろうか。木組遺構83003S
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Ⅹの上流側にあたる東側では自然木の溜まりが検出されている。この木組遺構83003SXの上流側の最

深部の絶対高は30．1m、下流では31．1mで、上流側の方が1mも深くなっている。西側溝沿いの土層断

面では、この上流側の深みは主にシルトのラミナの水平に近い堆積が観察でき、せき止められた水が底

をえぐり、なおかつよどみのように滞水していた状況がうかがえる。

埋土中から、土師器の嚢（5179）や壷の口緑（5180）などの古墳時代中期の土器が出土している。

溝83002SD（図版100）

旧河道83001SRから分岐し、北西から南東へ方向へ流れている。幅1．8－1．4m、検出面からの深さ

0．3mで、底の絶対高は31．39m。旧河道83001SRの底は31．1m程度なので20cmほど高く、導水するた

めには、堰でダムアップする必要がある。

木組遺構83003SX（図版101－104　写真図版69⊥70・71）

木組遺構83003SXでは、礫の高まりに貼り付くように並ぶ木で組まれた構造体と、それにかぶさる

ようなヨシなどイネ科植物の茎を延状に平行に並べた植物繊維を広い範囲で検出した。

木組の構造について、側溝などの撹乱によって全体の規模も不明であり、元の形は復原的に推定する

よりない。流れの上流に向かって最前列は、直径12cm、長さ約4mの樹皮のついたままの丸太材（横木）

の背後に直径14cm、長さおよそ1mの樹皮のついたままの丸木の杭（斜材）を打ち込み、前面に直径12

cm、長さ1．3～1．9mの丸い杭を0．5m間隔で礫の高まりに沿って並べ、その丸杭の間に粗く板状に加工

した幅6cm、長さ1．1m程度の細い矢板材を3・4枚並べて丸杭よりは急な角度で礫中に打ち込み、こ

れらの木組み構造の上面を植物繊維で覆っていたものと思われる。上流からの流れに対して木組みの構

造を守るために植物で覆っていたのだろうか。断面を観察しても、愛媛県小寺遺跡の「合掌塑堰」のよ

うな複数の斜め杭と縦杭で丸太材を固定する組み合った堅牢な構造はみとめられなかった。

最前列の背後に、0．4～0．5m間隔で3列の横木があるが、それらは角杭または丸杭（縦材）をほぼ垂

直に打ち込んで留めるという比較的簡単な構造であった。

木組み内付近のラミナの灰色シル下層から庄内式の嚢の破片、弥生時代後期の嚢（5181）が出土して

おり、その頃に使用されていたものと考えられる。

現場で観察したところ、横木、丸木の杭、割り材など材の種類や使う場所によって木材を使い分けて

いたようであり、番号をつけて材を取り上げたが、予算の都合上、樹種同定できなかった。3列目の横

木は有頭棒（5054W）として実測しているが、他に転用材らしい加工のある材はなかった。

木組遺構83004SX（図版101～103　写真図版72）

木組遺構83004SXは、礫層に掘られた溝状の細長いくぼみの底に、太さ16cm、長さ4．85mの樹皮の

ついたままの横木と、その下に斜め方向に打ち込まれた太さ12cm程度の丸木の杭（縦材）4本をまず検

出した。掘り下げてみたところ、杭の長さは70～80cmであり、横木をはさんで杭の反対側に、幅10cm、

長さ50cm程度の短い矢板が埋もれていることがわかったが、83003SXより、間隔はまばらである。こ

の丸木の縦材は杭とはいうものの、尖端を削って尖らせているわけではなく、打ち込むというより、埋

め込んだもののようである。また、83003SXよりまばらではあるが、植物繊維も確認されている。こ

の木組遺構は全体に礫中に埋もれており、護岸的な設備であると推測される。
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83003SXと84004SXの二つの施設の前後関係や性格については不明な部分も多いが、旧河道83001

SRから溝83002SDに導水するための堰としての機能と河道の護岸という機能が考えられる。こうし

た植物繊維を伴う草数の木組施設は、古墳時代中期の例を中心に各地での調査例が報告されているが、

河川の流れの制御、護岸、水田への導水といった諸機能の関係や使用法、構造について十分明らかにな

っていない部分も多く、当遺跡の例についても、今後の検討すべき課題が多く残っている。

3．第4面の遺構

概要（図版105）

ほぼ全域が弥生時代の旧河道84001SRの中にあたると思われるが、84002SX～84004SXのような

土坑あるいはくぼみ状の遺構を検出している。遺物としては、石製穂摘具（5009S）や弥生土器（5190）

が出土している。

土坑84002SX（図版105・写真図版73）

隅丸の台形の斜辺に突起を付加したような平面形を呈する不定形の土坑である。長軸の長さは1．9m、

台形の上底は1．2m、深さはおよそ0．5m、突起部の幅は0．8m、長さは0．8m、深さは0．2mである。

突起部の反対側に底部からは浮いた形で太さ0．1m弱の木片が散らばっており、ドングリの破片も出

土している。埋土には炭化物や植物遺体が含まれ、葉がそのまま残っているものもみられた。断面図の

5層が最も植物遺体が多く含まれていた層である。検出された周辺は青灰色の砂礫層で、この土坑内に

だけシルトが溜まっていた。

もともとの構造は不明であるが、ドングリの水さらし場のような施設であった可能性がある。

土坑84003SX（図版105）

84002SXの南東脇で検出した不定形の土坑である。長軸1．8m、短軸1m前後、深さ0．4m。埋土は

灰色のシルトを主体とするラミナで、炭化物を含んでいる。

84004SX（図版105）

幅1．8m、長さ3．0mの不定形の範囲に広がる黒色シルトの塊である。周辺は砂礫層で、人為的な遺構

ではないかもしれない。弥生時代後期の嚢の底部（5182）が出土している。
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第1節　A地区第1面の土器

第1章　平成7年度

第1節　A地区第1両の土器

1．江戸時代

埋め桶遺構71013SE（図版106）

3001は染付磁器皿である。高台は低く体部は緩やかに外上方に立ち上がる。外面には唐草文、界線、

内面は理路、底部内面はコンニャク印判で五弁花文を施文する。18世紀後半代の肥前系磁器である。

3002は施粕陶器の尿瓶である。底部は平底で、体部は直線的に斜め上方に延び、体部上位で大きく屈

曲する。体部上面には把手の貼り付け痕が2箇所認められる。外面には灰粕を施和し、黄褐色に発色す

る。18世紀後半～19世紀前半代の瀬戸・美濃産の製品であろう。

溝71017SD（図版106）

3003は土師質の土管である。ロクロ成形で筒状に引き上げ、端部を肥厚させて口を作っている。筒尻

は内外面ともヘラケズリで仕上げている。明石特産のタコ壷作りの手法を用いた製品である。

2．中世後半

溝71038SD（図版106）

3004は土師器杯Aで、体部は直線的に開く。3005は土師器皿Bで、薄い器壁から口縁部を肥厚させ、

端部をつまみ上げる。底部はやや上げ底状となる。

溝71039SD（図版106）

3006は土師器小皿Bで、底部の中心がやや上げ底状となる。

3007は備前焼の小碗で、回転糸切りの底部から体部が直線的に立ち上がり、端部の内側に面をとる。

土坑71040SK（図版106）

3008は土師器鍋で、退化して突帯状になった鍔部から、口縁部が短く内傾して端部を肥厚させる。体

部外面にはタタキ痕が残る。

土坑71041SK（図版106）

3009は土師器皿Bで、薄い器壁の体部から口緑部が外反し、端部をつまみ上げる。

3010は瓦質土器の盤で、直立気味の体部から端部を丸く肥厚させる。器壁は1cm以上の厚みがある

が、胎土は精良で、内面を縦方向のヘラミガキで仕上げる。

土坑71044SK（図版106）

3011～3013は土師器小皿Aで、口緑部を強く1段にナデる。3012・3013は底部を高台風に突出させる。
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3014・3015は土師器小皿Bで、口縁部を1段にナデる。3016・3017は土師器杯Aで、体部が内等気味に

開く。3018・3019は土師器皿Bで、薄く平坦な底部から口緑部が外反気味に立ち上がる。

3020・3021は瓦器椀で、内面に弧状のヘラミガキを施し、外面に指頭庄痕が残る。高台は粘土紐状で

ある。

3022・3023は須恵器椀で、底部は回転糸切りによる平底である。3022は底部内面に凹みの痕跡がある。

3023は器高が低く、底径が大きい。3024は須恵器片口鉢で、口緑部が顎状に屈曲する。

土坑71045SK（図版106）

3025は土師器小皿Aで、日録部が短く立ち上がる。

3026はフイゴの羽口の断片で、先端にガラス状の付着物がある。

土坑71046SK（図版107）

3027・3028は土師器小皿Aで、底部が平高台風に突出する。3029は土師器皿Bで、口縁端部を上方に

屈曲させる。

3030は瓦器椀で、内面にわずかに横位のヘラミガキを施し、外面に指頭庄痕を残す。器形は皿状を呈

しており、高台があるかどうか不明である。

土坑71047SK（図版107）

3031～3033は土師器小皿Bで、口緑部に1段のナデを施す。3031・3032は精良な胎土で、尖り気味の

底部をもつ。3034は土師器皿Bで、薄く平坦な底部から体部が深く立ち上がる。

3035は須恵器片口鉢で、口緑部が強く屈曲して上方に立ち上がる。

土坑71049SK（図版107）

3036・3037は土師器小皿Aで、強いナデで口緑部を立ち上げる。3038・3039は土師器小皿Bで、口緑

部に1段のナデを施す。3040～3042は土師器杯Aで、平坦な底部から体部が内等気味に立ち上がり、口

径は大きくならない。3040の口縁部には炭化物が付着する。3043は土師器皿Bで、器壁が薄く、上げ底

気味の底部から開く口緑部には強いナデを施す。3045は土師器鍋で、口緑部がくの字に屈曲する。内面

は横位のパケメで調整する。

3044は瓦器椀で、内面にわずかに横位のヘラミガキを施し、外面に指頭圧痕を残す。器形は皿状を呈

し、高台があるかどうか不明である。

土坑71050SK（図版107）

3046・3047は土師器小皿Aで、大きめの底径から口縁部が短く立ち上がる。3048・3049は土師器小皿

Bで、口緑部に1段のナデを施し、端部に面をとる。3051は土師器杯Aで、口緑部が低く立ち上がる。

3052は土師器皿Bで、口緑部に1段のナデを加えて外反させ、端部に面をとる。3053は土師器托で、平

坦な底部から体部が大きく外反する。底部の切り離しは回転糸切り技法である。

3050は須恵器小皿で、平坦な底部から口緑部が短く立ち上がる。底部の切り離しは回転糸切り技法で

ある。
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3054は備前焼小椀で、平坦な底部から深めの体部が立ち上がる。底部の切り離しは回転糸切り技法で

ある。

土坑71051SK（図版107）

3055は須恵器片口鉢で、口縁部を屈曲させて上方につまみ上げる。

包含層（図版107・108）

3056－3061は土師器小皿Bで、口縁部を1段にナデる。3062～3066は土師器皿Bで、口緑部を1段に

ナデる。

3067は瓦器ミニチュア羽釜の口緑部で、内傾する口緑部に2条の沈線を施す。

3068は土師器鍋で、扇平な体部から口綾部が直立し、端部を肥厚させる。体部外面にはタタキを施し、

内面には指頭庄痕が残る。3069－3071は土師器羽釜で、突帯状に退化した鍔部から口縁部が短く内傾す

る。体部外面にはタタキを施す。口緑端部は3071が肥厚し、3072が上外方に屈曲する。

3072～3075は須恵器片口鉢である。3072は口縁端部を上下方に拡張する。3073・3074は口緑端部が顎

状に屈曲する。3075は小型の鉢で、3073と同様の口縁部である。3078は須恵器嚢の口緑部で、端部を上

方につまみ上げる。頚部外面にタタキ痕跡があり、内面には当て具痕が残る。

3076・3077は瀬戸焼おろし皿で、平底から体部が短く立ち上がる。内面には縦横のオロシメがあり、

寒由薬が施される。

3079～3082は備前焼措鉢で、内面に櫛目のオロシメを施す。3079は口緑部を断面三角形に肥厚させ、

外面に2状の沈線を施す。3080は口緑端部に内傾する面を作り、内面には横位の沈線を施す。3081・3082

は口緑部を上方に拡張する。3082は横位のオロシメである。3083は備前焼嚢の口縁部で、端部を外に折

り返して面を作る。　　　　　　　　　　　　　　　、
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第2節　A地区第2面の土器

1．中央遺構群

池72001SG（図版109・110・118）

3084～3095は土師器小皿Aで、回転糸切りで切り離した底部から、体部が短く開く。3084・3090・3091

は口緑部を強くナデて肥厚させ、やや深めの体部となる。3096・3097は土師器小皿Bで、丸みを帯びた

底部から口緑部が外反気味に立ち上がり、口緑部を1段にナデる。3098～3107は土師器杯Aで、回転糸

切りで切り離した底部から、体部が内等気味に開く。3108～3111は土師器皿Bで、平坦な底部から体部

が短く立ち上がり、端部に面をとる。杯Aに比べると低平な器形となる。

3119・3120は土師器鍋である。3119は口綾部がくの字に屈曲し、扁球形の体部をもつ。外面は縦方向、

内面は横方向のパケメで仕上げる。3120は口頚部を2段の強いナデで直立させ、端部を外へ引き出す。

体部は下半が強く腰を張るタイプで、外面をタタキで仕上げる。3121は土師器羽釜で、鍔部が水平方向

に張り出し、口緑部が短く内傾する。

3112～3114は須恵器椀で、回転糸切りで切り離した底部はやや丸みを帯び、体部との境が不明瞭であ

る○見込みには凹みは認められない。3115～3118は須恵器片口鉢である。3115は口緑部が顎状に拡張す

る03116・3117は口緑端部を上方につまみ上げている。3118は直線的な体部から日録部が外へ屈曲した

後、端部を内側へ折り曲げて断面三角形に肥厚させる。3122・3123は須恵器嚢である。3122は細片のた

め、復元口径は不明確である。口緑部は大きく開き、端部で上方に向かって匙状に面をとる。胎土は精

良で、神出・魚住窯産の製品とは異なっている。3123は球形の体部から口頚部をタタキで作り出し、そ

のまま端部に至る。端部は外側に面をとる。体部外面には横位の平行タタキ、内面には一部で同心円タ

タキが残る。

2．南遺構群

掘立柱建物72002SB～72006SB（図版111）

3126・3127・3129は土師器小皿A、3128は土師器小皿B、3130は土師器杯Aである。3134は土師器羽

釜で、口緑端部の外側に太く短い鍔部が取り付く。

3131～3133は須恵器椀である。3132は突出気味の底部から、体部が内等気味に開く。3133はいわゆる

沈線椀で、外面に1条の沈線を引く。

雨落ち溝72007SD・その他の柱穴（図版111）

3135－3138は土師器小皿A、3139は土師器小皿B、3140・3141は土師器杯Aである。3135はやや大き

い底部から口縁部が短く立ち上がる。

3142は須恵器椀で、突出する平高台から、体部が内等気味に開く。

井戸72012SE（図版111）

埋土上層

3143・3144は土師器羽釜である。3143は鍔部がほぼ退化して突線状になっており、口頚部は3段の強
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いナデで表現され、口緑端部は内傾した面をもつ。体部の輪郭は扇平化し、外面にタタキ、内面にイタ

ナデの痕跡を残す。3144は鍔部が段状になっており、内傾する口綾部の内側に面をもつ。口縁部と鍔下

側の2段に強いナデを施す。体部は扇平化し、外面にタタキ、内面にイタナデの痕跡を残す。

埋土下層

3145は土師器皿Bで、丸みを帯びた立ち上がりから口縁部が外反する。

3146は須恵器椀の底部で、内面に炭化物が付着する。3147・3148は須恵器嚢の口緑部だが、細片のた

め復元口径は不明確である。3147は頚部を水平近くまで折り曲げて口緑とし、端部上面に匙面をとる。

3148は大きく開く口縁部で、端部外面に面をとり、外面にタタキを残す。

掘り方

3149・3150は土師器小皿Aで、突出気味の底部から体部が短く開く。端部は強いナデで肥厚させる。

3152は土師器羽釜で、鍔部は水平に伸び、口縁部は短く内傾する。

3151は須恵器椀の体部である。

土坑72013SK（図版112）

3153～3167は土師器小皿Aで、平坦な底部から体部が短く立ち上がる。口径7．5～8．4cm、器高1．1～

1．65cm、底径4．9～6．3cmである。3168～3181は土師器小皿Bで、丸みを帯びた底部から体部が立ち上

がり、口緑部に1段のナデを施す。口径7．2～8．7cm、器高1．05～1．85cmである。3182・3183は土師器杯

Aで、3182の体部はやや稜をもって立ち上がる。3185－3187は土師器皿Bで、口縁部に1段のナデを施す。

3184は須恵器椀で、低部の立ち上がり付近に粘土紐の接合面を残す。

土坑72014SK（図版112）

3192・3193は土師器小皿Aで、平坦な底部から明瞭な立ち上がりをもって体部が開く。3194・3195は

土師器杯Aで、器高3cm未満の低平な器高である。

土坑72015SK（図版112）

3188・3189は土師器小皿Aで、やや大きめの底部から体部が短く立ち上がる。3190は土師器杯Aで、

器高3cm未満の低平な器高である。

土坑72016SK（図版112）

3196は土師器羽釜で、内等気味の口頚部に対して、鍔部が水平に取り付く。体部外面にはタタキの痕

跡が認められる。

土坑72020SK（図版112）

3191は土師器小皿Aで、やや大きめの底部から体部が短く立ち上がる。

土坑72022SD（図版113）

3200は土師器羽釜で、底面を欠失する。体部は扁球形で、内外面ともパケメで仕上げる。口緑部は内

傾し、端部を平坦に収める。口緑部の下に鍔部を水平に貼り付ける。鍔部径は胴部径を上回る。
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土坑72023SD（図版113）

3198は須恵器片口鉢の口綾部で、端部が肥厚して立ち上がる。

土坑72025SD（図版113）

3199は土師器羽釜の口縁部である。体部は直立気味で、内面をパケメで仕上げる。口縁部の内傾は弱

く、端部を強いナデで肥厚させる。口緑部直下にやや太く短い鍔部を水平に貼り付ける。鍔部径は胴部

径を上回る。

3．北遺構群

土坑72026SB（図版113）

3197は須恵器小皿で、回転糸切りの底部から体部が直線的に開く。

土坑72028SX（図版113）

3201は土師器羽釜で、ほぼ完形である。体部は扁球形で、外面にタタキの痕跡を残す。口緑部は内傾

し、端部が内側に肥厚する。口縁部の下に鍔部を水平に貼り付けるが、先端が先細りの華奮な作りで、

鍔部径は胴部径を上回る。3202は土師器小皿Aで、口緑部を強いナデで肥厚させる。

土坑72030SK（図版113）

3204は土師器小皿Aで、回転糸切りの底部から体部が内等気味にに開く。

土坑72031SK（図版113）

3203は土師器小皿Aで、口緑部を強いナデで肥厚させる。

土坑72027SE（図版113～116）

3205～3232は土師器小皿Aで、口径6．7～8．4cm、器高1．0～2．3cm、底径4．4～6．5cmである。中でも

3213～3216・3218は器高が1・6～2．3cmの深い個体だが、他は1．5cm以下である。3233～3258は土師器

杯Aで、口径12・25～13．65cm、器高2．75～3．55cm、底径6．2～7．6cmある。平坦な底部から体部が直線

的に開く。3236・3250・3252・3254は内面あるいは外面に、炭化物が顕著に付着する。

3259～3266は土師器小皿Bで、口径8．2～9．1cm、器高1．45～1．95cmである。口緑部には1段のナデを

施す03267～3274は土師器皿Bで、口径11．5～13．3cm、器高2．2～3．25cmである。口緑部には1段の

ナデを施し、端部に面をとる。

3275～3287は須恵器椀で、底部を回転糸切りで切り離す。3275はやや小振りで口径13．0cm、底部に

は平高台の名残がある。他は口径14．4～16cm、器高3．6～5．0cm、底径6．2～7．8cmである。底部と体

部の境は甘く不明瞭で、体部が直線的に開く。3285は体部外面に漢字1字の墨書があるが、文字は特定

できていない。3286は底部の破片で底面に2字以上の墨書があるが、判読できない。

3288・3289は須恵器片口鉢である。3288は口緑端部をやや上方に拡張する。3289は細片で口径を復原

できないが、口緑端部の断面を三角形に肥厚させる。

3290は土師器租製鉢で、ボウル次の体部から口緑部が外に開く。口綾部は数箇所で痛状に膨らみ、端
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部には面をもたない。胎土は粗く調整も粗雑で、器壁が分厚い。ただし現状で火にかけられた痕跡は認

められない。

3291～3298は土師器鍋である。3291・3292は扁球形の体部から口緑部がくの字に開き、端部に面をと

る。口径は腹径を上回らない。体部外面はタタキ、内面はパケメで仕上げる。3293・3294は扇球形の体

部の頚部に強いナデを施して、口線部が外に開く。3294は体部外面にタタキ痕跡があるが、3293は煤に

覆われていて観察できなかった。器壁は厚く、最大で約8mmである。3295～3297は体部下半が強く腰

の張る下膨れの器形から、口緑部が外に開く。口頚部は強いナデを2段に施して立ち上げ、端部を外に

つまみ出す。体部外面はタタキ、内面には当て具痕跡が残る。焼成は硬質で、器壁は最も薄いところで

3mm程度である。3298は浅鉢形の体部から口緑部が外に開き、体部外面にはタタキ痕跡が残る。体部

上半に三足の脚が取り付くが、基部が残るのみで脚部の大半は欠失している。

3299～3306は土師器羽釜である。3299～3202は半球形の体部に水平な鍔部が短く取り付く、中型の羽

釜である。口緑部は強いナデを2段に施して内等気味に立ち上げ、端部が内側に突出する。体部外面の

剥離が激しく使用頻度の強さを物語るが、基本的には横位のタタキである。3303は扁球形の体部に水平

な鍔部が短く取り付き、口緑部が内傾する。体部外面は縦位のタタキ、内面は横位のパケメで仕上げる。

3304は球形の深めの体部にやや上向きの鍔部が取り付き、口緑部が内傾する。体部外面には格子状のタ

タキを施す。3305は平底から体部が直線的に開く鉢状の器形で、石鍋を模したものと考えられる。口縁

直下に短く太い鍔部が取り付き、口縁端部は内傾させて内側に突出する。体部外面は縦位から斜位のパ

ケメ、内面は横位のパケメで仕上げる。パケメの単位は13本／1cmの精細なものである。胎土は精良、

焼成も堅敵で、器壁の残りが良い。3206は大型の羽釜で、口緑部に強いナデを2段に施して内等気味に

立ち上げる。鍔部は短く先細りである。

3307は滑石製石鍋で、口緑部と底部の破片から全形を復元した。浅い鉢状の器形は平底から体部が直

線的に開き、口緑下に短く太い断面台形の鍔部を削り出す。口緑部・体部外面の地にはセンの削り痕が

縦方向に観察でき、その上を細い輩の痕跡が覆っている。

3308はフイゴ羽口の破片で、先端にガラス状の付着物が断片的に認められる。

4．包含層

包含層（図版117）

3309～3312は土師器4、皿Aで、口縁部に強いナデを施す。3313～3315は土師器小皿Bで、口縁部に1

段のナデを施す。3313は灯明皿で、口緑部に煤が付着する。3317は土師器托で、平坦な底部から体部が

ラッパ状に開く。

3316は須恵器4、皿で、平坦な底部から体部が短く開く。3318・3319は須恵器椀で、底部との境が不明

瞭な体部が直線的に開く。

3320・3321は須恵器片口鉢で、口縁端部を上方に拡張する。

3290は土師器粗製鉢で、ボウル状の体部から口緑部が外に開く。口緑部は数箇所で病状に膨らみ、端

部には面をもたない。胎土は租く調整も租雑で、器壁が分厚い。ただし現状で火にかけられた痕跡は認

められない。

3322は土師器羽釜で、扁球形の体部に水平な錯部が短く取り付き、口縁部が内傾する。体部外面には

縦位のタタキが残る。3323は扁球形の体部の頚部に強いナデを施して、口縁部が受け口状に開く。体部
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外面にタタキ痕跡が認められる。

3324～3326は須恵器楽である。3324は頚部から丸く外反する口縁部で、端部上面に弱い匙面をとる。

頚部外面には縦方向のタタキ痕跡が残る。3325・3326は体部の破片で、外面に格子と斜格子を組み合わ

せた文様のスタンプが捺印されている。

3327は須恵質の平瓦片で、凹面の布目痕跡は残り、凸面のタタキは削り取られている。

3328はフイゴ羽口の破片で、先端がガラス状の付着物に覆われている。

3329～3333は滑石製石鍋の口緑部と底部の破片である。断面四角形の分厚い口緑部の直下に、短く太

い断面台形の鍔部を削り出す。

5．貿易陶磁

貿易陶磁のうち、3334・3353は72015SK、3335は71050SK、3339・3342・3343・3345・3347・3349

・3356・3359は72001SG、3341・3345・3358は72012SE、3348は72025SD、3350は72027SE、3360

は71044SKから出土した。

青白磁（図版118）

青白磁には合子の蓋がある。

3334は印花菊花散文合子の蓋である。型造り成形で、外面は小さい菊花文をスタンプで施文し、外面

全面に透明粕を施和している。内面は露胎である。3335は印花菊花文合子の蓋である。外面は菊花をス

タンプで施文し外面は透明粕を施粕する。内面は露胎である。いずれも平形合子で、12世紀後半～13世

紀前半代の製品であろう。

白磁（図版118）

白磁には小壷（3336）・皿（3337～3340）・碗（3342～3348）がある。

小壷（3336）は比較的薄手に成形され、体部は内等し、短い直立する口縁部をもつ。外面には牡丹唐

草文を印花で施文する。13世紀代の製品であろう。

皿は高台をもつもの（3337）、平底で口緑部の粕をかきとるもの（3338・3340）、底部を欠失するが、

口緑部の粕をかかきとるもの（3339）がある。3337は高台は低く、幅が広く、粕は全体に薄く施和され、

黄色味を帯びた白色に発色する。体部下半は露胎である。森田分類の白磁皿Ⅱ－1・a類に相当し、12

世紀後半～13世紀前半の時期が考えられる。3337～3340は口縁部の粕をかきとるいわゆる口禿の皿で、

粕はやや厚く掛かり、空色を帯びた白色に発色する。森田分類のⅨ－1類に相当し、13世紀後半～14世

紀前半の時期が考えられる。

碗には日録部の形態及び施粕方法からみると、斜め上方に引き上げるもの（3341）、玉線状に肥厚す

るもの（3343・3344）、外反するもの（3342）、口緑部の粕をかきとるいわゆる口禿のもの（3346～3348）

などがある。3341は内外面とも施和し、乳白色に発色する。森田分類のⅤ類もしはⅧ類に相当し、12世

紀後半～13世紀前半の時期が与えられる。3343・3344は口緑部が玉線状に肥厚するもので、色調は灰色

を帯びた白色に発色する。森田分類のⅣ類に相当し12世紀後半～13世紀前半の時期が考えられる。3336

～3348は口緑部の粕をかきとる口禿の椀で、粕は薄く空色を帯びた灰白色を呈する。森田分類のⅨ類に

相当し、13世紀後半～14世紀前半の時期が与えられる。3343は口緑部が欠落しているが、高台は厚く、
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削り出しも浅い。色調は灰色を帯びた白色に発色する。外面の体部下半以下は露胎である。森田分類の

Ⅳ類に相当し、12世紀後半～13世紀前半の時期が考えられる。

青磁（図版118）

青磁はいずれも龍泉窯系青磁で、器種には、皿（3550～3351）と碗（3353～3361）がある。

皿には高台をもつもの（3550）と平底のもの（3351・3352）とがある。

3550は比較的細く低い高台をもち、体部は僅かに内等する。内・外面とも無文である。3349は口緑部

を斜め上方にひきだす。3351、3352は平底で、体部中位で屈曲する。底部外面の粕はかきとる。3351は

底部は無文で、森田分類のI－2・a類に相当する。3352は内面に櫛状工具で草花文を施文する。森田

分類のI－2・b類に相当する。いずれも12世紀後半～13世紀前半の時期が考えらえる。

碗には施文の有無・方法・部位などの点からみると、内面に片切り彫りの草花文を施文する劃花文碗

（3353・3354）、外面に片切り彫りの鏑蓮弁文を施文する蓮弁文碗（3355・3356・3358）、内外面とも無文

の無文碗（3357）、底部内面に印花文で施文するものなどがある。

3353は内面を2本の沈線で分割しその中に飛龍文を片切り彫りで施文するもので、森田分類の青磁碗
′

I－4・a類に相当する。また、3354は内面に片切り彫りで蓮華文を施文するもので森田分類の青磁碗

I－2・a類に相当する。いずれも、12世紀後半～13世紀前半の時期が考えらえる。3353・3356・3358

は外面に鏑蓮弁を施文するもので、森田分類のI－5・a類に相当し13世紀中頃の時期が考えられる。

3357は口緑部が外反する無文碗で上田分類のD類に相当し14世紀後半～15世紀前半の時期が考えれる。

3359～3361は見込みに印花の草花文を施すもので、13世紀後半～14世紀代のものであろう。
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第3節　A地区第3面の土器

1．古代の土器・陶器

溝73001SD・73002SD（図版119）

3362～3368は須恵器で、3369・3370は土師器である。

3362～3365は底部糸切りの椀で、3365のみ輪高台をもつ。3362～3364は体部に1条の沈線が巡る。3363

・3364が半球形のいわゆる椀状の形態であるのに対して、3362・3365は底部から直線的に開いている点

が異なる。いずれも平安時代、10世紀頃のものか。3368も底部は残存していないものの、おそらくいわ

ゆる平高台の底部糸切りの椀であろう。3365と同様底部から直線的に開き、口縁部は短く外反する端反
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第1章　平成7年度

りの口縁である。

3366・3367は奈良時代、8世紀半ば以降の杯Bである。3366は口径推定15．9cmで、口径に比して底径

の小さい外傾度の大きいもので、器高は4．6cmと低い。3367は推定口径17．4cmで、外傾度が小さく器高

は6．3cmと高く、高台が踏ん張っており、3366より古い様相を示す。口縁端部は小さく巻き込む。

3369は底部糸切りの杯で、推定口径11．2cm、器高2．6cm。須恵器の椀と同じ10世紀ごろのものか。3370

は羽釜タイプの土鍋である。口緑からわずかに下がった位置にとりつく鍔の端部は、上方にひねりあげ

られている。

溝73003SD（図版119）

3371は須恵器のおそらく平高台の糸切りの椀である。推定口径14．1cm、器高4．3cm。残存率がわずか

であるため、傾きなどが異なっている可能性もある。

3372は土師器の托である。底部は回転へラ切りで、推定口径11．2cm、器高2．5cm。

溝73005SD（図版119）

3373は須恵器の輪高台沈線椀の底部で、高台の内側に爪もしくはへラによる庄痕がみられる。

溝73006SD（図版119）

3374は土師器の杯である。推定口径12．7cm、器高2．5cm。底部は回転へラ切りか。

溝73007SD（図版119）

3375は3374とほぼ同じ形の須恵器の杯である。推定口径13．5cm、器高3．2cm。底部はヘラ切りか？

井戸73009SE（図版119）

3376は須恵器の蓋である。中央にやや高いつまみがあり、その中央はくぼんでいる。古墳時代の有蓋

高杯の蓋か？

土坑73011SK（図版119）

3377・337は土師器である。3377は皿である。底部中央がわずかにへソ状に突出する。口緑部は端部

近くで水平に折り返されるいわゆるての字口緑で、端部は小さく丸くおさめている。磨滅のために調整

不明であるが、てづくねであろう。推定口径12．4cm、器高は2．25cm。3378は椀の底部である。回転糸切

りで、底部内面は一段落ちくぼんでいる。内外面とも剥離が著しく、調整は不明である。

土坑73012SK（図版119）

3379～3382・3385の須恵器と3383・3384・3386・3387の土師器が出土している。

3379・3380は輪高台沈線椀である。底部から直線的に開き、口緑端部近くで外反する。底部は回転へ

ラ切りである。3379は推定口径15．8cm、器高5．95cm、3380は推定口径16．8cm、器高5．5cmで、後者がや

や浅く広がるものである。3381は小型の鉢で、口縁端部をくの字状に内側に折り返している。小片のた

め、口径・傾きは推定である。3382は平高台の椀で、体部には指ナデによる凹凸の段が多数みられる。
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底部は回転へラ切りである。推定口径14．0cm、器高4．9cm。

3383は輪高台椀である。全体にややぼってりと厚みがある。高台は外部にふんばっている。磨滅によ

り調整は不明であるが、底面はナデのようである。3384は3382と非常に似た器形、つくりである。底面

は糸切りである。推定口径13．6cm、器高4．1cm。3386・3387は皿である。3386は回転へラ切りで、口緑

は外反し、端部はほぼ水平に引き出されている。推定口径11．6cm、器高1．3cm。3387は磨滅のため調整

は不明であるが、ヘラ切りか？底部から口縁部が立ち上がる部分は厚く、口縁端部は薄く尖って終わる。

3385は須恵器の壷の口縁部である・。端部はほぼ直立するように折り返されている。全体に粕がかかっ

ている。

土坑73013SK（図版119）

3388は土師器の椀である。磨滅のため調整の残りは悪いが、底面はおそらく回転へラ切りである。推

定口径12．8cm、器高4．9cmと3384に比べ、口径は小さく器高は深く、また指ナデによる凹凸のないのっ

ぺりとした体部である。

井戸73016SE（図版120）

3389、3397－3408は土師器、3390－3395は須恵器である。いずれも10世紀代のものである。

3389は輪高台沈線椀である。体部中位よりやや下がった位置に沈線がめぐる。高台底面は回転へラ切

りである。口径15．85cm、器高5．7cm。

3390は沈線椀で、おそらく輪高台であろう。3391は輪高台沈線椀の底部である。高台の内側はナデで、

爪の庄痕らしきものがめぐる。内面にはススが付着している。3392～3394は平高台椀である。底面はい

ずれも回転へラ切りである。日録端部は小さく外反する。口径は13．9－12．55cm、器高は4．65－4．3cmと

輪高台のものに比べ、小ぶりである。3393・3394は底部内面が一段くぼんで落ちている。

3395は須恵器の皿である。口縁部はほぼ直立気味に立ち上がり、端部はわずかに水平につまみ出して

いる。底部は回転へラ切りののち、ナデている。推定口径14．0cm、器高2．7cm。

3396－3399は平高台椀で、3400～3404はそれより浅い杯状のものである。3395～3399は、口緑部を小

さく外反するようにつまんでナデている。3396の底部外面には板状工具の庄痕がみられ、3397は内面の

一部と外面にススのような痕跡がみられる。口径は12．9～13．8cm、器高は4．75～4．8cmである。平高台

椀の底部が内面が一段くぼんで落ち、外面からみれば底部と体部の境が明瞭であるのに対して、杯は底

部と体部の境はなだらかである。口縁端部は3401・3404は明らかに外反している。口径は12．3～13．6cm、

器高は3．1～4．1cmとややばらつく。3404以外は回転へラ切りで、3403は底部内面に仕上げナデを施す。

3404はてづくねで、口緑部に強いヨコナデを施している。

3405は托の底部で、底面は糸切りである。

3406～3408は皿である。底部は回転へラ切りである。。3406は口緑端部を内側に折り返し、つまみ上

げている。推定口径10．7cm、器高2．1cm。3407・3408は口緑部をつまんで一段ナデている。推定口径11．1

～11．4cm、器高1．4～1．6cmである。

包含層（図版120）

3409～3423のうち、3413の土師器以外は須恵器である。
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3409は杯である。3400などと似ており、10世紀のものであろう。推定口径3．0cm、器高3．75cm。

3410・3411の杯B、3412は杯Aである。3411・3414は口縁部が直線的に開き、外傾度も大きいので、

8世紀後半、3410は8世紀前半のものであろうか。3411の底部外面、高台の内側には工具のあたりが爪

形文のように並んでいる。

3413の皿は回転へラ切りで、3407・3408よりはやや口縁部が長く外反している。

3414・3415は嚢の口縁である。3414の頚部以下には細かいカキメが施されている。内面は同心円の当

て具痕が残る。3415は全体に自然寒由がかかっている。

3416は平高台の壷の底部で、凹線が6条めぐる。

3417は平瓶の胴部と思われる。中央に1条の凹線がめぐる。神戸市西区の明石川下流にある吉田南遺

跡などで発見されている「↑」のヘラ記号がある。

3418は杯の底部の外面に格子状のヘラ記号を施したものである。

線刻画須恵器（図版121）

3419～3423は体部上半に2条の突帯を貼り付けた壷の破片で、肩部から突帯間を文様帯として、線刻

絵画が措かれている。3419～3422には、葉脈あるいは綾杉状の文様、3423には斜格子文がヘラで刻まれ

ている。細片のため同一個体が含まれている可能性があるが、突帯の形状・体部の傾きなどからみて、

複数の個体に由来するものと考えられる。時期を確定できる出土状況のものはなかったが、突帯付きの

壷の類例からみて、古代に帰属する遺物と考える。

緑粕陶器（図版121）

3424～3443は緑粕陶器である。生地は須恵質のものが大半である。

3424～3432は椀である。3424は底部内面には重ね焼き痕が残る。推定口径15．2cm、器高5．75cm。3425

は口径のわりに浅い器形である。全体にオリーブ灰色の粕がかかる。外面の稜以下はヘラ削りである。

3426もオリーブ灰色の粕がかかるが、口緑端部の粕は剥げている。3427の底部内面には1条の圏線がめ

ぐり、底部外面はへラ切り痕が残る。オリーブ灰色である。3428の底部内面にも1条の圏線がめぐり、

重ね焼き痕も残る。高台は削り出し高台で、粕は濃淡のムラのある緑色である。3429・3430も内面に重

ね焼き痕が残る。3431の外面はヘラ削り痕が残る。3432の底部外面は回転へラ切りである。3433・3434

の見込みには二重・三重に圏線がめぐる。3433の高台の粕は掻き取っている。いわゆる近江系の緑粕で

ある。

3435は小型の椀で、底部は回転糸切りで、施和されていない。推定口径7．5cm、器高2．9cm。

3436・3437は耳皿である。いずれも底部は回転糸切りである。3436は小片で口縁部は不明である。3437

の粕のかかり具合は全体に薄くムラがある。

3438～3442は皿である。3438・3439・3441・3442は口径11cm前後の小皿である。底部から屈曲または

内奪して口緑が立ち上がり、口緑端部はわずかに外反する。3441・3442は削り出し高台である。3440の

推定口径は12．7cm、器高は2．5cmで、直線的に開く。高台内面は施粕していない。

3443は大型の器形の破片で、内外面とも粕がかかるが、壷の底部であろうか。
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第3節　A地区第3面の土器

灰粕陶器（図版121）

3444～3446は灰粕陶器である。

3444・3445は推定口径11．5ないし12．7cmの椀で、まだらに粕がかかっている。口緑端部のつくりがよ

く似ている。3446の底部は内面にのみ粕がかかっている。

二面硯（図版122）

3447～3453は風字硯の一種の二面硯である。全形のわかる資料は出土していないが、全体の形状は馬

蹄形またはU字をひっくり返した形で、緑に突帯がめぐる。また、中央を縦に分割するように突帯があ

る。丸い方が墨を溜める海になるよう、直線部分の裏側に突帯がついて高くなっている。

3448は墨を擦る部分に細かく斜めに格子模様を刻んでいる。墨を擦りやすくする工夫であろうか。

このような例は他の種類の陶製硯でも知られていない。

2．瓦

平瓦（図版123～129）

3454－3475は平瓦である。

3454は縄叩きを施した瓦である。凸面側線を大きく斜めに面取りしている。凹面は端部から1．3cmほ

ど離れたところに沈線がみられる。

3455－3457は崩れた格子叩きもしくは平行叩きの瓦である。3455は凸面広端縁は1cm幅、凹面広端緑

は1．3cm幅で面取りするように削っている。3456の叩き目はかなり凹凸の著しい崩れたものである。3457

の叩きも崩れ、凹凸のひどいものである。瓦の幅は不明であるが、長さは36．8cmで、広端・狭端の差は

あまりない。凹面の側面近くはナデている。

3458～3461は長方形格子もしくは斜め格子の叩きを施すものである。3458は狭端がほぼ残っている破

片である。凹面側線はナデている。3459は凹面側線・凸面側線とも削っている。3460は端部の凹面側を

面取りしている。3461は凹面の布目の上からタテ方向に強くナデた痕跡が顕著である。叩きは文様のよ

うに明瞭に残る。

3462～3469は「菱形」の格子の叩きを施すものである。長方形タイプとの差異は、前者が平行線に斜

めの線を加える形で、平行線の方が深く、斜め線は浅いのに対して、「菱形」タイプは交わる二辺の深

さに差が無く、3462や3465のように、個々の菱形を彫り込んでいるので、菱形と菱形がきれいにならん

でいないものもみられる。3462は凹面側線を面取りしている。3463の叩きは非常にはっきりしている。

3464・3467は凹面側線・凸面側線とも面取りしている。3465は側面、狭端の両面を面取りしている。3466

は凹面側線・凸面側線とも面取りしているが、その幅は0．3～0．4cmと狭い。

3470～3475は、叩き目が判然としないタイプである。叩き板の離れが悪いのであろう。3470は凹面側

線・凸面側線とも面取りしているが、狭端は凹面側に傾いているが面取りはしていない。3472は部分的

に格子目がみられる。3473は凹面側線・凸面側線・凹面広端縁を0．3～0．5cmの狭い幅で面取りしている。

3474は凹面側線を面取りし、凹面狭端縁は3．5cmというかなり広い幅で削っている。3475も凹面側線を

やや幅広く面取りし、凹面狭端縁は4cm近い幅で削っている。
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丸瓦（図版130）

3476～3479は丸瓦である。

3476の端面には弧状の沈線がある。3477の凹面は糸切り痕が顕著である。

3478・3479は玉緑タイプの丸瓦である。3478の凹面には絞り目と布目がみられる。

3．飛鳥時代の土器・土製品

土器焼成遺構73017SX（図版131）

土器焼成遺構73017SKからは多数の土師器の破片が出土しているが、細片が多く、残りも悪く、図

化できたものは3480～3490のみである。器種には杯と大小の嚢がある。

3480～3482は杯である。3480・3481は内面に斜格子の暗文を施し、外面下半はヘラケズリを行ってい

る。口縁端部はわずかにつまんで外側に引き出されている。口径は全体の形状は半球形に近い丸底タイ

プで、時期としては飛鳥時代のものであるが、飛鳥Ⅲ平行ぐらいであろうか。3480は推定口径15．4cm、

器高5．6cm、3481は推定口径14．8cm、残存高5．4cm。3482はそれより小ぶりで、推定口径11．9cm、器高3．65

cm、内外面とも磨滅のため不明瞭。

3483～3487は小型の嚢である。胴部は球形に近く、口緑部は3483・3484のようにほぼ直線的に開くも

のと、3486・3487のように屈曲して上部につまみ上げるものとがある。端部は3484がやや角張っている。

胴部外面の上半部は細かいパケメで、下半はやや租いパケメと二種類の原体を使い分けている。また、

内面はヘラケズリである。3484のみ、ヘラケズリの傾きが逆である。3483は口径13．4cm、胴部最大径15．05

cm、器高14．3cm。3484は推定口径15．5cm、胴部最大径15．5cm、器高13．1cmで、3484の方が口緑が開いて

いる。3485の胴部もほぼ似た大きさ、形である。3486の推定口径は16．9cmでやや大きいが、小片のため

口径・傾きとも確証はない。3487は推定口径14．8、胴部最大径14．2cmと胴部がやや小さく、胴部最大径

の位置も低い。

3488～3490は大型の嚢である。推定口径は25．2～28．4cm。3490は肩部の角度から推測して、長胴の嚢

である可能性が高い。頚部の屈曲はゆるやかである。口縁端部は3488は直線的に切ったのみであるが、

3489ではわずかに上につまみ上げており、3490はくの字に内側に屈曲して小さく丸く終わっている。外

面の調整はやや租いパケメで、3490では内面はタテ方向のヘラケズリである。

土師器焼成遺構7301773019SX（図版131）

3491は土師器の嚢で、推定口径は17．1cmであるが、胴部最大径は30．0cmと、胴部が球形に大きく膨ら

む。頚部は締まり、口径より胴部最大径の方が大きい。体部外面は縦方向のパケメで、肩内面は粘土紐

の継ぎ目の上を縦方向にナデた痕跡が残っている。口緑端部は内側にわずかにつまみ上げている。

落ち込み73018SX（図版131）

3492は須恵器の平瓶の口緑である。外面にヘラ記号のようなものが見られる。3493は土師器の高杯の

脚部である。内外面とも磨滅で調整は不明である。脚端部は小さく丸くおさめている。

土馬（図版132）

出土した土馬はいずれも破片で、頭部3点、頚部1点、前足の付け根1点、胴部1点、脚部5点の計
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11点である。これらのほとんどはA地区の山裾に近いB－5区とその周辺の包含層から出土しており、

第3面の遺構に伴っているものはない。

3494～3496は頭部から頚部にかけての破片である。3494は目・鼻の穴を刺突で表現し、口元から粘土

紐で手綱・面紫を表す。頚部の断面はレンズ形で、たてがみも認められる。3495も同様な表現がなされ

ており、断面は水滴形である。3496は表面が剥離していて顔の表現が不明だが、口と面繁の痕跡が認め

られ、断面は中空の水滴形である。

3497は頚部の破片で、たてがみの付け根に沈線を引き、刺突文が並ぶ。3498は右前脚の付け根と考え

られ、外面に刺突文が並ぶ。胴部内面は中空で、断面で脚の付け根が挿入されている状況が観察できる。

3499は胴部の破片で、第2両の溝72022SDから出土した。頭部・脚部を欠失するが、手綱・尻紫の

粘土紐の痕跡が認められ、尻繁は交差して尻尾を巻いている。背から側面にかけては鞍・泥障の痕跡も

認められる。胴部の断面は粘土板を丸めて筒状にしており、腹と尻に1箇所ずつ孔が開いている。脚の

うち前脚2本は根元の接合面で折れており、右後足のみ付け根の挿入部ごと失くなっていた。現存長19．0

cm、径約6cmである。

3500～3503は脚部の破片でいずれも接合面から折れ、外周に上から下に向かって5～8両の面取りが

なされている。第3層から4本束になって出土しているため、もともと1頭分の脚部であったとみられ

る。さらに3500・3501は3499の前脚の接合面に符合するため、両者は同一個体と考えられ、接合復元図

を示した。ただし後足は根元側の接合面が残っていないため、復元は想定である。復元図で右前脚とし

ている3500の接合面からの長さは8．8cm、左前脚の3501は8．3cm、右後足の3502は6．85cm、左後足の3503

は6．3cmで、後足に比べて前脚の方が長いプロポーションをとっていた可能性がある。

3504は脚部で、根元の挿入部から脚の先端までが残り、外周に7面の面取りがなされている。挿入部

と脚の部分は接合面で2つに折れており、土馬の製作工程復元の参考になる資料である。接合面からの

脚の長さは前脚である3500・3501と共通する。根元までの現存長は11．0cmである。

第4節　A地区第4両の土器

1．古墳時代の土器

土器溜り74034SX（図版133）

3505は須恵器、3506～3520は土師器、3521は弥生土器で、時期幅が広い遺物群である。

3505の杯蓋は推定口径13．8cm。低く丸味をおびた器形で、口緑端部は薄く尖って終わる。古墳時代後

期、TK43型式に相当するものか。

3506～3512は高杯である。3506～3510は杯部に稜がある有稜高杯であるが、3511・3512は杯部がまる

みを帯びた椀状である。

3506は杯部外面にパケメがみられる。推定口径14．8cmと中型の大きさである。3507は口径18．2cm、杯

部の深さは3．8cmで、大きく浅く広がるタイプである。器壁の磨滅が著しいが、外面に一部パケメが残

っていた。3508は平らな円盤状の杯底部に大きく広がる口緑部を付加したものである。口径17．3cm、杯

部の深さは4．1cm。3506・3508は杯中央部に真ん中が厚いヘソ状の円板を充填している。

3509は中程でわずかに膨らんだ脚柱部から屈曲して脚裾部が外反しながら開く。脚柱部外面は縦方向
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の細かいヘラミガキが施され、内面はヨコ方向のナデ、脚裾部は板ナデもしくはパケである。杯部外面

はパケ、内面はナデである。

3510の杯部外面はナデ、内面にはヘラ状工具のアタリがみられる。脚柱部内面には粘土紐の継ぎ目と

絞り目が残る。外面はヘラミガキである。推定口径17．8cm、杯部の深さは5．3cmと3507・3508などに比

べて深い。

3511・3512は磨滅で不明な部分も多いが、一部にパケメが残っている。3511は脚柱部と裾部の境界で

接合・屈曲し、両者の区別が明瞭であるのに対して、3512は脚柱部と脚裾部の屈曲がゆるやかなラッパ

状で、脚柱部内面には絞り目がみられる。いずれも端部は小さく丸くおさめている。

3513・3514は弥生時代後期にみられるような鉢である。平底の鉢に口緑部が屈曲して開くものである。

いずれも磨滅が著しいが、3513では外面に、3514では口緑部内面にパケメが残る。

3515・3516は椀である。口径は11．6と11．8cm、器高は6．1と6．3cmと、大きさはほぼ同じで、半球形の

器形もよく似ている。外面は右下がりのパケメ、内面はナデである。口緑端部は薄く尖っている。

3517～3520は嚢である。口緑はいずれも外反気味に開く。磨滅のため調整の残りは悪いが、3517・3518

は口緑部外面はヨコナデ、内面は右下がりのパケメがみられる。3518は外面にもタテ方向のパケメがみ
l

られる。3519・3520は長胴の嚢であるが、胴部はでこぼこしており、肩部内面に粘土紐の継ぎ目が残る。

3520は粘土紐の継ぎ目を縦方向に指でナデ上げた痕跡が顕著である。3518・3520は口縁端部がカットさ

れた面をもつが、それ以外は丸くおさめている。

3521は器壁が2cmと厚い大型の土器の底部である。磨滅が著しいが、外面底部付近にパケメが残る。

弥生時代中期の壷の底部であろう。

溝74001SD（図版134）

3522～3529は須恵器、3530～3537は土師器である。

3522は杯蓋で、ヘラ削りの範囲が広く、稜・端部もシャープである。推定口径13．6cm、器高4．7cmと

口径が大きいので、TK208型式に相当すると考えられる。

3523の器種は仮に大型の蓋と考えたが、確証はない。生焼けである。

3524・3525は有蓋高杯の蓋で、3526・3527は有蓋高杯である。蓋の口径は12．1と11．7cm、器高は5．4

と5．3cm。3524の方がつまみの方が高い。3526・3527は三方に長方形透かしを配したものである。3526

は立ち上がりが直立しているので、推定口径は11．1cmあるが、3527は立ち上がりが内傾しているため口

径9．7cmと小さい。受け部の径も3526が12．9cmなのに対して、3527は12．4cmである。TK23ないしTK
1

47型式の古墳時代中期のものである。

3528は壷である。砲に似ているが、円孔がない。口縁部には2条の凹線の間に波状文を施している。

底部には平行叩きが残る。肩部が角張り、底部はやや平底傾向である。

3529は壷の口緑部である。端部は外面に丸く玉線状になっている。パケメ状工具でタテ方向に施文し

たのち、その下端に2条の凹線をめぐらせている。頚部には1条の凹線がめぐる。

3530は椀で、口すぼまりで、器高は高い。口縁端部はつまんでいる。外面の調整は磨滅で不明である

が、内面は板ナデである。

3531は二重口縁の壷である。頚部外面はタテ方向のパケメ、それ以外はヨコナデである。

3532～3534は嚢である。3532は推定口径13．7cmの小型の嚢である。くの字状に単純に開く口緑の端部
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は丸くおさめられている。体部の内外面はパケメを施している。3533も推定口径12．5cm、器高15．6cmの

小型の嚢である。口緑部は中央近くでやや膨らみながら直立し、底部は平底気味であり、韓式土器の影

響がみられる器形である。外面の調整の残りはよくないが、上半はナデ、下半は板ナデで、内面はナデ

である。3534は推定口径27．2cmの大型の嚢で、くの字状に開く口緑の端部はやや下垂している。体部外

面、頚部内面にはパケメがみられ、体部内面は縦方向のヘラケズリである。

3535は短くわずかに外反する口縁部が特徴的な器形で、短頸壷としておく。磨滅のため口緑部のヨコ

ナデ以外の調整は不明である。

3536は移動式カマドの破片である。焚き口とそのまわりにつけられた庇の一部である。

3537は甑である。底部に半月形の2孔を穿つものである。角状把手は失われている。

3538～3543はてづくね土器あるいはミニチュア土器である。3538は長胴嚢を模したものであろうか。

底部は平底である。口径器高とも5cmほどである。3539・3540はどちらも丸底で、口径・器高は4cmほ

どの似たような大きさである。ただ3539は薄くつまんだ日録部周辺のみに指痕が残っているのに対して、

3540は内外面とも指頭庄痕が多く残されている。3541～3543は口径・器高が2．5－3cmのごく小型のて

づくね土器で、指先に粘土を一巻きして作ったようなサイズ・つくりである。

土師器はおおむね古墳時代中期によくみられるものである。

溝74003SD（図版135）

3544・3545は須恵器で3546～3549は土師器で、いずれも古墳時代中期のものである。

3544は杯蓋で推定口径12．85cm、器高4．9cm、3545は杯身で推定口径12．0cm、器高4．45cmといずれも深

く、ヘラケズリの範囲が広く、口緑端部の稜もしっかりしている。TK23型式に相当するものか。

3546は口径11．1cm、残存高5．3cmと口径のわりに深い器形であるが、椀であろうか。調整は口縁部が

ヨコナデである以外はナデである。

3547・354は壷である。3547は口縁部がほぼ直立しており、3548はわずかに開いている。肩部外面に

ヘラ状工具の痕跡がある。

3549は推定口径11．7cmの小型の嚢で、口緑はくの字形に開く。胴部の内外面ともナデているが、底部

外面はヘラケズリを行っている。

柱穴P3070（図版135）

3550は須恵器の無蓋高杯の杯部で、稜線以下に一段の波状文を施している。稜線より上の部分が長い。

古墳時代中期のものである。

竪穴住居74009SH（図版135）

3551～3552は土師器である。3551・3552の高杯杯部は稜のない丸みを帯びたタイプで、中央にヘソ状

の粘土を充填している。3551は浅い杯部外面にヘラミガキを施し、内面はナデている。3552の杯部はや

や深い。3553の嚢はやや外反気味に開く口緑で、球形に大きく膨らむ胴部外面はパケメ、内面はナデで

ある。これらの土師器は須恵器出現以降の時期のものである。
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包含層（図版135・136・137）

3554～3567は須恵器、3568～3588は土師器、3589～3592は製塩土器、3593～3598は韓式土器、3599～

3603は土製品である。古墳時代中期から飛鳥時代のものまで時期幅がある。

3554～3556は宝珠つまみを持つ杯Gの蓋で、いずれも最大径は11．1cm程度である。3555・3556はかえ

りが下に突出しており、3554の方が退化している。口径やかえり・宝珠つまみの形状から考えて、陶邑

のTK46型式、7世紀半ば頃、飛鳥のⅢ期に相当するものである。遺跡の近辺では、明石市の高丘の窯

で生産されたものによく似ている。

3557は推定最大径12．5cmで、立ち上がりの退化は著しいものの、杯Gの蓋よりは一回り大きく、TK

217型式、7世紀前半のものであろう。

3558は推定口径12．4cm、器高4．1cmの杯蓋である。3559は高杯の蓋もしくは反転して高杯の可能性も

考えられないわけではないが、いずれもシャープなつくりで、カットされた端部の形状などの特徴はT

K208型式に相当するものであろうか。

3560は大型の蓋もしくは鉢で、類例・時期とも不詳である。外面に自然粕がかかっている。

3561は短頸壷であるが、比較的器高が高く、古墳時代後期前半MT15型式頃であろうか。

3562は推定口径28．8cmの大型の嚢の口緑部で、端部直下に断面三角形の突帯がめぐる。初期須恵器の

TK73型式からみられるが、下限は不明である。

3563は無蓋高杯である。杯部は小さく、長い脚の中央に1周半の沈線がめぐるが、透かしはない。古

墳時代後期でも終わり頃のものである。

3564の有脚の砲は、古墳時代というよりむしろ飛鳥時代に属するものである。3565は3564に比べ体部

に丸味があり、肩に稜も沈線もなく、頚部の径も太い。古墳時代後期のものである。

3566は平瓶であるが、扁平ではなく極めて器高の高いタイプで、TK217型式にみられる。口緑部に

へラ記号がある。体部が完存しているため、内面の観察はできない。

3480の鉢の底部で、底部外面から内面に向けて直径0．2cmの串状のもので刺突して穿孔している。底

部外面には庄痕がみられる。

3568・3569は二重口緑の退化した壷である。3568は内外面とも細かい単位のヘラミガキが密に施され

ており、3569は磨滅が著しいが内外ともヨコナデで仕上げられているより古い特徴をもっている。3569

は推定口径21．4cmで、かなり大型のものである。

3570・3571は高杯杯部である。3570は浅く大きく開き、接合部で屈曲するタイプで、外面はへラミガ

キが残っている。3571は底部に口緑を付加した接合部が断面三角の突帯状に突出している。杯部は深い。

端部は外反する。内面はナデているが、外面の調整は不明である。

3572は壷で、タマネギ形の扁平な体部に長く開く口緑部がつく。推定口径9．9cm、胴部最大径10．3cm

で、わずかに胴部が大きい。調整はおおむねナデである。

3573・3574は小型の嚢で、3573は球形の胴部に短く開く口緑部がつく短頸壷のような器形である。3574

のくの字状に開く口縁部の端部はわずかに外反している。

3575は推定口径14．4cm、器高9．2cmのやや大型で深手の鉢である。内面は板ナデか。3576は平底の鉢

の底部である。内外面とも磨滅で調整は不明であるが、韓式土器であろうか。

3577は推定口径11．6cm、器高3．7cmの杯である。底部は回転へラケズリ、それ以外はロクロナデであ

る。中世の柱穴から出土しているが、もっと古い時代のものであろう。
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3578は甑の底部で、平底にレンコンのように円孔を多数穿つ多孔式のものである。穴のなかには円形

ではなく欠けた月のような形のものもある。甑出現期に多くみられるタイプである。3579は甑の口緑部

である。直線的に開くタイプで、端部はカットしている。内外ともナデている。

3580の嚢は、やや下ぶくれの胴部にいったん立ち上がったのちわずかに外反する口緑部がつく。外面

の調整は不明であるが、内面は板ナデである。

3581は推定口径40．6cmの大型の鉢または鍋である。口縁端部は水平に広がる。外面の下部にパケメが

みられ、そのあたりにはススも付着している。時期は不詳であるが、古代のものであろうか。

3582は舌状の把手の付く嚢ないし鍋である。体部外面に縦方向のやや租いパケメがみられる。内面は

ナデである。3583は移動式カマドの焚き口と庇部分の破片である。3581～3583は古墳時代以降、古代の

ものであろう。

3584～3586はミニチュア土器である。3584は長胴の嚢を模したものか、胴部は平底で筒状に深く、端

部は指でつまんで薄く仕上げている。3585も長胴の嚢を模しているが、より浅く、胴部もまるみを帯び、

口緑部も丁寧に仕上げられている。底部に穴が開いているが、意図的かどうかは不明である。3586は口

縁部を欠くが、おそらく胴部の扇平なタイプの小型丸底壷を模したものである。おおむね古墳時代中期

のものであろう。

3587は釣り鐘形イイダコ壷の釣り手部分である。

3588は円形透かしのある埴輪の破片である。タガの端部は残っていない。

3589～3592はコップ形の製塩土器の口緑部である。推定口径は3591がやや大きくて3．55cmある以外は

みな3．1cmと小さく、口径が胴径より小さい口すぼまりタイプである。3591は端部付近がやや厚い。

3593～3598は韓式土器である。3593のみ軟質で、残りは須恵器と同様の硬質である。3593の外面には

細い縄叩きと沈線があり、それ以外のものは一辺およそ0．2cmの正格子叩きがみられる。内面はナデて

いる。

3599は土師質の土製紡錘車である。直径5．0cm、厚さ1．65cm、孔径0．7cm、重さは44．1gである。表面

はほとんど剥離しており、調整は不明である。

3600～3544は土製品である。3600は土錘であろうか。器表の剥離は著しいが調整はナデである。3601

・3602は棒状の粘土塊を片手で振って整形したそのままの形状である。用途は不明である。3602の上面

には刺突痕がある。3603も3601・3602とよく似た形状・つくりであるが、中心に穴が貫通しており、土

錘の可能性もある。

2．弥生時代の土器

土坑74041SK（図版138）

3604は高杯で、脚部を欠失する。杯部は浅い鉢状で、口緑部は緩く外反する。

3605は鉢で、平底から体部がコップ状に立ち上がる器形である。

土坑74043SK（図版138）

3612は高杯で、杯部下半以下を欠失する。杯部は直線的に開き、内面に突帯状の口緑部を短く立ち上

げる。鍔部は水平に外へ拡張し、端部が下垂する。
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土器棺74044SX（図版138）

3608は土器棺の棺身となっていた大型の嚢である。体部はやや腰の張った倒卵形で、内傾する肩部か

ら口縁部がくの字状に屈曲する。口緑端部は内側に折り返して、内傾する面をもつ。体部外面の上半は

縦方向のパケメ、下半はヘラミガキで仕上げる。内面の下半はへラケズリで掻き上げ、上半にはパケメ

の痕跡が残る。

土器棺74045SX（図版138）

3609も土器棺の相身となっていた大型の嚢である。体部は倒卵形で、胴部最大径は中位よりやや上に

ある。口緑部は外へ強く開き、端部を上につまみ上げて面を作る。端面の下端にはキザミメを施す。体

部外面の下半はヘラミガキで仕上げるが、その他は不明である。

包含層（図版138）

3606はテラス部出土の長頸壷で、直立気味の口頚部から端部が外へ屈曲して断面三角形に肥厚し、外

面に2条の四線を施す。胎土はチョコレート色で角閃石の砂粒を含んでおり、いわゆる生駒西麓産の土

器である。

3607は器台の口縁部で、端部を上に拡張させて外面を文様帯とする。文様帯は上下を四線で囲み、そ

の中に竹管をスタンプした円形浮文を2個1単位で貼り付け、その間を櫛目文で充填する。

3610・3611は中型の嚢で、砲弾型の体部から口緑部がくの字に屈曲し、端部を上につまみ上げる。体

部外面の下半はヘラミガキで仕上げる。

3613は高杯の裾部で、端面を四角く収める。

3614は扁球形の壷の体部である。体部外面の上半には櫛措き直線文と波状文を交互に施し、下半をヘ

ラミガキで仕上げる。

第5節　B地区第1面の土器

1．中世～古代の土器

土坑75001SK（図版139）

3615・3616は底部糸切りの須恵器の椀である。3615は口径は推定15．9cm、器高4．5cm。体部はやや丸

味をおびて内等し、口緑端部はぼってりと厚みをもって丸く仕上げられている。3616も口径15．6cm、器

高4．5cmとほぼ同じ大きさ。体部は直線的に開き、口緑部の形状も類似している。

3617は土師器の土鍋で、推定口径は26．2cm。体部に平行叩きを施したのちナデている。口縁端部はわ

ずかに外側につまみ出している。

土坑75012SK（図版139）

3618は土師器の嚢である。推定口径は27．8cm。磨滅のため調整は不明である。口緑端部は小さく上に

つまみ上げている。
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溝75011SD（図版139）

3619は須恵器のいわゆる杯Bに相当する高台のついた器形であるが、高台径は5．1cm、残存高さは5．2

cmと、径が極めて小さく、それに対して器高が高い点が特徴である。

3620は土師器の土鍋で、口緑部に鍔もしくは突帯をめぐらせるタイプである。推定口径は22．8cm。

柱穴P2257（図版139）

3621は須恵器の椀である。口径は13．5cm、器高は5．0cm。やや深手で、体部は丸みをもって内等する

いわゆる椀状の形態である。口縁端部はわずかに外反する。

柱穴P4428（図版139）

3622は須恵器の椀である。推定口径15．4cm、器高4．7cm。体部は直線的に広がる。底部には糸切り後

付着した小粘土塊がみられる。また、全体に粗雑なつくりで、厚みが不均一でデコボコしており、まだ

胎土が柔らかいうちに手でさわった痕跡がみられる。

柱穴P4250（図版139）

3623は須恵器の大型の鉢である。推定口径31．5cm。口縁端部には2条の浅い凹線状のくぼみがある。

中世水田土壌層（図版139）

中世水田土壌層といいながら、3624のような中世の須恵器の椀の底部も出土しているが、量的に多い

ものは古代の遺物である。

3625は須恵器の杯蓋で、推定口径16．8cm、器高2．25cm。天井部は扇平である。奈良時代半ば以降のも

のである。

3626は、奈良三彩の高台付椀で、高台径は推定9．3cm。残存高は3．85cmで、高台の高さは1cmである。

生地は軟質で、内外面とも磨滅が著しいため調整は不明で、粕も高台付近と内面は底部からの立ち上が

り付近にしか残っていない。生地の色はやや赤みを帯びた灰白色で、粕は線・茶・白の三色がみとめら

れる。ただし、内面の日和は灰色に変色した痕跡状のものである。このような大ぶりの椀形の三彩はこ

れまで余り知られていない。

3627の須恵器の皿ないし杯Aの底部には、薄く墨書の一部が残っている。灰白色の生焼けの遣物であ

る。3628は杯Bの高台の部分の破片である。底部外面には爪形庄痕文がめぐり、Ⅴ字状のヘラ記号がみ

られる。

3629は円筒埴輪の破片であろうか。小片のため傾きなどは推測の城を出ない。外面は右下がりの斜め

方向、内面はほぼ横方向のパケメがみられる。

2．包含層の土器

包含層（図版140）

古墳時代から中世にかけての遺物が出土している。

3630は須恵器の椀である。推定口径15．5cm、器高5．25cm。体部は内等し、ちょうど中ほどに1条の浅

い沈線がめぐる。
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3631は蓮弁文の青磁椀で、鏑が退化して不明瞭なタイプで14世紀代のものである。推定口径16．5cm。

3632は白磁の椀である。高台の内側の畳付の部分は施和されていない。高台外面の粕は一部ガラス質で

あるが、大部分は薄い褐色の被膜状である。3633は線粕の椀である。高台端部は粕を掻き取ったか、磨

滅したか粕はみられないが、それ以外はオリーブ灰色の粕が施されている。内面には二条の圏線がめぐ

る。底部は回転糸切りの後、高台を貼り付けている。

3634は筒状の土師器で、製塩土器か？口径8．65cm、残存高6．75cm。外面は磨滅のため調整痕の残りは

悪く、一部にユビオサエと工具によるナデの痕跡がみられるのみである。内面は粘土紐の継ぎ目とナデ

がよく観察できる。一部に赤色物が付着している。

3635は須恵器の杯蓋である。口径10．1cm、3．4cm。宝珠つまみは高く、中心をずれている。かえりが

あり、飛鳥時代のものである。3636は須恵器の杯Bである。15．2cm、器高6．1cm。。大ぶりで深手の器

形で、口緑部の外傾度は大きい。3637は土師器の皿Bである。推定口径16．0cm、残存高3．2cm。高台は

剥離している。内面にやや密な放射状の暗文がみられる。

3638は須恵器であるが、器種名は不明である。下半にヘラ記号が施されている。短頸壷の一種であろ

うか。

3639～3642は古墳時代の須恵器である。3639は須恵器有蓋高杯の蓋である。口径11．4cm、器高5．6cm。

3640・3641は杯身である。3640は推定口径11．9cm、器高5．2cm。外面に火禅がみられる。3641は口径12．7

cm、器高4・Ocm。破面をみると、土器の内部はセピア色で、焼成はやや軟である。3639・3640は古墳時

代中期のもので、3641は古墳時代後期に下る。3642は壷の口緑部で、推定口径15．0cm。頚部は2条の貼

り付け突帯で3段に区画し、中・下段に細かい波状文を二段施している。

3643は弥生土器の壷の口綾部である。口径14．8cm。中位より少し下に1条の貼り付け突帯がめぐる。

器壁はほとんど残っていないため、調整は不明であるが、外面には縦方向のパケメが観察できる。

3644は中央が浅くくぼんだ土製品である。くぼみのある面の平面形は5．75×4．85cmの楕円形である。

一見石のようでもある。外面の一部に赤色物が付着している。

3645・3646は第4層ということで取り上げているが、上層の掘り残しと解すべきものである。3645は

須恵器の椀である。口径15．2cm、器高4．5cm。3630に比べ、体部が直線的に開く傾向がある。中世12世

紀代のものである。3646は杯Bである。推定口径16．65cm、器高7．5cm。3636と同様の大ぶりで深手であ

るが、外傾度は小さく、容量は大きい。

3647は機械掘削時に出土した平瓦である。2辺が残る破片である。凹面に「左寺」の刻印が押されて

いる。「左寺」とは、京都の東寺のことで、同様の刻印のある瓦は、神戸市教育委貞会の調査した出合

遺跡からも出土している（神戸市教育委員会1992年「9．出合遺跡」『平成元年度　神戸市埋蔵文化財年

報』）。凸面は長方形の斜め格子が装飾的に施されている。色調は灰色である。

3648は第4層から出土したは須恵器の嚢の口緑部である。推定口径19．8cm。突帯は波打っており、内

面には指跡のようなくぼみがある。破面をみると、土器の内部はセピア色であるが、焼成は良好である。

波状文は不規則で、総体に租雑なっくりといえる。
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第6節　B地区第2面の土器

1．古墳時代の土器

竪穴住居76002SH（図版141）

3649の須恵器の杯蓋が出土している。推定口径12．75cm、器高4．95cm。焼成はやや不良。古墳時代中

期末の遺物である。76028SKからは須恵器高杯脚部（3650）が出土している。推定脚径10．1cm。四方

に長方形透かし孔を明けるタイプである。

竪穴住居76002SH（図版141）

須恵器杯蓋（3651）が出土している。推定口径13．3cm、器高4．4cm。稜の下にへラの当たり傷が残る。

天井部は平らで、稜以下はハの字状にわずかに開く。

柱穴P6からは須恵器高杯脚部（3652）が出土している。脚径は推定9．9cm。長方形透かしを三方向

に穿つタイプである。透かしの側面にへラ傷が残る。外面には横方向の細かいカキメがみられる。破面

をみると土器の内部はセピア色で、白色の粒をやや多く含む。

76032SKから3653～3657の土師器が出土している。3653・3654は小型丸底壷であるが、古墳時代前

期にはみられない肩が張るプロポーションのものである。3653は口径8．9cm、胴部最大径9．4cm、器高8．2

cm。胴部はソロバン玉に近い扇平な形状をしている。口緑部外面は右下がりのパケメ、胴部外面は板ナ

デ。胴部の屈曲した稜の内側には粘土の継ぎ目が残る。3654は口径10．0cm、胴部最大径9．5cm、器高8．1

cm。口径が胴部最大径より大きく、胴部最大径の位置が高い。底部は平底気味である。胴部外面はパケ

で調整しており、内面は板ナデの工具のアタリとユビオサエ痕が観察できる。

3655は、小型の壷である。推定口径10．9cm、器高は10．6cm。やや扇平な楕円形の胴部に、直線的に開

く口縁部が付く。3656は嚢である。頚部のくびれ、屈曲があまく、口縁部と胴部の区別が不明瞭なタイ

プである。胴部上半はタデ、下半はヨコ方向のパケメで、内面ナデで、底部に工具のアタリが放射状に

残る。3656は嚢の口緑部で、推定口径15．5cm。口緑部と体部の境の頚部の屈曲は緩やかな角度である。

内面は板ナデである。3657の嚢はほぼ球形の胴部に直線的に広がる口緑部がつく。推定口径11．5cm、胴

部最大径14．0cm、器高13．4cm。全体の器形はややひずんでいる。外面の頚部と底部、口縁部内面にパケ

メが残る。胴部内面最上位に指押さえ痕が残る。

竪穴住居76003SH（図版141）

住居跡のカマド内の落ち込みから、3658の須恵器杯蓋の破片が出土している。推定口径11．1cm。

竪穴住居76005SH（図版141）

3659の須恵器の杯蓋、3660～3662の土師器、3663の製塩土器が出土している。3660・3661は76040S

Kから出土している。

3659は推定口径11．1cm、器高4．2cm。3660は小型丸底壷である。口径6．4cm、胴部最大径8．2cm、器高

7．8cm。完形のため、内面の形状、器壁の厚さを計測できなかった部分がある。磨滅が著しく、調整は

不明である。3661は大型の鉢とでもよぶべきものである。非常に粗製で、器形もひずんでいる。内外画
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ともへラケズリと板ナデの中間のような調整で仕上げられている。底面には粘土紐の継ぎ目が丸く残る。

口径13．5cm、器高9，7cm。

3662は小型の高杯または器台で、推定口径10．8cm。3663は製塩土器である。推定口径3．75cm。

竪穴住居76006SH（図版141）

3664～3666の土師器が出土している。3664はミニチュア土器である。長胴嚢を模したものであろうか。

丸底の底部外面にヘラケズリがみられる。いわゆるてづくねの租製の土器である。推定口径8．3cm、器

高6．1cm。3665は小型丸底壷である。口緑端部は欠損で失われているが、小さく丸くおさめていたもの

であろう。底部外面は浅く窪んでいる。推定口径10．0cm、器高8．0cm、胴部最大径8．35cm。3666は土師

器の嚢のくの字状の口縁部から肩部にかけての破片で、ほぼ全周する破片である。口緑端部は薄く尖っ

て終わる。肩部外面はパケメを施し、内面は板ナデである。口径は16．0cm。

竪穴住居76007SH（図版141）

3667のミニチュア土器が出土している。嚢または壷を模したものか。てづくねのため左右対称ではな

く、歪んでいる。口径4．5cm、器高5．9cm、胴部最大径5．0cm。

竪穴住居76009SH（図版141）

3668・3669の土師器が出土している。3668は布留式の嚢の口緑部である。端部は内側にわずかに肥厚

しており、新しい様相を示している。内面には横方向のパケメが施されている。推定口径15．6cm。3669

は壷の口緑部か。推定口径19．1cm。

竪穴住居76004SH（図版142）

3670・3671は土師器の高杯の杯部である。3670は推定口径11．6cm、残存高4．3cmと浅く、3671は推定

口径12．55cm、残存高5．5cmと深いという違いはあるが、いずれも内等しながら開くタイプである。3670

の底部外面には、いわゆるへソが丸く突出している。内面の調整は板ナデである。3671の外面のパケメ

は、かなり粘土が柔らかい状態で行っているため、一部幅広のミガキのようにみられる部分もある。

3672は製塩土器である。推定口径3．4cm。口すぼまりの器形である。3673は鉢である。平底に近い底

部から屈曲して、直線的に口緑部が開く。底部外面は租くヘラケズリを施している。内面は板ナデであ

る。租雑な仕上げで、非対称な土器である。推定口径11．2cm、器高6．3cm。

3674は須恵器の杯身である。推定口径11．4cm、器高3．3cm。端部の仕上げはシャープである。

3675・3676は杯部に稜がある高杯杯部で、3670・3671に比べ大型で深い。いずれもヘソがある。3675

は推定口径15．1cm。磨滅のため調整は不明であるが、ヘラミガキか。3676は稜に突帯が伴い、大きく外

反するタイプである。これも調整は不明で、一部にヘラミガキの痕跡がみとめられる。口径19．9cm。3677

はこうした大型の杯部に伴う太い脚部である。脚柱部と裾部の境界は不明瞭でラッパ状に開くタイプで

ある。調整は、外面は縦方向のヘラミガキ、内面は横方向のへラケズリで、脚径は12．5cm。

3678は嚢である。くの字型の口縁で、端部は丸くおさめている。肩部内面には粘土帯の継ぎ目痕が残

る。胴部外面の調整は板ナデと思われる。

3679は甑である。底部に半月形の透かし孔が2つ明けられるタイプである。口縁部はややすぼまって
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いる。外面には右下がりの板ナデが施されている。把手のとりつく位置、形状は不明である。推定口径

20．2cm、器高19．65cm。3680の角状把手は、甑の本体に円孔を穿ち、挿入したものと思われる。表面は

ユビナデで租く仕上げられている。付け根の部分の径はおよそ2cmである。

竪穴住居76010SH（図版143）

3681は須恵器の杯身である。推定口径9．95cm。立ち上がりはかなり内傾しており、やや見慣れぬ形状

である。

竪穴住居76012SH（図版143）

3682は弥生時代後期の直口壷の口緑部である。口緑端部は内側に肥厚している。外面は縦方向のパケ

メが施され、内面は指頭庄痕が残されている。推定口径12．0cm。

竪穴住居76016SH（図版143）

3683は土師器の小型丸底壷である。形態は比較的古い要素を残すが、外面の調整はパケメであり、古

墳時代中期に下るものである。推定口径8．6cm、器高7．55cm、胴部最大径7．95cm。3684の壷もその時期

に属するものである。やや肩の張った球形の胴部に外反するやや長日の口緑がつく。磨滅のため、調整

は不明である。推定口径9．8cm、胴部最大径11．4cm、器高11．4cm。

3685は土製の紡錘車である。扇平な円板状ではなく、厚みのあるタイプで、直径3．45～3．5cm、高さ

2．0cm、孔径0．9cm。重さ25．4g。

竪穴住居76015SH（図版143）

3686は小型丸底壷である。胴部に対し、口緑部が小さく、胴部内面上半に粘土紐の継ぎ目が残るなど

の特徴は、古墳時代中期前半の土師器にみられるものである。推定口径7．2cm、胴部最大径9．3cm、器高

8．4cm。

3687・3688は杯部に稜があるタイプの高杯で、浅く大きく開く。両者ともヘソをもつ。3687は杯部の

接合痕が観察できる。推定口径15．3cm。3688の推定口径は17．2cm。3989は高杯脚部である。36畠7などの

杯部にしばしば伴う頑丈なつくりである。脚柱部と裾部の境が屈曲している。脚径は11．8cm。

竪穴住居76013SH（図版143）

3690は小型丸底壷である。推定口径8．1cm、胴部最大径9．0cm、器高8．8cm。底部外面および内面に黒

色の付着物があり、調整の観察は困難である。

竪穴住居76014SH（図版143）

3691の高杯は3687と同じ有稜タイプの高杯杯部であるが、脚部の剥離痕をみると、へソはなく、杯部

と脚部の接合法は異なる。口緑端部は欠損している。推定口径は18cm程度である。内面は褐色の付着物

で一面に覆われ、外面にもかなり付着しており、調整は不明である。
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竪穴住居76017SH（図版143）

3692も有稜タイプの高杯杯部で、3687・3688・3691よりかなり深いものである。内外面ともへラミガ

キを施している。推定口径16．2cm。

3693は小型の嚢で、胴部外面には縦方向の板ナデがみられる。肩は垂直に近い角度で落ちており、胴

部は半球形であろう。推定口径14．0cm。

3694は甑である。底部の破片は接合できず、甑孔の配置は確定できないが、おそらく1個の円孔を中

心とし、その周囲に6個の円孔が配置されていたものと推測できる。平底の底部から、丸味を帯びた胴

部が立ち上がっている。体部に穿った円孔に角状把手を挿入するタイプである。

竪穴住居76018SH（図版144）

3695の須恵器杯蓋、3696の製塩土器、3697～3699の土師器の嚢が出土している。

3695は、端部がほぼ水平にカットされており、明石川流域の玉津田中遺跡などでみられる在地性の強

いタイプの杯蓋である。口径13．3cm、器高5．3cm。

3696の製塩土器は口が細くすぼまるタイプである。推定口径2．5cm。

3697は小型の嚢である。外面は縦方向のパケメ。内面は右下がりの強いナデ。二次焼成のため赤変し

ており、外面の傷みが著しい。推定口径15．2cm。

3698は長胴の嚢である。口緑部は欠損しているが、直立する頚部から考えて、3699の嚢と類似したも

のか。楕円形の胴部の内外面とも調整は板ナデである。底部はやや平底気味である。頸径12．8cm、胴部

最大径25．9cm、残存高30．0cm。3699は3698よりやや胴部の張った器形である。口緑部は頚部からいった

ん立ち上がって外反し、端部は小さく丸くおさめている。胴部外面下半にはパケメが観察できる。推定

口径16．0cm、胴部最大径26．3cm、器高29．4cm。3698・3699とも、黒斑はあるが、煤は付着していなかっ

た。

竪穴住居76020SH（図版144）

3700の須恵器の杯身と3701の土師器の長胴嚢の胴部が出土している。3700は推定口径10．85cm、器高

5．45cm。底部内面に一方向の仕上げナデがみられる。TK47型式か。3701の嚢の口緑部は欠損している。

外面は磨滅のため、調整は不明であるが、縦方向の板ナデか。内面上部には粘土紐の継ぎ目がナデ消さ

れずに残っている。底部にはエビオサエ痕が残る。黒斑が2か所あり、二次焼成を受けているが、煤は

付着していない。胴部最大径は26．1cm、残存高28．4cm。

竪穴住居76021SH（図版145）

3702・3703は土師器の小型丸底壷である。3702の胴部外面はヘラ削りである。口緑部は外面はタデ、

内面はヨコ方向のパケメである。推定口径9．4cm、胴部最大径9．7cm、器高9．6cm。3703は土坑から出土

している。器表面の剥離が著しく、胴部外面および口緑部内面に部分的にパケメがみられるのみである。

内面はへラケズリか。推定口径7．9cm、胴部最大径8．8cm、器高9．0cm。

3704は壷ないし鉢である。器壁はもろく、磨滅・剥離が著しい。内面の一部にパケメがみられる。推

定口径11．6cm、胴部最大径11．7cm。

3705は須恵器杯身の破片である。小片のため、口径・傾きは推定の域を出ない。口緑部が短く、古層
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の特徴を示している。端部は直線的に切られている。推定口径12．4cm。

3706は製塩土器である。下ぶくれで、口緑はほぼまっすぐに立ち上がる。外面は一部に右下がりのナ

デらしきものがみとめられ、内面は外面よりは丁寧になでられている。推定口径4．1cm。

3707は土師器の大型の嚢の口緑である。くの字状に屈曲し、わずかに外反する。口縁端部に近いほど

厚くなり、端部は丸くおさめている。頚部外面はナデまたは、パケメで、内面は板ナデである。推定口

径18．5cm。

3708は土師器の高杯である。杯部の稜は不明瞭である。脚は脚柱部から裾部にかけての屈曲が著しく、

裾部は扇平である。脚柱部は縦方向のヘラミガキの上から一部パケメを施している。口径18．5cm、器高

13．4cm、脚径13．3cm。

掘立柱建物75016SB（図版145）

3709の杯身、3710の杯蓋の須恵器の破片が出土している。いずれも小片のため、3709は受部に自然粕

が付着している。推定口径10．4cm。3710は推定口径12．8cm。

土坑76056SK（図版145）

3711は土師器の有稜高杯である。稜はあるものの、ほぼ直線的に広がる浅い器形である。内外面とも

ヘラミガキを施しているようであるが、器壁が剥離しているため、残りが悪い。接合部の中央にはヘソ

がある。推定口径18．1cm。

土坑76058SK（図版145）

3712は退化した布留式の土師器の嚢である。口縁端部の形状や、厚みが均一な点が時期的に下る要素

である。肩部にハの字を横倒しにした刺突文を3単位、記号文状に施している。推定口径12．4cm。

3713は高杯である。杯部は稜があるタイプである。杯部と脚部の接合部は若干の隙間がある。磨滅の

ため、調整痕はあまり残っていない。脚部外面と杯部内面やや細かいパケメが施されている。杯部と脚

部ではパケ原体が異なるようである。推定口径16．6cm。

3714は大型の鉢である。口緑部はいわゆる山陰系の二重口緑で、稜の部分は断面三角形の突帯を貼り

付けている。端部はカットした後、ナデている。外面は縦方向のパケメの上に一部横方向のパケメを施

している。内面はヘラケズリである。推定口径24．25cmである。

落ち込み76065SX（図版145）

3715は須恵器の杯身である。立ち上がりは高いが、端部は丸い。推定口径11．7cm。

土坑76066SK（図版145）

3716は土師器の壷の胴部である。体部外面はヘラケズリを行っている。底部内面は幅の狭い工具で削

っている。胴部最大径9．05cm。

土坑76067SK（図版146）

3717・3718は小型丸底壷である。3717は、調整痕が観察しにくい。内面の一部が生焼け状である。底
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部はヘラ削りか。口径8．7cm、胴部最大径8．9cm、器高8．85cm。3718の外面調整はパケメであるが、胴部

のもっとも張り出すあたりに横方向のヘラミガキを行っている。内面はナデとエビオサエである。推定

口径7．5cm、胴部最大径10．5cm。3719は平底の小型の嚢で、口縁部を欠く。肩に粘土塊が付着している。

外面の調整は板ナデ、内面はユビオサエと板ナデ。胴部最大径は推定で9．8cm。

3720・3721は壷の口緑部である。3720は3717の小型丸底壷と類似した形態であるが、口径は10．4cmと

大きい。3721はさらに大型で、口径12．4cm。

3722は小型の高杯である。剥離・磨滅のため、調整は不明である。脚裾部は粘土を折り返したあまり

類例のない器形である。推定口径9．8cm、器高9．0cm。

3723～3728は高杯である。3723は杯部に稜のあるタイプの高杯である。脚柱部には縦方向のミガキが

施されている。推定口径17．6cm。3724は直線的に開くタイプの杯部である。杯の底部の中心は円形に抜

けている。外面はパケメの上に一部ミガキがみられる。推定口径15．8cm。

3725はラッパ状に外反しながら開く脚部である。内面天井部に先の丸い棒状のものの刺突痕がある。

3726は円錐形の裾部のみやや外反する脚部である。外面はパケメ、内面の裾部にもパケメが施されてい

る。内面中央は強いユビナデが施されている。3727・3728は脚柱部と裾部の境界で屈曲するタイプの脚

部である。3727では、杯部との接合技法がよく観察できる。脚柱部内面は横方向のヘラケズリを行って

いる。脚径は13．9cm。3728の脚径は11．3cmである。

3729・3730は壷の口縁である。3729は口緑端部を肥厚する。口径14．8cm。3730は二重口縁の稜の部分

およびその上にパケメが残る。内面はミガキおよびナデである。口径16．8cm。

3731は球形の胴部をもつ嚢である。口綾部の一部を欠損している。口綾部はくの字状で、端部近くで

わずかに外反する。体部下半には薄く煤が付着し、二次焼成を受けている。推定口径15．5cm、胴部最大

径24．2cm、器高24．8cm。

土坑76067SK（図版147）

3732・3733は土師器の嚢である。3732の口緑部の形態は布留新段階の範噂に入るもので、外面は主に

横方向のパケメ、内面は頚部から一段下がった位置からヨコ方向のヘラケズリを行っている。推定口径

12・3cm。3733は推定口径は14．8cmと大きいが、口径が胴径をしのぐ小型の嚢である。口緑はくの字状で、

口縁端部は小さく丸く膨らんで終わる。外面はパケメ後ナデ。内面はヘラケズリを行うが、エビオサエ、

粘土紐の継ぎ目は残る。3734は土師器の高杯の杯部である。磨滅のため、調整は不明であるが、内面は

おそらくヨコ方向のヘラミガキを行っていたようである。脚部との接合部の内側に竹管による刺突痕が

中心よりややずれた位置にみられる。

土坑76069SK（図版147）

3735は土師器の深手の鉢である。推定口径13．5cm、器高9．8cm。外面は磨滅・剥離のため調整は不明

であるが、内面は板状工具によるナデで丁寧に仕上げられている。

溝75019SD（図版147）

3736は須恵器の杯身である。推定口径10．4cm。3737は須恵器の無蓋高杯である。2条の稜線の下部に

幅の狭い波状文を施す。推定口径16．8cm。
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溝75025SD（図版147）

3738、3739は弥生土器である。3738は嚢の口緑部で、体部に叩き目を施した後、縦方向のパケメを施

している。3739は壷の口緑部で、内面は板ナデである。口緑部が垂下する。

溝76082SD（図版147）

3740のみ土師器で、3741－3745は須恵器である。

3740は小型丸底壷の体部である。やや下ぶくれで、平底気味である。外面上部はパケメ後ナデ、底部

外面はヘラケズリ、底部内面にヘラ先をナデつけたような痕跡がみられる。

3741は無頸壷（柑）である。胴部の中央より下は回転へラケズリであるが、一部手持ちへラケズリに

近いような部分もある。3742は杯身もしくは有蓋高杯の杯部である。推定口径10．6cm。3743は有蓋高杯

の杯部である。三方に長方形透かしを穿孔していたものと思われる。透かしを開ける際のヘラ傷がみら

れる。推定口径10．5cm。3744は無蓋高杯の杯部である。1条の稜線の下に幅の狭い波状文が施されてい

る。推定口径13．9cm。3745は嚢で、口縁部に1条の突帯と波状文を施している。体部には格子に近い平

行タタキの上に部分的にカキメを施している。内面は同心円の当て具痕の上からナデている。

溝76083SD（図版148・149）

3746～3772が須恵器、3773～3784は土師器である。

3746～3758は杯蓋である。口径は11．7～14．0cm、器高は3．8～5．2cmとばらつきがある。3746は、天井

部外面のヘラケズリがカキメ状を呈している。口縁端部は水平にカットされている。同様のものは、明

石川流域の玉津田中遺跡でも出土しており、在地的な色合いの強いものである。3749はカキメ状の調整

はみられず、器高もかなり高いが、全体の形状が角張っている点などが比較的類似している。3847は稜

線が突出する点が特徴的である。3748・3750・3751は器高が低い、扇平な器形であるが、口緑端部の水

平に切られたような形状は共通している。3756・3757も類似した器形であるが、天井部がやや丸味を帯

びており、端部の形状も若干異なる。3754・3756は非常に重い。3748・3750・3751・3753・3756－3758

の内面天井部中心に仕上げナデが残る。

3759～3763は杯身である。口径9．05～11．8cm。器高4．2～5．1cm。3759はやや内傾する立ち上がりが高

く、深手の蓋（3746）などとセッ吊こなるものである可能性が高い。これも非常に重い。3759・3761の

外面には火樽らしきものがみられる。3761の端部は丸く、3762の端部は水平にカットしたように仕上げ

られている。3759・3760・3763に仕上げナデ。

3764は有蓋高杯の蓋である。稜以下に整形時のヘラ傷が沈線状に二重にめぐる。口径12．75cm。器高

5．35cm。3765～3767は有蓋高杯である。3765は脚部には4方向に長方形の透孔がある。内面には多方向

への仕上げナデを施している。口径10．2cm。3766は3方に長方形の透孔がある。孔の長辺はタテ方向に

面取りのヘラケズリを行っている。脚部にはカキメが施されている。口径10．9cm、器高8．3cm。3767は

受け部以上を欠くが、体部は他のものに比べ、丸味を帯びている。3方向に長方形の透かし孔がある。

3770～3772は無蓋高杯である。いずれも波状文を一段施している。口径は3770・3771は15．3、13．8cm

であるが、3772は18．0cmと大きい。3771は外面下半に灰がかぶっており、逆さに伏せて焼いたものと思

われる。3772には片側の把手が残っていた。脚部には四方に長方形の透孔があったようである。脚部が

剥離した面には、同心円状の沈線が3条みられた。
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3768は椀である。把手付の器形であるが、把手部分は出土していない。波状文を施している。底部付

近は手持ちへラ削りを行っている。底部外面は板ナデもしくは掻き取ったような調整である。火棒状の

ものがみられる。推定口径10．4cm、器高6．8cm。

3769の壷は円孔の部分は残っていないが、おそらく旗である。頚部には波状文の下端がみられ、胴部

最大径付近にも2条の圏線の問に波状文が施されている。底部付近は手持ちへラケズリの後、ナデ。内

面は指押さえ痕が多く残る。

3773はてづくね土器である。ほぼ完形で、口径6．9cm、器高5．0cm。平底で、内外面ともエビナデで仕

上げられている。

3774は脚付きの椀のミニチュアである。脚部はほぼ完全に残っているが、口緑部はわずかしか残って

いない○一部に赤色物が付着している。内面は黒っぼく、ヨコ方向にヘラで削っている。脚部の内側は

ヨコ方向の板ナデである。推定口径6．9cm、器高4．8cm。

3775は土師器の旗である。推定口径8．0cm、胴部最大径10．4cm、器高10．3cmの下ぶくれでやや大きめ

の小型丸底壷の胴部中央に円孔を穿っている。肩部内面の粘土の継ぎ目にはユビナデ時についた指紋の

ような擦痕がある。

3776は椀である。推定口径11．4cm、残存高4．75cm。ほぼ半球形である。端部は薄く尖って終わる。外

面は板ナデのちナデ。内面は板ナデもしくはパケメである。

3777は製塩土器である。推定口径4．1cm。わずかに内傾している。内面は板ナデである。

3778～3782は高杯である。杯部には明瞭な稜はないが、ゆるやかに屈曲もしくは内等しながら立ち上

がり、口縁部がわずかに外反する器形である。3780以外は丸いヘソがある。3780は筒状の突出した部分

の中央に刺突痕がみられる。いずれも剥離・磨滅が著しいが、ミガキの認められるものが多い。脚部内

面はへラケズリの後ナデている。3781・3782の脚部は握って絞ったものか？3782の口縁端部は小さく内

側に巻き込む。口径は13．4－16．2cm、器高は11．3～12．1cm。杯部の高さは5．4～6．4cmと口径のわりにや

や深いタイプが多い。。

3784は大型の嚢、鍋である。くの字状に開く器形で、おそらく、口径が最大径となるタイプである。

外面にタテ方向、口綾部内面に横方向のパケメを施す。胴部内面は板ナデ。口径30．0cm。3784は嚢の胴

部である。下ぶくれで、外面肩部、内面下半はパケメ、胴部上半は板ナデである。中位よりやや下に横

長の孔があるが、意図的に穿孔されたものかどうかは不明である。胴部最大径は22．3cm、器高は23．7cm。

旧河道76084SR（図版150）

3794の弥生時代中期の土器以外は古墳時代の土師器である。

3785はてづくね土器である。内外ともユビナデを行っている。溝76083SD出土の3773に比べ、やや

こぶりで、器壁も薄い。口緑端部を欠くが、口径はおよそ5．2cm、器高4．15cm。

3786は平底の鉢である。口径が最大径で、下すぼまりの古い時期の小型丸底壷の特徴と通じる形状で

ある。内面にはパケメ、外面には板ナデを施している。外面は粘土紐の接合痕や凹凸の残る雑な調整で

ある。推定口径10．2cm、器高7．9cm。

3787は小型丸底壷である。胴部外面は板ナデ、底部は削り後板ナデ。内面は口緑部はパケメのちヨコ

ナデ、体部はへラ先で削っている。口径8．85cm、胴部最大径9．3cm、器高8．3cm。3788の壷は3787に比べ、

口緑部は小さいが胴部はかなり大きい。磨滅が著しく、内面の底部付近に板状工具のアタリがみられる
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第6節　B地区第2面の土器

のみである。口径7．7cm、胴部最大径10．7cm、器高8．8cm。

3789は鉢である。しっかりした平らな底から内湾しながら立ち上がる。口緑端部はわずかに外反する

ようつまんでナデている。剥離・磨滅が著しいが、外面の底部付近にはタテ方向のパケメ、内面には板

ナデが残る。口径12．9cm、器高6．1cm。3790は壷である。胴部最大径の位置が低い下ぶくれの胴部であ
l

る。調整の残りは悪く、底部外面は不定方向のへラケズリ、胴部内面はヘラケズリ又は板ナデ。口緑端

部は欠損しているが、口径は14．5cm程度、器高は12．0cmである。3791はごく小型の嚢であるが、頚部の

くびれから上が非常に短く、余りみない器形である。磨滅のため調整痕の残りは悪いが、外面は板ナデ、

内面も板ナデもしくはパケメである。二次焼成を受けている。推定口径10．8cm、胴部最大径13．0cm、器

高13．95cm。

3792は高杯の杯部である。浅く皿状に広がるタイプである。磨滅のため調整は不明であるが、外面は

タテ方向のミガキ、内面はナデか？推定口径18．0cm。3793は土師器の嚢である。口緑部は外反する。胴

部外面は板ナデ、胴部内面は上部はへラケズリ、下部はナデ。

3794は弥生土器の壷の肩部である。肩部に櫛措の直線文を施している。

3795・3796は土師器の嚢である。両者とも球形に近い胴部であるが、口緑部は3795がほぼ直立してい

るのに対し、3796はいったん立ち上がった後、小さく外反している。3795の胴部外面の調整は、幅の狭

い工具によるタテ方向の板ナデで、内面の最上位はヨコ方向のパケメである。口緑端部を欠くが、口径

はおよそ14．5cm、胴部最大径24．6cm。残存高24．1cm。3796の外面は縦方向のパケメ、口縁部内面は横方

向の断続的なパケメである。なお、底部付近には薄く煤が付着している。推定口径17．1cm、胴部最大径

23．95cm、器高24．65cm。

3797は二重口縁の壷である。体部外面は平行叩きの後、板ナデを施している。頚部外面はタテ方向の

ヘラミガキを行っている。内面の調整は磨滅のため不明であるが、肩部付近では粘土紐の継ぎ目が観察

できる。推定口径17．25cm、胴部最大径は27．4cmである。

2．弥生時代の土器

竪穴住居76022SH（図版151）

3798は小型の壷で、球形の体部から口綾部が大きく開く。

3799・3800は有孔鉢で、葉形の底部に一孔を穿つ。体部外面はタタキ、内面はパケメで仕上げる。

3801は小型の高杯脚部で、短い脚柱部から裾部がラッパ状に開く。3802は高杯脚部で、脚柱部から裾

部が大きく開く。脚柱部先端には杯底部に差し込んで接合した痕跡がある。

土坑76076SK（図版151）

3803は小型の壷で、球形の体部から口緑部が開き気味に立ち上がる。3805は二重口緑壷の口綾部で、

外面の文様帯に不整な櫛措き波状文を2段に施し、基部の櫛措き直線文上に円形浮文を貼り付ける。ま

た日録端部にはキザミメを施す。

3804は鉢で、尖底気味の底部から体部が大きく開き、口緑部に弱い段がついてさらに開く。

3806・3807は小型の嚢、3809・3810は中型の嚢で、3808はその中間の形態の嚢である。3806は口緑部

を欠失しており、体部外面には右上がりのタタキが残る。3807～3810は体部下半が右上がりのタタキ、

上半が横位のタタキで、分割成形を行っている。内面の調整は3808がパケメ、3809がヘラケズリである。
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土坑76081SK（図版152）

3811は椀状の鉢で、外面に右上がりのタタキが残り、口緑部をナデで仕上げる。3820・3821は浅鉢形

の鉢である。3820は上げ底状の底部をもつ。3821は体部外面にタタキが残り、口縁部は有段状となる。

3812は小型の嚢で、球形の体部から口緑部がくの字に開く。体部下半の外面には右上がりのタタキが

残る。

3818・3819は鉢か嚢の底部で、体部外面には右上がりのタタキが残る。

3813は広口壷で、扁球形の体部から立ち上がった頚部が緩やかに開く。底部ははっきりした平坦面と

はならない。

3814は椀状の杯部をもつ高杯で、中実の脚柱部から裾部がラッパ状に開く。3815は高杯の杯部で、椀

状の体部から緩く外反する。脚部との接合部には円盤充填を行う。3816は高杯の裾部で、4単位の透か

し孔をもつ。3817・3823は杯部が稜をもって大きく外反する。脚部との接合部には円盤充填を行う。3817

の脚柱部は円筒形で、裾部がラッパ状に開く。3823は杯部底面が狭く、口緑部が大きく発達する。

3822は大型の鍋で、扇球形の体部から口緑部が開く。体部外面の調整は狙いパケメからへラミガキ、

内面はヘラミガキで仕上げる。

溝76087SD（図版153）

3824～3828・3832は壷である。3824は小型の壷で、口緑部が短く屈曲して端部に面をもつ。3825は長

頸壷の口緑部で、端部は下垂して外面に2状の凹線を施す。3826は長頸壷の口頚部で、口縁端部は拡張

させない。3827は広口壷の口縁部で、端部が下垂した文様帯の外面に竹管をスタンプした円形浮文を貼

り付ける。文様帯の上部にはキザミメを施す。3828は広口壷で、肩部から上が残存する。口緑端部は三

角形に肥厚し、上部にキザミメを施す。3832は小型の壷で、重心の低い体部から口綾部が丸く外反する。

3829～3831は嚢である。3829・3830は口緑部を拡張して端部を文様帯とし、1～2条の凹線を施す。

体部外面はパケメ、内面はヘラケズリで仕上げる。3831は口緑端部を拡張せず、体部内外面をパケメで

仕上げる。

3833・3834は高杯である。3833は小型高杯の杯部で、水平に近い杯底部から口縁部が外反気味に立ち

上がる。口緑部外面には5条の凹線を施し、赤色顔料の痕跡が認められる。表山遺跡によく似た器形の

高杯があり、吉備の影響を受けた土器と考えられる。3834は杯底部から口緑部が稜をもって外反気味に

立ち上がり、端部に面をとる。脚部はラッパ状だが、裾部はあまり開かない。杯部との接合部には円盤

充填の痕跡がある。杯部内面はへラミガキで仕上げ、脚部内面はヘラケズリで調整する。

溝76052SD（図版153）

3835は広口壷で、球形の体部から口緑部が外反気味に立ち上がり、端部に面をもつ。体部の内外面に

はパケメが残る。

3836は小型の壷か鉢の底部で、突出した底部から腰の張った体部が立ち上がる。外面はパケメで仕上

げる。3837も壷か鉢の底部で、突出した底部から体部が直線的に開く。内面はパケメで仕上げる。

溝76089SD（図版153）

3838は弥生時代前期の嚢で、深鉢形の体部から口縁部が外へ屈曲する。口緑直下に5条のヘラ措き直
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線文を施文し、口緑端部にはキザミメを施す。

土坑76079SK（図版154）

3839は嚢で、下半部を欠失する。口緑部はくの字状に屈曲し、端部はわずかに肥厚している。体部外

面はパケメで仕上げる。

土坑76075SK（図版154）

3840は広口壷の肩部の破片で、櫛措き直線文と波状文を交互に繰り返し、円形浮文を2段に貼り付け

る。

3841は無頸壷の体部で、本来はこれに脚が付く。体部は逆ハの字に開いて、口縁部が短く内屈する。

口縁下には凹線をめぐらし、2個1対の孔を穿つ。

時期は弥生時代中期後半（Ⅳ様式）である。

旧河道76088SR（図版154）

3842はミニチュアの鉢で、手捏ね成形したものである。外面はナデ、内面は細い工具での調整を行っ

ている。

3843・3846は壷である。3843は口頚部を欠失する壷の体部で、肩部に2条の突帯を貼り付け、外面を

ヘラミガキで仕上げる。肩部と底部の破片の接点はなく、図面は推定復元である。3846は細頚壷で、腰

の張った体部から細長い口頚部が立ち上がる。頚部から体部上半にわたって、6条の櫛措き直線文を施

す。口縁端部にはキザミメを施文し、口緑の一部を決って注ぎ口とする。

3844・3845は高杯である。3844は大きく開く杯底部から、口緑部が外反気味に立ち上がる。脚柱部は

筒形で、裾部が低く直線的に開く。杯部との接合部には円盤充填を行う。脚柱部の天地と中央に2～3

条の沈線を施し、中央の沈線をはさんだ上下に2個1対の孔を3方向に穿つ。それに対応して裾部にも

左右に並んだ2個1対の孔を3方向に開ける。外面はヘラミガキで仕上げ、脚部内面は穿孔後のヘラケ

ズリが観察できる。3845はラッパ状に開く脚部で、裾部に1条の沈線を施す。孔は4方向に穿つ。外面

はヘラミガキ、内面はヘラケズリで調整する。

3847はⅡ様式期の逆L字状口縁の嚢で、口縁直下に6条ほどの櫛措き直線文を2段以上に施文し、口

縁端部にはキザミメを施す。細片のため、復元した口径は不正確である。

3．包含層の土器

古墳時代（図版155）

3848～3858はおおむね古墳時代中期のものである。

3848は須恵器の無蓋高杯である。4方向に長方形の透かしを穿ち、体部には波状文を施している。

3849・3850は土師器の椀である。3849は口縁部が内傾するもので、内外面とも柵かなへラミガキがみ

られる。3850はほぼ半球形で、外面はパケメ、内面は板ナデである。3857は浅く大きく広がる高杯の杯

部である。脚柱部との接合部にはヘラケズリ痕がみられる。3851は短くわずかに外反する口縁部をもつ

もので、無頚壷とでもすべきであろうか。内面に粘土紐の継ぎ目がみられる。3852・3853はやや深い杯

部をもつ高杯である。3852の椀状の杯部の外面はヘラミガキ状の調整である。3853の杯部は3852に比べ
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開くものである。3858は嚢の口緑部で、立ち上がった後外反するタイプだが、中程でやや厚みがある。

弥生時代（図版155）

3854・3855は弥生時代後期の土器である。3854はミニチュアの無頸壷である。外面は縦方向のパケメ、

内面は粘土紐の継ぎ目が残る。3855は鉢である。外面はわずかにタタキメが残るが概ね板ナデ、内面は

パケメである。口縁部はわずかにつまんで外反させている。

3856は弥生時代中期の鉢である。口緑部直下に四線文がめぐっている。脚端部はユビオサエが残る。

第7節　木器

1．A地区第1面の木器

土坑71049SK（図版156）

3001Wは横槌である。全長の約半分で円柱形の身と棒状の柄に分かれ、柄の付け根には幅1．5cmの決

りがある。割材を用い、使い減りのためか断面は扇円形となる。全長31．0cm、身部長15．1cm、径5．8

×3．5cm、柄部長15．9cm、径4．1×2．7cm。コナラ属アカガシ亜属。

3002Wは折敷底板の破片で、綴合せ孔の1箇所に樺皮紐の断片が残る。残存長8．3cm、厚0．35cm。

サワラ。

3003Wは折敷底板の破片で、綴合せ孔が1箇所残る。残存長8．7cm、厚0．2cm。スギ。

3004Wは飾り板で、完形品であるが何の部分かは不明である。表面の2箇所と側面の2箇所に木釘孔

があり、別の本体に打ち付けられていたものとみられる。全長7．7cm、最大幅3．4cm、厚0．65cm。ヒ

ノキ。

箸は多数出土しており、2本を図化した。3005Wは完形品で、全長24．4cm、径0．6cm。モミ。3006

Wは先端が欠損しており、残存長23．0cm、径0．5cm。樹種同定はしていない。

2．A地区第2面の木器

井戸72012SE（図版156）

3007Wは横櫛の破片である。平面形は脊が山形に丸く、肩部に角があって垂直に落ちている。縦の断

面は円い脊から歯の先端に向かって尖っており，全体で柳葉形をなす。歯の間隔は租く、4cmあたり

9本挽き出されており、歯の隙間の根元には両側から挽き込んだ痕跡が観察できる。赦密なイスノキの

板材を平滑に研ぎあげて作っている。残存幅4．7cm、長4．0cm、歯の長最大3．1cm、厚1．2cm。

3008Wは栓かとみられる。完形品で、心持ち材を削り出している。先端側の2cmにわたって溝が螺

旋状に削り込まれており、ネジ式の栓であった可能性があるが、断面が扁円形のため、完全なネジには

ならない。全長5．0cm、径1．5×1．1cm。マツ属複維管束亜属。

3009Wは草履の芯板の破片である。薄い板目材を用い、丸味を帯びた側線の中程に方形の決り込みを

入れる。残存長14．1cm、厚0．25cm。クロベ。

3010Wは下駄であるが、残りが非常に悪く、残存部も5片以上に分かれている。板目材を用い、歯を

削り出すが、歯や側線のほとんどは残っていない。鼻緒孔は前壷と後壷の1箇所が観察できる。残存長
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21．2cm、残存幅9．4cm、厚1．4cm。ツブラジィ。

3011Wは挽き物の木地椀で、大きく3つに分かれた破片の残りの良い部分を用いて図上復元したが、

歪みがあるので多少不正確である。口緑部は内等気味に立ち上がり、底部に断面台形の高台を削り出す。

外面には2条の沈線を削り込み、沈線以下にロクロでカキメを施す。体部内面にもカキメを入れる。横

木取り。柾目。復元した口径13．2cm、器高6．1cm、底径7．0cm。バンノキ属バンノキ亜属。

3012Wは円形曲物の底板あるいは蓋板の破片とみられるが、現状で木釘孔などは認められない。柾目。

残存長15．8cm、厚1．0cm。スギ。

3013Wは完形品の杓子で、全長の約半分で身と柄に分かれる。身の先端は丸く、側線は直線的である。

身と柄の境は稜をもち、柄に向かってナデ肩状に細くなる。身から柄にかけての周縁は丸く仕上げられ、

柄尻のみが角張る。柄尻から4．5cmの間が黒く変色して細くなっており、焦げて収縮したとみられる。

縦断面をみると、柄は身に対して約70　の角度がつく。柾目。全長28．0cm、幅7．3cm、柄幅4．25cm、

厚0．9cm。ヒノキ。

井戸72012SE（図版156）

3014W・3015Wは組合せ鋤の身である。3014Wは刃部・側線とも直線的で、狭長な平面形をなす。着

柄部はナデ肩状に狭まって基部にいたり、柄を挿入するための柄孔を設ける。柄孔は長方形で、身に対

して7～80　の角度で柄が装着できるようになっている。柄孔の背面側が破損しているため、柄の受け

部が延びていたかどうか不明である。全長29．45cm、幅9．55cm、基部の厚2．0cm、柄孔7．0×3．0cm。

板目。コナラ属アカガシ亜属。3015Wは刃部が丸く、側線も丸味を帯びていてはっきりした肩部をなさ

ない。身の片側緑は欠失している。着柄部はナデ肩状に狭まって基部にいたり、柄を挿入するための柄

孔を設ける。柄孔は長方形で、身に対して約50　の角度で柄が装着できるようになっている。柄孔の背

面側が破損しているため、柄の受け部が延びていたかどうか不明である。全長23．1cm、残存幅9．6cm、

基部の厚2．5cm、柄孔7．8×4．2cm。板目。コナラ属アカガシ亜属。

3016W・3017Wは一木の連歯下駄で、板目材を用い、歯を削り出している。鼻緒孔のうち前壷は前歯

よりも前に位置し、孔は小さい。後壷は後歯の前面に接しており、孔がやや大きい。3016Wは平面が隅

丸長方形で、歯はほとんど失くなっており、後歯の中央に小孔が穿たれている。全長23．5cm、幅10．15

cm、厚1．35cm。ヒノキ。3017Wは平面が小判形で、歯はほとんど失くなっており、片側緑を欠失する。

全長21．05cm、残存幅7．0cm、厚1．75cm。ムクロジ。

3018Wは杓子であるが、全体に薄く皮のように痩せてしまっている。身の先端は丸く、側線は直線的

である。身と柄の境は稜をもち、柄に向かってナデ肩状に細くなる。柄は途中で欠損している。残存長

33．5cm、幅8．5cm、残存厚0．4cm。モミ属。

3019Wは割り材を方柱状に削り出した部材で、2側面に浅い切り込みがある。切り込みの根元に釘孔

らしき方形孔が残る。全長9．05cm、幅7．65×5．65cm。スダジィ。

箸は多数出土しており、8本を図化した。3020W～3023Wはやや幅広で、扁平な形態である。3020W

は全長25．0cm、幅1．05cm、厚0．4cm。3021Wは全長22．2cm、幅0．8cm、厚0．35cm。クロベ。3022W

は残存長20．0cm、幅0．7cm、厚0．4cm。3023Wは残存長20．5cm、幅0．7cm、厚0．4cm。3024W～3027

Wは棒状の形態である。3020Wは全長26．3cm、径0．65～0．4cm。3025Wは全長25．1cm、径0．45cm。モ

ミ属。3026Wは全長21．7cm、径0．65cm。3027Wは残存長19．9cm、径0．45cm。ヒノキ。
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第1章　平成7年度

第8節　石器・石製品・玉類

1．石器

弥生時代の石器（図版159）

3001Sは凹基式の石鉄で、B地区C－5区の溝75015SDから出土した。逆刺の両端を欠くが、両側

緑は細かい調整で仕上げている。石材はサヌカイト。現存長2．98cm、現存幅2．05cm、厚0．4cm。

3002Sは石庖丁形のスクレイパーで、A地区A－7区の中世の池72001SGから出土した。ほぼ完形

で、刃部には両面から細かい調整が入り、背部には自然画を残す。石材はサヌカイト。長4．5cm、幅7．6

cm、厚0．9cm。

3003S・3004Sは磨製石庖丁で、いずれも第2層から出土した。3003Sは1／2以上が欠けており、

1孔の残欠が確認できる。両端は残っていないが、背部と刃部の一部が観察でき、刃は両面から研ぎ出

す。石材は明石川流域産の砂岩とみられる。現存長5．88cm、幅4．43cm、厚1．11cm。3004Sは片面が

完全に剥離した細片で、刃部の一部と1孔が観察できる。表面には不整方向の擦痕が残る。石材はいわ

ゆる塩田石である。

3005Sは扇平片刃石斧で、A地区C－5区の平安時代の土坑73012SKから出土した。基部が欠けて

いるため全長は不明である。刃部も一部を失っているが、刃は片面から研ぎ出す。表面には斜め方向の

擦痕が交差状に残る。側面に穿孔の痕跡が観察でき、本来石庖丁か磨製石剣であった製品を転用したも

のとみられる。石材は粘板岩。現存長6．26cm、現存幅3．59cm、厚0．78cm。

3006Sは蛤刃石斧で、A地区E－8区の第3層から出土した。ほぼ完形だが刃部端が潰れている。基

部にも打撃痕があるところから、楔状の使用方法が想定でき、石斧を楔に転用して廃棄した可能性も考

えられる。表面には蔽打痕・線条痕が観察でき、製作工程を示す痕跡ともみられる。断面は楕円形を呈

する。現存長13．63cm、幅6．88cm、厚5．01cm。

古墳時代の石器（第3・4図）

3008Sは磨石で、B地区の竪穴住居76021SH内の土坑76046SKから出土した。ちょうど手の平に収

まるサイズの円筒形で、両端が使用によって平らに摩耗している。長9．4cm、幅5．0cm、厚4．65cm、

重337．1g。

3009Sは磨石で、B地区の竪穴住居76006SHから出土した。扁平な円礫で、長軸の一端が平らに摩

耗している。長8．3cm、幅7．75cm、厚5．95cm、重533g。

3010Sは磨石で、B地区の土坑76067SKから出土した。細長い円礫の両端がいびつに潰れている。

長8．8cm、幅6．5cm、厚5．7cm、重452．4g。

3011Sは砥石で、B地区の竪穴住居76022SHから出土した。途中で折れており、片面も剥離してい

るため、使用面は1面しか残っていない。現存長14．05cm、幅11．9cm、現存厚5．3cm、重1390g。

3012Sは砥石で、B地区の竪穴住居76002SHから出土した。3面に使用痕があり、摩耗によって細

くなった中間で折れている。現存長12．7cm、幅10．15cm、厚8．1cm、重1340g。

3013Sは砥石あるいは台石で、B地区の竪穴住居76021SHから出土した。2面に使用痕が認められ

る。長26．85cm、幅25．1cm、厚17．2cm、重6800g。
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第4図　平成7年度の石器（2）写真



第8節　石器・石製品・玉類

その他の石器（図版159・第3・4図）

3007Sは砥石で、A地区C－0区の第3層から出土したが時期は不明である。変形直方体の4面を使

用しており、砥面には不整方向の擦痕が認められる。一方の端面が細くなっているのは、使用によって

細くくびれた箇所が半分に折れたためかもしれない。現存長13．63cm、幅6．88cm、厚5．01cm。

3014Sは結晶片岩製の石棒で、古墳時代の土坑76068SKから出土したが、本来の所属時期は不明で

ある。わずかに欠損があるもののほぼ完形である。身部は直線的で、断面不正円形に面取りされている。

先端には亀頭状の隆起を作り出し、表面は蔽打で仕上げる。基部はやや反り上がって平たくすぼまる。

長27．0cm、頭部径4．7×3．9cm、身部径3．8－3．4cm、基部径3．2×2．7cm。

2．石製品

池72001SG出土石硯（図版110）

A地区第2両の鎌倉時代の池から、石硯が2点出土した。

3124は四葉形あるいは木瓜形と呼ばれる石硯で、出土時に破損（図の網掛け部分）したが、本来はほ

ぼ完品であったとみられる。磨り面は陸部から海部に向かってなだらかに落ち込み、最深部から縁が立

ち上がる。陸部には不整方向の擦痕が観察できる。底面は弓なりの上げ底となっており、中央で2mm

浮いている。現存長11．9cm（復元長21．1cm）、現存幅8．9cm（復元幅9．0cm）、高さ1．7cmである。縁の幅

は4～6mmで、深さは陸部で1～2．5mm、海部で13mmである。石材は暗灰色の赦密な粘板岩で、表

面の各所に鉄分が付着している。

3125は石硯の底部の破片で、底面の輪郭から3124と同様の四葉形とみられるが、わずかに残る底縁か

ら推測する大きさは3124よりも一回り小さい。表面側はほとんど剥離しているが、かすかに海部の痕跡

が観察できる。現存長6．7cm、現存幅7．4cm、現存厚6．5mmである。石材も3124と同系統とみられる。

3．玉類

古墳時代の玉類（図版159）

3001Jは喝塙の勾玉で、A地区第2両の柱穴内から出土した。頭部のみの破片で、片面穿孔の孔が残

る。断面は扁平な楕円形である。
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第1章　平成7年度

第9節　金属器

1．銅製品

帯金具・銅銭（図版160）

3001Mは銅製銘尾の片面の残欠で、A地区C－8区の第1層から出土した。平面は長方形で、尻側が

丸くなっている。側面は口側を除く3方がスカート状に垂れ下がり、同形品を2つ合わせて帯革を挟み

込むものである。内面には鋲の痕跡が3箇所認められる。表面には緑青が鋳出しており、メッキの状態

は判らなかった。長3．6cm、現存幅2．75cm、高0．5cm、厚0．2cmである。

3002MはA地区の井戸72012SEから出土した。表面に「皇宋通賓」の文字が十字方向に読み取れる。

初鋳西暦1039年の宋銭である。直径2．45cm、厚0．1cmである。

3003M・3004MはB地区I－0区の第4層から、2枚が錬着した状態で出土した。3003Mは表面が完

全に風化していて、文字が判読できない。3004Mは表面に3003Mの残欠がこびりついて1文字が読めな

いが、「天□通賓」の文字が時計回りに読み取れるので、「天祷通賓」と考えられる。初鋳西暦1017年の

宋銭である。直径2．4cm、厚0．15cmである。

2．鉄器

釘・金具・農具（図版160）

釘はA・B地区の包含層から出土しており、3007M・3014Mが第4層であった他はほとんどが第2層

に含まれていて、中世に帰属するものが大半と考えられる。

全長がほぼ判明しているものについては、7cm前後（3005M～3007M）と5cm前後（3010M・3011

M）のグループに分かれる。頭部の形状は、端部を折り曲げているもの（3005M・3006M・3013M）、や

や幅広となるもの（3014M）、特に頭部を作らないもの（3007M・3010M・3011M）の3種がある。両端

を欠失している3008M・3009M・3012M・3015Mは他の棒状鉄製品の可能性もある。

3016MはA地区D－6区の第2層から出土した。約1000　の角度をもつ隅金具だが、周縁がすべて欠

けていて端部は残っていない。

3017MはB地区氾濫原画の第4層から出土した。短冊状の鉄器で、馬鍬の歯と考えられる。先端を欠

失しており、現存長11．5cm、幅2．15cm、厚1．4cmである。

工具・容器・武器・馬具（図版161）

3018Mは袋状鉄斧で、A地区B－9区の第1層から出土した。袋部の断面はほぼ円形で、端部はほぼ

密着している。刃部は鋸のために大きく膨れており、形状は不明である。長9．25cm、幅5．0cm、袋部

径3．1×2．6cm。

3019Mは周縁が膨らみをもつ円弧となっており、蓋状の鉄製品とみられる。A地区B－6区の第2層

から出土した。破片から復元できる直径14．8cm、高1．2cm以上、厚0．7cmである。

3020MはA地区C－5区の第3・4層から出土した。刀子の茎部から刃部にかけての破片で、両端を

欠失している。残存状況が非常に悪く、関の形状も判らない。残存長10．3cm、幅2．3cm、厚0．8cmで

ある。

－106－



第10節　骨角器

3021MはA地区A－5区の第3層から出土した。麻箆被をもつ長頸鉄の頚部から茎部にかけての破片

で、両端を欠失している。残存長4．7cm、幅0．5×0．4cm。

3022M・3023MはB地区第1両の土坑75005SKから出土した素環鏡板付轡である。3022Mは引き手

壷の断片、3023Mは2つに折れた引き手と、衝・素環鏡板の断片からなる。3つの部品の関係は、衝の

環に引き手と鏡板が連結する形態である。他の製品と違い、各部品の断面は径0．5～0．7cmの円形を呈

する。

引き手は全形の判る3023Mで長14cm余り、引き手壷の環の径約3cm、角度100～1200、連結部側の

環の径は2．2cmである。本体部分はⅩ線写真によって螺旋状に捻ってあることが判明した。ただし単独

の透過写真だけでは捻りの方向までは判読できないため、園では仮に右巻きの螺旋に表現したが、実際

には左巻きの可能性もある。

衝は一部しか残っていないため、何連のものであったか不明である。環の径は2cm余りになる。

鏡板は素環で扁円形を呈する。立聞きがあったかどうかは判らない。

第10節　骨角器

井戸73016SE出土鹿角（第5図）

A地区第3両の平安時代の井戸から鹿角製の製品が1点出土した。

3001Nは角の股部を利用してJ形に作った製品で、自在鈎のような道具の可能性があるが、基部に細

工は施されていない。遺存状態は悪く、全体に髭が入って脆弱になっており、ビビアナイトも析出して

いる。残存長15．6cm、幅6．8cm、径1．8cm。

0　　　　　　　　　　　5cm

：，，，，　r

第5図　7測16SE出土鹿角
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第2章　平成8年度

第2章　平成8年度

第1節　堀81006SDの土器・陶磁器

堀からは、近世の陶磁器を中心に、コンテナ50箱を越える遺物が出土しており、出土した遺物には土

器・陶磁器、土製品、瓦などがある。堀出土の遺物は上層より順にI～Ⅳ層の4層に分けて取り上げ行

った。ここでは、I～Ⅳ層の順に、出土遣物の主要なものについてその概略を述べる。

1．I層出土遺物

土師器（図版162）

焙烙（5003）は塑造り成形で、底部は平底、体部は内偵し、口縁端部は丸みをもつ。底部外面はへラ

削り調整を施し、体部外面～底部内面にかけてはナデ調整を施す。

瓦質土器（図版162）

羽釜（5001）は鍔の幅が広く水平方向に延び、口綾部は僅かに内傾する。口緑部外面には凹線が5条

施される。鉄釜を模倣したタイプの羽釜である。

香炉（5002）は平底で脚を3～4箇所貼付する。体部外面は丁寧にヘラ磨きし、上部に透かしが入る。

無軸陶器（図版162～164）

（1）丹波（5004）

鉢（5004）は平底で体部は直立し、口緑部上端は水平に面取りする。丹波産の匝鉢に類似するが用途

は不明である。

（2）堺・明石（5005～5011・5013）

措鉢（5005－5011・5013）の中には、底部内面の措目を放射状に施文する（5005～5009）明石産措鉢

の特徴を示すものが含まれるが、全体に堺産と明石産の厳密な区別がつけられなかったため、堺・明石

産として、一括して報告する。

放射状に施文するものは、口縁部の形態から、5005は稲原分類のⅡ－1類、5006～5008がⅡ－3類、

5009がⅡ－2類に相当し、いずれも18世紀後半～19世紀前半の時期に比定される。

（3）備前（5012）

徳利（5012）は平底で体部は内等し、3箇所を強く押さえてくぼみをもたせる。外面には鉄泥柴を塗

布する。底部外面には胎土跡が4箇所認められる。

施粕陶器（図版164～165）

（1）肥前（5014・5016）

2点の椀のうち、5014は内外面とも黒褐粕施粕の後、自泥を内面は渦巻き状に、外面は波状に施文す

る刷毛目唐津で17世紀後半～18世紀前半の時期が与えられる。また、5016は端整な輪高台をもち、内外

面とも白濁粕を施和し、高台裏は露胎で「木乃下」銘をもつ肥前系京焼風陶器で、17世紀後半～18世紀

前半の時期が考えられる。

（2）瀬戸・美濃（5015・5017・5034）
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第1節　堀81006SDの土器・陶磁器

椀（5015）は体部外面に櫛状工具で沈線を2条施し、口縁部外面には灰粕が、外面の体部から底部に

かけては褐色粕が施和され一部重複する。19世紀前半代の腰錆茶碗に類似する。

小杯（5017）は内外面とも白濁粕を施和し、底部外面は露胎で墨書が認められる。

水鉢（5034）は口綾部外面には印花の雷文帯、刻目文を施文し、体部外面には龍文を貼り付ける。内

面は灰寒由、外面の口緑部から体部には緑粕、体部外面は鉄瓶をそれぞれ施粕する。19世紀前半の時期が

与えられる。

（3）京・信楽（5019・5024）

ひょうそく（5019）は皿の内面に凸帯が1条巡り、灯芯を置く切り込みが1箇所刻まれている。脚部

は中空で、内外面とも施和し灰白色に発色する。19世紀前半の時期が考えられる。

徳利（5024）は外面の口緑部から体部下半までは白濁粕を施和し、体部の最下端から底部外面は露胎

である。体部上半に寒由を削り出す形で「石」をヘラ描きする。

（4）明石・舞子（5022・5029・5035）

蓋（5022）は体部外面にトビガンナ施文を施した後、同心円状に鉄粕を施和し、自泥で松・菓文をイッ

チン掛けする。19世紀前半以降の時期が考えられる。

鉢（5029）は内面は白濁粕を全面施和し、外面の日録部から体部上半は施粕するが体部下半以下は露

胎である。19世紀前半以降の製品と考えられる。

皿（5035）は舞子焼である。型造り成形で鯛形に造りだし、底部外面には細かい布目痕と指頭庄痕が

認められる。内面には灰寒由を施し、外面は露胎である。外面中央に楕円形の「まいこ」の刻印がある。

（5）丹波（5023・5025～5027）

徳利は4点あり、5023は底部外面以外は全面に鉄粕を施粕する。5025は外面に灰粕を施寒由した後、海

老を頚部、体部、尾部は鉄瓶で、目、足、ひげは自泥をイッチン掛けで施文するいわゆる海老徳利であ

る。5026は全面に鉄粕を施和し、体部外面の粕を削り取って、「江州□□笹六」の文字をヘラ書きする。

19世紀前半代の製品である。5027は内外面とも鉄粕を施和し、体部外面に自泥のイッチン掛けで「大口」

「金時」などの文字を施文する。

（6）産地不明の施粕陶器（5018・5020・5021・5028・5030～5033）

産地の明確でない施粕陶器には、ひょうそく（5018）、鉢（5020・5028・5030・5033）、蓋（5021）、

注口鍋（5031）、水滴（5032）などがある。

磁器（図版165～167）

（1）肥前産の磁器には青磁と染付がある。

①青磁（5036・5037）

皿（5036）は内外面の青磁粕が、淡い灰線色に発色する。高台は浅く削り出す蛇ノ目凹形高台である。

香炉（5037）は内面の体部上半から外面は全面施寒由し、高台畳付の粕はかきとる。

（彰染付（5038～5041・5046～5053）

碗には底部の器壁が厚く、外面に淡い呉須で施文する租製のいわゆるくらわんか手（5038）、高台が「ハ」

の字状にひらくもの（5039）、胎土が陶質の陶胎染付（5040）、高台が細く高い広東碗（5041）などがあ

る。5038には18世紀後半、5039は18世紀前半、5040は17世紀後半、5041は18世紀後半～19世紀前半の時

期がそれぞれ考えられる。

杯（5042）は体部外面に界線、縦線6条、よろけ文を交互に措く。
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蕎麦猪口には底部内面にコンニャク印判で五弁花文を施文し、外面に菊花文を措くもの（5046）、半裁

菊花文を措くもの（5047）、松竹梅文を措くもの（5048）、簡略化した草花文を措くもの（5049）などがあ

り、いずれも18世紀後半～19世紀前半代の所産である。

皿には高台脇以下が露胎で底部内面に蛇ノ臼状粕ハギがみられるもの（5050）、いわゆるくらわんか手

で蛇ノ臼状粕ハギがみられるもの（5051）、みられないもの（5052）、蛇ノ目凹形高台をもつもの（5053）

などがある。5050は租製の皿であり、18世紀前半の時期があたえられる。5051は器壁が厚く、内面に草

花文を措く。5052は外面に唐草文、渦福文、内面は窓絵風に山水楼閣図を措く。いずれも18世紀後半代

に比定される。5053は18世紀後半～19世紀前半代の製品である。

（2）瀬戸・美濃（5044・5045）

碗（5044）は体部外面に草花文（ナスビ）、内面に草花文を措く。19世紀前半以降の製品である。

杯（5045）は底部の器壁は非常に厚く、外面に馬ノ目文、界線、内面はくずれた「寿」字文を措く。

19世紀前半の所産であろう。

（3）産地不明の磁器（5043・5055・5058）

産地の明確でない磁器には染付の杯（5043）、皿（5053）、角皿（5055）、蓋（5058）などがある。

土製晶（図版167）

天神像形（5056）は形造り成形で、正面と背面を別々に型で作り、貼り合わせる両型造りである。両

側には狛犬を配する。灯籠形（5057）は正面に鳥居形を施文する。底部外面には釘穴が穿孔される。

土錘（5059）の外面は磨耗して平滑であり、焼成は堅敵である。

瓦（図版167）

瓦（5060～5063）はいずれも煉瓦の巴文軒丸瓦である。いずれも巴の尾は長く、珠文数は5060・5061

が14、5062が16である。

2．I・Ⅱ層出土遺物

ここで、I・Ⅱ層出土としたものはI層・Ⅱ層から出土した破片が接合できたもので、出土層位が2

層にまたがるものである。I・Ⅱ層からは、無粕陶器、施粕陶器、磁器が出土している。

無粕陶器（図版168・169）

措鉢（5064～5067）はいずれも口縁部が上下に拡張して緑帯を形成し、口縁部外面には凹線もしくは

沈線を2条施す。5065には体部外面の下位に明石の陶工である久保屋喜兵衛を指す「久喜」の銘がヘラ

書きされており、明石産措鉢と確認できる。明石産と考えれる放射状の措目を施文する措鉢は5064・5066

が稲原分類のⅡ－3類、5065がⅡ－2類に類似し、18世紀後半～19世紀前半に時期が比定される。

施粕陶器（図版169）

（1）瀬戸・美濃（5068・5069）

2点の椀のうち5068は底部と体部の界に凹部をもち、内外面とも白濁粕を施和し、乳白色に発色する。

体部外面は線粕でタンパン風に施文する。19世紀前半の所産であろう。5069は底部外面はト巾状に削り

残す。内面から口緑部外面にかけて灰粕を施粕する。体部外面はヘラ状工具で幾何学文を施文し、その

上に鉄粕を施粕する。18世紀代の鎧茶碗に類似する。

（2）丹波（5072）

嚢（5072）は体部外面に化粧土を塗布した後、灰粕を飴状に施粕する。19世紀代の所産であろう。
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磁器（図版169）

肥前産の染付青磁鉢（5071）は蛇ノ日凹形高台をもち、外面は青磁粕を施す。内面は呉須で雲龍文、

草花文、界線、山水楼閣文を、底部外面は蛇ノ臼状粕ハギし、高台裏には著しく変形した渦福文を施文

する。18世紀後半～19世紀前半の製品である。

3．Ⅱ層出土遺物

Ⅱ層からは土師器、無粕陶器、施粕陶器、磁器が出土している。

土師器（図版170）

火消壷（5073・5078）のうち、5073は平底で体部はほぼ直立し、体部上位で「く」の字状に屈曲する。

5078は平底で体部は内等し、口縁部は内側に肥厚する。口緑部外面に耳を1箇所貼り付ける。

風炉（5074）は脚部の2箇所に浅い挟ぐりを入れる。脚部の側面には松葉状の穿孔があり、外面に化

粧土を塗布する。煎茶用の風炉であろう。

倍烙（5075－5077）はいずれも型造り成形で、体部と底部の界は5075は木きく「く」の字状に、また、

5076・5077はほぼ垂直に屈曲する。

無粕陶器（図版170～172）

（1）丹波（5080・5090）

鉢（5080）は口緑端部は内側に玉線状に肥厚する。口緑部をひねって片口を作り出す。内面は全面に

灰寒由を施寒由する。

措鉢（5090）は口縁部が断面三角形状に肥厚し、下端部を下へつまみ出す。内外面に鉄泥柴を塗布す

る。大平分類のⅣ類、長谷川分類のⅡA類に類似し、17世紀前半～18世紀前半の時期が考えられる。

（2）堺・明石（5081・5083～5087・5089）

措鉢（5081・5083～5087・5089）はいずれも口縁部が上下に拡張し、緑帯を形成し、外面に凹線もし

くは沈線を2条施す。内面に措目を放射状に施すものは明石産（5081・5083）と考えられ、いずれも、

稲原分類のⅡ－3類に類似し、18世紀後半～19世紀前半の時期が考えられる。

（3）備前（5088）

徳利（5088）は体部の3箇所を押さえてくぼませる。凹部には型押し成形の布袋を貼り付ける。焼成

は軟質で底部外面には火禅がみられる。いわゆる布袋徳利である。

（4）産地不明の無粕陶器（5079・5082）

産地の明確でない無粕陶器には鉢（5079）、おろし金（5082）がある。

施粕陶器（図版172～173）

（1）肥前（5092・5095・5097・5099・5100・5102・5104）

椀には自泥で波状文を施文する刷毛目唐津椀（5092）と、高台を端整に削り出し京焼風のプロポーシ

ョンをもつ肥前系京焼風陶器椀（5094）がある。いずれも17世紀後半～18世紀前半の時期が考えられる。

香炉（5095）は口綾部を玉線状に成形する。内面の体部下半以下は露胎で、内面の体部上半～体部外

面は灰粕を施粕し、さらに外面に白濁粕で草花文を施文する。17世紀後半の時期が考えられる。

皿（5097）は内面及び外面の高台脇まで銅線粕を施和し、底部内面の粕は蛇ノ目状にかきとる。高台

脇以下は露胎で、高台は三日月状に削りだす。17世紀後半～18世紀前半の製品である。

鉢には内面に白泥で文様を象恢する三島唐津（5099）と、櫛状工具で波状文を施文し、白濁粕を施和
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する刷毛目唐津（5100・5102・5104）がある。いずれも17世紀中頃～18世紀前半の所産である。

（2）京・信楽（5098・5108・5110）

鉢（5098）は内外面とも施粕するが、外面の体部下半以下は露胎である。底部内面には草花文を貼り

付けた後、白濁粕を施和し、さらに施文部には緑粕を施粕する。18世紀後半以降の時期が考えられる。

ひょうそく（5108・5110）のうち、5108は皿部の内面～体部外面まで灰粕を施和し淡黄緑色に発色す

る。底部の内外面は露胎で脚部は中空である。5110の外面は底部以外全面に灰粕を施和し灰線色に発色

する。底部の内外面は露胎で脚部は中空である。いずれも18世紀後半～19世紀前半の時期が考えられる。

（3）丹波（5105）

徳利（5105）は口緑部が外反し、端部は僅かに肥厚する。外面は鉄粕を全面施和し、さらに自泥をイ

ツチン掛けで「ハ」、「仁」の文字を施文する。

（4）瀬戸（5106）

古瀬戸の水注（5106）の最大径は体部上半にあり、算盤玉状の形状を呈する。体部上面に注口1箇所、

把手1箇所を貼り付ける。体部外面の最大径付近と口綾部付近に櫛状工具で5条単位の沈線を施文する。

藤澤編年の古瀬戸前Ⅳ期相当の水注で13世紀後半～14世紀前半の時期が考えられる。

（5）産地不明の施粕陶器（5091・5093・5096・5101・5109・5111）

産地の明確でない施粕陶器には皿（5091）、鉢（5093・5101・5103）、香炉（5096）、燭台（5109）、ミ

ニチュア措鉢（5111）などがある。

磁器（図版173～175）

（1）肥前

①青磁（5112）

香炉（5112）は高台は蛇ノ目凹形高台である。内面は露胎で、口緑部内面～底部外面までは青磁粕を

施和し、淡青緑色に発色する。底部外面は蛇ノ臼状粕ハギを行う。

②染付青磁（5138・5140）

鉢（5138・5140）のうち5138は蛇ノ目凹形高台をもち、口緑端部は型押しで輪花状に整形する。底部

外面は蛇ノ臼状粕ハギがみられ、砂が付着する。5140は口縁部は型打ち整形により輪花状に整形し、内

面は雲流文、界線、変形唐草文を措き、外面は青磁粕を施粕する

⑨染付（5113～5119・5122・5125～5129・5131～5137・5141・5142）

碗は底部の器壁が薄く、淡い呉須で文様を措くいわゆるくらわんか手（5113～5119）、胎土が陶質で、

淡い呉須で施文する陶胎染付（5122）、細く高い高台をもつ広東碗（5125・5126）、端整な輪高台をもち、

プロポーションが京焼風の京焼風磁器（5127・5128）などがある。くらわんか手にはコンニャク印判の

みで草花文を施文するもの（5113）・菊花文を施文するもの（5114）、割筆を用いて二重綱目文を施文

するもの（5115・5119）、手措きとコンニャク印判を併用するもの（5116～5118）などがあり、コンニ

ャク印判のみのものは18世紀前半代、コンニャク印判と手措きを併用するものは18世紀後半、二重綱目

文を措くものは18世紀前半代の時期が考えられる。また陶胎染付は17世紀後半、広東碗は18世紀後半～

19世紀前半、京焼風染付は17世紀後半の時期がそれぞれ与えられる。

蕎麦猪口（5129）は色調は乳白色を呈し、外面は半裁菊花文、変形唐草文などを施文し、底部内面に

はくずれた五弁花文をコンニャク印判で施文する。19世紀前半代の時期が考えられる。

皿は器壁が厚く、内面の粕を蛇ノ臼状にかきとる、いわゆるくらわんか手（5131・5132・5135・5136
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・5137）、高台を粗く竹節状に削り出し、底部外面が露胎のもの（5134）、底部まで施粕するもの（5133）

などがある。くらわんか手には18世紀後半代、5133・5134には18世紀前半代の時期が考えられる。

油壷（5141・5142）は色調はやや青味を帯び、体部外面にやや黒ずんだ呉須で草花文、界線を措く。

色調、文様はくらわんか手碗に類似し、18世紀中頃の時期が考えられる。

（2）瀬戸・美濃（5130）

蕎麦猪口（5130）は体部外面に丸に稲穂もしくは萩文、青海波、界線、底部内面には比較的原形を留

める五弁花文をコンニャク印判で施文する。呉須の発色は藍色が強くやや渉んだ感じを与える。19世紀

前半代の製品と考えられる。

（3）産地不明の磁器（5120・5121・5123・5124・5139）

産地が明確でない磁器には、碗（5120・5121・5123・5124）、蓋（5139）がある。

4．Ⅲ層出土遺物

Ⅲ層からは無寒由陶器、施寒由陶器、磁器が出土している。

無軸陶器（図版175・176）

（1）丹波（5143・5145）

嚢（5143）は口縁部外面に擬凹線を2条もつ。体部外面～口緑部内面はヨコナデ調整が施され体部内

面にはヘラ削り痕が認められる。

措鉢（5145）は口緑部は内側に拡張し、端部上面を水平に成形する。口緑部内面には凹部をもち、全

体に薄手に成形する。大平分類のⅩI類、長谷州分類のⅡA類に類似し、18世紀後半～19世紀前半の時

期が考えられる。

（2）備前（5144）

措鉢（5144）は幅が広く低い高台を削りだす。口縁部は上下に拡張して緑帯をつくりだし、口緑部外

面に沈線を2条もつ。内面の底部と体部の界は不明瞭である。乗岡編年の近世Ⅴ期に相当し、19世紀後

半から近代の時期が考えられる。

（3）堺・明石（5146）

措鉢（5146）は口縁部上端は丸みをもち、口緑部下端は断面三角形状に下方につまみだす。口緑部内

・外面にそれぞれ凹線を2条もつ。18世紀中頃～後半の製品である。

施粕陶器（図版176）

（1）肥前（5148）

皿（5148）の高台は三日月高台で非常に浅く削り出す。内・外面に灰粕を施和し淡線灰色に発色する。

内面に煤が付着し灯明皿として使用されていたと考えらえる。17世紀前半の唐津である。

（2）産地不明の施粕陶器（5147）

皿（5147）は焼成が軟質で内・外面とも透明粕を施粕するいわゆる柿粕の灯明皿である。

磁器（図版176）

碗（5149）はいわゆるくらわんか手で底部の器壁は非常に厚く、色調は青味を帯びた灰色を呈する。

体部外面には梅花に雪輪文、界線を措く。18世紀後半の肥前系の製品である。

皿（5150）は体部内面に草花（笹菓）文を措き内・外面とも施粕するが、外面の高台脇以下は露胎で

ある。また底部内面には蛇ノ臼状粕ハギがみられる。18世紀前半の肥前系の租製の染付磁器である。
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5．Ⅳ層出土遺物

Ⅳ層及び最下層の青灰シル下層中からは少量ではあるが、土師器竃（5161）・鍋（5151・5162・5167）

・皿（5159）、施粕陶器皿（5163）、青磁碗（5164・5165）、青花磁器（5166）などが出土している。

土師器（図版177）

竃（5161）は体部、口緑部とも直立し、退化した鍔を貼り付ける。内外面とも刷毛目調整が見られる。

鍋（5151・5162・5167）は上下の強いヨコナデにより退化した鍔部を形成する。口緑部は内偵し、体

部外面には斜め方向の叩き目が残る。15～16世紀代に播磨地域に広く分布する羽釜形鍋である。

皿（5159）は回転台を使用して成形し、内・外面とも回転ナデ調整が施される。

施粕陶器（図版177）

施粕陶器には瀬戸・美濃系の灰粕陶器の椀もしくは皿がある（5163）。内・外面とも灰粕を施和し淡

黄緑色に発色する。粕質はガラス質で内・外面とも貫人がはしる。16世紀後半代の大窯期の製品である。

磁器（図版177）

青磁碗（5164）は底部の器壁が非常に厚く、内・外面とも青磁粕を施和し暗オリーブ褐色に発色する。

高台裏は露胎である。13世紀代の龍泉窯系の青磁椀の底部であろう。5165は外面に雷文帯とくずれた草

花文をへラ彫りで施文し、内・外面とも青磁粕を施粕する。上田分類のC類碗で、14世紀後半～15世紀

前半代の龍泉窯系の青磁碗である。

青花皿（5166）は薄手に成形され、高台は細く低い。内面には草花文、外面には牡丹唐草文が呉須で

施文される。16世紀後半の明青花であろう。

6．その他の遺構・包含層出土遺物

須恵器（図版177）

鉢（5156）は口緑部は若干玉線状に肥厚する。口縁部外面は重ね焼のため黒色に変色する。内・外面

とも強い回転ナデ調整が施される。13世紀中頃～後半の東播系須恵器である。

無粕陶器（図版177）

（1）備前（5157）

措鉢（5157）は口緑部を上下に拡張して縁帯を形成し、内面に6条1単位のクシ措きの措目を施文す

る。備前焼Ⅳ期の製品で15世紀代に比定される。

（2）堺・明石（5158）

措鉢（5158）は口緑部は直立して緑帯は形成しない。口縁部外面には沈線2条、口緑部上面には沈線

1条をもつ。内・外面とも鉄泥柴を塗布する。18世紀中頃の堺産措鉢であろう。

（3）丹波（5160）

鉢（5160）は平底で体部は僅かに斜め上方に立ち上がる。体部下半には指頭庄痕が明瞭に残る。体部

上半には沈線が2条施される。

施粕陶器（図版176）

蓋（5152）は外面にヘラ状工具で線を刻み、環状に中央部、側線部に鉄瓶を施粕する。自泥で松葉文

を施文した後、線粕をタンパン状に施粕する。19世紀前半以降の在地産（明石産）の製品であろう。

皿（5154）は幅が広く低い高台をもち、租くト巾状に削りだす。内・外面とも高台裏を含めて白濁粕

を施和し底部内面と高台畳付にそれぞれ目跡が5箇所観察される。肥前系陶器の可能性がある。
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磁器（図版176）

肥前産の皿（5153）は低い蛇の目状凹形高台をもち、口線部は小さな玉線状に肥厚する。内面は水草

文、外面は簡略化した唐草文を施文する。19世紀前半代以降の製品である。

瓦（図版176）

瓦には唐草文軒平瓦（5155）がある。

（註）
（1）稲原昭嘉2000年「明石措鉢の編年について」『近世の実年代資料』第12回関西近世考古学研究大会資料集　関

西近世考古学研究会
（2）自神典之1992年「堺摺鉢考」『東洋陶磁　第19号』東洋陶磁学会
（3）大橋康二1984年「肥前陶磁の変遷と出土分布一発掘資料を中心として－」『国内出土の肥前陶磁』九州陶磁文

化館
（4）九州近世陶磁学会編2000年『九州陶磁の編年』
（5）大平　茂1992年『下相野窯跡』兵庫県教育委員会
（6）長谷川眞2000年「近世丹波系措鉢とその系譜関係」『関西近世考古学研究　Ⅷ』関西近世考古学研究会
（7）藤澤良祐1997年「古瀬戸編年表」『研究紀第5輯』瀬戸市埋蔵文化財センター
（8）乗岡　実1999年「近世備前焼の措鉢」『関西近世考古学研究　Ⅶ』関西近世考古学研究会
（9）上田秀夫1982年「14－16世紀の青磁椀の分類」『貿易陶磁研究　No2』日本貿易陶磁研究会
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81002SX（図版178）

第1面で検出した遺構であるが、出土した土器は古墳時代のものである。

5169は須恵器の壷である。頚部から胴部にかけてカキメを施す。底部は丸底で、回転によらないヘラ

ケズリを施す。古墳時代後期から飛鳥時代のものである。

5170は土師器の旗である。体部は磨滅・剥離のため調整は不明であるが、てづくね土器のような雑な

仕上げである。孔の右上あたりに黒斑がみられる。古墳時代中期のものであろうか。

A地区包含層出土の土器（図版178）

5171・5172は第1両を覆う第1層から出土している。

5171は須恵器の旗である。口緑部を欠くが、胴部最大径10．0cm、胴部の高さは7．5cmとまださほど扇

平化しておらず、肩部の稜もあまり明瞭でない丸味をおびた形態などの特徴から、古墳時代後期でも比

較的古い時期のものと考えられる。孔周辺以下は回転へラケズリののちナデている。

5172は須恵器の杯身である。5172は推定口径10．6cm、器高3．8cmと小型で、立ち上がりも倭小化して

おり、飛鳥時代に入るものであろう。

5173は第1層および第2層から出土している須恵器の杯身である。推定口径13．15cm、器高3．55cmと

非常に扇平である。古墳時代後期TK209型式にあたるものか。

5174～5178は第2両を覆う第2層から出土している。5178が土師器でそれ以外は須恵器である。

5174は杯もしくは怨（まり）である。底部は回転へラケズリのちナデ。体部はほぼ垂直に立ち上がり、

口縁端部は薄く尖って終わる。飛鳥時代初めの宝珠つまみの蓋に組み合う定型化以前の杯であろうか。

内面に自然粕がかかっており、口緑部を上に向けて焼かれたものである。

5175・5176は須恵器の杯身である。5175は推定口径12．6cm、器高3．4cm、5176は推定口径13．0cm、器

高3．55cmと、第1層出土の5172に比べ、口径は大きく立ち上がりもしっかりしている。5173と同じく古

墳時代末のものであろう。
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5177は砲である。5167よりも、肩が張って角張った扁平な体部で、時期的には新しい型式のものであ

る。肩部の屈曲部と頚部にはそれぞれ2条の凹線がめぐる。底部が一部へこんでおり、ナデで修正して

いる。孔の周辺はかなり欠損している。

5178は土師質の釣り鐘形のイイダコ壷の釣り手部である。孔は太い棒状のものを差し込んで穿孔して

いる。外面はナデ痕があまり残っていないが、内面の天井部にはエビナデ痕が残っている。

旧河道83001SR（図版178）

5179は土師器嚢である。直線的にくの字状に開く口縁の端部は丸くおさめている。頚部外面は荒いパ

ケメを縦方向に施したのち、横方向にも施している。胴部には斜め方向のパケメがみられる。内面は板

状工具によるナデ。須恵器出現以降の古墳時代中期のものである。

5180は土師器壷の口緑である。全体に磨滅のため調整の残りはよくないが、部分的にヘラミガキがみ

とめられる。5179より古い時期のものである可能性もある。

木組遺構83003SX（図版178）

5181は木組遺構83003SX付近の灰色シル下層から出土した弥生時代後期の嚢である。横方向の叩き

を施すが、下部には縦方向のユビナデがみられる。内面はナデである。口縁部外面のみに煤が付着する。

落ち込み84004SX（図版178）

5182は弥生時代後期の嚢の底部である。横方向の叩きを施すが、下部は縦方向にナデ消す。内面は横

方向のパケメを施す。内面および破面の一部もススが付着しており、壊れた後に火を受けたようである。

B地区包含層出土の土器（図版179）

5183～5189は第3両を覆う第3層から出土しており、5183・5184の須恵器以外は土師器である。

5183・5184は杯身である。5183は口径12．9cm、器高5．2cm。立ち上がり部が内傾し、口縁端部も丸く、

底部外面のヘラケズリの範囲も狭い。TKlO型式に相当する古墳時代後期、6世紀中頃のものと思われ

る。5184は口径10．9cm、器高4．6cmで、立ち上がりはほぼ直立し、端部には稜線がめぐる。底面にヘラ

記号がある。TK47型式の古墳時代中期のものである。両者とも口緑や受け部の端部が細かく欠損し、

川を流れてきたために、ローリングを受けたもののように見受けられる。

5185は小型丸底壷、もしくはミニチュア土器である。外面の調整は磨滅のため不明であるが、不調整

か。内面はパケメもしくは工具によるカキトリのような調整である。外面の一部に赤色顔料らしきもの

が付着している。底面には黒斑がみられる。

5186は高杯である。杯部は稜のないタイプであるが、推定口径19．3cm、器高16．4cmと大型で、杯部が

深く、脚柱部も太い。杯部内面と脚柱部外面には板ナデの痕跡がみられる。脚柱部は粘土紐を巻き上げ

たのち絞っているらしい。脚裾部は正円ではなく、波打っている。

5187は嚢である。口縁部の形態から布留式に属するものである。肩部にはパケメ原体の小口による刺

突文が施されている。内面はヘラケズリ後、ナデか。推定口径15．7cmとやや大型である。

5188・5189は嚢である。いずれも口緑部が一旦直立してから外反するタイプで、体部もよく似た楕円

形のプロポーションの古墳時代中期の嚢である。外面はパケメまたは板ナデ、内面はヘラケズリが施さ
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れる。5188は推定口径15．1cm、器高23．5cm、5189は推定口径17．2cm、残存高27．1cmと一回り大型である。

5190は第4遺構面を覆う第4層から出土した弥生時代後期の壷の口緑部で、端部はつまみあげたよう

な形状である。川でローリングを受けたため磨滅が激しいが、内外面とも部分的にパケメが残る。

第3節　木器

掘81006SD出土の木器

掘81006SDから出土した大量の漆器・木製品のうち、遺存状態のよい漆器13点と用途のはっきりし

た器種を中心に図化した。

漆椀・食事具・楽器・農具（図版180、写真図版133）

小片も含め、100点ほどの漆椀が出土しているが、非常に残存状況が悪かったため、調査後整理作業

の開始までに生地が崩壊し、図化が不能になってしまったものも多い。また、漆膜がズルリと生地から

剥離し、水中を浮遊することによってどんどん粉砕していった。図化したものの中にも実測中あるいは

写真撮影中、乾燥のため漆膜の剥離が著しく進行していったものも多い。これは保存状態もさることな

がら、漆器としての質が粗悪な廉価なものが多かったからであろう。

なお漆器の写真撮影にあたっては、ライトの熱による遺物、特に漆膜の傷みが著しいため、ストロボ

での撮影に切り替えた。また図化はできなかったが、写真のみ掲載したものもある（写真図版133）。

5001W・5002Wは掘底から出土した椀で、16世紀代の遺物である。5001Wは高台径7．8cm、胴部残存

径13．3cmとかなり大ぶりのものである。内外面とも黒いが、漆膜が残っているのは内面のみである。外

面の稜線付近に右上がりのカキメ状の調整痕が残る。内面には圏線がみられる。高台外面には横方向の

ロクロ目がみられる。底部の厚みは1．5cmと厚く、高台も高い。底部外面の高台の内側にはロクロの爪

痕がかすかに残る。5002Wは高台部のみが残存している。高台径8．4cm、残存高2．5cm。内面は一部に薄

く朱漆が残っている。高台外面には横方向のロクロ目が残っている。

5003W～5005WはⅢ層から出土した。5003Wは外面黒色、内面朱色の椀である。側面には崩れた巴紋

状の朱色の文様が3箇所みられる。最大径は11．5cm、高台径5．9cm、残存高4．9cm。底部と体部の厚さは

ほとんど変わらず、断面台形の突帯状の極めて低い高台は、時期的に下る要素である。漆膜は木目に沿

って細かな亀裂が入り、剥落・剥離した部分もある。5004Wは浅い椀で、口径10．3cm、高台径5．1cm、

器高3．4cm。外面は黒く、内面は朱塗りである。5005Wは蓋である。口径8．3cm、高台径4．7cm、器高2．7

cm。外面は黒く、内面は朱塗りで、「丸に二つ引」紋が朱色で措かれている。内面の漆は縮緬状にシワが

寄り、浮き上がって剥離しており、外面は高台の内側の漆がほとんど剥離してしまっている。

5006W・5007Wも蓋で、いずれも外面黒色、内面朱色である。5006Wは口径9．6cm、高台径5．1cm、器

高2．6cmで、黄色で「丸に桔梗？」紋が3箇所措かれていたようである。5007Wは口緑端部をわずかに

欠損するものの、推定口径9．6cm、高台径5．0cm、器高3．5cmである。外面の漆膜の剥離は著しく、生地

の木目に沿ってひび割れた部分もある。内面の漆の表面は、混和剤が露呈したものか、ざらついている。

やや扇平な円形の文様が3箇所措かれていたが、退色が著しく、元の色は不明である。黄色であろうか。

5008W～5010Wは椀でもやや深手のタイプである。底部は厚い。5008Wは、底部から稜をなして屈曲

してやや内等気味に立ち上がる器形である。口径12．3cm、高台径5．7cm、推定器高8．2cmの大ぶりの椀で
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ある。高台端部は欠損しているが、1．3cmほどの高い高台である。底部の中心の厚さは1．3cm、稜の部分

では2cmもの厚みがある。内外面とも朱漆を塗っているが、木目に沿った亀裂、剥離がみられる。内面

は剥離した漆の下に、黄土色の下塗りが観察できる。底部外面、高台内側に「E」字状の記号が黒く書

かれている。墨書というよりは、漆で書かれたようにみえる。5009Wは底部から丸みを持って立ち上が

る椀で、高台は欠損している。口径は12．0cm、残存高6．8cm。内面は汚れた朱色で、外面は剥落が著し

いが、やや赤みを帯びた黒漆が部分的に残っている。生地の表面には細かな布目のようなものが見られ

る。また、内面には幅の狭い工具痕のようなものがみられる。5010Wは口径10．4cm、高台径5．4cm、器

高6・4cmのやや小ぶりの椀である。底部から丸みを帯びて体部が立ち上がり、口緑はわずかに開く。「丸

に角立井筒」文らしきものが側面に3箇所措かれているが、剥落が著しい。外面は黒、内面は朱色の漆

が塗られているが、柵かな亀裂が入り、剥落した部分も多く、生地の仕上げも粗雑である。

5011W～5013Wは底部と体部の境に明瞭な稜が伴うタイプの椀（腰高椀）である。いずれも内外とも

朱色に塗られている。5011Wは口緑、高台とも端部を欠くが、推定口径9．4cm、残存高5．0cm。内面の漆

膜の表面はざらついており、混和剤が露呈したものか。また生地の表面には布目のようなものがみられ

る。5012Wは口径13．1cm、高台径6．4cm、器高5．3cmで、口径に対して器高の低い平椀である。内外とも

漆膜の剥離が著しい。生地には柵かな布目のようなものがみられる。底部に「三」の字のような墨書が

ある。5013Wは口縁端部を欠くが、推定口径13．0cm、高台径5cm、残存高5．1cm。これも平椀であろう

か。胴部に1条の細い突線が巡る。漆膜が浮き上がっている。5011Wの底部は厚いが、5012W・5013W

の底部は薄く、高台は薄く直立している。

5055Wは内外とも朱塗り椀の底部の高台内側に「上」と墨書している。5056Wは内面朱塗り、外面黒

漆の椀の側面に朱色で円文の内側に「三枚笹」のような葉を配した模様を朱色で措いている。5057Wは

同じく内朱、外黒の椀の外側面に円文内に橘のような双葉の間に花を配した模様を朱色で措いている。

5058Wは小片のため全体は不明であるが、内朱外黒の椀の外側面に宝珠のような文様を黄色または金色

で軽いタッチで措いている。5059Wは内朱外黒の椀側面に退色して元の色は不明であるが、黄色か金色

で巴のような模様を措いた痕跡が残っていたが、撮影時に漆膜が巻きあがって剥離してしまった。5060

Wは、内外とも朱塗り椀の底部の高台内側に4点を打った墨書である。

これら以外にも、円文内に竹や三つ葉、巴などを配した紋様の椀や、草花文を措いた椀などが出土し

ている。

5014Wは杓子である。材はヒノキである。幅1．5cm程度の削り痕が残る面が裏側であり、内側の匙面

は、厚さは0．6cmで、使用により中央が浅く窪んでいる。握り部分の断面は隅丸方形で、幅1．5cm、厚さ

1．05cm。長さは23．5cm、最大幅7．05cmで、現在使用されているしゃもじとほぼ同じ大きさである。

5015Wは太鼓の胴部である。材はマツ材で、側面には木目が美しく現れるよう、なめらかに仕上げら

れているが、内面は幅3cm程度の工具（ノミ？）で断続的に削ったままである。両面に皮を貼るための

径0・2cmの孔がおおよそ3cm間隔で穿たれ、側面にも2孔が開いていた。皮を張って叩く上下面の推定

の直径は15．6cmと16cmとやや異なっているが、これは埋没後の歪みのせいで誤差がでたものかもしれな

い。胴部最大径は20．5cm、高さは13．7cmである。

5016Wは、ワラなどを打つ大型の槌で、材はアカガシ亜属の一木の芯持ちの材を加工している。本体

部分は一部割れて欠損したり、亀裂が入ったり、また土庄でひずんだりしているが、もとの直径は13．7

cm、高さ17．7cmの円筒形に復元できる。上面には大きな削り痕がみられ、握り部とつながる下面にも加
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工痕がみられる。握りの部分は直径3．9cm、長さ10．7cmの円筒形で、表面が滑らかに仕上げられている○

下駄（図版181・182）

下駄は図化した5017W～5029W以外にも多数出土している。表面は親指・人差し指・踵のあたる部分

が浅く窪み、裏面の踵・つま先部分、また歯の磨滅も著しく、「履き古して捨てたような下駄」が多い。

下駄は、『明石城武家屋敷跡』（兵庫県教委1992）の甲斐昭光氏の分類のように、別個に作成した台部と

歯を組み合わせることにより製作した構造下駄（5026W～5029W）と、一木から台部と歯を削りだした

一木下駄（5017W～5025W）とに大別できる。

この堀81006SDからの出土した下駄で特徴的なものは、一木下駄の中でも台部の先が角張り、後ろ

が丸く、台部裏面の中央をくりぬく露地下駄タイプの下駄（5017W～5022W・5027W）である。

一木下駄で二本の直線的な歯を有するいわゆる連歯下駄は、台部が丸形のもの（5023W・5024W）と、

角形のもの（5025W）の両者がみられる。前者については、歯が台形に下が広がり、接地面積が広くな

るように作られている。

構造下駄は角形の台で、台に2箇所ほぞ穴がある露卯下駄（5028W）と、台の溝に歯を差し込むだけ

の陰卯下駄（5026W・5029W）とがある。陰卯下駄は江戸での研究では18世紀後半以前には普及してい

ないものとされているが、明石城武家屋敷では17世紀の陶磁器と伴って出土している例もあるという。

5017Wは「△」の焼き印らしきもの、5020Wは「O」の焼き印が入っている。また5024Wの表面には

一部黒いものが付着しており、5029の裏面および差し歯は、漆によるものか黒ずんでいた。

なお、下駄の大きさは5017W・5018W・5022Wが大型で、長さ24．5cm～25．2cm、幅も9．7～10cmと広

く、男物の可能性が高い。5019W・5020W・5023W・5024Wは長さ23．35－23．45cm、幅8．2～9．2cmとや

や小ぶりで、これも男性用であろうか。5021Wは長さ22．1cm、幅7．9cm、5025Wは長さ21．1cm、幅9．1cm、

5026Wは長さ21．6cm、幅7．6cmと、5025Wがやや幅広である以外はいずれも小ぶりなつくりで、女物と

考えられる。靴と異なり、下駄は多少足がはみだすぐらいが粋であるともいうが。

5027Wは長さ17．5cm、幅7．75cmと現在の小学校新入生程度、5028Wは長さ16．0cm、幅5．9cmで現在で

は4才程度、5029Wは長さ13．5cm、幅4．9cmでで、現在では2才程度の子ども靴のサイズに相当する。

なお、樹種同定の結果、5019W・5027W・5028Wの本体と歯・5029Wの本体と歯がヒノキ、5025Wは

モミであり、後代の下駄に多用されるキリは使われていなかった。

容器（図版183・184）

5030W～5037Wは小型の円盤状ないし一部欠損したもので、5038Wや5039Wのような曲物の柄杓の底

ではないかと思われる。直径は7．45～14．0cm、厚さも0．5～1．2cmとばらつきがある。5030Wは図化した

面はよくすり減っているが裏面はなめらかである。5031Wはその道である。5032Wは円形ではなく栗の

ようないびつな形で、上面と下面が平行でなく、一方がかなり厚い。5033Wは側面に3方向の釘孔があ

り、表面はボコボコしている。側面は削られている。5034Wは木目がかなり浮き出しており、側面は上

下両面から斜めに面取りされている。5035Wは両面とも黒っぼい。5036Wも円形ではなくいびつな形で、

厚さも不均等である。5037Wは側面を削っているが、周辺はかなり磨滅している。

5038Wの柄杓はヒノキの側材にスギの底板を用いている。側板材の端には1～2cm間隔で切り込みが

入れられ、樺皮で綴じられている。綴目の上部には柄を通すための方形の孔が穿たれ、その対面には小

円孔が穿たれているが、両方の孔の周辺も補強のため、樺皮で綴じられている。欠損のためひずんでい

るが、直径13．5cm、器高10．7cmである。5039Wの柄杓の側板もヒノキ材である。1～2．5cm間隔で樺皮
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で綴じられ、柄を差し込む方形の孔も設けられている。その180度対面にある小孔の回りも補強のため

の綴目がみられる。直径は11．8cm、器高は12．7cmと、多少深めではあるが5039Wと似通った法量である。

5040Wは曲物の底状の木製品が半裁されたものである。直径は19．3cm以上、厚さは0．9cmである。周

縁部が幅1・5cmほど一段低くなっており、薄い側板が立っていたものと思われる。その部分に漆が多く

残っている。裏面は周縁部がわずかに斜めに薄くなっており、その部分によく漆が残っている。5041W

も曲物の底板らしい円盤である。直径20．2cm、厚さは1．1cm。両面とも漆が塗られているが、図化した

面は側板を立てていた面らしく、周縁付近は漆が余り残っていない。また、材と材が接するあたりには、

漆が厚く盛り上がっている。

5042Wは鍋の蓋である。直径16．5cmの円形で、中央に幅1．3cmの溝を切り、幅1cmの板を差し込んで

把手にしている。いずれも材はスギである。厚さは1．1cmであるが、周縁は裏面に向かって斜めに面取

りされている。

5043W～5046Wは折数などの底板と思われる方形の板である。5043Wは一辺11cmの小型の隅丸正方形

である。周縁のうち三辺の中央に1個ずつ、残る一辺のおおよそ三等分する位置に2個で計5個の釘穴

があり、側板を留めていたものと思われる。厚さは0．3mと非常に薄く、反っている。5044Wは22．7×

14・9cm、厚さ0・65cmの長方形の板である。各角からおよそ4cmあたりの位置に2個ずつの計8個の釘孔

があるが、短辺の一方だけはやや不均衡な位置に1個の釘穴がある。なお、この板はもとは1枚だった

ものが二つに割れたものを破面に隠し釘を打って継いでいるが、なぜか2枚を裏表逆にして継いでいる

ことが釘孔から判る。周辺はわずかに薄くなっている。

5045W・5046Wは側板を留める面の裏面に2条の浅い溝を切って別材を飲め込んでいたもので、脚付

の折敷、もしくは蓋であろうか。5045Wは幅0．9cmの溝の一部に薄く黒漆が附着していた。溝のある面

は細いキズが多い。なお、この面は周縁の幅0．8cmほどの範囲が斜めに薄く削られている。この部分に

別材を留めるための直径0．2cmほどの小円孔が5～6cm間隔で並んでいる。一辺がわずかに欠損してい

るが、元は一辺24・2cm（約8寸）の隅丸方形であったものと思われる。5046Wでは、幅0．7cmの溝のあ

る面のみ黒漆が塗られているが、溝の部分には漆はみられなかった。5045Wと同様、周縁が0．7cm幅程

度、斜めに薄く面取りされている。その反対側の面には緑から1cmほど内側に、縁と平行して黒漆が2

mほどの細い幅で残っていた。そのすぐ外側に別材を留めていた釘穴と思われる直径0．2cmほどの小円

孔が5～6cm間隔で並んでいる。元は一辺29．8cm（約1尺）の隅丸方形だったものが、幅10．9cmほどで

折れている。

5047Wは台形の材で、おそらく組み物の箱の側板材である。一番長い辺以外の3辺全てに別材を留め

るための細い木釘が残っており、斜辺には2本、底辺には5本打たれていたようである。図化した面は

丁寧に加工され、研磨されているが、裏面は製材したままである。

加工材（図版185）

5048W～5052Wは用途不明の加工材である。建築材のような大型なものはみられなかった。

5048WはS字状の加工材の一部が欠損したものである。材はヒノキで赦密なもので、側面には細かな

加工痕が残っている。幅3．95cm、長さ8．25cm、厚さ1．65cmである。5049Wは、11．5cmX19cm以上のおそ

らく長方形の短辺の端に幅1．5cm、高さ0．7cmの突出部（柄）を作り出した板材である。厚さは1．4cmで

ある。5050Wは幅7．7cm、長さ35．6cm、厚さ1．4cmの長方形の板材に、幅5．5cm、長さ27．5cmのややいび

つな平行四辺形の部分を一段彫りくぼめたものである。
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5051Wは幅5．5cm、長さ6．1cm、厚さ0．85cmの不整形な板の中央に、直径3．5cmの円孔を穿ったもので

ある。円孔の周囲は黒い付着物がみられる。木取りは非常にわかりにくい、あて材とよばれる部分か。

5052Wは一方が先細りになった矢板のような板で、小孔が3個、縦の中央線上に並んでいる。幅12．8cm、

長さ45．7cm、厚さ0．7cmという大きさの割りに薄いものである。

5053Wは結桶の側板である。上下にタガの痕跡が残る。幅10．9cm、長さ44．5cm。中サイズの桶か。

5054Wはいわゆる有頭棒で、断面がやや扁平な楕円形の棒材の一端を紐などをくくりやすい形に加工

したもので、用途は特定できない。直径6cm、長さ119．75cm。B地区の木組遺構83003SXの木50とし

て取り上げたものである。

第4節　石器・石製品

堀81006SD及び第1層出土の石器（図版186）

5001S・5002Sは砥石である。掘81006SDのⅡ層から出土している。両者とも材質は砂岩であろう

か。5001Sの図では下端になる面は、いったん折れたのち再調整したものか。重さは662．4g。5002S

の下端も欠損後平らに調整されている。重さは265．8g。

5003S～5006Sは石硯である。5003S・5004Sは堀81006SDから出土しており、他の2点は第1遺

構面を覆う第1層から出土している。最も小型の5003Sで幅5．6cm、一番大きな5006Sで幅7．8cmで、い

ずれも長方形の硯であるが途中で折れており、全体の長さは不明である。使用による磨滅が著しいばか

りでなく、硯面の周囲にある立ち上がりの部分である硯縁が石材の剥離などによって欠損しているもの

が目立つ（その部分は網掛けで図示している）。素材が脆かっただけでなく、余り丁寧に扱われなかっ

たとも考えられる。また、5003S・5005Sの砂目の網掛けの部分は墨が染みこんで残っていたところで

ある。5004Sの墨を磨る部分である墨堂には幅1cmほどの断面U字状の溝があり、墨を磨って磨滅した

のではなく、砥石のように利用されていた可能性がある。

5007Sは堀81006SDのⅢ層から出土した焼け石で、一部にやや滑らかに磨かれた部分がある。

5008Sは一石五輪塔である。花崗岩製で地輪を欠く。堀82006SDのB地区の2区西からの出土であ

る。他にも81003SKからも一石五輪塔が出土しているが、図化していない。
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弥生時代の石器（第6図）

5009SはA地区第4遺構面の旧河道84001SRの青灰色砂礫層から出土した石庖丁である。線色片岩

製で重さは72．1g。やや偏った半月形の一端は欠損している。刃部はほぼ直線であるが、僅かに内等気

味で、刃部先端はさほど鋭利ではない。紐孔は3個あり、B面ではうち2個の孔の左上方向の紐ずれ痕

が観察できる。

「
．
．
．
．
．
∴
∴
㍉
「
．
！
・
・

…
l
二
二

（コ≡上　＿　「＝＞　　　5009S

O 10cm

第5節　金属器

第6図　石庖丁

堀82006SD（図版187・188）

5001Mは、鈍い黄金色の銅製品である。ごく薄い円盤を叩いて、浅い皿状に整形している。天秤ばか

りの天秤皿であろうか？直径およそ9．3cm、深さ1．85cm、厚み0．05cmと極めて薄い。I層から出土した。

5002Mは銅製のおろし金である。現在のおろし金とほぼ同じ形態である。両側縁を折り曲げて、下ろ

したものがこぼれないようにしている。おろし目は片面が密で、もう片面は租であるがおろし日が大き

い。すり下ろすもの（しょうが、大根など）によって使い分けられるように工夫されている点も同じで

ある。柄にはつり下げておけるように、直径0．7cmの円孔が穿たれている。柄も含めた長さは20．7cm、

下端の幅は9．1cmと、現在使われているものと比較すれば、小型に分類される大きさである。厚さは0．05

cmと薄く、側面の折り返し幅は0．6cmである。これもI層からの出土である。

5003M～5004Mは鉄製の鎌である。刃渡り14～14．5cm、幅は5003Mが3．2cm、5004Mが3．85cmで後者

がやや幅広である。背の厚さは0．5～0．4cm。5004Mでは刃部の稜線がみられるが、5003Mではみられな

い。5006Mは木製の柄の端に付けられていた輪金で、5004Mに伴って出土した。直径は3．1cmである。

いずれもⅡ層から出土している。

5005Mは不明鉄製品であるが、壁面整形時の出土で、ごく近代のものである可能性が高い。
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第1節　地形形成の諸段階

第1章　地形環境と集落・土地利用の変遷

第1節　地形形成の諸段階

上脇遺跡が立地する伊川右岸の沖積地は、2×103年オーダーの中で堆積と浸食を繰り返し、地形環

境を少しずつ変化させてきた。遺跡における土地利用もこの地形の変化に対応して移り変わってきたも

のと考えられる。そこで平成7・8年度の調査で把握した山裾から旧河道部までの土層断面を模式図に

まとめ、地形形成の段階を追うこととする。

なお段階の設定にあたっては、同じ明石川流域の沖積地で広大な面積を調査した神戸市西区玉津田中

遺跡のデータを参考にした。

1．弥生時代前期以前

B地区下段の旧河道西肩で観察できる水平堆積は、A・B地区周辺が湿地であった頃の堆積で、シル

ト～極細砂が水平堆積した後に上面が土壌化を受けるというサイクルを繰り返している。この水平堆積

はA・B地区北西端の山際近くまで及んでいる。

A地区西端の断ち割りトレンチでも、地中に潜り込んだ山裾の傾斜面を山からの崩落土が覆い、その

上に湿地性の堆積物が順次重なる状況が観察できる。

こうした沖積層の下部を構成する水平堆積は、玉津田中遺跡の分析によると4000年B．P．頃、海域

の拡大に伴って明石川中下流域が低湿地化した際に堆積した層とされる（前葉和子1984「玉津田中遺跡

周辺の地形環境」『玉津田中遺跡調査概報I』兵庫県教育委員会）。

上記の水平堆積層の上を、起伏に富んだ砂礫層が少なくとも3単位覆っている。これらは調査区の東

方向から供給された、伊川の本流性堆積物である。

以上の層位中から遺物は出土していない。

2．弥生時代中期

河道76088SRの形成によって2m以上の崖面が生じ、河道部では上記の砂礫層の堆積は失われる。

その時期は玉津田中遺跡の事例からみて、弥生時代前期末～中期初頭の可能性が高い。

河道形成後、弥生時代後期までの間に、水路76085SD・76086SDが設けられる。これらの水路に平

成6年度A地区の井堰が伴う可能性がある。

3．弥生時代後期

河道76088SRが弥生時代中期（玉津田中遺跡の例からみると中期末か？）に砂層で埋没した後、埋

まりきらなかった旧河道状の淀み76087SDができ、埋土からは後期前半の遺物が出土している。水路

76085SD・76086SDの機能が失われる時期ははっきりしないが、埋没後に竪穴住居76024SHが構築

されており、76087SDの西岸は旧河道部よりも一段高い状況であったことが窺える。
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第7図　土層断面模式図（1）
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第8図　土層断面模式図（2）
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第9図　土層断面模式図（3）
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4．古墳時代中期前半

次に河道76084SRが形成されるのは古墳時代中期前半の頃で、1．5m以上の崖面が生じる。しかし′こ

の流路は恒常的に水が流れていた場所ではないらしく、ポイントバーなどは認められない。川岸には木

の根株も残っている。

5．古墳時代中期後半

河道76084SRが砂礫である程度埋もれた後は、旧河道状の不定型な淀み76083SDとなる。76083S

Dからは古墳時代中期後半の土器が多量に出土する。

水路76082SDが新たに掘削される。この水路は平成7年度A地区の溝74001SDから続くものとみら

れる。

6．古墳時代後期～飛鳥時代

76083SDはシルトで埋もれるのに対し、76082SDは礫混じりの砂層で埋もれ、最終的には人為的に

埋め戻される。

古墳時代の遺構面を覆うように砂礫層（第4層群）が堆積する。堆積は上段にまで及ぶので、この段

階では河道に伴う段差は一旦解消していたものと考えられる。堆積の時期は古墳時代後期～平安時代中

期の間である。上脇遺跡では時期を確定する決め手は得られなかったが、玉津田中遺跡においては古墳

時代後期に大洪水があったことが知られており、基本的には飛鳥時代より先行するものと捉えている。

7．古代

平成6年度A地区と平成7年度B地区の上段と下段の元になる崖面が形成される。これは浸食性の崖

面で、前代までの河道・水路などの埋土は上部が削り取られて露出した様相を呈している。崖面下の平

坦面に土壌層が形成される期間の経過後に、溝・掘立柱建物群などが設けられる。

崖面形成の時期は第4層群堆積後、崖面下の土壌層形成・遺構群以前である。遺構群のうち時期がは

っきりしているのは75015SD（10世紀前半頃）だが、他の遺構や土壌層の形成はこれより古い。伊川

の河道自体も低下したものとみえ、この段階以降、面的な溢流性の堆積や新たな河道の形成は認められ

ない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

崖面の上段の谷地形の低地を埋める形で、平安時代中期の遺物を含む第3層群が堆積する。

8．中世前半

崖面下段には水田土壌層が形成され、畦畔も検出した。上段は鎌倉時代前半に屋敷地となっているが、

廃絶後には水田耕作による土壌化が進む。

9．中世後半

鎌倉時代後半以降上段部の水田化が進み、棚田状に開墾される。この区画は現代まで受け継がれる。

戦国期には伝脇村砦のものとみられる堀81006SDが開削される。この堀は江戸時代まで継続し、現

代の地籍図にも痕跡を留める。
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第2節　集落・土地利用の変遷

前節では上脇遺跡の地形形成を9段階に分けて述べた。この節では概ねそれに対応する形で8つの時

期に分け、上脇遺跡の遺構分布の移り変わりを第I・Ⅱ分冊を通じて概観し、地形の変化や時代に応じ

た土地利用の有様を述べて調査のまとめとしたい。

1．弥生時代前期～中期

弥生時代前期の遺構として確認し得たのは76089SDのみである。不整形に蛇行しており、人工的な

溝というよりは、自然流路の底面を検出したものと考えられる。ただし当時の地表面であった砂礫層が

削平されて露出した水平堆積層の上面で検出しており、本来は相当の深さをもっていたものとみられ、

何らかの傾斜変換点の下端付近にあたっていた可能性も考えられる。

河道760088SRは右岸が76089SDを切っており、前期新段階以降に最も山側を浸食拡大し、76086S

Dとの切り合いから中期末頃までに右岸側では若干埋没して幅をやや狭めたことが解る。76088SDは

ある程度の水量をもって流れており、これを利用するために開削された水路が76085SD・76086SDと

考えられる。

76085SDはSD61517に連続し、これへの導水のためにSR61601の石組み井堰が構築されたと考え

られる。出土遺物には中期（Ⅲ様式新段階）の下垂口緑をもつ壷や指頭庄痕突帯壷の他、後期のタタキ

をもつ嚢があり、稼働時期は中期後半から後期初頭と考えられる。

76086SDは石組み井堰の下流側で76088SRに取り付き、76085SDと相似形といえるほど平行し、

類似した断面形をもつ水路である。井堰等の施設は残っていないものの、76085SDと関連して同時期

か前後する時期が想定できる。

これらの水路は調査区の南西側に想定できる水田城への用水路であったと考えられる。

76088SDの形成によって右岸側は相対的に高燥化しているはずだが、この時期の生活痕跡はほとん

ど認められず、平成7年度A地区で2基の土器棺墓（74044SX・74045SX）、B地区で2基の土坑（76075

SK・76079SK）が見つかった他、石庖丁や石斧などの石器が散発的に出土したのみである。集落城

は調査範囲外の段丘上か、あるいは玉津田中遺跡の事例を参考にすれば、氾濫原帯の微高地に存在する

可能性もある。

2．弥生時代後期

河道76088SRは水量が低下し、三日月湖状の性格をもった溝状の淀み76087SDに変化する。76087

SDは76088SRの埋土と明瞭な切り合い関係を示しつつ、埋没と肩部の崩れによる浸食を繰り返しな

がら、徐々に埋没したものとみられる。平成6年度A地区でこれに連続するSD61523の底部のレベル

は井堰検出面より上位にとどまっており、この段階では井堰や76085SD・76086SDは完全に機能を失

っていたものとみられる。むしろこの時期、伊川本流が谷中心部方向に大きく移動し、調査区周辺では

76088SRの旧河道化が進んだものと解釈できる。

76087SDから出土した土器群は後期初頭の年代を示しており、上脇遺跡背後の丘陵上に営まれた表

山遺跡の環濠集落の時期に相当する。
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第10図　遺構変遷図（1）
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後期も後半以降になると平成7年度B地区南半が居住域化し、床面中央に炉をもつ構造の竪穴住居

76022SH・76024SH・76025SHが現れる。床面の東壁中央に炉を備える76023SHはやや後出するか。

3．古墳時代中期前半

前代までに概ね埋積した河道部を新たに開削するように、SR61401～76084SRが平成6年度A地区

から平成7年度B地区・平成8年度B地区にかけて横断する。攻撃面となる平成6年度A地区の右岸側

には、浸食を防ぐために護岸の杭列が設けられる。この他、平成6年度A地区・平成8年度B地区には

井堰も構築されており、潅漑のために管理された状況が窺える。平成7年度B地区の76084SRにポイ

ントバーが形成されないのも人工的に管理されていることと関係するのかもしれない。

SR61401～76084SRによって一段高くなった右岸側が居住域となり、平成5年度I地区・平成6年

度A地区・平成7年度B地区に竪穴住居・掘立柱建物群が広がる。住居は段丘の上でも、比較的河道に

近い側を占地している。竪穴住居のうち76018SHと76020SHの壁際からは、嚢がカマドに据えられた

ような状況で出土した。粘土で馬蹄形に造り付けたカマドこそまだ出現していないものの、カマドの文

化はすでに導入されていると看て取れる。

平成7年度A地区は谷地形のため遺構は少ないが、土器溜まり状の遺構74034SXが残る。

出土土器の特徴として、土師器は布留式の特徴を残しつつも、もはや典型的な前期の土器はまとまっ

た形では認められない。むしろ嚢・高杯の形態は須恵器とセッ吊こなる器形に変化している。ただし須

恵器の出土はごく稀れで、陶邑古窯跡群のTK208期以前の時期に当てはめられる。

4．古墳時代中期後半

SR61401～76084SRが洪水砂礫で埋没し、旧流路が排水性の悪い窪地（SD61325・76083SD）と

なったため、有機分の多いシルトで徐々に埋積する。調査時には上部の層位が削平されていたため、流

路底面の凹凸が不定型な土坑や溝状遺構として検出される結果となった。これらの埋土からはほぼ完形

の土器群や滑石製の玉類が一括で出土する場合がある。

SR61401～76084SRが旧河道化した関係で、新たな潅漑用の水路SD52402が平成5年度II地区か

ら平成6年度B地区に向かって開削された。

一方、平成7年度A地区の山裾から谷部中央を縦断する溝74001SDが、平成6年度A地区のSD61313

を経て、平成7年度B地区の76082SDにつながる。これによって谷部の排水を図るとともに、山裾の

湧水を利用する意図がくみ取れる。これ以降、不明瞭な時期もあるものの、基本的に同様な水回しは引

き継がれてゆく。

居住域は平成7年度B地区の山裾側に向かって移動する。竪穴住居76001SH・76002SH・76005S

Hはいずれも床面積50壷前後の大型住居である。支脚を伴うカマド状の遺構が壁際に検出されるが、依

然として粘土壁は出現していない。

須恵器は一般的にみられるようになり、陶邑古窯跡群のTK23～TK47期の特徴を示す土器がまとま

って出土する。製塩土器が目立つのもこの時期である。

5．古墳時代後期～飛鳥時代

SR61401～76084SRの旧流路はほぼ埋積し、崖面の段差は一旦解消されたものと考えられる。

－130－



第2節　集落・土地利用の変遷

／

＼

第11回　遺構変遷図（2）
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平成5年度Ⅱ地区では水路SD52402と相似形の水路SD52401が、5m前後上流側に作り直される。

埋土から出土する土器は陶邑古窯跡群のTK209期のものである。

集落城は河川の後退に伴い、平成5年度Ⅱ地区に移動し、6世紀末～7世紀にかけて継続する。TK

209期の竪穴住居の壁際には造り付けのカマドが設けられるようになる。TK217（古）期には住居は掘

立柱建物に代わり、TK217（新）期になると建物の軸線が南北方向に揃う。

それとは別に平成7年度A地区の山裾に3棟の掘立柱建物と2基の土師器焼成遺構73017SX・73019

SXがある。生産された土師器の年代は、飛鳥時代の中頃のものである。

6．古代

新たな崖面が形成された結果、平成7年度B地区では短期間の建物もみられるが、下段部は基本的に

水田城となる。溝SD61303～75025SDは溝SD61504～75014SDに切り替わり、さらに上段部の湧水

を導く溝73001SD～SD61101・61115・61114～75015SDが置き換わる。

上段部では73001SDを中心に井戸・土坑・溝などが見つかっているが、建物跡は検出できなかった。

瓦・二面硯・緑粕陶器などが出土しているところから寺院関係の遺構の存在も予想されるが、具体的な

証拠は得られなかった。時期は緑粕陶器の年代からみて、10世紀前半を中心とする。

7．中世前半

平成7年度A地区・平成6年度A地区の上段部は屋敷地となる。谷部中央の低地は面積約210前の池

として利用し、池の南側には5棟以上の建物をコの字形に配置する。そのうちそれぞれ建て替えが行わ

れた72003SB／72004SBと72005SB／72006SBは床面積50rd前後で、居住用の母屋と位置付けられ

る。母屋はコの字形の西側を占めており、72005SB／72006SBの南側にもう1棟分あった可能性があ

る。コの字形の東側に並ぶ一回り小さい建物群は、母屋に付属する雑舎と考えられる。池を挟んだ北側

の建物72026SBも規模は雑舎クラスで、井戸72027SEから出土した煮炊具の量の多さからみて、厨的

な性格が想定できる空間である。

遺物は東播系の須恵器・回転台土師器・羽釜・土鍋類を中心に、当地域の典型的な様相を呈している。

特に72027SEの一括資料に代表される土器群は13世紀前半の年代を示し、玉津田中遺跡辻ケ内地区の

居館に後続する時期に位置付けられる。

下段部は水田域で、この時期になると直線的・規格的な畦畔が設けられ、条里制地割りが施されてい

たとみられる。ただし平成5年度Ⅱ地区には木棺墓もあり、屋敷地の存在も考えられる。

8．中世後半

屋敷地の廃絶した13世紀後半から14世紀代にかけて、池は埋め立てられ遺構も乏しくなるが、青磁類

を含む遺物が一定量出土しており、まだ居住域であった可能性がある。15世紀以降になると、上段部は

棚田状に開墾されて現代にいたる。

下段部も水田域であったが、戦国時代に脇村砦と伝えられる城が築かれる。城を方形に囲む堀は江戸

時代にまで残存し、最終的に埋まるのは19世紀前半頃である。

－132－



第3節　弥生時代石積み井堰と水利施設

第3節　弥生時代石積み井堰と水利施設

上脇遺跡の4箇年にわたる調査を通じ、伊川右岸の沖積段丘面の形成と土地利用の変遷を一定明らか

にすることができた。これまでの調査では、数次にわたる洪水性の土砂の堆積と浸食を繰返す過程にお

いて、現伊川本流を主河道とする河道の変遷とともに、それらの河川との関りを色濃く示す弥生時代以

降の人々の営みや集落の変遷が明らかにされたと言える。

この中で最も古くに遡る時期の河道である76088SRは、平成6年度A地区におけるSR61601から続

き、両年度の調査区に連続して検出された弥生時代の河道である。この河道右岸には、同時期の水路状

の大型の溝76085SDや76086SDが取り付き、平成6年度A地区での同河道内で検出された石積みの井

堰とともに、全体で一連の水利施設を構成したものと考えられる状況が明らかにされている。

ここでは両年度にわたる成果を改めて検証し、当該時期における一連の水利施設について概要を述べ、

その構造と機能について検討を試みることとしたい。

1．河道76088SR（SR61601）について

平成6年度A地区から平成7年度B地区にかけて検出された河道である。検出長は約70mを測る。平

成6年度A地区の南東部は、後出の古墳時代の河道によって切られており、肩部は明確に検出し得てい

ない。また平成7年度B地区では、左岸側は調査区外におよび、明確に川幅を確認し得ていない。しか

し、平成5年度Ⅱ地区や平成6年度B地区、平成8年度調査区では中洲状のシル下層による水平堆積層

が認められることから、それらとの間に左岸部が存在するものと見られ、平成5年度I地区、Ⅱ地区間

では川幅は15m前後、平成7年度B地区付近ではやや幅を広げ20m前後を測るものと考えられる。

調査区北側に表山から伸びる尾根があり、上流側からはその先端をかわして流路が形成されることを

考慮すると、平成6年度A地区を攻撃面として流れ込んでいたことが想定される。それによって一旦や

や南東側へ膨らんだ後、反転して山側へ切り込み、再度反転して平成7年度B地区南東部へ向けて流れ

るといった蛇行を示す平面形状を呈している。平成7年度B地区内では、再び緩やかに山側へ向け弧を

措く傾向を示す。

これに対し後出の古墳時代の河道76084SR（SR61401）は、同様に調査区内に進み平成6年度A地

区を攻撃面として屈曲した後、反転することなく直線的に南方向へ貫くように流れている。このため山

側に反転して流れた平成6年度A地区南西部から平成7年度B地区にかけてはその重複が少なく、石積

み井堰が検出された区域を中心に河道76088SR（SR61601）右岸側が良好に遺存する結果となっている。

平成6年度の調査では石積み井堰が構築される黄灰色砂礫層を河道底部として捉えており、以下の層

位については調査を行っていない。ところが河道76084SR（SR61401）の左岸からやや堅赦な砂礫層

が続き、石積み井堰の構築段階での左岸部を形成する粘質土層下で黄灰色砂礫層と連続する状況が認め

られる。従って平成6年度にSR61601として捉えた河道は、さらに大規模な河道が埋没していく過程

の一段階であることが解る。このことは、平成7年度B地区での河道76088SRが、検出面より深さ2．6

m以上に及び、T．P．30．1m付近においても底部を確認し得なかったことからも明らかである。

これらのことから河道76088SR（SR61601）は、沖積層による水平堆積層を伊川の本流性堆積物で

ある砂礫層が覆い、調査区周辺が山側から緩やかな傾斜を示す平坦地となった段階で、幅15～20m前後
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の規模により相当な流水量を伴って形成されたことが窺われる。このため河道による浸食は深さ3m以

上に達すると見られ、その下部の大半が砂礫層で埋没している。

形成時期については明確にし得ていないが、弥生時代前期新段階に埋没したと見られる溝76089SD

を切ることから、それ以降であることが解る。また埋没状況から同時に存在したものと見られる溝76086

SDに最大化した段階での右岸肩部が切られていることから、早い段階で肩部の埋没が進行しやや幅を

狭めたことも窺われる。これらのことから弥生時代中期の早い段階で河道が形成され、中期後半から末

頃には下部の大半が砂礫層で埋没して、砂礫層による河床が形成されたものと見られる。蛇行する内側

には粘質土による堆積が形成され、それらを肩部として平成6年度のSR61601の形状が形成されたも

のと見ることができる。

2．石積み井堰の概要（第12図・第13図）

平成6年度A地区南西部E；F－3；4区の河道SR61601で検出された石積みの井堰である。河道

SR61601は、古墳時代の河道76084SR（SR61401）により上流側を欠くものの、周辺の状況から東

方から調査区に入ってすぐに右岸を攻撃面として南東側へ膨らみ、反転して山側へ切り込むように蛇行

して流れたものとみられ、河道SR61401との交差部分からは山側へ弧を措くように再度反転した流れ

を示す。井堰はその再度反転して南方向に流れを変える付近に位置し、ある程度下部が埋没し砂礫層に

よる河床が形成された段階の川幅約6mを測る地点に構築されている。流水方向に直交するようにほぼ

東西方向に堤体を築く。

堤体の構造は、木杭と土砂で堤を造り、さらに砂礫混じりの土砂で覆った後、上流側に矢板状の杭列

を建て並べ、さらに堤全体を拳大から人頭大の石材で覆うといった特異な構造を示す。

まず堤体のほぼ中心軸線上の流芯部分約3mの間に木杭を打設し、これを芯材として均質な柵砂によ

る暗青灰色砂質土で底辺幅約1．5m、高さ約0．5mの蒲鉾状の堤本体が築かれる。この堤体中心杭列は、

長さ50～80cmの木杭16本で構成され、攻撃面側となる東側10本では幅10cm、厚さ5cm前後を測る角材を

加工した角杭が用いられ、他の西側のものは径5～10cm前後の丸太材による杭が用いられている。間隔

にはばらつきがあり一定しないため、大半を流失したシガラミが既存し、残存した主要杭列を芯材とし

て流用した可能性も想定される。上流側前面には礫混じりの暗灰色砂質土が底辺幅約50～80cmで堤頂部

に向け擦り付けられるように盛られ補強されている。

この上流側の堤体前面には、堤体前面の傾斜よりやや立てられた45～60度前後の角度で矢板状の木杭

列が打設される。堤体前面の土砂の流出を防ぎ、余剰水量の水流を堤体上部へ向ける役割を果たしたも

のと考えられる。西側に比べ、中央部付近と攻撃面側となる東側では遺存状態が悪く、杭材がかなり欠

失しているものと見られる。

堤体前面杭列は、総数29本の木杭が確認されたが、板状のものと丸杭の2種類が認められる。板状の

ものは、西側にのみで遺存し5本検出された。幅10～15cm、厚さ3～5cmを測る。丸杭は全体的に道春

状態が悪く、中央部東側でまとまって検出された6本が比較的良好な道春状況を示す。板状のものは、

丸杭の前面側に矢板状に設置されており、それらを丸杭が裏側で支えるように打設されている。また、

丸杭もやや東西方向に角度を持って打設されるものがあり、前後でⅩ字状に組み合わされるように打設

されるものが認められる。従って本来の堤体前面杭列は、堤体前面側にⅩ字状に組み合わされた丸杭を

裏側の支柱として、矢板状の板杭を45～60度前後の角度に全面に建て並べて打設する構造であったもの
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第12図　石積み井堰と水利施設
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と考えられる。

さらに、堤体前面杭列の矢板列の頂部から下流側を礫混じりの黄灰色砂質土で厚さ約20cmで覆い、そ

の上部を拳大から人頭大の石材を積み上げて堤体外面が構築されている。これによりオーバーフローし

て通過する水流による堤体自体の流失を防ぐ構造をもつものと考えられる。すなわち堤体全体で河道の

水流を堰き止め水位を一定の高さに上昇させるとともに、余剰水量の水流を堤体前面杭列の矢板列によ

り上部へ向けてオーバーフローさせて下流側へ放流するといった機能を有したものと考えられるもので

ある。最終的には河道を堰き止める能力以上の水流により、堤体前面杭列の矢板の大半を流失し、堤体

中央付近から決壊するように石材も流失して機能を失ったものと見られる。そうした石材が下流側3～

6m付近に散乱する状況が認められた。その後は河道の流量が低下し、井堰を損壊することなく徐々に

シルトや砂層により河道とともに埋没したものと考えられる。

本井堰の構築時期については、前述のとおり河道76088SR（SR61601）の変遷過程や、その最終的

な形状を留める旧河道状の溝76087SDが弥生時代後期前半と考えられることから、その間に当たる弥

生時代中期末から後期初頭に構築され、稼動したものと考えられる。

3．溝76085SD・76086SDについて

いずれも河道76088SR（SR61601）にとりつく水路状の大型の溝である。溝の形状等については、

第2部において前述したとおりである（第2部第2章第3節3参照）。

ここでは河道や一連の水利施設としての機能や両港の類似性等に視点をおいてその概要について、再

度述べていきたい。

先にも述べたように溝76085SDは、平成6年度A地区の溝SD61517から連続して開削されており、

上述の石積み井堰の上流側右岸で河道76088SR（SR61601）に取り付けられている。Ⅴ字形に近い逆

台形の断面形状を持ち、河道取り付け部より東西方向に直線的に開削された後、開削される方向が微高

地上に上昇すると南西方向に屈曲し等高線に平行するように開削されるなど、極めて人為的に開削され

た溝である。また、溝底面はT．P．32．2m～T．P．32．3mを保つようほぼ水平に開削されており、河道と

の取り付け部を取水点とする水路としての機能を色濃く示す溝と考えられる。検出された石積み井堰に

より河道76088SR（SR61601）から取水し、調査区南西方向へ導水する水路としての機能を有するも

のと考えられるが、溝底面の高さと井堰により調節される水位との関係等については、次項において詳

細に検討し述べることとしたい。

溝76086SDの形状等が溝76085SDと極めて相似形に南側約2～3mの距離を置いて開削されている

ことは先述のとおりである。同様に人為的に開削された水路状の機能を有するものと考えられる大型の

溝である。溝底面もT．P．31．8m～T．P．32．0mを保つようほぼ水平に保たれており、この点においても

類似性が極めて高い。ただし石積み井堰との位置関係では、溝78085SDが上流側に当たるのに対し、

溝78086SDは下流側で取り付けられる点が異なっている。この点から溝78085SDに取水、溝78086S

Dに排水の機能を想定することもできるが、河道に対し上流側へ向けて取り付くことや、取水点近くに

まで戻して排水する必要性などの点で矛盾し、合理的な解釈はなし得ないものである。こうした観点か

ら取り付き部下流側の河道76088SRの状況を見ると、平成7年度B地区側では平成6年度の河道SR

61601の形成段階に見られるような明確な砂礫層による河床や粘質土による中間層位が認められず、一

体的な租砂や砂層で埋没していることが解る。また、調査区外へ向け左岸側を攻撃面的に流れ山側へや
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第1章　地形環境と集落・土地利用の変遷

や反転して蛇行する傾向を示すなど、埋没時の流水量や水流の方向等に上流側とやや様相を異にしてい

るものと見られる。こうした状況から溝76086SDにも完全に流失したシガラミや堰といった取水のた

めの水位調節を行う施設が伴っていた可能性も十分に想定される。この場合、水路の高低差を取ること

や開削がより容易なことが予測される下流側の溝76086SDが先行して開削され、取水施設を上流側へ

移して溝76085SDが後出して開削されたと見ることもできるが、具体的に検証し得る成果は得られて

いない。

4．取水点と水利施設

上述のように平成6年度A地区で検出された石積み井堰周辺での河道と一連の水利施設について、個

別に再度その概要を述べてきた。これにより弥生時代の所産としては極めて特異な構造を示す石積み井

堰を中心に、一連の水利施設としての機能を有する遺構群がやや時期を前後して構築されていたことが、

両年度にわたる調査によって明らかにすることができた。次にこの石積み井堰を用いた水利施設全体と

しての構造や取水点のあり方等について、詳細に検証するとともに若干の検討を加えておきたい。

まず取水点としての機能を果たし水路へ導水するために必要な水位についての観点からその機能につ

いて検証しておきたい。先にも述べたように溝76085SDの底部は、T．P．32．2m～T．P．32．3mを保つ

ようにほぼ水平に開削されている。これに対し石積み井堰の石組み頂部の残存高はT．P．32．0m付近に

当たる。下流側に一部残る流出したと見られる石材の散乱などから、1石ないし2石分程度の石積みが

流失しているものと見られ、稼動時における石組み頂部の高さは検出状況における高さよりさらに20cm

前後高かったものと考えられる。従って石積み井堰は、頂部をT．P．＋32．20m付近に置くよう構築さ

れたものと考えられる。

こうした構造の井堰に対し、上流側から一定の水量が供給されることを想定すると、川幅約6mで河

道を堰き止めた場合、流量にもよるが井堰上部をオーバーフローさせることにより、上流側の水位面は

井堰の石組み頂部よりさらに10～20cm程度上昇することが想定される。この水位の調整によって水路

等の導水を要する方向へ取水し河道の水を供給することとなるが、上述のとおり石積み井堰の調整によ

って上げられた上流側の水位は、T．P．32．3m～T．P．32．4m付近であったものと想定され、溝76085S

D底面より10cm前後の水位を持って導水が可能であったことが解る。またあまり高い水位をもって多

量の水量をⅤ字溝に導水することは、かなりの流水速度を生むことが予測され、素掘りのⅤ字溝を保守

する観点からも、高水位での導水は現実的ではなく最深部のみが導水に活用されていた可能性が高いも

のと考えられる。

これらのことから今回検出された石積み井堰を中心とする一連の水利施設は、導水するために開削す

る溝の深さと、井堰の石組み頂部の高さを近接させて構築し、頂部の石材を加除するなどにより、巧み

に井堰上流側の水位を調節することにより適度な流量を取水し、溝76085SDを水路として導水して伊

川を水源とした水利用を可能にしたものと考えられる。

この他に石積み井堰と溝76085SDの間では、攻撃面に当たる右岸側に堤状の盛土の存在が確認され

ている。この盛土は、攻撃面側の井堰の脇からの漏水を防ぐ機能があるものと見られる。堤体より堅く

突き固められた可能性が高く、砂礫混じりで堅敵に構築された状況を示す。

取水点については、河川から直接取水する場合、取水点は河川の攻撃面を避け蛇行する内側に設けら

れることが一般的とされる。しかし本事例では攻撃面側に溝76085SDが取り付いており特異な事例と
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見られる。このことは、先に述べた溝76086SDにも付随した可能性が指摘される堰等の施設が完全に

流失し、河道内の環境が変化するなどしたため、攻撃面となる上流側に堰を移さざるを得なくなった結

果とも考えられる。

また、石積み井堰が構築される河道SR61601は前述のとおり、それを包括する大規模な河道76088S

Rが埋没する段階の一過程と見られることから、この時期には氾濫原内には同様の多数の流路が網目状

に流れていたものと推測される。こうした流路の1つである河道SR61601が常に活用可能な流量を保

っていた可能性はむしろ低く、必要に応じて調査区外のさらに上流側で、その段階での主河道にシガラ

ミ等の施設を設けて河道SR61601への流入水量を調整していたことは当然考えられる。

つまり河道SR61601への流入水量を石積み井堰が機能できる範囲に調節することによって、水利施

設全体の保全・保守を図るとともに、伊川の水源を安全かつ合理的に活用し得たものと推測される。逆

にいえば、そうした水源側での水量調節なくしては、適切な水量での取水や常設施設としての性格を有

する石積み井堰の維持管理は困難であった可能性が高いことを指摘しておきたい。

5．まとめにかえて

以上のように今回調査された上脇遺跡の弥生時代中期末から後期初頭にかけての一連の水利施設は、

常時河道内に設置され、河道内の流水を遮断した上で石積みにより余剰水量をオーバーフローさせると

いった類稀な特異な構造を有する石積み井堰を中心としている。この一連の水利施設は河道内の水位を

巧みに調整することによって下流域方向に水を供給する機能を有しており、個々の遺構がその目的のた

めに計画的かつ大規模に構築されている点が注目され、弥生時代段階での大規模農業共同体的側面を窺

い知ることができる。しかしながら水の供給先については、道路建設予定地という限られた調査区の中

では明らかにすることができず、明確にし得ない部分を多く残していると言わざるを得ない。

検出した一連の水利施設は、その規模などから水田耕作に伴う潅漑施設と考えられ、調査区南西方向

には当該時期の大規模な水田耕作地が展開していることが濃厚に想定される。また当該時期の集落の位

置も明確にし得ておらず、上脇遺跡は、大規模な水田耕作地とそれを営む集落、さらに水田耕作に必要

な水源としての河川からの取水施設といった弥生時代社会を支える個々の要素を、個別に遺構として確

認し得る可能性を秘めた極めて貴重な遺跡と考えられる。

本井堰については本来は平成6年度の調査成果として別刊される「I」に所収されるべき内容である。

しかるに現地調査担当者間での調査成果についての検証や意見調整といった必要最低限の基礎作業が行

われないまま「I・Ⅱ」の両冊が公刊にいたる事態となったため、調査担当者の1人として自らの見解

を表すものである。

この石積み井堰は平成6年度の調査期間終了間際になって見つかり、十分な記録保存のための作業期

間が確保できなかった。しかし他に類を見ない特異かつ極めて希少な遺構であるとの認識に立ちつつ、

最低限の記録作業を実施したもので、この遺構に対する評価を可能な限り示すよう努めることによって、

自らの文化財に対する姿勢を改めて明らかにしておきたい。
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第2章　上脇遺跡から出土した木材・炭化材の樹種

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

上脇遺跡では、弥生時代中期から江戸時代の遺構が検出されている。これらの遺構のうち、弥生時代

や古墳時代の住居跡からは炭化材が、弥生時代の溝からは井堰に伴う杭材が出土している。また、古墳

時代、鎌倉時代、鎌倉時代から室町時代頃と考えられるもの、江戸時代の井戸、土坑、流路等からは、

漆器類、下駄、曲物、櫛等の木製品が多数出土している。

本報告では、これらの木製品および炭化材の樹種同定を行い、用材選択に関する資料を得る。

1．試料

試料は、出土した木製品46点（試料番号1～46）と、炭化材4点（試料番号47～50）である。木製品

のうち、試料番号4～7を除く42点は、兵庫県教育委員会作製のプレパラートを試料とする。また、試

料番号12は2点の試料があるが、プレパラートを確認した結果、異なる2種類の切片が含まれているこ

とが予想されたため、それぞれの木製品の観察と必要に応じて切片採取などを行う。炭化材については、

試料番号47・48で3ケース、試料番号49・50で4ケースが送付されてきたため、それぞれのケースから

同定可能な炭化材1～5点を抽出して同定を行う。合計点数は65点となる。各試料の詳細は、樹種同定

結果と共に表1に記した。

2．方法

剃刀の刃を用いて木口（横断面）・柾目（放射断面）・板目（接線断面）の3断面の徒手切片を作製

し、ガム・クロラール（抱水クロラール，アラビアゴム粉末，グリセリン，蒸留水の混合液）で封入し、

プレパラートを作製する。プレパラートは、生物顕微鏡で観察・同定する。

炭化材は、3断面の割断面を作製し、実体顕微鏡および走査型電子顕微鏡を用いて木材組織の特徴を

観察し、種類を同定する。

3．結果

樹種同定結果を表1に示す。試料番号12の2点は、それぞれ異なる種類に同定された。これらの木材

・炭化材は、針葉樹6種類（マツ属複維管束亜属・モミ属・スギ・ヒノキ・サワラ・クロベ）と広葉樹

11種類（バンノキ属バンノキ亜属・コナラ属コナラ亜属クヌギ節・コナラ属コナラ亜属コナラ節・コナ

ラ属アカガシ亜属・クリ・ツブラジイ・スダジイ・イスノキ・ムクロジ・トチノキ・バリギリ）に同定

された。主な解剖学的特徴を以下に記す。

・マツ属複維管束亜属（Pinussubgen．Diploxylon）　　マツ科

軸方向組織は仮道管を主とし、早材部から晩材部への移行は急～やや緩やかで、晩材部の幅は広い。

垂直樹脂道および水平樹脂道が認められる。分野壁孔は窓状で、1分野に1個。放射仮道管内壁には顕

著な鋸歯状の突出が認められる。放射組織は単列、1～15細胞高。

・モミ属（Abies）　　　マツ科
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軸方向組織は仮道管のみで構成され、早材部から晩材部への移行は比較的緩やかで、晩材部の幅は狭

い。傷害樹脂道が認められる試料がある。放射組織は柔細胞のみで構成され、柔細胞壁は租く、じゅず

状末端壁が認められる。分野壁孔はスギ型で1分野に1～4個。放射組織は単列、1～20細胞高。

・スギ（Cryptomeriajaponica（L．f．）D．Don）　　スギ科スギ属

軸方向組織は仮道管と樹脂細胞で構成され、仮道管の早材部から晩材部への移行はやや急で、晩材部

の幅は広い。樹脂細胞は晩材部に限って認められる。放射組織は柔細胞のみで構成され、柔細胞の壁は

滑らか。分野壁孔はスギ型で、1分野に2～3個。放射組織は単列、1－15細胞高。

・ヒノキ（Chamaecyparisobtusa（Sieb．etZucc．）Endlcher）　ヒノキ科ヒノキ属

軸方向組織は仮道管と樹脂細胞で構成され、仮道管の早材部から晩材部への移行は緩やか～やや急で、

晩材部の幅は狭い。樹脂細胞は早材部の終わりから晩材部に認められる。放射組織は柔細胞のみで構成

され、柔細胞壁は滑らか。分野壁孔はヒノキ型～トウヒ型で、1分野に1－3個。放射組織は単列、1

～15細胞高。

・サワラ（Chamaecyparispisifera（Sieb．etZucc．）Endlcher）　ヒノキ科ヒノキ属

軸方向組織は仮道管と樹脂細胞で構成され、仮道管の早材部から晩材部への移行はやや急で、晩材部

の幅は狭い。樹脂細胞は晩材部に限って認められる。放射組織は柔細胞のみで構成され、柔細胞壁は滑

らか。分野壁孔はスギ型～ヒノキ型で、1分野に1－3個。放射組織は単列、1～15細胞高。

・クロベ（Tsujastandishii（Gord．）Carriere）　　ヒノキ科クロベ属

軸方向組織は仮道管と樹脂細胞で構成され、仮道管の早材部から晩材部への移行は急で、晩材部の幅

は狭いが、ヒノキよりは広い。樹脂細胞が早材部の終わりから晩材部に認められる。放射組織は柔細胞

のみで構成され、柔細胞壁は滑らか。分野壁孔はスギ型で、1分野に2～4個。放射組織は単列、1～

15細胞高。

・バンノキ属バンノキ亜属（Alnussubgen．Alnus）　　カバノキ科

散孔材で、管孔は単独または2～4個が放射方向に複合して散在する。道管は階段穿孔を有し、壁孔

は対列状に配列する。放射組織は同性、単列、1～30細胞高のものと集合放射組織とがある。

・コナラ属コナラ亜属クヌギ節（Quercussubgen．Lepidobalanussect．Cerris）　　ブナ科

環孔材で、孔圏部は1～2列、孔圏外で急激に管径を減じたのち、漸減しながら単独で放射状に配列

する。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、1～20細胞高のものと

複合放射組織とがある。

・コナラ属コナラ亜属コナラ節（Quercussubgen．Lepidobalanussect．Prinus）　　ブナ科

試料はいずれも年輪界付近で割れている。環孔材で、孔圏外で急激に管径を減じたのち、漸減しなが

ら火炎状に配列する。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、1～20

細胞高のものと複合放射組織とがある。

・コナラ属アカガシ亜属（Quercussubgen．Cyclobalanopsis）　　ブナ科

放射孔材で、管壁厚は中庸～厚く、横断面では楕円形、単独の道管が接線方向に2～3個の幅で放射

方向に配列する。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、1～15細胞

高のものと複合放射組織とがある。

・クリ（CastaneacrenataSieb．etZucc．）　　ブナ科クリ属

試料は年輪界で割れている。早材部から晩材部への道管径の変化が急激であることから環孔材と判断

－141－



第2車　上脇遺跡から出土した木材・炭化材の樹種

図版1　木材（1）

1．マツ属複維管束亜属（試料番号43）
2．モミ属（試料番号34）
3．スギ（試料番号14）

a：木口，b：柾目，C：板目
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4．ヒノキ（試料番号16）
5．サワラ（試料番号24）
6．クロベ（試料番号9）

a：木口，b：柾目，C：板目
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第2章　上脇遺跡から出土した木材・炭化材の樹種

7．バンノキ属バンノキ亜属（試料番号18）
8．コナラ属アカガシ亜属（試料番号26）
9．ツブラジイ（試料番号15）

a：木口，b：柾目，C：板目
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10．スダジイ（試料番号27）
11．イスノキ（試料番号13）
12．ムクロジ（試料番号17）

a：木口，b：柾目，C：板目
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第2章　上脇遺跡から出土した木材・炭化材の樹種

図版5　木材（5）

■■■200〝m：a

鵜喜賀賀喜■■200〝m：b，C
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1．コナラ属コナラ亜属クヌギ節（試料番号49・50炭化材サンプル2）
2．コナラ属コナラ亜属コナラ節（試料番号49・50炭化材サンプル4）
3．クリ（試料番号47・48炭化材サンプル1）

a：木口，b：柾目，C：板目
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第2章　上脇遺跡から出土した木材・炭化材の樹種

できる。孔圏外の小道管は、漸減しながら火炎状に配列する。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配

列する。放射組織は同性、単列、1～15細胞高。

・ツブラジイ（Castanopsiscuspidata（Thunberg）Schottky）　　ブナ科

環孔性放射孔材で、道管は接線方向に2－3個の幅で配列し、孔圏部は3～4列、孔圏外で急激～や

や緩やかに管径を減じたのち、漸減しながら火炎状に配列する。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に

配列する。放射組織は同性、単列、1－20細胞高のものと集合～複合放射組織とがある。

・スダジイ（Castanopsiscuspidatavar．sieboldii（Makino）Nakai）　ブナ科シイノキ属

環孔性放射孔材で、道管は接線方向に1～2個の幅で配列し、孔圏部は3～4列、孔圏外で急激に管

径を減じたのち、漸減しながら火炎状に配列する。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放

射組織は同性、単列、1～20細胞高。観察した範囲では集合～複合放射組織は確認できない。

以上の特徴からスダジイとしたが、ツブラジイの集合～複合放射組織の出現頻度は個体によって異な

っており、全く観察できないこともある。したがって、スダジイとした試料の中には、ツブラジイも含

まれている可能性がある。

・イスノキ（DistyliumracemosumSieb．etZucc．）　　マンサク科イスノキ属

散孔材で、道管はほぼ単独で散在する。道管は階段穿孔を有する。放射組織は異性Ⅱ型、1～3細胞

幅、1～20細胞高。軸方向の柔組織は独立帯状または短接線状でほぼ等間隔に配列する。

・ムクロジ（SapindusmukorossiGaertn．）　　ムクロジ科ムクロジ属

環孔材で、孔圏部は1～3列、孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減、塊状に複合して配列する。道

管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、小道管内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は同性、

1～4細胞幅、1～40細胞高。柔組織は周囲状～連合翼状、帯状およびターミナル状。

・トチノキ（AesculusturbinataBlume）　　トチノキ科トチノキ属

散孔材で、管壁は厚く、横断面では角張った楕円形、単独または2～3個が複合して散在し、年輪界

に向かって径を漸減させる。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、内壁にはらせん肥厚が認めら

れる。放射組織は同性、単列、1～15細胞高で階層状に配列する。

・バリギリ（kalopanaxpictus（Thunb．）Nakai）　　ウコギ科バリギリ属

環孔材で、孔圏部はやや味な1列、孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減、塊状に複合し接線・斜方

向の紋様をなす。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状または対列状に配列する。放射組織は異性Ⅲ～同

性、1～5細胞幅、1～30細胞高。

4．考察

樹種同定を行った木製品・炭化材は、弥生時代後期、古墳時代、鎌倉時代、鎌倉時代～室町時代、江

戸時代に分けられる。これらの木製品と炭化材には、針葉樹6種類と広葉樹11種類が認められた。各時

期別・器種別の種類構成を表2に示す。

弥生時代後期では、井堰に伴う杭材にスダジイとツブラジィ、竪穴住居跡から出土した炭化材にクヌ

ギ節、コナラ節が認められた。いずれも重硬で強度の高い材質を有する。このうち、スダジイとツブラ

ジイは、アカガシ亜属と共に暖温帯常緑広葉樹林を構成する種類である。一方、クヌギ節とコナラ節は、

常緑広葉樹林の伐採跡等にみられる二次林（雑木林）の構成種である。

これまでに播磨地域で行われた調査では、弥生～古墳時代の使用樹種に関する資料は少ないが、弥生
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表1　樹種同定結果
資料番号 報告番号 調査番号 木器番号 地区 報告遺構番号 層位 時期 器種 樹種

1 W l 930133 1 93 －Ⅱ区 SD 52101
暗灰色シルト （青

灰砂礫の上）
鎌倉～室町時代 漆椀 トチノキ

2 W 2 930133 10 93 －Ⅱ区 流路西端近世井戸 江戸時代 漆椀 バリギリ

3 W lO 940246 W 115 94 －A 地区 SR 61401 古墳時代 槽 クリ

4 940246 W 124 94 －A 地区 SR 61601 井堰南杭列（杭 3 ） 弥生時代後期 杭 スダジイ

5 940246 W 54 94 －A 地区 SR 61601 井堰南杭列（杭 2 ） 弥生時代後期 杭 ツブラジイ

6 940246 W 62 94 －A 地区 SR 61601 井堰北杭列（杭 14） 弥生時代後期 杭 ツブラジイ

7 940246 W 66 94 －A 地区 SR 61601 井堰北杭列（杭21） 弥生時代後期 杭 スダジイ

8 3008W 950196 21 95 －A 地区 72012SE 灰黒色泥土層 鎌倉時代 栓 ？ マツ属複維管束亜属

9 3009W 950196 21 95 －A 地区 72012S E 灰黒色泥土層 鎌倉時代 草履芯板 クロベ

10 3021W 950196 23 95 －A 地区 72027SE 下層 鎌倉時代 箸 クロベ

11 3014W 950196 25 95 －A 地区 72027SE 鎌倉時代 鋤 コナラ属アカガシ亜属

12 3025W 950196 27 95 －A 地区 72027SE 下層 鎌倉時代 箸 モミ属

12 3027W 950196 27 95 －A 地区 72027S E 下層 鎌倉時代 箸 ヒノキ

13 3007W 950196 34 95 －A 地区 72012SE 灰黒色泥土層 鎌倉時代 櫛 イスノキ

14 3012W 950196 40 95 －A 地区 72012SE 堀方埋土 鎌倉時代 曲物底板 スギ

15 3010W 950196 41 95 －A 地区 72012SE 灰黒色泥土層 鎌倉時代 下駄 ツブラジイ

16 3016W 950196 44 95 －A 地区 72027SE 北サブトレ 鎌倉時代 下駄 ヒノキ

17 3017W 950196 47 95 －A 地区 72027SE 中層下半 鎌倉時代 下駄 ムクロジ

18 3011W 950196 48 95 －A 地区 72012SE 黒灰色粘土層 鎌倉時代 椀 バンノキ属バンノキ亜属

19 3015W 950196 50 95 －A 地区 72027SE 北サブトレ 鎌倉時代 鋤 コナラ属アカガシ亜属

20 3013W 950196 51 95 －A 地区 72012SE 灰黒色泥土層 鎌倉時代 杓子 ヒノキ

21 3018W 950196 54 95 －A 地区 72027SE 下層 鎌倉時代 杓子 ？ モ ミ属

22 3003W 950196 58 95 －A 地区 71049SK 鎌倉時代 折敷底板 スギ

23 3004W 950196 59 95 －A 地区 71049SK 鎌倉時代 飾り板 ヒノキ

24 3002W 950196 62 95 －A 地区 71049SK 鎌倉時代 折敷底板 サワラ

25 3005W 950196 65 95 －A 地区 71049SK 鎌倉時代 箸 モミ属

26 3001W 950196 66 95 －A 地区 71049SK 鎌倉時代 横槌 コナラ属アカガシ亜属

27 3019W 950196 20 95 －A 地区 72027SE 下層植物遺体層 鎌倉時代 部材 スダジイ

28 950196 53 95 －A 地区 72012SE 鎌倉時代 漆椀 スダジイ

29 5042W 960031 W 15 96 －B 地区 81006SD I 層 江戸時代 蓋 スギ

30 5042W 960031 W 15 96 －B 地区 81006SD I 層 江戸時代 蓋の把手 スギ

31 5016W 960031 W 52 96 －B 地区 81006S D Ⅱ層 江戸時代 槌 コナラ属アカガシ亜属

32 5048W 960031 W 65 96 －B 地区 81006SD Ⅱ層 江戸時代 不明 S 字状 ヒノキ

33 5019W 960031 W 69 96 －B 地区 81006SD Ⅱ層 江戸時代 下駄 （劉抜 き） ヒノキ

34 5025W 960031 W 73 96 －B 地区 81006SD Ⅲ層 江戸時代 下駄 （削 り出 し） モミ属

35 5014W 960031 W 75 96 －B地区 81006SD Ⅱ層 江戸時代 杓子 ヒノキ

36 5045W 960031 W 81 96 －B地区 81006SD Ⅱ層 江戸時代 折敷底 ヒノキ

37 5028W 960031 W 82 96 －B 地区 81006SD Ⅱ層 江戸時代 下駄 （差込） ヒノキ

38 5028W 960031 W 82 96 －B 地区 81006SD Ⅱ層 江戸時代 下駄の差込材 ヒノキ

39 5028W 960031 W 82 96 －B 地区 81006SD Ⅱ層 江戸時代 下駄の差込材 ヒノキ

40 5029W 960031 W 83 96 －B 地区 81006SD Ⅱ層 江戸時代 下駄 （差込み） ヒノキ

41 5029W 960031 W 83 96 －B 地区 81006SD Ⅱ層 江戸時代 下駄の歯 ヒノキ

42 5027W 960031 W 84 96 －B 地区 81006SD Ⅱ層 江戸時代 下駄 （剖抜き） ヒノキ

43 5015W 960031 W 87 96 －B 地区 81006SD Ⅱ層 江戸時代 太鼓 ？ マツ属複維管束亜属

44 5039W 960031 W 90 96 －B 地区 81006SD ．Ⅱ層 江戸時代 柄杓の柄 ヒノキ

45 5038W 960031 W 91 96 －B 地区 81006SD Ⅱ層 江戸時代 柄杓の側板 ヒノキ

46 5038W 960031 W 91 96 －B 地区 81006SD Ⅱ層 江戸時代 柄杓の底板 スギ

47・48

49・50

950196

950196

76007SH

76022SH

■
古墳時代

弥生時代後期

炭化材サンプル1（1点）クリ炭化材サンプル 2 （5 点）

炭化材サンプル 3 （3 点）

炭化材サンプル 1 （2 点）

炭化材サンプル 2 （5 点）

炭化材サンプル 3 （1 点）

炭化材サンプル 4 （1 点）

コナラ属コナラ亜属クヌギ節

コナラ属コナラ亜属クヌギ節

コナラ属コナラ亜属コナラ節

コナラ属コナラ亜属クヌギ節

コナラ属コナラ亜属クヌギ節

コナラ属コナラ亜属コナラ節
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表2　時期別・器種別種類構成

樹
種

時期 ・器種

複
維
管
束 モ　、

ス
ヒ サ ク

バ
ン
ノ
キ

ク

ヌ
ヽヽ

コ
ナ

ア
カ
ガ

．シ ク

ツ
ブ

ラ
ス
竺

イ
ス

ム
ク

ト
チ

バ
リ

亜 ‘・ヽ　、 ノ ワ ロ 亜 ギ ラ 亜 ジ ジ ノ ロ ノ ギ 合
属 属 ギ キ ラ ベ 属 節 節 属 リ イ イ キ ジ キ リ 計

江戸時代

漆椀 1 1

柄杓
柄杓 2 2

底 1 1

折敷底板 1 1

下駄

到抜 き 2 2

削出 し 1 1

差込み材 3 3

差込み本体 2 2

杓子 1 1

太鼓 ？ 1 1

槌 1 1
蓋 l 蓋 1 1

把手 1 1

不明 S 字状 1 1

鎌倉～室町時代 漆椀 1 1

鎌倉時代

漆椀 1 1

椀 1 1

折敷底板 1 1 2

櫛 1 1

下駄 1 1 1 3

草履芯板 1 1

杓子 1 1 2

鋤 2 2

箸 2 1 1 4

栓 ？ 1 1

曲物底板 1 1

部材 1 1

横槌 1 1

飾 り板 1 1

古墳時代
槽 1 1

炭化材サ ンプル 8 1 9

弥生時代後期
杭 2 2 4

炭化材サ ンプル 6 3 9

合　　　　 計 2 4 5 16 1 2 1 14 3 4 2 3 4 1 1 1 1 65

時代とされる資料ではアカガシ亜属が圧倒的多数を占める結果が得られている（中村，2001）。この結果

は、縄文時代から弥生時代にかけての六甲山南麓の植生がアカガシ亜属やシイノキ属を主とした常緑広

葉樹林であったと考えられていること（近藤ほか，1992）とも一致する。また、出合遺跡第27次調査で

は、井堰に伴う杭材の樹種同定が行われており、自然木の種類構成に近いことから樹種選択は低かった

と考えられている（藤根・吉川，1994）。

これらのことから、本遺跡周辺では弥生時代後期に山麓斜面などを中心にアカガシ亜属やシイノキ属

などの常緑広葉樹林が見られ、そこから杭材となる木材を得たことが推定される。また、集落周辺など

にはクヌギ節やコナラ節等で構成される二次林が見られ、そこから住居構築材を得たことが推定される。

しかし、弥生時代後期の資料が少ないため、現時点では古植生と木材利用の関係については不明な点が

多く、今後の課題としたい。

古墳時代では、竪穴住居跡から出土した炭化材にクヌギ節とクリ、槽にクリがそれぞれ認められた。
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竪穴住居跡にはクヌギ節が多いが、この種類構成は弥生時代後期と類似しており、同様の利用状況が推

定される。しかし、播磨地域では、古墳時代の木材利用に関する資料が少ない。また、兵庫県内全域を

みても、摂津地域では古墳時代の木製品にスギが多い結果が得られているが、全体的に古墳時代の資料

蓄積は十分ではない。したがって、木材利用の状況については、今後さらに資料蓄積を計る必用がある。

鎌倉時代は、漆椀、椀、折敷底板、櫛、下駄、杓子、鋤、箸、曲物底板、横槌等の木製品に、針葉樹

6種類と広葉樹6種類（バンノキ亜属、アカガシ亜属、ツブラジィ、スダジィ、イスノキ、ムクロジ）

が認められた。漆椀（スダジイ）、椀（バンノキ亜属）、鋤2点（アカガシ亜属）、下駄3点中2点（ツブラ

ジイ・ムクロジ）、櫛（イスノキ）、横槌（アカガシ亜属）、部材（スダジイ）の合計9点を除く13点が針葉

樹材であった。播磨地域で行われた調査では、中世の資料にヒノキ、二葉マツ、モミが比較的多く見ら

れる（中村，2001）。今回の結果もヒノキやモミ属の利用がやや多くみられ、これまでの傾向と類似する。

これらのことから、この時期にはヒノキやモミ属等の針葉樹材を主とした木材利用が行われていたこと

が推定される。これは、ヒノキやモミ属は木理が通直で軽軟であるために板状の加工が容易であるとい

う材質が関係していると考えられる。また、ヒノキでは、精油成分により耐水性や防虫性が高いことな

ども関係していると考えられる。なお、針葉樹材の利用は、縄文時代から見られるが、鉄器の加工具が

発達する古代以降盛んになることが指摘されている（鈴木，2002）。

広葉樹材の利用状況をみると、鍬や鋤などの農耕具にアカガシ亜属を利用する例は、中世では出土例

が報告されていないが、弥生時代や古代の資料では多数の報告例があり、アカガシ亜属以外の利用例は

少ない（中村，2001）。今回の結果から、中世においてもアカガシ亜属が利用されていたことが推定され

る。

櫛については、播磨地域の古代の横櫛にイスノキが認められた例が1点報告されているが、中世の櫛

については報告例がない（中村，2001）。そのため、櫛の木材利用の状況についての詳細は不明である。

現在、櫛の材としてはツゲが最も上品とされるが、明治時代の民俗事例では、櫛はツゲ、イスノキ、

ウメ、ヒイラギの4種類を利用したものが最も上品とされる（農商務省山林局，1912）。いずれも重硬で

均質のため、加工は困難であるが、細かい加工が可能であり、細かくても丈夫なために歯が折れにくい。

実際に遺跡から出土した櫛の樹種を統計した結果（島地・伊東，1988）では、イスノキが最も出土例が

多く、ツゲが次いで多い。この他、モッコク、カナメモチ、ネジキ、ユズリハ、シキミなどが認められ

る。

木材ノ工聾的利用（農商務省山林局，1912）には、江戸時代にはツゲの産地として御蔵島、三宅島、

神津島、新島などの島産と薩摩産とがあったが、主として島の産物との理由から武家などの屋敷向では

ツゲが嫌われ、イスノキのみを利用していたことが記録されている。中世における櫛の樹種と地域や使

用者との関係については、調査例が少ないために不明な点が多く、江戸時代の記録にみられるような使

い方がみられたのかは不明であり、今後文献等による調査も含めて検討したい。

下駄のツブラジイとスダジイは、いずれも丈夫な材質を利用したものと考えられる。同時期の下駄に

ついては、県内での調査例が報告されていないが、近世の下駄では、針葉樹のヒノキやスギと共に、ト

ネリコ属、ケヤキ、ホオノキ、クスノキ等の広葉樹材も認められている（中村，2001）。また、中世の下

駄が多数出土している広島県福山市革戸千軒町遺跡では、鎌倉時代に相当するI期の下駄にヒノキ属（ヒ

ノキ・サワラ）を中心に15種類が認められており、広葉樹ではクリ、エノキ属、ケヤキ、モクレン属、

サクラ属、ムクロジがある（パリノ・サーヴェイ株式会社，1997，2001）。針葉樹と広葉樹が混在している
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第2章　上脇遺跡から出土した木材・炭化材の樹種

結果は、今回の結果とも共通点がある。現時点では本地域での資料数が少なく、今後、本地域での類例

の蓄積をまって比較検討していきたい。

江戸時代では、漆椀、柄杓、折敷底板、下駄、杓子、太鼓、槌、蓋、不明製品があり、サワラとクロ

ベを除く針葉樹4種類と、広葉樹のアカガシ亜属、バリギリが認められた。この中では、針葉樹のヒノ

キの利用がとくに多い。鎌倉時代と比較すると、広葉樹材の利用が少なく、ヒノキなどの針葉樹を主と

した木材利用が窺える。播磨地域における近世の調査例は、明石城武家屋敷跡の例がほとんどであり、

遺跡の性格などの問題もあるので単純には比較できないが、今回と同様にヒノキの多用傾向が見られる

（島地，1992）。

林業史の文献を中心とした資料の調査（Totman，1998）によれば、17世紀末には日本の各地で戦国

時代から続く森林の過度の伐採により、木材資源が枯渇していたことが指摘されている。一方で、運搬

手段の向上等により、大都市に地方から木材が運ばれ、売買されていたことも明らかとなっている。近

藤ほか（1992）によれば、六甲山周辺地城についても、近世は「はげ山の時代」であったと考えられて

いる。また、絵図などには、一部スギーヒノキ林と考えられる林分も見られるとされているが、それほ

ど多くはない。この点については、当時の植生復元、木材の流通等の社会背景を含めて総合的に評価す

る必要があり、各遺跡での資料蓄積を待って検討していきたい。
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表3　遺構一覧表（平成7年度A地区）

報告遺 構番 号 PitNo． 旧遺構 名 1 旧遺構名 2 地 区 時 期

7100 1 S E S E lO7 B －　5 16C ～ 近 世 ・

7100 2 S E S X lO5 B －　5 16C ～ 近 世

7100 3 S E S X lO4 B －　5 16C ～ 近 世

7100 4 S E S X llO C －　5 16C ～ 近 世

7100 5 S E S X lOl A －　6 16C ～ 近 世

7100 6 S E S E lO2 J － 7 16C ～ 近 世

7100 7 S E S E lOl A －　7 16C ～ 近 世

7100 8 S E S E lO5 A －　7 16C ～ 近 一世

7100 9 S E S E l O6 A －　7 16C ～ 近 世

710 10 S E S X lO6 B －　7 16C～ 近 世

710 11 S E S X lO2 I －　8 16C～ 近 世

710 12 S E S X lO8 A ；B －　8 16C～ 近 世

71013 S E S X lO7 B －　8 16C～ 近 世

71014 S E S K 204 B －　9 ；0 近 世 ？

71015 S X S X lO3 J －　5 16C～ 近 世

71016 S D S D lO3 J －　8 16C～ 近 世

71017 S D S D lO4 J ；B － 8 16C～ 近 世

710 18 S D S D lO5 I －　8 16C～ 近 世

710 19 S E S E lO 3 J －　5 15～ 14 C ？

71020 S E S E lO 4 A 4 ；5 15～ 14 C ？

7102 1 S D S D lO2 J ；A － 6 ；8 15～ 14 C ？

7102 2 S D S D lO8 A ；B －　5 ；6 15 C

71023 S D S X 114 B －　6 15～ 14 C ？

71024 S D S D l12 B －　7 ；8 15～ 14 C ？

7102 5 S D S D 122 B －　8 ；9 15～ 14 C ？

7102 6 S D S D 121 B －　9 ；1 15 ～ 14 C ？

7102 7 S D S D 124 B －　8 ；9 15～ 14 C ？

7102 8 S D S D 123 B －　0 15～ 14 C ？

7102 9 S D S D lO9 B －　5 ；6 15 ～ 14 C ？

7103 0 S D S D llO B ；C －　5 ；6 15 ～ 14 C ？

7103 1 S D S D 115 C ；D －　6 15 ～ 14 C ？

7103 2 S D S D 119 D ；E －　6 ；7 15 ～ 14 C ？

710 33 S D S D 118 D ；E －　6 ；7 15 ～ 14 C ？

710 34 S D S D 116 B －　5 15 ～ 14 C ？

710 35 S D S D 120 C － 8 ；9 15 ～ 14 C ？

710 36 S D SD 12 5 C ；D －　5 13 ～ 14 C

710 37 S D SD 204 C －　5 13 C 以 降

710 38 S D SX 202 D －　6 14 C

7 10 39 S D SD 20 5 E －　6 15 ～ 14 C

7 10 40 S K SK 132 E －　7 15 C

710 41 S K SK 20 6 B －　7 ；8 15 ～ 14 C

710 42 S K SK llO J －　8 15 ～ 14 C

710 43 S B SB lOl C －　7 15 ～ 14 C ？

710 43 S B P l SB lOl P lO46 C －　6 15 ～ 14 C ？

710 43 S B P 2 SB lOl P lO52 C －　6 15 ～ 14 C ？

710 43 S B P 3 SB lOl P l137 C －　6 15 ～ 14 C ？

7104 3 S B P 4 SB lOl P lO44 C －　7 15 ～ 14 C ？

7104 3 S B P 5 S B lOl P 1138 C －　6 15 ～ 14 C ？

7104 3 S B P 6 S B lOl P lO90 C －　7 15 ～ 14 C ？

7104 3 S B P 7 S B lOl P lO91 C －　7 15 ～ 14 C ？

7104 3 S B P 8 S B lOl P lO92 C －　7 15 ～ 14 C ？

7104 4 S K S X 118 B －　7 13 ～ 14 C

7104 5 S K S K 13 1 B －　7 13 C

7104 6 S K S X 119 B －　6 13 ～ 14 C

7104 7 S K S X 120 B ；‘C －　7 13 ～ 14 C

報 告遺構 番号 PitNo． 昭遺構名 1 旧遺構名 2 地 区 時 期

7 1048 S K S K 128 C －　6 13～ 14 C

7 1049 S K S K 2 02 A －　7 13 C

7 1050 S K S X 116 D －　7 13 C

7105 1 S K S K 121 D －　7 13 C

71052 S K S K 125 D －　7 13C

71053 S K S X 113 B －　6 15～ 14 C ？

7 1054 S K S X l12 SK 2 04 B －　5 13 C

7 1055 S K S K 116 B －　6 13～ 14 C

7 2001 S G S X 2 01 A ；D －　6 ；7 13 C

7 2001 S G SX 2 03 SX 2 01 D －　7 13C

7 2001 S G SD 2 02 A －　6 13C

7 2002 S B SB 201 D ；E －　7 ；8 13C

72 002 S B P l SB 201 P 225 7 E －　7 13C

72 002 S B P 2 SB 201 P 2260 E －　8 13C

72 002 S B P 3 SB 201 P 2263 E －　8 13C

72 002 S B P 4 SB 201 P 225 6 E －　7 13C

7 2002 S B P 5 SB 20 1 P 225 9 E －　8 13C

7 2002 S B P 6 SB 20 1 P 226 2 E －　8 13C

7 2002 S B P 7 SB 20 1 P 225 5 E －　7 13C

7 2002 S B P 8 SB 201 P 225 8 E －　8 13C

7 2002 S B P 9 SB 20 1 P 226 1 E －　8 13C

7 2002 S B P lO SB 20 1 P 2394 D －　7 13C

7 2002 S B P 1 1 SB 20 1 P 239 3 D －　8 13C

7 2002 S B P 12 SB 201 P 2270 D －　8 13C

7 2003 S B SB 202 C ；D －　7 ；8 13C

7 2003 S B P l SB 202 P 224 6 D －　7 13C

72003 S B P 2 SB 202 P 234 1 D －　8 13C

72003 S B P 3 SB 202 P 227 9 D －　8 13C

72003 S B P 4 SB 202 P 259 9 D －　7 ；8 13C

72003 S B P 5 SB 202 P 234 2 D －　8 13C

72003 S B P 6 SB 202 P 228 0 D －　8 13C

72003 S B P 7 S B 202 P 229 1 D －　7 ；8 13C

72003 S B P 8 S B 202 P 228 3 D －　8 13C

72003 S B P 9 S B 20 2 P 228 1 D －　8 13C

72003 S B P lO S B 20 2 P 247 8 D －　8 13C

72003 S B P 11 S B 20 2 P 23 34 D －　8 13C

72003 S B P 12 S B 20 2 P 22 82 D －　8 13C

72003 S B P 13 S B 20 2 P 234 7 C －　8 13C

7200 3 S B P 14 S B 20 2 P 23 38 C －　8 13C

7200 3 S B P 15 S B 20 2 P 23 04 C －　8 13C

72003 S B P 16 S B 20 2 P 23 32 C －　8 13C

7200 3 S B P 17 S B 20 2 P 23 36 C －　8 13C

72003 S B P 18 S B 20 2 P 23 37 C －　8 13C

7200 3 S B P 19 S B 20 2 P 23 26 C －　8 13C

72003 S B P 2 0 S B 20 2 P 23 95 D －　7 13C

72003 S B P 2 1 S B 20 2 P 25 33 D －　7 13C

72003 S B P 2 2 S B 20 2 P 23 97 D －　7 13C

72003 S B P 2 3 S B 202 P 247 6 D －　7 13C

72003 S B P 24 S B 202 P 232 6 C －　7 13C

72003 S B P 25 S B 202 P 223 9 C －　7 13C

72004 S B S B 20 3 C ；D －　8 13C

72004 S B P l S B 20 3 P 2354 D －　8 13C

72004 S B P 2 S B 20 3 P 227 6 D －　8 13C

72004 S B P 3 S B 20 3 P 23 53 D －　8 13C

72004 S B P 4 S B 20 3 P 23 55 D －　8 13C
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報告遺構番号 PitNo． 旧遺構名1 旧遺構名2 地 区 時期

7200 4 S B P 5 S B 203 P 2345 D －　8 13 C

7200 4 S B P 6 S B 203 P 2352 D －　8 13 C

7200 4 S B P 7 S B 203 P 2292 D －　8 13 C

7200 4 S B P 8 S B 2 03 P 2293 D －　8 13 C

7200 4 S B P 9 S B 2 03 P 2 343 D －　8 13C

7200 4 S B P lO S B 2 03 P 2 335 D －　8 13C

72004 S B P 11 S B 2 03 P 2 295 D －　8 13C

72004 S B P 12 S B 2 03 P 2 296 D －　8 13C

72004 S B P 13 S B 20 3 P 2 297 C －　8 13C

72004 S B P 14 S B 20 3 P 2 298 C －　8 13C

72004 S B P 15 S B 20 3 P 2 299 C －　8 13C

72004 S B P 16 S B 20 3 P 23 00 C －　8 13C

72004 S B P 17 S B 20 3 P 23 01 C －　8 13C

72004 S B P 18 S B 20 3 P 23 02 C －　8 13C

72004 S B P 19 S B 20 3 P 23 03 C －　8 13C

72005 S B S B 204 C －　9 ；0 13C

72005 S B P l S B 204 P 23 64 C －　9 13C

72005 S B P 2 S B 204 P 24 08 C －　9 13C

72005 S B P 3 S B 204 P 24 05 C －　9 13C

72005 S B P 4 S B 204 P 24 16 C －　9 13C

72005 S B P 5 S B 204 P 23 70 C －　9 13C

72005 S B P 6 S B 204 P 23 77 C －　9 13C

72005 S B P 7 S B 204 P 23 80 C －　9 13C

72005 S B P 8 S B 204 P 24 30 C －　9 13C

72005 S B P 9 S B 204 P 23 79 C －　9 13C

72005 S B P lO S B 204 P 244 6 C －　9 13C

72005 S B P 11 S B 204 P 24 32 C －　9 13C

72005 S B P 12 S B 204 P 24 24 C －　9 13C

72005 S B P 13 S B 204 P 24 52 C －　0 13C

72005 S B P 14 S B 204 P 24 39 C －　0 13C

72005 S B P 15 S B 204 P 24 29 C －　9 13C

72005 S B P 16 S B 204 P 24 56 C －　0 13C

72005 S B P 17 S B 204 P 24 55 C －　0 13C

72006 S B S B 20 5 C ；D －　9 ；0 13C

72006 S B P l S B 20 5 P 23 65 C －　9 13C

72006 S B P 2 S B 20 5 P 24 11 C －　9 13C

72006 S B P 3 S B 20 5 P 24 06 C －　9 13C

72006 S B P 4 S B 20 5 P 24 14 C －　9 13C

72006 S B P 5 S B 20 5 P 23 69 C －　9 13C

72006 S B P 6 S B 20 5 P 23 76 C －　9 13C

72006 S B P 7 S B 20 5 P 244 2 C －　9 13C

7 2006 ・S B P 8 S B 20 5 P 24 31 C －　9 13C

7 2006 S B P 9 S B 20 5 P 242 2 C －　9 13C

7 2006 S B P lO S B 20 5 P 244 5 C －　9 13C

72 006 S B P 11 SB 205 P 243 3 C －　9 13C

72 006 S B P 12 SB 205 P 242 5 C －　9 13C

72 006 S B P 13 SB 205 P 2384 C －　0 13C

72 006 S B P 14 SB 205 P 2438 C －　0 13C

72 006 S B P 15 SB 205 P 2386 C －　9 13C

72 006 S B P 16 SB 205 P 2457 C －　0 13C

72 006 S B P 17 SB 205 P 2387 C －　0 13C

72 006 S B P 18 SB 205 P 2402 C －　9 13C

72 006 S B P 19 SB 205 P 2378 C －　9 13C

72 006 S B P 20 SB 205 P 242 1 C －　9 13C

72 006 S B P 21 SB 205 P 2423 C ；D －　9 13C

報告遺構番号 PitNo． 旧遺構名1 旧遺構名2 地 区 時期

7200 6 S B P 22 S B 2 05 P 2 428 C －　9 13 C

7200 6 S B P 23 S B 2 05 P 2 401 C －‾9 13 C

7200 6 S B P 24 S B 2 05 P 2 358 C －　9 13C

72006 S B P 25 S B 2 05 P 2 359 C －　9 13C

72006 S B P 26 S B 20 5 P 24 10 C －　9 13C

72006 S B P 2 7 S B 20 5 P 2 363 C －　9 13C

72006 S B P 2 8 S B 20 5 P 24 13 C －　9 13C

72006 S B P 2 9 S B 20 5 P 23 66 C －　9 13C

72006 S B P 3 0 S B 20 5 P 23 68． C －　9 13C

72006 S B P 3 1 S B 20 5 P 23 81 C －　9 13C

7 2006 S B P 32 S B 20 5 P 244 9 C －　9 13C

7 2006 S B P 33 S B 20 5 P 24 51 C －　0 13C

7 2006 S B P 34 S B 20 5 P 24 58 C －　0 13C

7 2006 S B P 35 S B 20 5 P 24 59 C －　0 13C

7 2007 S D S D 206 C －　9 ；0 13C

7 2008 S D S D 209 C －　0 13C

7 2009 S D S D 207 C －　9 13C

7 2010 S D S D 208 C －　0 13C

7 2011 S D C －　0 13C

7 2012 S E S E 20 1 E －　7 13 ・16 C

7 2012 S E S X 115 S E 20 1 E －　7 15 C

7 2013 S K S K 203 D －　8 13 C

7 2014 S K S K 133 D －　8 13 C

7 2015 S K S K 211 D －　7 13 C

7 2016 S K S K 2 12 C －　8

7 2017 S K S K 214 P 23 11 C －　8

7 2018 S K S K 2 15 P 23 18 C －　8

7 2019 S K S K 2 16 C ‘－　8 ；9

7 2020 S K S K 2 10 D －　8 13 C

7 2021 S K S X 4 01 B －　0 13C

7 2022 S D S D 2 01 A ；B －　4 ；5 13 C ・7　C

7 2023 S D S D 2 08 B －　5 13 C

7 2024 S D S D 2 07 B －　5 13 C

7 2025 S D SD 2 06 B ；C －　5 13 C

7 2025 S D S D 2 09 B －　5 ；6 13 C

7 2026 S B SB 206 B ；C －　5 ；6 13C

7 2026 S B P l SB 206 P 250 1 B －　5 13C

7 2026 S B P 2 SB 206 P 250 2 B －　5 13C

7 2026 S B P 3 SB 206 P 250 3 B －　5 13C

7 2026 S B P 4 SB 206 P 2504 C －　5 13C

72 026 S B P 5 SB 206 P 250 5 C －　5 13C

72 026 S B P 6 SB 206 P 2092 B －　6 13C

72 026 S B P 7 SB 206 P 2084 B －　5 13C

72 026 S B P 8 SB 206 P 2506 B ；C －　5 13C

720 26 S B P 9 SB 206 P 2507 C －　5 13C

720 26 S B P lO S B 206 P 2211 C －　5 13 C

720 26 S B P 11 S B 206
P 2 508
（＝P 2118 ） B －　6 13C

7202 6 S B P 12 S B 206 P 2 509 B －　6 13C

7202 6 S B P 13 S B 206 P 2 213 C －　6 13C

7202 6 S B P 14 S B 206 P 2 510 C －　5 ；6 13C

7202 6 S B P 15 S B 2 06 P 2 511 C －　5 13C

7202 7 S E S X 204 B －　5 13 C

7202 8 S X S K 119 A －　6 13 C

7202 9 S K S K 205 A －　5 ；6 13 C ？

7203 0 S K S K 301 B －　4 ；5
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報告遺構番号 PitNo． 旧遺構名1 旧遺構名2 地 区 時期

7203 1 S K S K 117 J －　7 13 C

730 01 S D S D 302 C ；D －　6 ；9 10 C

730 02 S D S D 30 1 C ；D －　6 ；9 10 C

730 03 S D S D 308 S D 203 C －　7 ；9 10 C ？

730 03 S D SD 203 S D 308 C －　7 ；8 10 C

730 04 S D SD 303 C ；D －　6 1 0 C

730 05 S D SD 30 5 B ；C －　6 10 C

730 06 S D S D 30 6 D －　8 10 C

730 07 S D S D 307 D －　8 10 C

730 08 S D S D 304 D －　7 10 C ？

730 09 S E S X 306 C －　6 10 C

730 10 S E S K 20 1 B ；C －　6 10 C

730 11 S K S K 302 B －　6 10 C

730 12 S K S X 305 C －　5 10 C

730 13 S K S K 120 B ；C －4 10 C

730 14 S K S K 303 C －　7 10 C ？

730 15 S K S K 304 D －　7 ；8 10 C ？

730 16 S E SX 307 C －　8 10 C

730 17 S X SX lO 9 B －　4 7　C

730 18 S X SX 30 2 B ；C －　5 7　C

73 019 S X 土器溜まり B －　4 8 C

73 020 S B SB 401 I ；J －　6 ；7 7　C

73 020 S B P l SB 401 P 4134 I －　7 7　C

73 020 S B P 2 SB 401 P 4135 I －　7 7　C

73 020 S B P 3 SB 401 P 4136 I －　7 7　C

73 020 S B P 4 SB 401 P 4137 I －　7 7　C

73 020 S B P 5 SB 401 P 4138 I －　6 ；7 7　C

7 3020 S B P 6 SB 401 P 4037 J －　6 7　C

7 3020 S B P 7 SB 401 P 4130 I －　7 7　C

7 3020 S B P 8 SB 40 1 P 413 1 I －　7 7　C

7 3020 S B P 9 S B 40 1 P 413 2 I －　7 7　C

7 3020 S B P lO S B 40 1 P 413 3 I ；J － 7 7　C

7 3020 S B P 1 1 S B 40 1 P 404 5 J －　6 ；7 7　C

73020 S B P 12 S B 40 1 P 40 38 I r　7 7　C

73020 S B P 13 S B 40 1 P 404 4 J －　7 7　C

73020 S B P 14 S B 40 1 P 40 39 I －　7 7　C

73020 S B P 15 S B 40 1 P 404 0 I ；J － 7 7　C

73020 S B P 16 S B 40 1 P 404 1 J － 7 7　C

73020 S B P 17 S B 40 1 P 40 42 J － 7 7　C

73020 S B P 18 S B 40 1 P 40 43 J －　7 7　C

7302 1 S B S B 40 2 I ；J －　6 7　C

7302 2 S B S B 4 03 J －　5 ；6 7 C

7400 1 S D S D 401 A ；D －　5 ；9 古墳

7400 2 S D S D 402 B －　5 古墳 ？

報告遺構番号 PitNo． 旧遺構名 1 旧遺構名 2 地 区 時期

74003 S D S D 403 B ；C －　6 ；9 古墳

74004 S D S D 404 C － 8 ；9 古墳

74005 S D S D 405 C －　9 古墳 ？

74006 S D S D 406 C －　7 古墳 ？

74007 S D S D 411 D －　6 古墳 ？

7400 8 S D S D 412 C ；D －　5 古墳 ？

74009 S H S H 401 D －　6 古墳

740 10 S K S X 304 C －　5 7 C

740 11 S K S X 303 C －　5 7　C ？

74012 S K S K 404 D －　6 古墳

74013 S K S K 412 D －　6 古墳

74014 S K S K 208 D －　7 古墳

74015 S K S K 403 B －　6 古墳 ？

74016 S K S K 413 C －　7 古墳 ？

74017 S K S K 406 B ；C －　7 古墳 or弥生

74018 S K S K 414 C －　7 古墳 ？

740 19 S K S K 405 C －　7 古墳 or弥生

7402 0 S K S K 415 C －　8 古墳 ？

7402 1 S K S K 402 C ；D －　9 古墳 ？

7402 2 S K S K 411 D －　9 古墳 ？

7402 3 S B S B 4 04 B －　0 7 C

7402 4 S H I －　7 古墳

7402 5 S H S H 402 I ；J － 7 ；8 古墳

740 26 S H S H 403 A －　9 古墳

740 26 S H S H 403 P 4 081 A －　9 古墳

740 27 S K S K 423 J － 7

740 28 S K S K 42 1 J － 8 古墳

740 29 S K P 4 077 J － 8

740 30 S K SK 420 J － 8 古 墳

740 31 S K SK 40 9 A －　9 古 墳

74 032 S K SK 410 A －　9 古 墳

74 033 S K SK 408 A －　0 古墳

74 034 S X SX 30 1 A －　6 古墳

74 035 S K SK 30 5 A －　6 古墳 ？

74 036 S K SK 30 6 A －　6 古墳 ？

7 4037 S D SD 40 9 C －　9 古墳

74 038 S D SD 40 8 A ；B －　0 古墳 ？

7 4039 S D SD 40 7 B －　0 ；1 古墳

7 4040 S D SD 4 10 B － 1 古墳 ？

7 4041 S K S X lll J － 8 弥生 後期

7 4042 S K S K 114 I ；J －　8 弥生 ？

7 4043 S K S K 4 07 A －　9 弥生 中期

7 4044 S X 土器 棺 2 P 401 1 A －　6 弥生 中期

74045 S X S X 4 03 土器 棺 1 A －　8 弥生 中期
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表4　遺構一覧表（平成7年度B地区）
報告遺 構番号 PitNo－ 旧遺構 名 1 旧遺構名 2 地 区 時 期

7500 1 S K S K 441 I －　9 鎌 倉

75002 S K S K 231 I －　0 ；1 中 世

75003 S K S K 222 I1－ 1 中 世 ？

75004 S K S K 223 I － 1 中 世

75005 S K S K 221 I － 1 中 世 ？

75006 S K S K 234 A － 1 中 世

7 5007 S K S K 235 A － 1 中 世

7 5008 S K SK 2 30 A －　3 中 世

75 009 S K SK 2 27 A ；B －　3 中 世

75 010 S K SK 2 28 B －　4 中 世

75 011 S D SD 2 15 J ；B － 3 ；4 中 世

75 012 S K SK 4 57 A －　2

75 013 S D SD 2 20 C －　2

75 014 S D SD 2 25 D －　2 ；3

75 015 S D SD 2 24 C ；D －2 ；5 平 安

75 016 S B SB 207 C ；D － 4 ；5

75 016 S B P l SB 207 P 2628

75 016 S B P 2 SB 207 P 2629

75 016 S B P 3 SB 207 P 2630 C －　4

75 016 S B P 4 SB 207 P 2622

75 016 S B P 5 SB 207 P 2623

75 016 S B P 6 SB 207 P 2624 C －　4

75 016 S B P 7 SB 207 P 2625 D －　4

750 16 S B P 8 SB 207 P 2621 C －　5

75 016 S B P 9 SB 207 P 2626

75 016 S B P lO SB 207 P 2608 C ；D －　5

750 16 S B P 11 SB 207 P 2627

750 16 S B P 12 SB 207 P 2607

750 16 S B P 13 SB 207 P 2606 D －　5

750 16 S B P 14 SB 207 P 2605 D －　5

750 16 S B P 15 SB 207 P 2604 D －　5

750 17 S B SB 208 D －　4

750 17 S B P l SB 208 P 2635 D －　4

750 17 S B P 2 SB 208 P 2636 D －　4

750 17 S B P 3 SB 208 P 2637 D －　4

750 17 S B P 4 SB 208 P 2634 D －　4

750 17 S B P 5 S B 208 P 2638 D －　4

750 17 S B P 6 S B 208 P 2633 D －　4

750 17 S B P 7 S B 208 P 2632 D －　4

750 17 S B P 8 S B 208 P 2631 D －　4

750 18 S A S A 2 01 C ；D －　5 ；6

750 18 S A P l S A 20 1 P 2 620 C －　6

750 18 S A P 2 S A 20 1 P 2 619 C －　5

750 18 S A P 3 S A 20 1 P 2 618 C －　5

750 18 S A P 4 S A 20 1 P 2 617 D －　5

75018 S A P 5 S A 20 1 P 26 16 D －　5

75018 S A P 6 S A 20 1 P 26 15 D －　5

75018 S A P 7 S A 20 1 P 26 14 D －　5

7 5018 S A P 8 S A 201 P 26 13 D －　5

7 5018 S A P 9 S A 201 P 26 12 D －　5

7 5018 S A P lO S A 201 P 26 11 D －　5

7 5019 S D S D 216 D －　4 ；5

7 5020 S D S D 217 D －　5

7 5021 S D S D 218 D －　4

7 5022 S D S D 219 D －　5

報 告遺構 番号 PitNo． 旧遺構名 1 旧遺構名 2 地 区 時 期

7 5023 S D S D 221 D －　3

7 5024 S D S D 222 D ；E －　3 ；4

7 5025 S D S D 223 B ；E －　3 ；5 弥 生 後 ～ 古 墳

7 6001 S H S H 4 05 I ；J －　9 古 墳

7 6002 S H S H 4 06 H ；I －　9 ；0 古 墳

7 6003 S H S H 4 07 H －　0 ；1 古 墳

76 004 S H SH 4 25 J －　0 古 墳

76 005 S H SH 4 10 I ；J －　9 ；0 古 墳

76 006 S H SH 42 6 J －　0 古 墳

76 007 S H SH 40 9 I ；J －　0 古 墳

760 08 S H SH 424 I；J －　0 ；1 古 墳

760 09 S H SH 40 8 I －　0 ；1 古 墳

760 10 S H SH 420 I － 1 古 墳

760 11 S H SH 427 I － 1 古 墳

760 12 S H S H 428 I － 1 弥 生 中 ？

760 13 S H SH 422 I － 1 ；2 古 墳

760 14 S H S H 42 1 I － 1 ；2 古 墳

760 15 S H S H 419 H ；I － 1 古 墳

760 16 S H S H 41 1 H － 1 古 墳

760 17 S H S H 412 A －　0 ；1 古 墳

760 18 S H S H 413 A － 1 ；2 古 墳

760 19 S H S H 414 A － 1 古 墳

7602 0 S H S H 418 J ；A － 2 古 墳

7602 1 S H S H 417 J ；A －　2 ；3 古 墳

7602 2 S H S H 415 A ；B －　2 弥 生 一布 留

7602 3 S H S H 416 A －　3 弥 生 後 ？

7602 4 S H S H 502 C －　3 ；4 弥 生 後 ？

7602 5 S H S H 501 B －　5 弥 生 後 ？

7602 6 S K S K 435 S H 405 J －　9

7602 7 S K S X 412 S H 405 I －　9 古 墳

7602 8 S K S X 411 S H 405 J －　9 古 墳

7602 9 S K S X 409 S H 405 I ；J －　9 古 墳

7603 0 S K S X 408 S H 406 H ；I －　9 古 墳

7603 1 S K S K 460 S H 406 H －　0 古 墳

76032 S K S K 462 S H 406 I －　0 古 墳

76033 S K S K 482 S H 407 H －　0

76034 S K S K 468 S H 407 H －　0

76035 S K S K 478 S H 425 ・J －　0 古 墳

76036 S K S K 479 S H 425 J － 0 古 墳

76037 S K S K 475 S H 425 J －　0 古 墳

76038 S K S K 480 S H 425 J －　0 古 墳

76039 S K S K 4 76 S H 4 25 J －　0 古 墳

7 6040 S K S X 4 10 S H 4 10 J －　9 古 墳

7 6041 S K S K 4 66 S H 4 09 I －　0

76 042 S K S K 4 28 SH 4 24 J － 1 古 墳

76 043 S K S K 4 74 SH 4 20 I － 1

76 044 S K SK 47 2 SH 4 12 A －　0 古 墳

76 045 S K SK 47 1 SH 4 12 A －　0 古 墳

76 046 S K SK 45 8 SH 4 17 A －　2 ；3

76 047 S K SK 48 3 SH 4 15 A －　2

760 48 S K SK 484 SH 4 15 A －　2

760 49 S K SH 4 16 A －　3

760 50 S K SK 244 SH 50 2 C －　4 弥 生 ？

760 51 S K SH 50 1 B －　5 弥 生 ？

76 052 S D SD 50 1 A －　3 ；4 弥 生 後 期
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報告遺構番号 PitNo． 旧遺構名 1 旧遺構名 2 地 区 時 期

76053 S B S B 40 2 B －　3 ；4

7605 3 S B P l S B 4 02 P 4 354 A ；B －　3

7605 3 S B P 2 S B 4 02 P 4 239 B －　3

7605 3 S B P 3 S B 4 02 P 4 351 B －　3

7605 3 S B P 4 S B 4 02 P 4 238 B －　3

7605 3 S B P 5 S B 4 02 P 4 353 B －　3

7605 3 S B P 6 S B 4 02 P 4 352 B －　3

7605 3 S B P 7 S B 4 02 P 4 355 B －　4

7605 3 S B P 8 S B 4 02 P 4 241 B －　4

7605 3 S B P 9 S B 4 02 P 4 253 B －　4

7605 4 S B S B 501 B －　3 ；4 弥 生

7605 4 S B P l S B 501 P 4 343 B －　3 弥 生

7605 4 S B P 2 S B 501 P 4 344 B －　3 弥 生

7605 4 S B P 3 S B 501 P 4 254 B －　3 弥 生

7605 4 S B P 4 S B 501 P 4 345 B －　3 弥 生

7605 4 S B P 5 S B 501 P 4 240 B －　3 弥 生

760 54 S B P 6 SB 501 P 4 346 B －　3 弥 生

760 54 S B P 7 SB 501 P 4 347 B －　3 弥 生

760 54 S B P 8 SB 501 P 4237 B －　3 弥 生

76 054 S B P 9 SB 501 P 4348 B －　3 ；4 弥生

76 054 S B P lO SB 501 P 4349 B －　4 弥生

76 054 S B P 11 SB 501 P 4350 B －　4 弥生

76 055 S D SD 4 26 A ；B －　4

7 6056 S K SK 24 1 H －　0 古墳

7 6057 S K S X 4 04 I ；J －　9 ；0 古墳

7 6058 S K S K 4 65 I －　0 古墳前 期

7 6059 S K S K 4 61 I －　0

7 6060 S K S K 4 25 I －　0 古墳

7606 1 S K S K 426 I －　0 古墳

76062 S K S K 481 I －　0

76063 S K S X 414 I －　0 古墳 布留

76064 S K S X 413 H ；I －　0 古墳

7606 5 S K S H 423 G ；H － 1 古墳

7606 6 S K S K 439 J ；A －　0

7606 7 S K S K 430 S K 225 J －　0 ；1 古墳

760 68 S K S K 440 J － 1 古墳

760 69 S K SK 46 9 I ；J － 1

760 70 S K SK 45 9 I －　2

760 71 S K SK 44 3 A －　0 古墳

760 72 S K SK 47 3 S H 412 A －　0 古墳

76 073 S K SX 4 18 B － 1 古墳

76 074 S D SD 42 5 B － 1

76 075 S K SX 4 16 I －　9 弥 生 中期

76 076 S K SX 40 6 I －　9 弥 生後 期

76 077 S K SK 42 9 J －0 不 明

76 078 S K SX 4 17 I － 1 弥生

76 079 S K SK 4 64 I － 1 弥中 Ⅳ期

76 080 S K SX 40 7 C －　2 弥生後 期

76 081 S K SK 4 63 B －　2 ；3 弥 後 Ⅵ期

76 082 S D SD 4 14 B ；D －　2 ；4 古 墳

76 083 S D SD 4 13 C ；E － 4 ；6 古 墳

7 6084 S R SR 401 E ；F － 4 ；5 古 墳 ・弥生

7 6085 S D SD 5 05 B ；D －　3 ；4 弥中 ～後

7 6086 S D SD 504 B ；E －　3 ；4

7 6087 S D S D 503 C ；E －　4 ；5 弥生後 期

報告遺構番号 P托No． 旧遺構名1 旧遺構名2 地区 時期

76088 S R SR 50 1 B ；E －4 ；6 弥中～後

76089 S D SD 506 D －　3 ；4 弥生前期

表5　遺構一覧表（平成8年度）
報告遺構番号 PitNo． 旧遺 構名 地 区 時期 備 考

8100 1S X S X lOl A 地区 炭 の分布

81002S X S X lO2 A 地 区 落 ち込み

81003S X S X O3 A 地 区

81004S D S D lOl A 地区 鋤溝

81005S D S D lO2 A 地 区 鋤溝

81006S D 堀

81007S D S D O6 B 地区 堀に接続する溝

81008S D S D O5

81009S D S D O4

81010S D S D O3

8101 1S K S X lO5 B 地区 落 ち込み

81012 S X S X lO6 B 地区 落 ち込み

81013 S X S X lO7 B 地 区 落 ち込み

8200 1S B S B 2 01 A 地 区 古 墳時代 後期 3 ×2 以 上

82002 S B S B 2 04 A 地 区 古 墳時代 後期 1 ×2

8200 3S B S B 202 A 地 区 古 墳時 代後期 3 ×2 以 上

8200 4S B S B 203 A 地 区 古 墳時 代後期 5 × 2以 上

8200 5S A 柱 列20 1 A 地 区 古 墳 時代後期 5 間分

820 06S B 2 間分

820 07S X 第1面落ち込み

820 08S D S D 206 B 地 区 古墳 時代 中期 ごく短期間の流路

820 09S D SD 207 B 地 区 古墳 時代 中期 ごく短期間の流路

820 10S D SD 208 B 地 区 古墳 時代 中期 ごく短期間の流路

82 011S D SD 20 9 B 地 区 溝

83 001S R SR 302 B 地 区 古墳 時代 中期

83 002S D SD 30 1 B 地 区 弥生 時代末期 SR 301から分岐

83 003S X 堰 B 地 区 弥生 時代後 期

8 3004S X

8 4001S R

84002S X S X 4 01 ドング リ出土

84003S X S X 4 02

84004S X S X 4 03 弥生 時代 後期
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表6　平成7年度土器一覧表
図版No ． 報告N o． 桂別 器種 口径 器高 底径 残存状況 報告遺構番号 層位

図版106 3001 染付 皿 12．3 2．6 7．0 ほぼ完形 71013SE 埋土

3002 褐色陶器 平瓶 6．2 14．2 11．6 体部わずか　 把手欠損

3003 土師器 土管 （10．6） 24．3 （9．1） 1 ／4 強 71017SD

3004 土師器 杯A （12．05） 3．3 （6．7） 口緑 2 ／9，底部1 ／ 4 71038SD

3005 土師器 皿B （11．5） 2．2 （6．7）
口緑わずか、底部 1 ／ 3

強

3006 土師器 小皿B 7．65 1．6 1 ／ 2 弱 71039SD 埋土

3007 土師器 小椀 （8．0） 2．7 （5．3）
口縁わずか、底部 1 ／4

弱
埋土

3008 土師器 羽釜 （25．3） （4．6） 口緑部付近のみ 1 ／ 9 71040SK 埋土

3009 土師器 皿B 11．95 2．4 7．9
口緑 4 ／ 5 、底部 1 ／2

強
71041SK 埋土 （北半分）

3010 瓦質土器 盤 口緑わずか 埋土

3011 土師器 小皿A 7．4 1．5 5．3 完形 71044SK

3012 土師器 小皿A 7．8 1．6 4．9 口緑 1 ／ 2 、底部完形

3013 土師器 小皿A （7．6） 1．7 5．0 口緑 1 ／2 弱、底部完形

3014 土師器 小皿B 8．2 1．6 1 ／ 2 強 第 2 層

3015 土師器 小皿B （8．1） 1．9 1 ／ 3 第 2 層

3016 土師器 杯 A （12．2） 3．25 （6．15） 1 ／ 3

3017 土師器 杯 A 13．2 3．4 6．5 ほぼ完形（口緑わずか欠）

3018 土師器 杯 B 12．2 2．5 8．9 ほぼ完存 第 2 層

3019 土師器 皿B （12．7） 2．65 （9．5） 1 ／ 8 埋土

3020 瓦器 椀 （12．9） （3．2） 口緑 1 ／10 埋土

3021 瓦器 椀 （12．5） 3．6 （2．3） 口緑 1 ／4　 底部 3 ／ 4 セクション内埋土

3022 須恵器 椀 （14．6） （4．1） （6．9） 1 ／2 弱残

3023 須恵器 椀 （14．7） 3．5 （7．3） わずか セクション内埋土

3024 須恵器 片口鉢 （26．8） （8．1） 口緑 1／ 6 強 第 2 層

3025 土師器 小皿A 7．5 1．45 5．3 口緑 1 ／ 4 、底部完存 71045SK 埋土

3026 フイゴ 羽口 縦 （6．6） 横 （5．6） 厚 （2．8） わずか 埋土

図版107 3027 土師器 小皿A 7．5 1．3 5．0 完形 71046SK 埋土

3028 土師器 小皿A （7．9） 1．6 （5．4） 1 ／2 強

3029 土師器 皿B （12．9） 2．65 （10．0） 口縁 1 ／ 3

3030 瓦器 椀 （12．4） （3．0） 1 ／ 6 埋土

3031 土師器 小皿B （7．2） 1．4 1 ／ 4 71047SK

3032 土師器 小皿B （7．8） 1．65 1 ／ 4 強 第2 層

3033 土師器 小皿B （7．2） 1．4 1 ／ 2 強

3034 土師器 皿B （11．5） 2．7 口緑 1 ／ 3

3035 須恵器 片口鉢 （25．2） （3．9） 口緑 1 ／12

3036 土師器 小皿A 7．5 1．5 5．2 完形 71049SK

3037 土師器 小皿A （7．7） 1．3 （5．6） 1 ／ 2 弱 埋土

3038 土師器 小皿B （8．0） 1．45 口緑 1 ／ 3

3039 土師器 小皿B 8．1 1．6 3 ／ 4 埋土上層

3040 土師器 杯A 12．4 3．7 7．0 ほぼ完存、口緑わずか欠

3041 土師器 杯A 12．6 3．45 7．0 口緑わずか欠

3042 土師器 杯A （13．5） 3．75 （8．1） 口緑 1 ／4 、底部 3 ／ 4 埋土

3043 土師器 皿B （12．3） 2．4 1 ／ 3 埋土上層

3044 瓦器 椀 （13．2） （2．9） 口緑 1 ／8 上層

3045 土師器 棄 （24．2） （4．0） 口緑 1 ／8 弱 上層

3046 土師器 小皿A 8．65 1．5 5．95 完形 71050SK

3047 土師器 小皿A （8．2） 1．3 （5．2）
口緑 1 ／2 、底部 1 ／ 2

強

3048 土師器 小皿B （7．7） 1．4 （5．3） 口緑 1 ／3　 底部 2 ／ 5

3049 土師器 小皿B （8．2） 1．4 （6．4） 口緑 3 ／8 、底部 1 ／ 2

3050 須恵器 小皿A 8．3 1．4 5．9
口緑 7 ／ 8 、底部ほぼ完

形
埋土
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図版N o． 報告N o． 種別 器程 口径 器高 底径 残存状況 報告遺構番号 層位

3051 土師器 杯A （13．9） 2．9 （8．9） 口緑 1 ／4 、底部 3 ／ 8 71050SK

3052 土師器 皿 （12．4） 2．65 （7．7） 口縁 1 ／ 5 弱

3053 土師器 托 （11．2） 3．35 （6．3） 口緑 3 ／8 、底部 1 ／ 2

3054 備前焼 小碗 （9．1） 2．7 （6．0） 口縁 1 ／13、底部 1 ／ 8

3055 須恵器 片口鉢 （26．4） （5．3） 口縁 1 ／4 71051SK

3056 土師器 小皿B 7．7 1．6 口緑 1 ／ 3 欠 第 2 層

3057 土師器 小皿 B 7．9 1．35 口緑 5 ／8 灰白色土

3058 土師器 小皿 B 7．9 1．75 ほぼ完存 第 2 層上半

3059 土師器 小皿 B （7．8） 1．9 口緑 1 ／ 2 強

3060 土師器 小皿B （8．0） 1．8 口緑 1 ／ 2 灰白色土

3061 土師器 小皿 B 8．2 1．7 ほぼ完存 第 2 層

3062 土師器 皿B （11．3） 2．5 口緑 1 ／ 3 第 2 層

3063 土師器 皿B 11．7 3．0 口緑 3 ／8 灰白色土

3064 土師器 皿B （11．9） 2．8 1 ／ 3 第 2 層

3065 土師券 皿B （12．2） 2．3 1 ／ 4 弱 第 2 層

3066 土師器 皿B （13．2） 2．75 口縁 1 ／4 灰白色土

3067 瓦器 ミニチュア羽釜 （4．6） （2．9） 口縁 1 ／ 8 第 2 膚

図版108 3068 土師器 鍋 （19．1） （12．55） 口緑 1 ／ 6　 体部 1 ／4

3069 土師器 羽釜 （24．2） （7．1） 口緑 1 ／ 6 第 1 層残 り除去中

3070 土師器 羽釜 （27．1） （7．4）
1 口縁 1 ／8　 体部わず

か
第 2 層

3071 土師器 羽釜 （22．9） （7．8） 口緑 1 ／ 5

3072 須恵器 片口鉢 （31．8） （7．5） 1 ／12 第 2 層

3073 須恵器 片口鉢 （28．9） （6．2） 口緑 1 ／ 9 第 2 層

3074 須恵器 片口鉢 （28．8） 9．9 （11．4） 1 ／ 5 第 2 層

3075 須恵器 片口鉢 （22．5） （6．2） 口緑 1 ／ 5 第 3 層

3076 瀬戸焼 おろし皿 （15．5） 4．1 （11．8） 1 ／ 4 弱

3077 瀬戸焼 おろし皿 （2．1） 8．3 底部 1 ／ 2 第2 層

3078 須恵器 嚢 （35．1） （5．1） 口緑 1 ／ 6 第2 層

3079 備前焼 措鉢 （29．6） （6．0） 口緑 1 ／ 8 第1 層

3080 備前焼 措鉢 （27．5） （9．4） 口縁わずか 第2 層‾

3081 備前焼 す り鉢 （28．6） （8．4） 口縁 1 ／ 8 弱 第2 層

3082 備前焼 措鉢 （31．4） （7．2） 口緑わずか 第2 層

3083 備前焼 （嚢）口縁 （5．6） 口緑わずか

図版109 3084 土師器 小皿A （7．0） 1．8 4．9 口縁 1 ／ 4　 底部 1 ／ 2 72001SG 灰色土

3085 土師器 小皿A （7．2） 1．2 （5．5） 1 ／3 レキ混じり土

3086 土師器 小皿A （7．5） 1．2 5．8 口緑 1 ／4 臥 底部完存 埋土最下層

3087 土師器 小皿A 7．5 1．4 4．9 口縁 3 ／4 、底部完存 埋土

3088 土師器 小皿A 7．6 1．35 5．1 ほぼ完存 埋土着下層

3089 土師器 小皿A 7．7 1．3 5．1 1 ／ 5

3090 土師器 小皿A 7．8 1．7 5．35
口縁2 ／3 、底部ほぼ完

存
灰色土

3091 土師器 小皿A （7．8） 1．5 4．9 口緑わずか　 底部完存 埋土

3092 土師器 小皿A 7．8 1．3 5．3 ほぼ完存 埋土 （灰白色）

3093 土師器 小皿A （7．9） 1．4 （6．3） 1 ／4 レキ混じり土

3094 土師器 小皿A 8．0 1．4 5．4
口緑3 ／4 、底部ほぼ完

形

3095 土師器 小皿A （8．3） 1．4 （5．6） 口緑 1 ／4 、底部 1 ／ 3 レキ混じり土

3096 土師器 小皿B 8．1 1．3 ほぼ完存

3097 土師器 小皿B （8．3） 1．3 1 ／ 3弱 埋土

3098 土師器 杯A （11．5） 3．0 （6．0） 口緑 1 ／5　 底部 3 ／ 4

3099 土師器 杯A （11．9） 3．3 （6．0） 1 ／ 2 弱 灰色土

3100 土師器 杯A 12．0 3．2 （6．5） 口緑 1 ／5 、底部 1 ／ 2 埋土 （灰色土）

3101 土師器 杯A 12．05 3．4 6．65 口緑 7 ／8 、底部 7 ／ 8 SE lO5直下　 灰褐色土

3102 土師器 杯A （12．7） 3．4 （6．2） 口緑 1 ／8 強、底部完存 灰色土
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3103 土師器 杯A （12．9） 3．6 7．0 口緑 1 ／2 弱、底部完存 72001SG 灰色土

3104 土師器 杯A （13．0） 3．0 （6．9） 口緑 1 ／4 レキ混じり土

3105 土師器 杯A （13．1） 3．25 6．8 口緑 1 ／3 、底部完存
SX 201の直上層 （黄褐色

土）

3106 土師器 杯A （13．2） 3．2 （6．6） 口緑3 ／8 、底部 3 ／ 4 灰色土

3107 土師器 杯A （14．8） 3．3 （7．9）
口緑 1 ／4 、底部 1 ／ 2

弱
埋土最下層

3108 土師器 血 B 11．8 2．4 8．0
口緑わずかに欠、ほぼ完

存
レキ混じり土

3109 土師器 皿 B （12．1） 2．6 （8．8） 口緑 1 ／ 4 埋土

3110 土師器 皿B （12．4） 2．55 （8．5） 口緑 1 ／ 4 レキ混 じり土

3111 土師器 皿B （12．5） 2．1 （9．2） 1 ／ 3 埋土

3112 須恵器 椀 （13．3） 3．8 （6．0） 口緑わずか、底部 1 ／4 灰色土

3113 須恵器 椀 15．3 4．0 6．6 3 ／ 4 埋土

3114 須恵器 椀 （15．2） 4．6 （6．5） 口緑 1 ／ 4 弱 埋土

3115 須恵器 片口鉢 （31．9） （5．5） 口縁わずか 埋土

3116 須恵器 片口鉢 （26．0） （3．6） 口緑わずか 第 2 層の下

3117 須恵器 片口鉢 （26．2） （6．05） 口緑わずか 埋土最下層

3118 須恵器 鉢 （24．0） （8．5） 口緑 1 ／ 2 埋土

3119 土師器 襲 （22．6） （10．2） 口緑 1 ／ 3 灰色土

3120 土師器 鍋 （23．2） （9．7） 口緑 1 ／ 4 弱

3121 土師器 羽釜 （23．1） （5．7） 口緑 1 ／10

図版110 3122 須恵器 嚢 （51．6） （4．3） 口緑わずか 72001SG 埋土

3123 須恵器 嚢 34．5 （26．9） 口緑 3 ／ 4　 体部わずか 埋土

3124 石製晶 石硯 （12．1）×（9．0） 1．7 11．1 ×8．0
口緑 1 ／ 2 弱、底部 3 ／

4 強
埋土

3125 石製品 石硯 （0．65） 埋土 （灰色土）

図版111 3126 土師器 小皿A （7．5） 1．2 （5．4） 口緑 1 ／ 8 、底部 1／ 2 72003SB P l

3127 土師器 小皿A （8．3） 1．25 6．1 わずか
72003SB P 8

72004SB P 7

3128 土師器 小皿B （8．2） 1．5 1 ／ 4 弱 72003SB P 2

3129 土師器 小皿A 7．4 1．2 4．9 完形 P 2420

3130 土師器 杯A （12．7） 2．6 （7．0） 口緑 1 ／3 、底部 1 ／ 2 72003SB P 16

3131 須恵器 椀 （15．1） 4．75 5．7 口緑わずか、底部 7 ／ 8 72003SB P 17

3132 須恵器 椀 14．5 4．8 5．7 口緑 3 ／4 、底部完存 72006SB P 33

3133 須恵器 椀 （16．1） 4．6 口緑 1 ／4 72006SB P 20

3134 土師器 羽釜 （23．8） 4．3 口緑 1 ／12
72005SB P 12

72006SB P 12

3135 土師器 小皿A （8．5） 1．45 （7．1） 1 ／ 4 弱 72007SD

3136 土師器 小皿A （7．25） 1．0 （4．7）
口緑 3 ／8 、底部 1 ／ 3

弱
P 2273

3137 土師器 小皿A 7．5 1．6 5．0 ほぼ完形 P 2468 中世検出面

3138 土師器 小皿A 8．25 1．5 5．45
口緑 3 ／ 8 、底部ほぼ完

存
P2333

3139 土師器 小皿B 8．25 1．55 2．7 口緑 1 ／ 7 、底部 3 ／4 72003SB P 4

3140 土師器 杯A （2．6） 7．7 体部わずか、底部完存 P2450

3141 土師器 杯A （13．3） 3．55 7．7 口緑 4 ／ 9 、底部 3 ／4 P2278

3142 須恵器 椀 （15．3） 5．25 6．3
口緑 1 ／ 7 、底部ほぼ完

存
P2532

3143 土師器 羽釜 （26．7） （18．1） 1 ／ 3 72012SE

3144 土師器 羽釜 （19．9） （13．2） 口緑 1 ／ 3 、体部 1 ／4

3145 土師器 皿B （13．7） 2．2 口緑わずか 灰黒色泥上層 （下層）

3146 須恵器 椀 （2．4） （7．0） 体部わずか、底部1 ／2 灰黒色泥上層 （下層）

3147 須恵器 襲 （39．8） （3．7） 口縁わずか 灰黒色泥上層 （下層）

3148 須恵器 襲 （41．8） （3．6） 口緑わずか 灰黒色泥上層
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3149 土師器 小皿A （7．5） 1．3 （4．9） 1 ／4 72012SE 掘り方埋土

3150 土師器 小皿A （7．6） 1．6 4．3 口緑 1 ／ 4　 底部 3 ／4 掘り方埋土

3151 須恵器 椀 （16．2） （3．5） 口緑 1 ／ 6 掘り方埋土

3152 土師器 羽釜 （35．7） （4．2） 口緑 1 ／ 6 掘り方埋土

図版112 3153 土師器 小皿A 7．5 1．2 5．15 完存 72013SK

3154 土師器 小皿A 7．5 1．3 5．2 完形 下層

3155 土師器 小皿A 7．6 1．3 5．1 口緑わずか欠

3156 土師器 小皿A 7．65 1．45 5．75 ほぼ完存

3157 土師器 小皿A 7．7 1．25 5．75 ほぼ完存

3158 土師器 小皿A 7．75 1．35 5．0
口緑3 ／4 、底部ほぼ完

存

3159 土師器 小皿A 7．9 1．3 5．15 ほぼ完存 下層

3160 土師器 小皿A 7．9 1．3 5．6 完存

3161 土師器 小皿A 7．9 1．4 4．9 ほぼ完存

3162 土師器 小皿A 7．9 1．4 6．3 口緑7 ／8 、底部完存

3163 土師器 小皿A 8．0 1．3 5．45 口緑 5 ／8 、底部 3 ／ 4

3164 土師器 小皿A 8．05 1．45 6．0 口緑わずか欠

3165 土師器 小皿A （8．1） 1．1 6．3
口緑 1 ／ 2 弱　 底部 4 ／

5

3166 土師器 小皿A 8．25 1．65 5．9 口緑 6 ／ 7 、底部6 ／7

3167 土師器 小皿A 8．4 1．4 6．2
口縁 3 ／ 4 、底部ほぼ完

存

3168 土師器 小皿B 7．2 1．5 3 ／ 4

3169 土師器 小皿B （7．8） 1．7 口縁わずか欠

3170 土師器 小皿B （7．9） 1．4
ロ緑 1 ／ 2 弱　 底部 3 ／

4

3171 土師器 小皿B 7．9 1．5 4 ／ 5 下層

3172 土師器 小皿B 8．0 1．35
口緑 5 ／ 8 、底部ほぼ完

存

3173 土師器 小皿B （8．0） 1．6
口緑 1 ／ 4 強、底部ほぼ

完存

3174 土師器 小皿B 8．1 1．6 口緑 4 ／ 5 、底部中心欠 下層

3175 土師器 小皿B 8．1 1．5 7 ／ 8 下層

3176 土師器 小皿B 8．1 1．8 3 ／ 4

3177 土師器 小皿B 8．3 1．6 4 ／ 5 下層

3178 土師器 小皿B 8．3 10．5 4．7 口緑 5 ／8 、底部 7 ／ 8

3179 土師器 小皿B 8．4 1．7 完形 下層

3180 土師器 小皿 B 8．6 1．7 口緑わずか欠

3181 土師器 小皿 B （8．7） 1．85 5 ／ 8 下層

3182 土師器 杯A （12．6） 3．6 （7．1）
口縁 1 ／2 弱　 底部ほぼ

完存

3183 土師器 杯A （13．7） 3．2 7．45 口緑 1 ／4 強、底部完存 下層

3184 須恵器 椀 15．4 4．95 6．3 完存

3185 土師器 皿B 13．2 2．8 口緑 7 ／ 8 強 下層

3186 土師器 皿B 13．75 3．2 9．6
口緑わずかに欠、ほぼ完

存

3187 土師器 皿B 13．7 2．9 ほぼ完存

3188 土師器 小皿A （7．95） 1．2 （6．2）
口緑 1 ／ 4 、底部 1 ／3

弱
72015SK

3189 土師器 小皿A （8．3） 1．4 （6．5） 口緑 1 ／ 6 、底部 1 ／3

3190 土師器 杯A （14．5） 2．9 （8．5）
口縁 1 ／ 4 、底部 1 ／2

弱

3191 土師器 小皿A （7．9） 1．25 （6．2）
口緑 3 ／ 8 、底部 3 ／8

強
72020SK

3192 土師器 小皿A 7．55 1．5 5．4 口緑 5 ／ 8 、底部 3 ／4 72014SK 埋土
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3193 土師器 小皿A 8．1 1．・5 5．7 完形 72014SK 埋土

3194 土師器 杯A （13．2） 2．7 口緑 1 ／5 弱 埋土

3195 土師器 杯A （14．2） 2．93　 ， （8．45） 口緑 1 ／8 、底部 1 ／ 4

3196 土師器 羽釜 （24．3） （7．9） 口緑 1 ／3 弱 72016SK

図版113 3197 須恵器 小皿 （7．3） 1．3 （5．1） 口緑 1 ／8 72026SB P 4

3198 須恵器 片口鉢 （30．3） （4．2） 口縁わずか 72023S D

3199 土師器 羽釜 （22‥1） （5．9） 口緑 1 ／4 弱 72025SD

3200 土師器 羽釜 （23．8） （15．5） （27．6） 口縁 3 ／ 8 72022SD

3201 土師器 羽釜 25．1 17．7 体部一部欠 72028SX

3202 土師器 小皿A 8．2 1．5 5．2 口緑 3 ／ 4 、底部完存 掘 り方内

3203 土師器 小皿A 7．95 1．6 5．1 口緑わずかに欠 72031SK 埋土

3204 土師器 小皿A （8．1） 1．6 （4．8）
口緑 1 ／ 4 、底部 1 ／2

弱
72030SK

3205 土師器 小皿A （6．7） （1．4） 5．1 口緑 1 ／ 3 、底部完存 72027SE 上層

3206 土師器 小皿A 7．4 1．35 4．9 完存
中層 （黒灰色土） ＋上層

残 り

3207 1 土師器 小皿A （7．4） 1．4 5．15 口緑 1 ／4 、底部完存
中層下半 （黒色植物遺体

混 じり層）

3208 土師器 小皿A 7．5 1．3 5．3 口緑わずか欠
中層下半 （黒色植物遺体

混 じり層）

3209 土師器 小皿A 7．5 1．5 4．4 完形 下層 （植物遺体層）

3210 土師器 小皿A 7．6 1．4 4．5 完形
中層下半 （黒色植物遺体

混じり層）

3211 土師器 小皿A 7．7 1．3 5．3 口緑わずか欠

3212 土師器 小皿A 7．8 1．5 5．0 口緑わずか欠 下層

3213 土師器 小皿A 7．8 1．6 5．1 ほぼ完形 下層 （植物遺体層）

3214 土師器 小皿A 7．8 1．6 5．1 完形 下層

3215 土師器 小皿A 7．8 1．6 5．1 完形
中層下半 （黒色植物遺体

混じり層）

3216 土師器 小皿A 7．8 2．3 4．6 口緑わずか欠 中層 （暗灰色土層）

3217 土師器 小皿A 7．85 1．2 5．9
口緑 3 ／ 8 強、底部 3 ／

4
下層 （植物遺体層）

3218 土師器 小皿A 7．9 1．6 5．6 完形 下層 （植物遺体層）

3219 土師器 小皿A （7．95） 1．4 5．55
口緑 1 ／ 2 、底部ほぼ完

存
下層 （植物遺体層）

3220 土師器 小皿A （8．0） 1．25 （5．85）
口緑 1 ／ 2 強、底部 1 ／

2 強
下層 （植物遺体層）

3221 土師器 小皿A 8．0 1．4 5．6 完形 下層

3222 土師器 小皿A 8．1 1．3 6．0 1 ／ 2 下層 （植物遺体層）

3223 土師器 小皿A 8．1 1．4 5．1 口緑 1 ／4 欠
中層下半 （黒色植物遺体

混 じり層）

3224 土師器 小皿A 8．1 1．5 5．8 完形 下層

3225 土師器 小皿A 8．2 1．25 5．0 ほぼ完存、口緑わずか欠 下層

3226 土師器 小皿A 8．2 1．4 5．7 完形 下層

3227 土師器 小皿A 8．2 1．4 6．5 完存 中層 ＋中層下半

3228 土師器 小皿A （8．3） 1．0 （6．0） 1 ／4 下層 （植物遺体層）

3229 土師器 小皿A 8．4 1．4 5．0 完形 下層

3230 土師器 小皿A 8．4 1．4 5．55
口緑 5 ／ 8 、底部ほぼ完

存
下層 （植物遺体層）

3231 土師器 小皿A （7．8） 1．4 5．65
口線 1 ／ 4　 底部ほぼ完

存
炭層の面下げ

3232 土師器 小皿A （7．9） 1．5 （4．7）
口緑 1 ／ 5　 底部3 ／4

弱
炭層の面下げ

図版114 3233 土師器 杯A 12．25 3．0 6．65 口緑 3 ／4 、底部3 ／4 72027SE 下層 （植物遺体層）

3234 土師器 杯A 12．35 3．3 6．95 体部わずか欠
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3235 土師器 杯A 12．55 3．25 6．35 体部わずかに欠 72027SE
中層 （黒灰色土） ＋上層

残 り

3236 土師器 杯A （12．6） 3．1 6．3 口縁 1 ／ 2 弱　 底部完存 下層 （植物遺体層）

3237 土師器 杯A 12．7 3．3 6．2 口緑 1 ／ 4　 底部完存
中層下半 （黒色植物遺体

混じり層）

3238 土師器 杯A （12．7） 3．3 6．6 口緑 1 ／ 2 弱、底部完存
中層下半 （黒色植物遺体

混じり層）

3239 土師器 杯A 12．75 3．35 7．6 ほぼ完存

3240 土師器 杯A 12．8 3．2 6．35 完存 下層 （植物遺体層）

3241 土師器 杯A （12．8） 3．2 6．6 口緑 1 ／ 3　 底部完存
中層下半 （黒色植物遺体

混 じり層）

3242 土師器 杯A （12．8） 3．4 6．6 1 ／ 2 弱
中層下半 （黒色植物遺体

混 じり層）

3243 土師器 杯A 12．85 3．2 6．7 口緑 5 ／ 9 、底部完存 下層 （植物遺体層）

3244 土師器 杯A （12．9） 3．0 6．5 口緑 1 ／ 4 、底部完存 下層 （植物遺体層）

3245 土師器 杯A 12．9 3．1 6．5 口縁 1 ／ 4 欠 下層 （植物遺体層）

3246 土師器 杯A 12．9 3．15 6．45 完存
中層下半 （黒色植物遺体

混 じり層）

3247 土師器 杯A 12．9 3．35 6．95 口縁 2 ／ 5　 底部完存

3248 土師器 杯A 13．1 3．3 7．1 口緑 7 ／ 8 弱、底部完存 下層 （植物遺体層）

3249 土師器 杯A 13．1 3．4 6．8 口緑 1 ／ 2 強、底部完存 下層 （植物遺体層）

3250 土師器 杯A （13．1） 3．45 6．6 口緑 1 ／ 6 、底部完存 下層 （植物遺体層）

3251 土師器 杯A 13．1 3．55 7．5 口縁 3ノ 4 、底部完存
中層下半 （黒色植物遺体

混 じり層）

3252 土師器 杯A 13．2 3．5 6．7 口縁わずかに欠 下層 （植物遺体層）

3253 土師器 杯A 13．2 3．5 7．2
口緑 1 ／ 4 、底部ほぼ完

存
下層 （植物遺体層）

3254 土師器 杯A 13．45 3．1 6．7
口緑 3 ／ 8 強　 底部 3 ／

4

中層下半 （黒色植物遺体

混 じり層）

3255 土師器 杯A （13．5） 3．45 6．8
口緑 1 ／ 3 弱、底部 7 ／

8 弱

中層下半 （黒色植物遺体

混じり層）

3256 土師器 杯A 13．6 3．2 7．45 体部、底部一部欠 下層 （植物遺体層）

3257 土師器 杯A 13．65 2．75 6．8 口縁 8 ／ 9 、底部完存

3258 土師器 杯A 13．65 3．3 6．6 口縁、体部わずか欠 下層 （植物遺体層）

3259 土師器 小皿B 8．2 1．95 1／ 2 強 上層

3260 土師器 小皿B （8．3） 1．55 1／ 4
中層 （黒灰色土）＋上層

残り

3261 土師器 小皿B 8．4 1．45 3 ／ 8

3262 土師器 小皿B （8．6） 1．6 1／ 3 強 上層

3263 土師器 小皿B （8．8） 1．5 1／ 2 弱
中層 （黒灰色土）＋上層

残り

3264 土師器 小皿B 8．8 1．5 3 ／ 5

3265 土師器 小皿B （9．1） 1．5 1 ／ 4 強

3266 土師器 小皿B （8．2） 1．5 口縁 3 ／ 8 炭層の面下げ

3267 土師器 皿B （11．5） 2．3 口縁 1 ／ 4
中層 （黒灰色土）＋上層

残り

3268 土師器 皿B （11．5） 2．45 口緑 1 ／ 4 欠 上層

3269 土師器 皿B （11．8） 3．25 （8．0） 1 ／ 3
中層 （黒灰色土）＋上層

残 り

3270 土師器 皿B 12．2 3．0 1 ／ 3
中層下半 （黒色植物遺体

混じり層）

3271 土師器 皿B （12．3） （2．2） 1／ 4 弱
中層下半 （黒色植物遺体

混じり層）

3272 土師器 皿B 12．8 2．65
口緑 1 ／ 2 、底部ほぼ完

存
下層 （植物遺体層）
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3273 土師器 皿B （13．3） （2．55） 1 ／ 4 強 72027SE 上層

3274 土師器 皿B （12．8） 2．7 口緑 3 ／ 8 炭層の面下げ

図版115 3275 須恵器 椀 （13．0） 4．4 1 ／ 4 強 72027SE 上層

3276 須恵器 椀 14．4 4．5 7．3 口緑 3 ／ 4 、底部完存
中層下半 （黒色植物遺体

混 じり層）

3277 須恵器 椀 15．2 4．4 7．1 口緑 1 ／ 4 欠 上層

3278 須恵器 椀 15．3 5．0 6．5 口緑 1 ／4 欠
中層下半 （黒色植物遺体

混 じり層）

3279 須恵器 椀 （15．4） 3．6 （7．4） 1 ／ 3
中層 （黒灰色土）＋上層

残 り

3280 須恵器 椀 15．4 4．3 6．6 口緑2 ／3 、底部完存

3281 須恵器 椀 15．5 4．8 7．8 口緑2 ／3 、底部完存 下層 （植物遺体層）

3282 須恵器 椀 （15．7） 4．0 6．5 口緑4 ／6 、ほぼ完存
中層下半 （黒色植物遺体

混じり層）

3283 須恵器 椀 （16．0） 4．45 6．2 1 ／ 2 弱 上層

3284 須恵器 椀 16．0 4．6 6．2 口緑3 ／4 、底部完存
中層 （黒灰色土）＋上層

残り

3285 須恵器 椀 （墨書） 15．0 4．3 7．65 口緑3 ／4 弱　 底部完存 下層

3286 須恵器 椀 （墨書） （1．65） （7．1） 底部1 ／3 弱 下層

3287 須恵器 椀 （14．8） 4．5 （6．2） 口緑 1 ／3　 底部 1 ／ 4 炭層の面下げ

3288 須恵器 片口鉢 （29．2） （7．4） 1 ／7 中層 （黒灰色土層）

3289 須恵器 片口鉢 （9．7） 口緑わずか 炭層の面下げ

3290 土師器 租製鉢 （22．2） （5．7） 口緑わずか 上層

3291 ° 土師器 鍋 （24．4） （9．2） 口緑 1 ／ 6

3292 土師器 鍋 （25．3） （13．0） 口緑 1 ／ 2 下層 （植物遺体層）

3293 土師器 鍋 2．3．9 （16．3） 口緑完形、底部なし 下層 （植物遺体層）

3294 土師器 鍋 26．2 16．1 3．3 口緑 1 ／ 3　 底部一部 下層 （植物遺体層）

図版116 3295 土師器 鍋 （22．6） （5．7） 口緑 3 ／ 4 72027SE
中層 （黒灰色土）＋上層

残 り

3296 土師器 鍋 （22．6） （10．6） 口縁 1 ／ 2
中層 （黒灰色土）＋上層

残 り

3297 土師器 鍋 22．0 （17．0）
口緑ほぼ完存、体部 4 ／

5 程度残存

中層下半 （黒色植物遺体

混 じり層）

3298 土師器 三足鍋 （24．6） 10．6 （13．4） ？ 1 ／ 3

3299 土師器 羽釜 20．2 （13．2） 口緑約 1 ／2

3300 土師器 羽釜 （25．6） （8．65） 口緑 1 ／ 6 、体部少 し
中層 （黒灰色土）＋上層

残 り

3301 土師器 羽釜 （25．4） （8．4） 1 ／ 3 弱 下層 （植物遺体層）

3302 土師器 羽釜 （24．6） （13．45）
口縁 1 ／ 6 強、羽 1 ／4

体部 1 ／3
中層＋中層下半

3303 土師器 羽釜 （24．0） （7．8） 口緑 1 ／ 6 弱
中層 （黒灰色土） ＋上層

残 り

3304 土師器 羽釜 20．8 （13．3） 口緑 1 ／ 3

3305 土師器 羽釜 24．3 11．7 （16．2）
口緑、底部 ともに1 ／ 2

強

3306 土師器 羽釜 （29．1） （5．7） 口緑 1 ／12

3307 滑石 石鍋 （26．1） （10．2） （18．6）
口緑 1 ／4 弱　 底部わず

か
上層

3308 土製品 （フイゴの）羽口 縦 （6．75） 横 （6．45） 厚 （2．0） わずか 中層 （黒灰色土層）

図版117 3309 土師器 小皿A 7．0 1．3 5．3 口緑わずか欠 第 2 層

3310 土師器 小皿A （7．1） 1．4 5．0 口緑2 ／3 欠 第 2 層

3311 土師器 小皿A 7．9 1．4 5．3 口緑 1 ／3 欠 第 2 層

3312 須恵器 小皿A （6．9） 1．25 5．8 口緑 1 ／4　 底部完存 第 3 層

3313 土師器 小皿A 8．3 1．4 完存 第 2 層

3314 土師器 小皿A 8．4 1．5 口緑わずか欠 第 2 層
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3315 土師器 小皿B 8．3 1．4 第3層

3316 須恵器 小皿 （6．9） 1．1 （4．2） 1／2 弱 第2層

3317 土師器 托 9．8 2．7 5．8 1／2 強 第3層

3318 須恵器 椀 15．6 4．95 7．1 完存 第2層

3319 須恵器 椀 （15．7） 4．4 4．3 口縁1／2弱　 底部完存 第2層

3320 須恵器 片口鉢 （24．6） （6．8） 口緑1／2弱 第2層

3321 須恵器 片口鉢 （26．1） （5．65） 口緑1／8 第4層

3322 土師器 羽釜 （21．7） （9．2）
口緑1／4 強　体部わず

か
第2層

3323 土師器 鍋 （27．3） （12．5） 第3層 （第2 層含む）

3324 須恵器 嚢 （26．4） （5．2） 口緑わずか 第2層 （下半分）

3325 韓式土器 襲 （5．5） 破片 第1層残り除去

3326 韓式土器 襲 （6．9） 破片 第1層

3327 瓦 平瓦 縦 （20．2） 横 （18．7） 厚2．35 灰白色土

3328 土製品 フイゴの羽口 縦7．0 横6．9 羽口ほぼ完存 第2層

3329 滑石 石鍋 （18．0） （4．3） 口緑1／8 第1層残り除去

3330 滑石 石鍋 （20．1） （3．6） 口緑1／9

3331 滑石 石鍋 （23．4） 2．3 口緑1／8 第2層

3332 滑石 石鍋 （2．2） わずか破片 71037SD 埋土

3333 滑石 石鍋 （1．8） 破片

図版118 3334 青白磁 合子蓋 （6．0） （1．95） 口緑1／3 72015SK

3335 青白磁 合子蓋 1．3 （5．9） 底部1／3 71050SK 埋土

3336 白磁 小壷 （4．6） （3．15） 口緑2／9 71034SD の直下 黒色包含層上面

3337 白磁 碗 （10．7） 3．0 （5．0）
口緑わずか　底部高台1

／3
第2層

3338 白磁 皿 （11．1） 1．95 （7．4） 口緑1／8　底部3／8 第2層

3339 白磁 碗 （12．1） （3．4） 口緑1／8 72001S G

3340 白磁 碗 （11．4） 3．4 5．85 口緑わずか　底部4／5 第2 層

3341 白料 碗 （15．8） 口緑わずか 72012SE

3342 白磁 碗 （16．1） （4．3） 口緑1／8 72001SG 埋土最下層

3343 白磁 碗 （14．6） （3．75） 口緑 1／8 72001SG

3344 白磁 碗 （15．7） （4．55） 口緑1／9 第2層

3345 白磁 碗 （5．5） 底部高台1 ／4弱 72012SE

3346 白磁 碗 （16．2） （3．35） 口緑1／2 第2層

3347 白磁 碗 （15．8） （3．7） 口緑1／8 72001SG 灰色土

3348 白磁 碗 （16．8） （2．4） 口緑わずか 72025SD

3349 青磁 小皿 （9．8） （2．05） 口縁わずか 72001SG 不明

3350 青磁 碗 11．25 3．6 6．2
口緑1／4　底部高台5

／8
72027SE

3351 青磁 小皿 （9．6） （2．5） 口緑1／8 第2層

3352 青磁 皿 （2．4） （3．5） 底部1／2

3353 青磁 碗 （15．8） （5：5） 口緑わずか 72015SK

3354 青磁 碗 （16．4） （5．0） 口緑1／8 第2層

3355 青磁 碗 （14．9） （5．0） 口縁1／5弱 第2層～第3層

3356 青磁 碗 （15．8） （3．1） 口緑1／8 72001SG 灰色土

3357 青磁 碗 （14．6） （4．3） 口緑2／9 第1層

3358 青磁 碗 （2．45） （5．0） 底部、高台3／8 72012SE

3359 青磁 碗 （2．75） 4．9 底部、高台完存 72001SG 灰色土

3360 青磁 碗 （2．25） （4．6） 底部、高台3／8弱 71044SK 埋土

3361 青磁 碗 （2．45） （5．0） 底部　 高台わずか 第2層

図版119 3362 須恵器 輪高台沈線椀 （5．5） （8．5） 底部3／8 73002SD

3363 須恵器 沈線椀 （16．6） （5．0） 口緑1／2 73001SD 下層

3364 須恵器 平高台沈線椀 （4．8） （6．9） わずか 73001SD 上層

3365 須恵器 椀 （15．4） 5．3 （7．0） 1／2 73002SD

3366 須恵器 杯B （15．9） 4．6 （9．2） 1／8 73001SD
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3367 須恵器 杯B （17．4） 6．3 （11．0） 1 ／ 4 強 73001SD 上面掘削

3368 須恵器 平高台椀 （13．8） （4．35） 口緑 1 ／ 8 強 73002SD

3369 土師器 小皿or杯A （11．2） 2．6 （7．0） 口緑わずか　 底部1 ／ 2
73002SD

73001S D 合流部
上層

3370 土師器 羽釜 （27．6） 口緑 1 ／5 73001S D

3371 須恵器 椀 （14．1） 4．3 （4．8） わずか 73003S D 埋土

3372 土師器 托 （11．2） 2．5 5．0 口緑1 ／6 、底部完存 埋土

3373 須恵器 輪高台沈線椀 （3．2） （8．2）
体部わずか　 底部 1 ／ 4

弱
73005SD

3374 土師器 杯A （12．7） 2．5 （7．1） 1 ／8 73006SD

3375 須恵器 杯A （13．5） 3．2 （7．6） 1 ／3 73007SD

3376 須恵器 蓋 （2．35） つまみ周辺のみ 73009SE

3377 土師器 と字状口緑　 皿 （12．4） 2．25 （5．0）
口緑 3 ／ 8 、底部 3 ／8

強
73011SK

3378 土師器 嘩 （2．75） 5．75 底部完存

3379 須恵器 輪高台沈線椀 （15．8） 5．95 7．35
口緑わずか　 底部ほぼ完

存
73012SK

3380 須恵器 輪高台沈線椀 （16．8） 5．5 7．7 口緑わずか　 底部 1 ／2

3381 須恵器 鉢 （15．8） （3．55） 口緑わずか

3382 須恵器 平高台椀 （14．0） 4．9 （7．0） 口緑 3 ／ 8　 底部 1 ／2

3383 土師器 輪高台椀 （13．9） 5．5 （7．0） 1 ／ 4 弱

3384 土師器 平高台椀 （13．6） 4．1 （6．2） 口緑 1 ／ 8 、底部 1 ／8

3385 須恵器 ・＝ヒ笠 （15．8） （2．9） 口緑わずか

3386 土師器 皿 （11．6） （7．1） 口緑 1 ／12　底 1 ／ 3

3387 土師器 小皿 （11．2） 1．95 （6．7） 口緑わずか　 底部 1／ 4

3388 土師器 杯B （12．8） 4．9 6．1 口縁 1 ／4 、底部完存 73013SK 埋土

図版120 3389 土師器 輪高台沈線椀 15．85 5．7 8．05
口緑 1 ／ 2　 底部ほぼ完

存
73016SE 下層

3390 須恵器 沈線椀 （16．6） （4．5） 1 ／ 8 上層

3391 須恵器 輪高台沈線椀 （3．8） （8．4） 底部 1 ／2 強

3392 須恵器 平高台椀 （13．9） （4．65） （7．8） 1 ／4 強 下層

3393 須恵器 平高台椀 12．55 4．3 6．15
口緑 7 ／8　 底部ほぼ完

存
下層

3394 須恵器 平高台椀 （3．5） （7．9） 1 ／ 2 弱 下層

3395 須恵器 皿 （14．0） 2．7 （11．0） 1 ／ 5

3396 土師器 平高台椀 （2．3） （6．1） 底部 1 ／2 下層

3397 土師器 平高台椀 13．8 4．75 6．7
口緑 5 ／8　 底部ほぼ完

存
下層

3398 土師器 平高台椀 13．4 4．75 6．5
口緑 5 ／ 8　 底部ほぼ完

存
上層

3399 土師器 平高台椀 12．9 （4．8） （6．0） 口緑 7 ／ 8 、底部わずか 上層

3400 土師器 杯 （13．3） 3．4 （7．5） 1 ／ 3 強 下層

3401 土師器 杯 （12．2） 4．1 7．1 口緑 1 ／ 6　 底部完存 下層

3402 土師器 杯A （12．4） 3．0 （6．7）
口緑 1 ／ 6　 底部 5 ／8

強
下層

3403 土師器 杯A （13．6） 3．3 （7．4） 口緑 1 ／ 8　 底部完存 下層

3404 土師器 杯 （12．3） 3．1 （7．5） 1 ／ 4 下層

3405 土師器 不明土器 （2．5） 4．6 中層

3406 土師器 皿 （10．7） 2．1 （6．7） 1 ／ チ 上層

3407 土師器 皿 11．4 1．6 8．2 ほぼ完存 （底部 1 部欠） 下層

3408 土師器 皿 （11．1） 1．4 （7．4） 1 ／ 3 弱 下層

3409 須恵器 杯 （13．0） 3．75 （7．0） 口緑 1 ／4　 底部 2 ／ 3 第 3 層

3410 須恵器 杯B （16．3） 4．2 （12．5） 口縁 1 ／8 、底部 7 ／ 8 包含層

3411 須恵器 椀 （14．9） 5．1 （11．0） 口緑 1 ／4　 底部 1 ／ 3 第 2 層

3412 須恵器 椀A （10．1） 5．1 （6．0） 1 ／ 5 第 4 層
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3413 土師器 皿A （10．8） 1．35 （8．4）
口緑3／8弱　 底部3／

8弱
第3層

3414 須恵器 嚢 （15．8） （3．95） 口緑1／5

3415 須恵器 嚢 （19．7） （4．7） 口緑1／6 72001S G 埋土

3416 須恵器 壷底部 （9．1） （9．4） 杯部のみ 第4層

3417 須恵器 平瓶体部 （6．5） 破片わずか 第3層

3418 須恵器 底部 （記号） 縦 （5．0） 横 （4．2） 厚0．5 破片 東側張り出し部表採

図版121 3419 須恵器 壷 （線刻画） （4．4） 破片 第2層

3420 須恵器 壷 （線刻画） （4．15） 破片

3421 須恵器 壷 （線刻画） （1．6） わずか破片 72001SG

3422 須恵器 壷 （線刻画） （5，．5） 破片 第3層

3423 須恵器 壷 （線刻画） （3．1） 破片 第1層残り除去

3424 緑粕陶器 椀 （15．2） 5．75 （7．3） 口緑　 高台わずか 73016SE 下層

3425 緑粕陶器 椀 （16．6） 3．7 口緑1／8 第3層

3426・ 緑粕陶器 椀 第3層

3427 緑粕陶器 椀 （3．0） （7．2） 底部　 高台3／8 第3層

3428 緑粕陶器 椀 （3．2） 6．6 底部　 高台　 3／4 弱 73012SK

3429 緑粕陶器 椀 （3．0） 6．5 底部　 高台ほほ完存 第3層

3430 緑粕陶器 椀 （2．9） （5．8） 底部　 高台3／8弱 第3層

3431 緑粕陶器 椀 （2．7） （6．4） 底部　 高台1／5弱 第3層

3432 緑粕陶器 椀 （2．8） （6．9） 底部　 高台 1／8弱 73001SD

3433 緑粕陶器 椀 （2．2） （7．85） 底部3／4　高台1／5 第2層

3434 緑粕陶器 椀 （1．8） （7．3） 底部　 高台3／7 第3面精査

3435 緑粕陶器 椀 （7．5） 2．9 （4．1）
口緑1／8　底部1／2

強
73001SD

3436 緑粕陶器 耳皿 （4．45） 底部1／4弱 第2層

3437 緑粕陶器 耳皿
長径8．7

短径 （5．7）
2．8 3．7 口縁5／8　底部完存 73001SD

3438 緑粕陶器 皿 （11．6）． （1．8） 口緑1／5 73012SK

3439 緑粕陶器 小皿 （10．8） （1．9） 口緑1／7 第2層

3440 緑粕陶器 皿 （12．7） 2．5 （6．4）
口縁1／8弱　 底部　 高

台1／8強
73012SK

3441 緑粕陶器 皿 11．0 2．6 5．5
口緑1／2　底部　 高台

ほぼ完存
73009SE

3442 緑粕陶器 皿 （10．8） 2．6 （5．1） 口緑わずか　底部1／8 72003SB P18

3443 緑粕陶器 ＝ビ笠 （5．1） 破片 第3 ・4 層

3444 灰粕陶器 椀 （12．7） （3．4） 口緑1／8 第2層

3445 灰粕陶器 ・ 椀 （11．5） （2．5） 口緑わずか 71044SK周辺

3446 灰粕陶器 椀 （1．8） （7．1） 高台わずか 第2層

図版122 3447 須恵器 二面硯 縦 （12．1） 3．0 横 （17．3） 1／3 ？
73002SD

73001SDとの合流部

3448 須恵器 二面硯 縦 （10．8） 2．2 横 （12．1） 1／3 73016S E 中層

3449 須恵器 二面硯 縦 （9．7） 2．9 横 （11．55） 1／4 ？ 第3層

3450 須恵器 二面硯 縦 （5．8） 2．0 横 （5．3） わずか 72001S G

3451 須恵器 二面硯 縦 （8．95） 2．75 横 （3．7） 破片 72001S G 埋土最下層

3452 須恵器 二面硯 縦 （8．2） 3．1 横 （5．75） 破片 第2層

3453 須恵器 二面硯 縦 （7．0） 3．0 横 （4．8） 破片

図版123 3454 瓦 平瓦 縦 （10．8） 横 （9．8） 厚2．3 わずか 73012SK

3455 瓦 平瓦 縦 （13．2） 横 （11．5） 厚2．1 わずか破片 第2層

3456 瓦 平瓦 縦 （11．6） 横 （20．3） 厚3．0 わずか 73016SE 中層

図版124 3457 瓦 平瓦 縦3．68 横 （26．9） 厚2．0 わずか欠 73012SK

図版125 3458 瓦 平瓦 縦 （13．2） 横25．6 厚2．3 73016SE 中層

3459 瓦 平瓦 縦 （14．4） 横 （8．9） 厚2．2 わずか 第3層

3460 瓦 平瓦 縦 （17．7） 横 （9．9） 厚2．4 わずか破片 第2層

図版126 3461 瓦 平瓦 縦 （19．1） 横 （10．6） 厚2．3 破片 第2層
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3462 瓦 平瓦 縦 （18．0） 横 （18．0） 厚2．2 わずか 73002SD

3463 瓦 平瓦 縦 （8．7） 横 （11．35） 厚2．5 わずか 第2層

3464 瓦 平瓦 縦 （11．7） 横 （13．4） 厚1．9 わずか 73012SK

図版127 3465 瓦 平瓦 縦 （11．8） 横 （14．5） 厚1．8 わずか 73012SK

3466 瓦 平瓦 縦 （15．7） 横 （6．3） 厚1．9 わずか 73001SD 上層

3467 瓦 平瓦 縦 （4．6） 横 （6．0） 厚1．9 破片 73009SE

3468 瓦 平瓦 縦 （7．25） 横 （9．6） 厚 （2．2） 破片 73016SE 中層

3469 瓦 平瓦 縦 （8．7） 横 （9．6） 厚2．5 わずか 第2層

図版128 3470 瓦 平瓦 縦 （18．6） 横 （13．2） 厚2．0 わずか 73009SE 下層

3471 瓦 平瓦 縦 （13．8） 横 （12．4） 厚 （2．5） わずか
73002SD

73001SD合流部
上層

3472 瓦 平瓦 縦 （15．4） 横 （8．2） 厚2．1 わずか 73016SE 中層

図版129 3473 瓦 平瓦 縦 （12．5） 横 （13．0） 2．2 わずか 73013SK

3474 瓦 平瓦 縦 （8．2） 横 （11．45） 厚2．3 わずか 73001SD

3475 瓦 平瓦 縦 （14．5） 横 （13．8） 厚2．35 わずか 73002SD

図版130 3476 瓦 丸瓦 縦 （9．6） 厚1．8 わずか 73016SE 中層

3477 瓦 丸瓦 縦 （13．4） 横 （10．3） 厚1．9 わずか 第3層

3478 瓦 丸瓦 縦 （11．25） 厚 （3．2） わずか
73002SD　73001SD

合流点付近

3479 瓦 丸瓦 縦 （8．3） 厚2．6 わずか 73016SE 中層

図版131 3480 土師器 椀 （15．4） （5．6） 口緑1／3 73017SX 床面

3481 土師器 椀 （14．8） （5．4） 口緑1／3 床面

3482 土師器 椀 （11．9） （3．65） 1／4弱 炭灰層

3483 土師器 棄 （13．4） 14．3 口緑わずか　 体1／3 床面

3484 土師器 棄 （15．5） （13．1） 口緑1／4 、体1／3弱 床面

3485 土師器 嚢 （11．9） 体部1／2 床面

3486 土師器 賓 （16．9） （6．9） 口緑1／4 （端部わずか） 暗黒褐色粘質土

3487 土師器 聾 （14．8） （10．15） 口緑若干　体部1／4 床面

3488 土師器 蛮 （28．4） （6．15） 口緑1／5 床面

3489 土師器 棄 （25．2） （2．1） 口緑1／6弱 床面

3490 土師器 尭 （27．1） （14．5） 口緑わずか、体部1／4 床面

3491 土師器 棄 （17．1） （20．5）
口緑1／4　体部上半の

み
73019SX

3492 須恵器 平瓶 （口緑） 8．8 （3．8） 口緑のみ 73018SX

3493 土師器 高杯 （脚） （7．3） （9．3） 脚ほぼ完存

図版132 3494 土製晶 土馬の頭部 頭部のみ

3495 土製品 土馬の頭部 頭部のみ 第2層

3496 土製品 土馬の頭部 頭部のみ欠損多い 第2層

3497 土製品 土馬の頚部 破片 第4層

3498 土製品
土馬の前脚の付

け根
体部　 脚の付け根部分

S D 201のベースになっ

ている黄色土

3499 土製品 土馬の胴部 胴体部のみ 72022SD 埋土

3500 土製晶 土馬の脚部 縦 （8．8） 横2．4 厚2．5 脚のみ 第3層

3501 土製晶 土馬の脚部 縦 （8．3） 横2．5 厚2．35 脚のみ 第3層

3502 土製晶 土馬の脚部 縦 （6．85） 横2．1 厚2．05 脚のみ 第3層

3503 土製品 土馬の脚部 縦 （6．3） 横2．0 厚2．3 脚のみ 第3層

3504 土製品 土馬の脚部 縦 （11．0） 横2．45 厚2．2 脚のみ 第3 層

図版133 3505 須恵器 蓋 （13．8） （3．2） 口緑1／10 74034SX

3506 土師器 高杯 （杯） （14．5） （4．8） 口縁1／4欠　 杯部のみ

3507 土師器 高杯 （杯） 18．2 4．8 杯のみ　 口緑1／3残

3508 土師器 高杯 （杯） 17．3 （5．0） 口緑1／4欠　 杯部のみ

3509 土師器 高杯 （11．05）
杯部3／4　脚柱完存

裾部わずか

3510 土師器 高杯 （17．8） （16．1）
杯部わずか　 脚柱完存

裾部わずか
第4層
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3511 土師器 高杯 （10．8） 10．0
杯部わずか　 脚柱完存

裾部3 ／4
74034SX 第 4 層

3512 土師器 高杯 （7．4） 10．8
杯部わずか、脚柱完存、裾部

1／4 欠杯のみ　 口緑1／3残

3513 土師器 鉢 （15．2） 8．0 5．0 口縁 1 ／ 3 欠

3514 土師器 鉢 （7．0） 5．3 口緑欠損、体、底部完存

3515 土師器 椀 11．6 6．1 口緑 1 ／ 4 欠

3516 土師器 椀 （11．8） （6．3）
口緑端部わずか　 体部 3

／ 4
第4 層

3517 土師器 壷 （口緑） （17．0） （4．5） 口緑 2 ／ 3 第4 層

3518 土師器 鉢 （口緑） （17．1） （6．0） 口緑 1 ／ 2 弱

3519 土師器 嚢 （16．6） （28．8） 口緑 1 ／ 6　 体部わずか

3520 土師器 棄 13．0 （15．2） 口緑 3 ／ 4 、休部わずか

3521 土師器 壷 （底部） （12．1） （13．2） 底部 1 ／ 2

図版134 3522 須恵器 杯蓋 （13．6） （4．7） 1 ／ 8 74001SD

3523 須恵器 蓋 （17．1） （5．2） 口緑 1 ／ 8

3524 須恵器 高杯蓋 （12．1） 5．4
天井部ほぼ完存　 口緑わ

ずか

3525 須恵器 高杯蓋 11．7 5．3 口緑わずか欠

3526 須恵器 高杯 （杯） （11．1） （5．7） 杯部ほぼ完

3527 須恵器 高杯 9．7 9．1 8．2
杯部　 口緑 1 ／4 欠　 脚

部わずか欠

3528 須恵器 士宜 ？ （13．0） 口緑　 体部完存

3529 須恵器 壷 （口緑） （16．7） （5．5） 口緑 1 ／ 5

3530 土師器 鉢 （10．9） （6．0） 口緑わずか　 体部 1 ／ 5
74001SD

74003SD

3531 土師器 壷 （口緑） （14．2） （5．5） 口縁 1 ／ 4 74001SD

3532 土師器 ・上宝E （13．7） （7．85） 口緑 1 ／ 4

3533 土師器 ・ゴゴ宝E （12．5） 15．6 口緑 1 ／ 2　 体部 1 ／ 2

3534 土師器 ・ゴゴ笠 （27．5） （10．9） 口緑 3 ／ 8

3535 土師器 ・ヨゴ・宜E （18．6） （9．8） 口緑わずか

3536 土師器 カマ ド 縦 （11．8） 厚3．6 わずか欠

3537 土師器 甑 （19．7） 17．5 3 ／10

3538 土師器 ミニチュア土器 （5．2） 5．3 口緑 3 ／ 4 欠 74001SD 直上 第4 層

3539 土師器 ミニチュア土器 4．1 4．1 端部わずか欠
74001SD （6 区）

74004SD の分岐点

3540 土師器 ミニチュア土器 4．5 4．4 口緑わずか欠 74001SD

3541 土師器 ミニチュア土器 （3．1） 3．4 2 ／ 3

3542 土師器 ミニチュア土器 3．0 2．85 口緑わずか欠

3543 土師器 ミニチュア土器 （2．5） 2．65 わずか欠

図版135 3544 須恵器 彿蓋 （12．85） 4．9 1 ／ 8 74003SD

3545 須恵器 杯身 （12．0） （4．45） 口緑 1 ／ 8

3546 土師器 椀 （11．1） （5．3） 口緑 1 ／ 4

3547 土師器 ・士宜E （10．0） （7．6） 口緑 1 ／ 6

3548 土師器 ＝ヒ宝E （9．6） （5．8） 口緑 1 ／ 8

3549 土師器 士宜E （11．7） （10．6） 口緑わずか

3550 須恵器 無蓋高杯 （18．0） （4．9） 口緑わずか P3070

3551 土師器 高杯 （杯） 15．0 （4．4） 杯部ほぼ完存 74009SH 下層

3552 土師器 高杯 （杯） 14．7 （5．9） 杯部ほぼ完存 74030SK

3553 土師器 土塁 17．8 （19．5） 口縁 5 ／ 6　 体部 1 ／4 74009SH

3554 須恵器 蓋 外10．1内8．2 3．0
口緑　 天井部 1 ／ 2　 つ

まみ一部欠
第4 層

3555 須恵器 蓋 （8．3） 3．5 1 ／ 4 第 3 層

3556 須恵器 杯蓋 （8．2） （2．5） 口緑 1 ／ 2 弱 第3 両

3557 須恵器 杯身 （10．3） （2．9） 1 ／ 3 第4 層
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3558 須恵器 杯蓋 （12．4） 4．1 口緑1／4　天井部完存 第3層

3559 須恵器 蓋 （12．5） （5．4）
口緑1／4　天井部3／

4
第3層

3560 須恵器 蓋 （23．8） （6．8） 口緑わずか 第3層

3561 須恵器 小壷 （5．8） （7．8） 第3層

3562 須恵器 士蟹 （28．8） （7．5） 口緑1／8弱 第4層

3563 須恵器 高杯 （9．4） 10．9 （7．7）
杯部わずか　 脚柱完存

裾部1／2弱
第4層

3564 須恵器 施 （11．45） （15．3）
口緑 1／8　体部ほぼ完

存　 脚欠損
第3層

3565 須恵器 施 （11．25） 体部　肩部分より下完存 第4 層

3566 須恵器 平瓶 （6．3） 14．1 口縁わずか欠 第3層

3567 須恵器 有孔鉢 5．6 （9．4） 底部1／2弱 第3層

図版136 3568 土師器 壷 （口緑） （15．6） （7．9） 口緑4／5 第4 層

3569 土師器 （壷の）口緑 （21．4） （9．6） 端部1／8　頚部1／3 第3層

3570 土師器 高杯 （杯） （5．4） 杯部のみ3／5 第4層

3571 土師器 高杯 （杯） （19．1） （8．6） 杯部1／3 第3層

3572 土師器 ・土宜E （9．9） 12．5 口緑1／4　体部3／4 第4層

3573 土師器 嚢 （8．0） （8．9）
口緑1／5　体部1／2

弱
72001S G

3574 土師器 ・士笠 （11．4） （7．35） 口緑わずか 第4層

3575 土師器 鉢 （14．4） 9．2 口緑 ？ 体部4／5 第4 層

3576 土師器 底部 （6．9） 5．6 底部のみ完存 第3層

3577 土師器 杯 （11．6） 3．7 口緑1／4、底部完存 72005SB P 2

3578 土師器 有孔鉢 （2．9） （8．7） 底部1／4 第4層

3579 土師器 甑 （22．8） （11．8） 1／5 第3層

3580 土師器 嚢 （16．6） （25．0） 口緑1／2　体部3／4 第4 層

3581 土師器 鉢 （40．6） （8．85） 口緑1／8強 第4 層

図版137 3582 土師器 カマド （14．6） 把手部分の破片のみ 第4層

3583 土師器 カマド （9．0） わずか 71042SK 埋土

3584 土師器 ミニチュア土器 （5．7） 8．1
口緑わずか　体部1／2

弱
第4層

3585 土師器 ミニチュア土器 （6．85） 5．4 3．4
口縁1／2弱　 体部ほぼ

完存
第4層

3586 土師器 ミニチュア土器 （3．3） 体部3／4 第4 層

3587 土師器 イイダコ壷 （7．8） 第4層

3588 土師器 埴輪 （5．1） わずか破片 72022SD

3589 土師器 製塩土器 （3．1） （5．3） 口緑1／2弱 第3層

3590 土師器 製塩土器 （3．1） （5．5） 口緑1／4 第3層

3591 土師器 製塩土器 （3．55） （4．4） 1／2弱 第3層

3592 土師器 製塩土器 （3．1） （3．9） 口緑1／2弱 第3層

3593 韓式土器 縦 （3．4） 横 （4．2） 厚0．7 破片 第2層

3594 韓式土器 （3．0） 破片 第4層

3595 韓式土器 （5．8） 破片 第2層の下

3596 韓式土器 （5．3） 破片 第2層

3597 韓式土器 （5．1） 破片 第2層

3598 韓式土器 （4．3） 破片 第4層

3599 土製品 紡錘車 縦5．0 横4．65 厚1．65 4／5 第2層

3600 土製晶 土錘 縦 （4．8） 横2．4 厚2．2 第4層

3601 土製品 縦 （8．4） 横3．7 厚3．35

3602 土製品 縦9．0 横3．6 厚3．3 第12層

3603 土製品 縦 （8．8） 横3．4 厚3．3 第3両

図版138 3604 弥生土器 高杯 （杯） （16．3） （5．0） 杯部のみ3／4 74041SK

3605 弥生土器 鉢 （8．9） 6．8 4．9 口緑端部　 わずかに欠

3606 弥生土器 壷 （口緑） （17．1） （6．9） 口縁1／5 黒色包含層
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3607 弥生土器 器台口縁 （32．1） （4．5） 口緑1 ／9 第4 層

3608 弥生土器 襲 （20．3） 33．8 9．2 口緑2 ／5　 底部完存 74044S X

3609 弥生土器 襲 （26．0） （35．8） 7．3 体部わずか　 底部完存 74045S X

3610 弥生土器 嚢 （15．7） （11．0） 口緑 1 ／4 第 4 層

3611 弥生土器 嚢 （15．1） （24．0） （5．5）
口緑 1 ／4　 体部 1 ／ 8

底部 1 ／ 2 弱
第 4 層

3612 弥生土器 高杯 （口緑） （16．1） （3．85） 口緑端部 1／ 5 74043SK

3613 弥生土器 脚 （7．6） （14．3） 脚部 1 ／2 弱 第 4 層

3614 弥生土器 ・上宝E （15．3） 6．1 体部 1 ／2 弱、底部完存 72001S G肩部付近

図版139 3615 須恵器 椀 15．9 4．5 6．3 口縁3 ／8 弱　 底部完存 75001S K

3616 須恵器 椀 15．6 4．5 6．6
口緑部 3 ／ 8　 底部ほぼ

完存

3617 土師器 鍋 26．2 7．3 口緑1 ／4 弱

3618 土師器 棄 27．8 11．1 口緑～肩部 1 ／ 2 弱残 75012S K

3619 須恵器 底部 5．2 5．1 1 ／ 4 強 75011SD

3620 土師器 鍋 22．8 4．0 口縁1 ／8

3621 須恵器 椀 13．5 5．0 5．2 口緑 1 ／2 強　 底部完存

3622 須恵器 椀 15．4 4．7 7．0
口緑 1 ／4 弱　 底部 3 ／

4

3623 須恵器 鉢 31．5 5．15 口縁 1 ／18

3624 須恵器 椀 （底部） 3．4 4．9 底部のみ 中世水田土壌

3625 須恵器 蓋 16．8 2．25
口緑 1 ／ 6　 天井部 1 ／

3
中世水田

3626 三彩陶器 椀 ？壷 ？ 3．85 9．3 底部 1 ／4 強 中世水田

3627 土師器 皿 1．5 12．5 底部 1 ／ 6弱 中世水田

3628 須恵器 杯B （底部） 1．4 10．6 底部のみ

3629 土製品 埴輪 5．2 破片 中世水田

図版140 3630 須恵器 椀 15．5 5．25 6．1 口緑 1 ／ 8　 底部完存 第 2 層

3631 青磁 碗 16．5 3．25 口緑部 1 ／ 8 弱残 第 2 層

3632 白磁 碗 1．9 5．5 底部 1 ／ 2 強 第 2 層　 西サブ トレ

3633 緑粕 碗 1．7 5．8 底部 1 ／ 5 第 2 層

3634 製塩土器 （口緑） 8．65 6．75 口緑 1 ／ 2 残 第 2 層

3635 須恵器 蓋 10．1 3．4 完形 第 2 層

3636 須恵器 杯B 15．2 6．1 8．5
口緑 1 ／ 8　 底部3 ／8

弱
第 2 層　 北サブ トレ

3637 土師器 皿 16．0 3．2 口縁 1 ／ 2 残 第2 層　 西サブトレ

3638 須恵器 短頸壷 16．7 6．2 口緑 1 ／ 8　 体部わずか 第2 層

3639 須恵器 高杯の蓋 11．4 5．6
口緑 1 ／ 3　 天井部 3 ／

4
第2 層

3640 須恵器 杯身 11．9 5．2 6．0 口緑 1 ／ 3　 底部 3 ／8 第2 層　 包含層

3641 須恵器 杯身 12．7 4．0
口縁わずか　 体～底部ほ

ぼ完存
第2 層

3642 須恵器 壷 （口縁） 15．0 6．4 口縁 1 ／ 4 弱 第2 層

3643 弥生土器 壷 （口緑） 14．8 7．5 口緑 1 ／ 3 第2 層

3644 土師器 ミニチュア土器 4．95 2．9 口縁 1 部欠だがほぼ完存 第2 層

3645 須恵器 椀 15．2 4．5 5．4 完形 第4 層　 西サブトレ

3646 須恵器 杯 16．65 7．5 11．4 1 ／ 4 弱 第4 層

3647 瓦 平瓦 （文字瓦） 縦12．05 横 10．4 厚 2．3 わずか 重機掘削

3648 須恵器 壷 （口縁） 19．8 6．2 口緑 1 ／ 8 弱 第4 層

図版141 3649 須恵器 杯蓋 12．75 4．95
口縁 1 ／ 4　 体部ほぼ完

存
76001SH 埋土最上面

3650 須恵器 高杯 （脚） 5．45 10．1 脚部のみ 1 ／ 5 残 76028SK

3651 須恵器 蓋 13．3 4．4 口縁 1 ／ 6　 体部 1 ／ 5 76002SH

3652 須恵器 高杯 （脚） 6．0 9．9 脚 1 ／ 4
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3653 土師器 小型丸底壷 8．9 8．2
口縁 3 ／4　 体～底部完

存
76032SK

3654 土師器 小型丸底壷 10．0 8．1 口緑わずかに欠

3655 土師器 小型丸底壷 10．9 10．6
口緑 2 ／3　 体部わずか

欠

3656 土師器 嚢 15．5 7．5 口緑 1 ／8 76002S H

3657 土師器 襲 11．5 14．0 1 ／ 2 強残 76032S K

3658 須恵器 杯蓋 11．1 3．4 口縁 1 ／9 76003SH 炭灰層

3659 須恵器 蓋 11．1 4．2
口緑 3 ／8 強　 体部1 ／

2 強
76005SH 上層

3660 土師器 小壷 6．4 7．8 完形 76040SK

3661 土師器 鉢 13．5 9．7 ほぼ完存

3662 土師器 杯 10．8 2．35 1／ 3 76005SH 周辺

3663 土師器 製塩土器 3．75 4．2 口緑部のみ完存 上層

3664 土師器 小型襲 8．3 6．1 口緑 1 ／ 4　 体部 1 ／ 3 76006SH

3665 土師器 小型丸底鉢 8．0 3．2
口緑部 1 ／2 弱　 体部完

存

3666 土師器 嚢 （口緑） 16．0 5．6 口緑ほぼ完存 76004SH

3667 土師器 ミニチュア壷 4．5 5．9 3．5 口緑わずかに欠 76007SH

3668 土師器 嚢 （口縁） 15．6 3．6 口緑 1 ／ 6 76009SH

3669 土師器 壷 （口緑） 19．1 4．1 口緑 1 ／ 6

図版142 3670 土師器 高杯 11．6 4．3
口緑 7 ／ 8　 端部の1 部

欠
76004SH

3671 土師器 高杯 12．55 5．5 口縁 3 ／ 4 強

3672 土師器 製塩土器 3．4 5．3 口緑 1 ／ 3

3673 土師器 鉢 11．2 6．3 1 ／ 5

3674 須恵器 杯身 11．4 3．3 口緑 1 ／ 6

3675 土師器 高杯 15．1 6．65 口緑 1 ／ 4 強

3676 土師器 高杯 （杯部） 19．9 7．4 杯部のみ　 口緑わずか欠

3677 土師器 高杯 （脚） 7．1 12．5 脚 3 ／ 4

3678 土師器 嚢 14．1 12．9
口緑 3 ／ 8　 体部1 ／2

弱残

3679 土師器 甑 20．2 19．65 1 ／ 6

3680 土師器 把手 縦2．1 横2．0 把手のみ 76004SH

図版143 3681 須恵器 杯身 9．95 3．4 口緑 1 ／ 8 76010SH

3682 土師器 口縁 10．8 11．9 脚 1 ／ 2 弱 76012SH

3683 土師器 小型丸底壷 7．55
口緑 2 ／ 3　 体部完存

端部欠損
76016SH

3684 土師器 小型丸底壷 9．8 11．4
口緑部 1 ／ 2　 休部 1 ／

3 欠損

3685 土製品 紡錘車 縦3．5 横3．45 厚2．0 わずかに欠損

3686 土師器 小型丸底壷 8．4
口緑3 ／4　 休部 1 ／ 2

強
76015SH

3687 土師器 高杯 （杯部） 15．3 4．8 杯部のみ1 ／ 3

3688 土師器 高杯 （杯部） 17．2 5．4 高杯のみ3 ／ 4

3689 土師器 高杯 （脚部） 11．8 7．5
脚柱部完存　 脚端部 1 ／

2 残

3690 土師器 小型丸底壷 8．1 8．8 ほぼ完存 76013SH

3691 土師器 高杯 （杯部） 4．6 杯端部、体部若干欠 76014SH

3692 土師器 高杯 （杯部） 16．2 6．8
口縁部若干　 体部 1 ／2

弱残
76017SH

3693 土師器 壷 （口緑） 14．0 6．5 口緑 1 ／ 4 強

3694 土師器 6．4 9．5
底～体部わずか　 破片で

把手、底部

図版144 3695 須恵器 杯蓋 13．3 5．3 口緑部 1 ／2 欠損 76018SH
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3696 土師器 製塩土器 2．5 7．75 口緑 1 ／ 4　 体部 1 ／6 76018SH

3697 土師器 襲 15．2 7．2 ロ緑部 1 ／4 強残

3698 土師器 襲 30．0 口緑、体部わずか欠

3699 土師器 襲 16．0 29．4 口緑 1 ／ 4　 体部 1 ／2

3700 須恵器 杯身 10．85 5．45 11．7 口緑部 5 ／8 欠 76020SH

3701 土師器 棄 28．4
底部ほぼ完存　 口緑～体

部 1 ／ 4 弱残

図版145 3702 土師器 小型丸底壷 9．4 9．6
口緑 1 部欠及び端部欠損

体部 3 ／4
76021SH

3703 土師器 小型丸底壷 7．9 9．0 口緑 2 ／ 3 欠 76046SK

3704 土師器 小型丸底壷 11．6 9．8 1 ／ 3 76021SH

3705 須恵器 杯蓋 12．4 3．1 口緑 1 ／8

3706 土師器 ‘ 製塩土器 4．1 5．0 口緑 1 ／4

3707 土師器 嚢 （口縁） 18．5 5．9 口縁1 ／4

3708 土師器 高杯 18．5 13．4
杯部 1 ／4　 柱部ほぼ完

存　 裾部1 ／3

3709 須恵器 杯身 10．4 3．6 12．2 口緑 1 ／8 弱 75016SB P 13

3710 須恵器 杯蓋 12．8 3．3 口緑 1 ／8 75016SB P 9

3711 土師器 高杯 （脚） 18．1 5．0 杯部 2 ／ 3 76056SK

3712 土師器 嚢 12．4 10．2 口縁 1 ／4 強　 底部欠損 76058SK

3713 土師器 高杯 16．0 13．4
口緑 1 ／ 3　 脚部先端部

欠損

3714 土師器 襲 24．25 19．9 口緑～肩部 1 ／ 3

3715 須恵器 杯身 11．7 4．9 12．0
口緑 1 ／ 4　 体部1 ／2

弱残
76065SX

3716 土師器 小型丸底壷 6．0 体部完存 76066SK

図版146 3717 土師器 小型丸底壷 8．7 8．85 8．9 ほぼ完存 76067SK

3718 土師器 小型丸底壷 7．5 6．45 口緑 1 ／ 3　 肩部 2 ／ 3 下層

3719 土師器 小型嚢 10．8 3．8
口～体部 1 ／ 4　 底部完

存

3720 土師器 ・土宜E 10．4 6．85 口縁～肩部 1 ／3 残

3721 土師器 ＝ヒ笠 12．4 6．7 口緑ほぼ完存

3722 土師器 高杯 9．8 9．0 7．8
口緑端部若干欠損　 脚部

端部 1 ／2 欠損

3723 土師器 高杯 15．8 4．65 杯部 1 ／2 残

3724 土師器 高杯 （杯部） 17．6 12．2
杯 1 ／ 2 弱　 脚柱ほぼ完

存

3725 土師器 高杯 （脚部） 5．9 10．5 脚部のみ 1 ／2 残

3726 土師器 高杯 （脚部） 6．5 9．9
脚部ほぼ完存　 杯部底部

のみ残

3727 土師器 高杯 （脚部） 10．15 13．9
杯部わずか　 脚柱完存

裾部 1 ／ 3

3728 土師器 高杯 （脚部） 8．1 11．3 脚部のみ　 ほぼ完存

3729 土師器 ・ヨゴ宜 14．8 11．6
口緑～肩残　 口緑 1 ／4

強欠

3730 土師器 士笠 16．8 6．4 口緑部のみほほ完存

3731 土師器 士笠 15．5 24．8 口縁部4 ／5 欠損

図版147 3732 土師器 襲 12．3 10．4 ・口緑～肩部1 ／ 2 弱 76068SK

3733 土師器 襲 14．8 7．2 口縁～肩部1 ／4

3734 土師器 高杯 16．4 6．4 杯部白線 1 ／ 3 残

3735 土師器 鉢 13．5 9．8 口緑端部ほとんど欠損 76069SK

3736 須恵器 杯身 10．4 3．8 口縁 1 ／ 8 強 75019SD

3737 須恵器 無蓋高杯 16．8 5．0 口緑 1／ 6

3738 土師器 棄 16．9 4．5 口緑 1 ／8 75025SD

3739 土師器 ・こヒ
笠 14．1 4．75 口緑 1 ／4
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3740 土師器 小型丸底壷 5．8 体～底部完存 76082SD

3741 須恵器 無頸壷 6．2 4．5 1 ／ 3 弱 最上層

3742 須恵器 杯身 10．6 4．5 口緑 1 ／ 4 最上層

3743 須恵器 有蓋高杯 （杯部） 10．5 5．0 1 ／ 3

3744 須恵器 高杯 （杯部） 13「9 5．05 口緑 1 ／10 最上層

3745 須恵器 喪 21．7 11．4 口緑 1 ／8　 肩部わずか

図版148 3746 須恵器 杯蓋 12．6 4．3 1 ／ 2 弱 76083SD

3747 須恵器 杯蓋 12．5 4．1
口緑 1 ／4　 天井部ほぼ

完存

3748 須恵器 杯蓋 13．2 4．1 1 ／ 3

3749 須恵器 杯蓋 12．2 4．75 口緑 1 ／ 4 欠

3750 須恵器 杯蓋 13．3 3．8
口緑 1 ／ 3　 天井部1 ／

2 強
シル ト層

3751 須恵器 杯蓋 13．2 3．9 1／ 2 弱

3752 須恵券 杯蓋 12．75 4．8
口緑 1 ／ 3　 天井部 1 ／

4
最上層

3753 須恵器 杯蓋 13．4 4．15
口緑 3 ／ 8　 天井部体部

2 ／ 3

3754 須恵器 杯蓋 13．4 5．2 3 ／ 4

3755 須恵器 杯蓋 11．7 4．2
口緑 3 ／ 8　 休部 1 ／2

強　 天井部中央欠

3756 須恵器 杯蓋 14．0 4．0 口緑わずか欠

3757 須恵器 杯蓋 13．4 4．0
口緑 1 ／ 4 弱　 天井部 1

／3

3758 須恵器 杯蓋 13．2 4．0 1 ／ 4 強

3759 須恵器 杯身 10．2 4 ．9
口縁 3 ／8 弱　 体部 1 ／

2 弱

3760 須恵器 杯身 11．2 4．3 1 ／ 2 強

3761 須恵器 杯身 9．05 4．2
口緑 1 ／2　 体部 1 ／ 2

強

3762 須恵器 杯身 11．3 4．6 1 ／ 2 弱

3763 須恵器 杯身 11．8 5．1
口緑 1 ／5 弱　 体部 1 ／

2

3764 須恵器 高杯蓋 12．75 5．35 つまみ径2．95 口緑 1 ／ 3　 つまみ完存

3765 須恵器 有蓋高杯 10．2 6．7 杯部ほぼ完存　 脚わずか

3766 須恵器 高杯 10．9 8．3 9．0
口緑 1 ／ 2　 底部 1 ／ 2

強　 脚部 1 部欠

3767 須恵器 高杯 （脚部） 6．3 7．25 脚のみ

3768 須恵器 椀 （把手付 き） 10．4 6．8
口緑わずか　 体～底部 1

／ 2 弱

3769 須恵器 ＝ヒ宜E 9．2 体部～底部 1 ／ 2

3770 須恵器 高杯 （杯部） 15．3 6．75 杯部 1 ／ 6

3771 須恵器 高杯 （杯部） 13．8 7．5 口緑 1 ／ 9 75017SB P 4

3772 須恵器 高杯 （杯部） 18．0 7．8 杯部のみ 3 ／4 76083SD

図版149 3773 土師器 鉢 6．9 5．0 5．1 ほぼ完存 76083SD

3774 土師器 手づ くね 6．9 7．9 4．8
口縁わずか　 底部ほぼ完

存

3775 土師器 8．0 10．3
口緑わずか　 体部 1 ／ 2

弱

3776 土師器 鉢 11．4 4．75 口緑 3 ／ 8 弱

3777 土師器 製塩土器 4．1 4．9 口縁 1 ／ 2 弱

3778 土師器 高杯 （杯部） 13．4 6．1 杯部のみ　 口緑わずか欠

3779 土師器 高杯 （杯部） 16．2 5．75
杯部のみほぼ完存　 先端

欠損
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3780 土師器 高杯 14．7 11．3 11．5
口縁 1 ／6 欠　 裾部 2 ／

3 欠
76083SD

3781 土師器 高杯 15．0 12．7 11．3 杯部 1 ／4　 裾部 1 ／ 4

3782 土師器 高杯 14．9 12．1 10．9 口緑 1 ／4 欠

3783 土師器 賓 （口緑） 30．0 14．0 口緑ほぼ完存

3784 土師器 ＝ヒ笠 22．3 体部ほぼ完存

図版150 3785 土師器 ミニチュア土器 4．15 3．5
口緑端部欠　 底部わずか

欠
76084SR 砂層

3786 土師器 鉢 10．2 7．9 3．9 口緑 1ノ 2 弱　 底部完存 砂層

3787 土師器 小型丸底壷 8．85 8．3 口緑わずか欠

3788 土師器 小型丸底壷 7．7 8．8 口緑わずか　 体部 3 ／ 4 砂層

3789 土師器 鉢 12．9 6．1 6．7 口緑わずか欠

3790 土師器 ・土宜 12．0 4．6
体部完存　 口緑 1 ／ 2 弱

欠

3791 土師器 嚢 10．8 13．95 口緑2 ／5　 体部 3 ／ 5 シルト混 じり土

3792 土師器 高杯 （杯部） 18．0 5．0 口縁 1 ／4 強欠損

3793 土師器 嚢 15．2 9．9 口縁 1 ／2 弱残 砂層

3794 弥生土器 士宝E 13．8 体部破片

3795 土師器 嚢 24．1 体部2 ／3

3796 土師器 襲 17．1 24．65
口緑ほぼ完存　 体部4 ／

5

3797 土師器 ＝ヒ宝E 17．25 18．6 口緑 1 ／ 3　 肩部わずか 砂層

図版151 3798 弥生土器 ・ヨゴ・宜E 10．7 9．3 3．2
口緑 1 ／4 強　 体部 3 ／

4　 底部完存
76022SH

3799 弥生土器 有孔鉢 5．7 3．7 底部のみ

3800 弥生土器 有孔鉢 6．05 3．8 底部のみ

3801 弥生土器 高杯 （脚部） 5．3 6．2 脚～底部完存だが先端欠

3802 弥生土器 高杯 （脚部） 7．0 13．4
脚柱部完存　 裾部1 ／ 4

弱

3803 弥生土器 小壷 7．2 9．5 3．0
口緑わずか　 体部 1 ／

2 強　 底部完存
76076SK

3804 弥生土器 鉢 18．5 6．75 1．9 口縁 1 ／12　底部完存

3805 弥生土器 壷 （口縁） 17．2 4．9 ロ縁 1 ／ 4 弱

3806 弥生土器 嚢 9．7 3．3
口縁欠　 体部 3 ／4　 底

部完存

3807 弥生土器 嚢 12．0 14．0 3．4
口緑 1 ／ 4　 体部3 ／4

底部完存
76076SK

3808 弥生土器 嚢 12．9 3．9 口緑欠　 底部完存

3809 弥生土器 嚢 15．0 21．3 4．2
口緑わずか　 体部3 ／4

底部ほぼ完存

3810 弥生土器 嚢 14．8 22．6 4．5
口縁わずか　 体部4 ／5

底部完存

図版152 3811 弥生土器 鉢 12．0 6．65 4．1 口緑 3 ／ 8　 底部3 ／8 76081SK

3812 弥生土器 小型襲 10．3 9．5 3．7
口緑 1 ／ 8　 体部～底部

完存

3813 弥生土器 ＝量ご笠 9．35 16．0 2．7 口縁体部若干欠

3814 弥生土器 高杯 12．4 12．8 8．5
口緑 1 ／ 4　 脚柱完存

裾部 1 ／ 6

3815 弥生土器 高杯 （杯部） 14．55 5．55 杯部 1 ／ 2 強残

3816 弥生土器 高杯 （脚部） 5．0 15．0 脚のみ

3817 弥生土器 高杯 18．6 13．95 12．3
杯部 3 ／ 4　 脚部 1 ／4

強

3818 弥生土器 底部 8．0 3．3 底部のみ

3819 弥生土器 底部 9．35 4．2 体部 1 ／ 4 残　 底部完存

3820 弥生土器 鉢 6．1 杯体部のみ 1 ／4 強残
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3821 弥生土器 鉢 17．8 7．0 4．1 口縁 1 ／4　 底部完存 76081SK

3822 弥生土器 鍋 32．6 17．0
口緑部 1 ／ 7　 体部 1 ／

5 残

3823 弥生土器 高杯 22．2 13．85
口緑 1 ／8　 脚柱部ほぼ

完存　 裾部欠

図版153 3824 弥生土器 小型壷 6．9 10．25 3．6
口緑 4 ／9　 底部ほぼ完

存
76087S D

3825 弥生土器 長頸壷 18．0 6．25 口緑 1 ／ 3 弱 上層

3826 弥生土器 長頸壷 13．6 12．9 口緑 3 ／ 4

3827 弥生土器 広口壷 29．0 2．7 口緑 1 ／ 6 上層

3828 弥生土器 広口壷 18．6 10．95 口緑 1 ／ 2

3829 弥生土器 襲 15．5 6．75 口緑 3 ／ 4

3830 弥生土器 襲 15．1 6．5 口緑 1 ／ 3 強 上層

3831 弥生土器 嚢 （口緑） 15．5 7．5 口緑 2 ／ 3

3832 弥生土器 短頚壷 12．0 15．7 5．8
口緑わずか　 体から底部

ほぼ完存

3833 弥生土器 高杯 16．4 4．2 口緑 1 ／ 3 上層

3834 弥生土器 高杯 21．1 18．2 11．65 裾部 1 ／ 4 欠

3835 弥生土器 広口壷 11．5 18．5 5．0
口緑 3 ／ 4　 体部 1 ／2

弱　 底部わずか
76052SD

3836 弥生土器 鉢 （底部） 3．8 2．2 底部のみ

3837 弥生土器 鉢 （底部） 6．2 2．9 口緑欠　 底部完存

3838 弥生土器 嚢 21．8 12．7 わずか 76089SD

図版154 3839 弥生土器 嚢 13．3 7．6 口緑～体部 1 ／ 8 76079SK

3840 弥生土器 ・∃ご笠 7．8 わずか 76075SK

3841 弥生土器 無頸壷 ？ 14．6 7．8
口緑部1 ／ 4　 体部若干

残

3842 弥生土器 ミニチュナ土器 7．1 4．1 2．4 完存 76088SR

3843 弥生土器 ・士笠 28．65 8．0 体、底共にわずか

3844 弥生土器 高杯 29．7 21．4 16．8 裾部 1 ／ 4 欠

3845 弥生土器 高杯 （脚） 11．7 13．0 脚部ほぼ完存

3846 弥生土器 士宝E 9．9 40．8 7．3 体部約 1 ／ 4 欠

3847 弥生土器 嚢 33．7 4．3 口緑わずか

図版155 3848 須恵器 無蓋高杯 15．0 10．8 10．1 杯部 1 ／ 3　 脚 3 ／ 4 第 4 層

3849 土師器 鉢 10．2 6．2
口緑若干残　 体部ほぼ完

存
第 4 層

3850 土師器 鉢 13．1 5．8 口緑 1 ／ 2 欠 第 4 層

3851 土師器 鉢 11．5 10．15 8．6
口緑 1 ／ 2　 体部1 ／ 4

欠

3852 土師器 高杯 16．6 11．25 口緑わずか 第 4 層

3853 土師器 高杯 12．1
端部欠　 杯口緑 1 ／ 3

脚口緑 1 ／ 2 残
第 4 層

3854 弥生土器 短頸壷 4．8 9．8 2．1
口緑わずか　 体部 1 ／ 3

底部完存
第4 層

3855 弥生土器 鉢 14．0 7．0 3．9
口緑 3 ／ 4　 体部 3 ／ 4

底部ほぼ完存
第4 層

3856 弥生土器 鉢 18．4 8．7 4．8 口緑 1 ／ 7　 底部 1 ／4 第4 層　 北サブ トレ

3857 土師器 高杯 （杯部） 18．8 4．9 杯部 1 ／ 3 第4 層

3858 土師器 嚢 16．6 5．0 口緑部 1 ／4 弱残 第4 層
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表7　平成8年度土器一覧表

図版No ． 報告N o． 種別 器種 口径 器高 底径 残存状況 報告遺構番号 層位

図版162 5001 瓦質土器 羽釜 （25．70） （9．80） 口縁 1 ／ 4 弱残 81006SD I 層

5002 瓦質土器 香炉 （13．00）
体部 1 ／ 4 弱、底部わず

か
I 層

5003 土師器 焙烙 （30．00） （5．85）
口緑 1 ／8 強、底部わず

か
I 層

5004 無粕陶器 鉢 12．90 5．80 11．20 完存 堀 1 層

5005 無粕陶器 捨鉢 （30．40） 12．90 （14．40） 1 ／2 弱 1 層、第 1 層

5006 無粕陶器 措鉢 31．30 12．90 15．20
口～体 1 ／10欠、底部 1

／ 2 残
I 層

5007 無粕陶器 捨鉢 （28．80） 10．30 （15．50）
口緑 1 ／2 、底部 1 ／ 3

欠
I 層

図版163 5008 無粕陶器 措鉢 28．15 10．90 14．00 口緑～体1 ／6 強欠 81006S D 第 1 層

5009 無粕陶器 捨鉢 （21．30） 8．20 10．65 口縁 1 ／2 弱、底部完存

5010 無粕陶器 捨鉢 （34．10） 12．95 （16．10） 口緑 1 ／2 、底部 1 ／ 2 I 層

5011 無粕陶器 措鉢 31．80 12．00 15．15 口緑 1 ／8 欠 I 層

5012 施粕陶器 徳利 （12．30） 6．10 体部 3 ／4 、底部完存 I 層

図版164 5013 無粕陶器 措鉢 （30．90） 13．10 （13．30）
口緑 1 ／ 2 弱、底部 1 ／

2 強
81006SD Ⅱ層

5014 施粕陶器 椀 （9．90） 7．10 4 ．70 口緑 1 ／ 4 、底部完存 I 層

5015 施粕陶器 椀 8．90 5．40 4．30
口～体 1 ／4 欠、底部完

存
I 層

5016 施粕陶器 椀 （2．15） 4．50 底部ほぼ完存 I 層

5017 施粕陶器 小杯 （6．35） 5．50 3．40 口緑 1 ／ 3 、底部完存 I 層

5018 施粕陶器 ひょうそく 5．00 2．90 2．60 口緑 1 ／ 2 、底部完存 I 層

5019 施粕陶器 ひょうそ く 5．80 3．90 3．90 口緑 1 ／ 3 、底部完存 I 層

5020 施粕陶器 鉢 10．80 4．50 5．10 ほぼ完存 I 層

5021 施粕陶器 蓋 10．00 2．50 口縁 1／ 9 欠 I 層

5022 施粕陶器 蓋 11．50 4．05 ほぼ完存 I 層

5023 施粕陶器 徳利 （3．50） 20．90 9．60 口～体わずか欠 I．層

5024 施粕陶器 徳利 （4．00） 18．60 6．20 口緑 1 ／3 欠 I 層

5025 施粕陶器 徳利 （15．00） 6．80 底部若干欠 1 層

5026 施粕陶器 徳利 （3．05） 20．00 8．30 口緑 1 ／2 弱欠 第 1 層

5027 施粕陶器 徳利 （22．40） 8．80 休部 3 ／4 、底部 1 部欠 I 層

図版165 5028 施粕陶器 鉢 17．80 8．30 10．60 口縁 1 ／ 5 欠、底部完存 81006SD I 層

5029 施粕陶器 鉢 （20．00） 9．00 7．90 口緑 1 ／ 3 、底部完存 1 層

5030 施粕陶器 鉢 17．40 7．10 6．90
口緑 1 ／ 3 欠、底部わず

かに欠
1 層

5031 施粕陶器 行平鍋 17．50 10．35 7．20
口縁 1 ／ 2 弱、体 1 ／4

欠
第1 区

5032 施粕陶器 水滴 縦6．45 3．10 横8．50
上～側一部欠、底 3 ／5

残
I 層

5033 施粕陶器 鉢 17．40 7．20 7．10 口～体 1 ／3 、底完存 I 層

5034 施粕陶器 水鉢 （24．70） 16．60 13．20
口縁 1 ／ 4 、底部 2 ／ 3

残
第 1 層サブ トレ

5035 施粕陶器 皿 長 （8．90） 幅7．45 高1．95 尾ヒレ欠 I 層

5036 青磁 皿 （9．8d） 2．25 6．50 口緑若干、底部完存 I 層

5037 青磁 香炉 （10．30） 8．00 6．10
口縁～体 1 ／ 3 、底部完

存
第 1 層

5038 染付磁器 碗 10．10 5．65 4．20 口緑3 ／4 欠 I 層

5039 染付磁器 碗 （11．00） 5．50 （4．05） 口縁～底部 1 ／4 強残 I 層

5040 陶胎染付 椀 （11．20） 7．20 4．90 口緑 1 ／2 強欠 I 層

5041 染付磁器 碗 10．40 6．55 5．65 口緑 1 ／3 欠 I 層

図版166 5042 染付磁器 杯 6．80 5．70 3．40 口縁 1 ／2 弱欠 81006SD I 層

5043 染付磁器 杯 （6．80） 4．90 （2．90） 口緑 1 ／3 、底部 2 ／ 3 I 層

5044 染付磁器 碗 （8．20） 4．30 3．40 口緑 1 ／ 3 、底部完存 I 層
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図版No ． 報告N o． 種別 器種 口径 器高 底径 残存状況 報告遺構番号 層位

5045 染付磁器 杯 6．70 3．65 2．55 口緑 1 ／2 欠 81006SD 第 1 層

5046 染付磁器 ソバ猪口 6．55 5．70 3．65
口縁 3 ／ 4 、底部ほぼ完

存、高台 1 部欠
I 層

5047 染付磁器 ソバ猪口 7．10 5．30 3．60 口縁 1 ／ 4 欠 I 層

5048 染付磁器 ソバ猪口 7．25 5．90 3．35 口緑わずか欠 I 層

5049 染付磁器 ソバ猪口 6．50 5．40 3．60
口緑 3 ／ 4 、底部わずか

欠
I 層

5050 染付磁器 皿 （11．40） 2．95 4．00 口緑 1 ／ 4 、底部完存 I 層

5051 染付磁器 皿 （18．80） 4．30 9．70
口緑 3 ／ 8 弱、底部 5 ／

8
I 層

5052 染付磁器 皿 13．60 3．10 8．00 口緑若干欠 堀 1 層

5053 染付磁器 皿 （4．85） 9．10 口緑全欠、底部若干欠 I 層

5054 染付磁器 皿 28．20 4．50 16．00 口緑 1 ／4 、体部 1 ／ 3 1 層

5055 染付磁器 角皿
長19．80

短12．90
3．70

長 14．05

短6．80
口緑～底約 1 ／ 7 欠 I 層

図版167 5056 土製品 天神像 高6．20 幅 6．30 厚 2．30 首欠 81006S D 1 層

5057 土製品 ミニチュア灯籠 高3．35 幅 2．15 厚 1．15 若干欠 1 層

5058 染付磁器 蓋 10．40 3．00 口緑わずかに欠 I 層

5059 土製品 土錘 縦9．85 6．40 横 9．50 ほぼ完存 1 層

5060 瓦 軒丸瓦 12．85 内径8．40 厚 1．05 瓦当のみ残 1 層

5061 瓦 軒丸瓦 13．50 内径8．85 厚0．90
瓦当部完存、丸瓦部若干

残
I 層

5062 瓦 軒丸瓦 瓦当径13．50 内径9．10 厚1．50
瓦当部ほぼ完存、丸瓦部

わずか
I 層

5063 瓦 軒丸瓦 （13．40） 内径 （9．20） 厚1．15 瓦当約 1 ／ 2 残 第1 層　 サブトレ

図版168 5064 無粕陶器 措鉢 32．90 11．60 17．80 口緑 1 ／ 4 欠 81006SD 第 1 層、I 層

5065 無粕陶器 措鉢 44．30 17．30 21．70 ほぼ完存 I 層、I 層

図版169 5066 無粕陶器 捨鉢 （26．10） 10．85 13．30 口緑 1 ／ 3 、底部2 ／ 3 81006SD I 層

5067 無粕陶器 措鉢 （37．60） 14．70 18．60 口緑 1 ／3 、底部 3 ／ 4 I 層

5068 施粕陶器 椀 9．40 5．30 3．80 口緑 5 ／8 、底部完存 Ⅱ層

5069 施粕陶器 椀 11．00 7．00 （5．40） 1 ／ 4 欠 1 層

5070 陶胎染付 碗 10．50 6．90 4．60 口縁わずか欠 Ⅱ層

5071 染付青磁 鉢 18．10 7．20 9．15
口緑 3 ／4 弱、底部ほぼ

完存
I 層

5072 施粕陶器 棄 19．00 26．65 15．20
口緑 3 ／4 、底部ほぼ完

存
I 、 Ⅱ層

図版170 5073 土師器 火消壷 （13．80） 19．90 （15．00）
口緑～体部 1 ／3 、底部

わずか
81006SD I 層

5074 土師器 風炉 （9．40） 23．40 底部ほぼ完存 I 層

5075 土師器 焙烙 （30．00） （7．70） 口緑 1 ／ 8 、底部わずか Ⅱ層

5076 土師器 焙烙 （30．50） （6．00） 口縁 1 ／ 6 Ⅱ層

5077 土師器 焙烙 33．50 （6．30）
口緑 1 ／ 4 強欠、底部若

干残
第 2 層青灰シル ト

5078 土師器 火消壷 10．70 14．70 8．70 ほぼ完存 I 層

5079 無粕陶器 鉢 20．70 8．60 14．70 口緑 1 ／4 欠 I 層

5080 無粕陶器 鉢 （21．30） 10．10 13．20 口緑 1 ／2 欠 I 層

5081 無粕陶器 捨鉢 21．90 7．90 10．80
口緑～体 1 ／ 3 残、底部

若干欠
I 、 Ⅱ層

5082 無粕陶器 おろし金 長 （13．80） 幅9．85 厚 0．90
おろし部若干欠、持ち手

欠
Ⅱ層

図版171 5083 無粕陶器 措鉢 （33．90） 24．30 16．60 口緑 1 ／ 2 弱、底部完存 81006SD I 層

5084 無粕陶器 措鉢 （21．50） 7．60 （10．30） 口緑 1 ／ 4 、底部 1 ／ 3 I 層

5085 無粕陶器 措鉢 26．80 10．60 11．90
口緑～体部わずかに欠、

底部 2 ／ 3
I 層、 Ⅱ層
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図版N o． 報告N o． 種別 器種 口径 器高 底径 残存状況 報告遺構番号 層位

5086 無粕陶器 捨鉢 28．40 10．80 12．00 口緑 3 ／8 欠 81006SD Ⅱ層

5087 無粕陶器 措鉢 （32．00） 14．90 （15．70） 口緑 1 ／4 、底部2 ／3 Ⅱ層

5088 備前焼 布袋徳利 （20．20） （9．90） 体 1 ／ 3 、底部 1 ／ 2 強 I 層

図版172 5089 無粕陶器 措鉢 34．40 14．80 （17．30）
口緑～体 1 ／12、底部2

／3 欠
81006SD I 層、 I 層

5090 無粕陶器 措鉢 （31．30） 12．50 （12．90） 口緑 1 ／ 9 、底部 1 ／5 I 層

5091 軟質施粕陶器 皿 6．60 1．10 3．10 口緑 1 ／ 4 欠 I 層

5092 施粕陶器 椀 （9．82） 6．65 4．70 口緑若干残、高台若干欠 I 層

5093 施粕陶器 鉢 10．60 4．70 5．00 口緑 1 ／ 5 欠 I 層‾

5094 施粕陶器 椀 （9．20） 5．35 （2．90）
口緑 1 ／ 5 、底部 1 ／2

弱
Ⅱ層

5095 施粕陶器 香炉 9．70 6．60 5．00 口緑 1 ／4 欠 I 層

5096 陶胎染付 香炉 （10．70） 8．40 5．40
口緑わずか残、底部 1 ／

4 欠
I 層

5097 施粕陶器 皿 （11．40） 3．30 4．80 口縁 1 ／ 6 弱、底部完存 Ⅱ層 （下層）

5098 施粕陶器 鉢 21．75 8．25 10．20 口縁 1 ／10欠 Ⅱ層

5099 施粕陶器 鉢 （24．20） 6．70 9．50 口緑 1 ／ 4 、底部 3 ／4 Ⅱ層

図版173 5100 施粕陶器 鉢 （31．20） 9．10 11．70 口緑 1 ／ 8 、底部完存 81006SD I 層

5101 施粕陶器 鉢 （19．30） 9．50 7．20 口緑 1 ／ 4 、底部完存 I 層

5102 施粕陶器 鉢 （22．60） 11．40 （9．90） 1 ／ 3 残 Ⅱ層

5103 施粕陶器 鉢 （22．90） 12．20 11．10 口縁 1 ／ 3 、底部完存 I 層

5104 施粕陶器 鉢 （21．30） 11．20 8．95 口緑 1 ／ 9 、底部完存 Ⅱ層

5105 施粕陶器 徳利 1．60 15．10 7．10 完存 Ⅱ層

5106 瀬戸焼 水注 （14．20） 8．20 体～底部完存 Ⅱ層

5107 軟質施粕陶器 筒形器 5．80 4．40 （6．00）
口緑わずか、底部ほぼ完

存
Ⅱ層

5108 施粕陶器 ひょうそく 3．30 3．90 4．05
口緑わずかに欠、底部完

存
Ⅱ層

5109 軟質施粕陶器 燭台 6．00 5．10 5．50 ほぼ完存 Ⅱ層

5110 施粕陶器 ひょうそ く 6．05 4．00 4．00 完形 Ⅱ層

5111 軟質施粕陶器 ミニチュア措鉢 （1．90） 2．30 体部1 ／ 4 、底部 5 ／ 6 I 層

5112 青磁 香炉 9．00 7．60 6．70 口 1 ／ 3 弱欠 Ⅱ層

5113 染付磁器 碗 10．25 5．20 3．90 口緑 1 ／4 欠 I 層

5114 染付磁器 碗 （11．40） 6．35 4．30 口緑 1 ／3 強欠 Ⅱ層

5115 染付磁器 椀 9．80 5．00 4．10 口緑、高台わずか欠 Ⅱ層

5116 染付磁器 碗 11．30 5．80 4．50 ほぼ完存 I 層

5117 染付磁器 碗 11．40 6．10 4．65 ほぼ完存 I 層

5118 染付磁器 碗 11．80 6．15 4．60 口緑 1 ／4 Ⅱ層

5119 染付磁器 碗 （10．00） 5．00 3．90 口緑 1 ／3 、底部 3 ／ 4 I 層

5120 染付磁器 碗 10．90 6．20 4．40 口縁 1 ／4 欠 I 層

5121 染付磁器 碗 10．60 6．30 4．30 ほぼ完存 Ⅱ層

5122 陶胎染付 椀 （10．60） 7．05 4．90 口緑 1 ／3 、底部完存 Ⅱ層

図版174 5123 染付磁器 碗 （10．20） 6．40 （3．90）
口緑 1 ／3 、底部 3 ／ 4 、

高台 1 ／4
81006SD I 層

5124 染付磁器 碗 10．70 6．00 4．50 口緑 1 ／ 3 欠 I 層

5125 染付磁器 碗 （12．00） 7．20 （6．10）
口縁 1 ／ 3 、底部 1 ／ 2

弱
I 層

5126 染付磁器 染付碗 （12．65） 7．20 7．40 口縁～体 2 ／3 欠 I 層

5127 染付磁器 染付碗 （9．00） 5．55 （3．30） 口緑～高台 1 ／ 3 欠 Ⅲ層

5128 染付磁器 碗 9．45 5．80 3．70 口緑 1 ／ 2 強、底部完存 Ⅱ層

5129 染付磁器 ソバ猪口 （6．70） 5．40 3．80 口縁 3 ／4 欠 Ⅱ層

5130 染付磁器 ソバ猪口 7．35 6．20 4．10 1 ／ 4 欠 堀 I 層

5131 染付磁器 皿 12．20 4．05 4．55 口緑 3 ／ 4 弱、底部完存 Ⅱ層

5132 染付磁器 皿 13．70 3．10 7．30 口緑 1 ／ 4 欠 Ⅱ層
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5133 染付磁器 皿 12．30 4．20 4．40 口緑1 ／2 欠 81006SD Ⅱ層

5134 染付磁器 皿 11．90 3．70 4．00 口緑 1 ／ 2 弱欠 Ⅱ層

5135 染付磁器 皿 19．95 4．40 12．00 口緑 1 ／ 2 弱欠 堀 I 層

5136 染付磁器 皿 13．30 3．95 8．20 完形 I 層

5137 染付磁器 皿 13．80 2．80 7．00 口緑若干欠 I 層

図版175 5138 染付青磁 鉢 21．40 7．50 11．00 口縁 1 ／ 2 弱欠 81006SD I 層

5139 染付磁器 蓋 9．75 2．75 つまみ径4．25 口縁 1 ／ 2 、つまみ完存 Ⅱ層

5140 染付青磁 鉢 （15．70） 5．80 （9．80） 1 ／ 2 弱 Ⅱ層

5141 染付磁器 油壷 2．35 7．85 3．70 体部 1 ／ 5 欠 I 層

5142 染付磁器 油壷 （7．90） 6．95 体部完存 Ⅱ層

5143 無粕陶器 嚢 （42．00） （23．35） 口緑～体 1 ／4 残 I 層

5144 無粕陶器 措鉢 （備前） （34．80） 12．70 （12．90） 1 ／4． Ⅲ層

図版176 5145 無粕陶器 捨鉢 （22．80） 9．10 （12．90） 口緑 1 ／4 、底部わずか 81006SD Ⅲ層

5146 無粕陶器 捨鉢 （25．80） 10．70 （12．20）
口緑 1 ／ 2 弱、底部 1 ／

3 残
Ⅲ層

5147 軟質施粕陶器 皿 （10．90） 1．90 4．75 口緑 1 ／10、底部 3 ／ 4 Ⅲ層

5148 施粕陶器 皿 （11．20） 2．85 4．30 口緑 2 ／3 欠 Ⅲ層 （断面図D ）

5149 染付磁器 碗 10．10 5．60 3．85 口縁 3 ／．4 、底部完存 Ⅲ層

5150 染付磁器 皿 （11．85） 3．50 、 4．00
口緑 1 ／3 、底部 1 ／ 2

強
Ⅲ層 （Ⅱ層含む）

5151 土師器 鍋 （22．20） （7．30） 口緑 1 ／4 4 層

5152 施粕陶器 蓋 17．70 4．65 つまみ径3．95 口緑 3 ／4 埋土

5153 染付磁器 皿 （13．40） 3．60 （9．15） 口緑 1 ／4 、底部 1 ／ 2 灰色シルト

5154 施粕陶器 皿or椀 （2．40） 4．80 底部完存 上層、暗渠内

5155 瓦 軒平瓦 長 （19．20） 厚3．75 瓦部厚1．55 おちこみ内

図版177 5156 須恵器 鉢 （24．00） （8．00） 口緑 1 ／10 81006S D 第 1 層

5157 無粕陶器 捨鉢 （26．叫 （9．95） 口緑わずか 礫層

5158 無粕陶器 措鉢 33．00 14．20 16．00 3 ／4． 上層、暗渠内

5159 土師器 皿 （11．65） 2．25 （6．80） 1 ／2．

5160 無粕陶器 鉢 （18．70） （10．45） （14．90） 口緑～底 1 ／ 4 残

5161 土師器 カマ ド （38．20） （9．30） 口緑 1 ／ 7 残

5162 土師器 鍋 （25．00） （7．90） 口緑 1 ／ 9

5163 施粕陶器 椀or皿 （1．90） （6．00） 底部 1 ／ 4 弱

5164 青磁粕 碗 （2．80） （4．40）
底部のみ、高台わずかに

残
青色シル 下層 （礫の上）

5165 青磁 碗 （16．00） （4．90） 口緑 1 ／15 Ⅱ層

5166 青花磁器 皿 （1．20） 底部わずか I 層

5167 土師器 土鍋 （26．10） （5．90） 口緑 1 ／ 6 強 掘底 （黒褐シル ト）

5168 備前焼 捨鉢 （32．20） （6．15） 口緑 1 ／ 6 埋土　 柵レキ～中レキ

図版178 5169 須恵器 士笠 （10．10） （15．50）
口緑 1 ／ 2 強、体部 1 ／

3 弱
81002SX 埋土

5170 土師器 施 ？ （7．30） 体部のみ完存 埋土

5171 須恵器 砥 （7．80） 体部若干欠
上層 （黄灰色シルト質極

細砂）

5172 須恵器 杯身 （10．60） 3．80 1 ／ 3 強 第 1 層残 り

5173 須恵器 杯身 （13．15） （3．55） 1 ／ 3 第 1 、 2 層

5174 須恵器 杯身 （10．80） 3．35 （6．50）
口緑 1 ／2 弱、底部若干

残
第 2 層

5175 須恵器 杯身 （12．60） 3．40 口緑 1 ／4 、体部 1 ／ 3 第2 層

5176 須恵器 杯身 （13．00） 3．35 6．70 口緑わずか、底部一部欠 第2 層

5177 須恵器 薗 （12．50） 口緑のみ欠 第 1層

5178 土師器 イイダコ壷 （7．90） 第2 層

5179 土師器 棄 （15．10） （16．20）
口緑 1 ／ 3 端部わずか、

体部わずか
83001SR

5180 土師器 （壷）口緑 17．00 （7．50） 口緑 1 ／ 2 強 礫混土 （砂層の直上）
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5181 土師器 嚢 （19．30） 8．05 口緑1／10、体部わずか 83003SX 灰色シルト

5182 弥生土器 （襲）底部 （8．35） 5．60 底部のみ 84004SX 黒色シルト

図版179 5183 須恵器 杯身 12．90 5．20 完存 第3 層

5184 須恵器 杯身 （10．90） 4．60
口緑1／4弱、底部わず

か
第3層

5185 土師器 丸底壷 体～底3／4 第3層

5186 土師器 高杯 （19．30） 16．40 13．10
杯部1／3 、端部わずか、

脚部ほぼ完存
第3層

5187 土師器 嚢 （15．70） （12．30）
口緑1／2 、体部1／3、

底部欠
第3層

5188 土師器 嚢 （15．10） 23．50
口緑1／4 、体部～底部

1／2強
第3層 （砂層）

5189 土師器 嚢 （17．20） （27．10）
口縁わずか体部1／3、

底部欠
第3層 （砂層）

5190 弥生土器 壷 （口緑） 11．50 （5．60） 端部わずか、頚部完存 第4層 （砂レキ層）

器　陶磁器観察表表 8　 堀 8 1 0 0 6 S D 出 土 土 器 ・陶 磁 器 観 察 表

図版No． 報告No． 種別 器種 形態 ・成形技法の特徴 文様・調整技法の特徴 備　　 考 報告遺構番号

図版162 5001 瓦質土器 羽釜
幅広で水平方向に延びる鍔。　 口

緑部は僅かに内傾。

口緑部外面凹線5条。 鉄釜模倣タイプの土釜
81006S D

5002 瓦質土器 香炉

平底。 脚を3 ～4箇所貼付。

体部は内等気味に上方に立ち上が

る。　 上面は大きく内傾。

体部上面に透かしを入れる。 外面

へラ削り十へラ磨き。

5003 土師器 焙烙
平底。 体部は内傾。　 口緑端部

は丸味をもつ。

底部外面へラ削り。 体部外面～内

面～底部内面ナデ調整。

5004 無粕陶器 鉢
平底。 体部直立。　 口緑部上端 内・外面ともロクロナデ調整。　 底 丹波産匝鉢に類似する

は水平に面取り。 部外面は未調整、板目跡。 が用途は不明

5005 無粕陶器 措鉢

平底。 体部は直線的に斜め上方 口緑部外面凹線2条。　 口緑部内面 明石産

に立ち上がる。　 口緑部は上下に に段、内面8条1単位の措目を施文。稲原分類Ⅱ－1類

拡張して縁帯を成形。 底部内面10条1単位の標目を放射

状に施文。

18C後半～19C前半

5006 無粕陶器 措鉢

平底。 体部は直線的に斜め上方 口緑部外面凹線2条。　 口緑部内面 底部外面ハナレ砂附着

に立ち上がる。　 口緑部は上下に 凹線2条、内面13条1単位の措日施 明石産

拡張。　 断面三角形状に成形。 文。 底部内面9条1単位の措目を

放射状に施文。

稲原分類Ⅱ－3類

18C後半～19C前半

5007 無粕陶器 措鉢

平底。 体部は直線的に斜め上方 口緑部外面凹線2 条。　 口緑部内面 明石産

に立ち上がる。　 口緑部は上下に 凹線1 条、沈線1条。 体部内面10 稲原分類I －3類

拡張、緑帯を形成。 条1単位。 底部内面8条1単位の

措目を放射状に施文。 底部外面未

調整、ハナレ砂附着。

18C後半～19C前半

図版163 5008 無粕陶器 捨鉢

平底。 体部は直線的に斜め上方 口緑部外面凹線2条。　 口緑部内面 口緑部外面に重ね焼き

81006SD

に立ち上がる。　 口縁部は上下に 凹線2条。 底部外面未調整、板目 痕　　　 明石産

拡張、縁帯を形成する。 跡。 体部内面9条1単位の措目。

底部内面8条1単位の措目を放射

状に施文。

稲原分類Ⅱ－3類

18C後半～19C前半

5009 無粕陶器 措鉢

平底。 体部は直線的に斜め上方 口緑部外面凹線2条。　 口緑部内面 明石産

に立ち上がる。　 口緑部は上下に 凹線2条。 底部外面未調整、板目 稲原分類I －2類

拡張、緑帯を形成する。 跡、ハナレ砂附着。 体部内面14条

1単位の揺目。 底部内面14条1単

位の措目を放射状に施文。

18C後半～19C前半

5010 無粕陶器 揺鉢

平底、若干上げ底気味。 体部は 口緑部外面凹線2条、内面凹線1条、底部外面未調整

直線的に斜め上方に立ち上がる。

口緑部は上下に拡張して緑帯状

に成形する。

凹部をもつ。 体部内面6条1単位

の揺目を下から上に櫛状工具で施文。

内面6 条1単位の措目施文。

堺・明石産

5011 無粕陶器 揺鉢

平底。 体部は直線的に斜め上方

に立ち上がる。　 口緑部は上下に

拡張して緑帯を成形。

口緑部外面凹線2条。　 口緑部上面

凹線1条。 体部外面回転へラ削り、

内面9条1単位の措目。使用による

摩耗が著しい。内面6条1単位の措

目×状に施文。

堺・明石産

5012 無粕陶器 徳利

平底。 体部は内等。3箇所を強

く押さえて凹ませる。

外面　 化粧土を塗布。 底部外面胎

土日跡4箇所。 体部内面はロクロ

目跡明瞭。 体部外面点々と灰被り。

備前系

ー181－



図版No． 報告No． 種別 器種　　　　 形態・成形技法の特徴 文様・調整技法の特徴 備　　 考 報告遺構番号

図版164 5013 無粕陶器

平底。 体部は僅かに内等気味に 口緑部外面凹線2 条、口緑部内面強 内・外面とも鉄泥柴を

81006SD捨鉢

立ち上がる。　 口緑部は上下に拡 いロクロナデにより凹部を形成。 塗布

張して断面三角形状の緑帯を形成。体部内面7条1単位の措目。 底部、

底部内面から引き続いて揺目を体部

にまで施す。

堺 ・明石産

5014 施粕陶器 椀

比較的高い削り出し高台。 体部 内・外面とも黒褐粕施粕の後、自泥 肥前系陶器

は僅かに内等気味に斜め上方にの を内面は渦巻き状、外面は波状に刷 刷毛目唐津椀

びる。　 口緑端部は尖り気味に収

める。

毛状工具で施文する。 18C前半

5015 施粕陶器 椀

輪高台。 底部と体部の境は大き 体部外面中央部、櫛状工具で沈線3 本業焼の腰錆茶碗に類

く屈曲。 体部直立。 条～5条。　 口緑部外面　灰粕、体

部外面～底部外面　 褐粕施粕、一部

重複。

似

19C前半以降

5016 施粕陶器 椀

輪高台を端正に削り出す。 底部 内・外面とも白濁粕施粕。 底部外 肥前系京焼風陶器

～体部にがナては緩やかに立ち上

がる。

面 （高台裏）は露胎。 「木ホ下」

銘刻印。

17C後半～18C前半

5017 施粕陶器 小杯

比較的高い高台、平底。 体部直

立。　 口緑端部は丸味をもって収

める。

内 ・外面とも白濁粕施粕。 底部外

面 （高台裏）は露胎。 墨書有、未

判読。

瀬戸・美濃産

5018 施粕陶器 ひょうそく

平底。 体部ほぼ直立。　 口緑部

水平に拡張、内側につまみ出す。

内面中央部灯芯立を貼付け。

内面～外面の体部上半まで鉄粕施粕。

体部下半以下露胎。 底部は未調

整、糸切り痕、底部外面に釘穴穿孔。

5019 施粕陶器 ひょうそく

平底。 脚部は直立。 脚部の上 内・外面とも施粕、灰白色に発色。 京 ・信楽系

に皿をつけた形。 上面に凸帯1

条、凸帯部に灯芯を置く切り込み

1箇所。 脚部は中空。

底部外面露胎、未調整、糸切り痕。 19C前半

5020 施粕陶器 鉢
幅広で比較的低い高台。 体部直

立。　 口緑端部は丸味をもつ。

内面～体部外面上半　 鉄粕施粕。

体部外面下半以下露胎。

5021 施粕陶器 蓋
口緑端部直立。 体部上面台形。

口緑部外面に円形浮文9コ貼付け

外面灰粕施粕、灰被り、円形浮文に

鉄瓶施粕。　 口緑端部～内面は露胎。

5022 施粕陶器 蓋

口緑端部外方に折り曲げ。 体部外面トビガンナ施文、体部外面

に同心円状に鉄粕施粕、白泥で松葉

文をイッチン掛け。　 内面灰粕施粕。

在地産 （明石）

19C前半以降

5023 施粕陶器 徳利

平底。 体部は内等して立ち上が

り、上半は内傾、先すぼみの形と

なる。 頚部は直立。　 口緑部は

僅かに外反、端部は丸く肥厚。

内面ロクロ日明瞭。 外面全面に鉄

瓶施粕、底部外面露胎。

丹波産

5024 施粕陶器 徳利

平底、底部外面を浅く削り出し、

低い高台を作り出す。 体部は僅

かに内考。 頸部は直立。　 口緑

部は外反、下端部は下方に僅かに

つまみ出す。　 口緑部側面・上面

に面をもつ。

外面は口緑部～体部最下半まで白濁

粕施粕、体部の最下端から底部外面

は露胎。 体部上半に粕を削り出す

形で 「石」を書く。

京・信楽系

5025 施粕陶器 徳利

平底。 体部は直立。 体部外面は灰粕施粕、暗黄緑色に発

色。 底部外面露胎。 体部上面に

海老を施文。 頚部・体部・尾部は

鉄瓶で、目・足・髭は白泥でそれぞ

れを措く。

底部は意識的に穿孔

か？内面ロクロ日跡明

瞭

丹波産海老徳利

5026 施粕陶器 徳利

平底。 体部は直線的に斜め上方 外面は鉄粕施粕。 底部外面　 露胎。丹波産

に立ち上がり、体部下半で屈曲、

内等気味に立ち上がる。 頚部直

立。　 口緑部は玉線状に肥厚。

体部外面に粕を削り取って 「江州

□□笹文」の文字を削り出す。

19C前半

5027 施粕陶器 徳利

平底、若干あげ底気味。 休部は

内考。 頚部直立。

内・外面とも鉄粕施粕。 体部外画

自泥のイッチン掛けで 「大口」「金

時」の文字を施文。 底部外面は露

胎。

体部内面ロクロ目跡明

瞭

丹波系

図版165 5028 施粕陶器 鉢

平底。 体部は直線的に斜め上方

に立ち上がる。　 口緑部は肥厚。

体部内面～底部内面　 白濁粕施粕。

口緑部内面～外面は露胎。 底部

内面　胎土日跡4箇所。

81006SD

5029 施粕陶器 鉢

高台は幅広で比較的低く削り出す。内面は白濁粕を全面施粕。 外面は 在地 （明石）産

体部は緩やかに斜め上方に立ち

上がり、体部上半で大きく屈曲し

直立する。　 口緑部は外反、外方

へつまみ出す。

口緑部～体部上面まで施粕、以下露

胎。　 内面　 鉄瓶で草花文を施文。

19C前半以降

5030 施粕陶器 鉢

幅広で低い削り出し高台。 底部

と体部の界は大きく屈曲。 体部

直立。 ．口緑部外反。

底部内面に草花の茎施文 （型押しor

貼付）。 内面及び口緑外面まで白濁

粕施粕、草花文の葉は灰粕で施文。

外面の体部下半以下露胎。 体部

内面　 胎土日跡3箇所。
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5031 施粕陶器 行平鍋

幅広の低い高台。 体部は大きく

内考。　 口緑部外反。体部上面に

注口貼付。

内・外面とも淡い白濁粕施粕。 外

面の体部下半以下は露胎占

19C前半以降

81006SD

5032 施粕陶器 水滴

型造り成形。　 板状のパーツを貼

り付けて成形。　上面に型押しで

松葉文施文。　 上面に空気孔と注

口を穿孔。

外面は全面施粕、淡灰緑色に発色。

一側面のみ露胎。

5033 施粕陶器 鉢

高台は比較的低く幅広に削り出す。

口緑部は外反、水平に外側に折

り曲げる。

自泥で草花文施文。　 内面～口緑部

外面　 白濁粕施軸。　 体部外面以下

露胎。

19C前半以降

5034 施粕陶器 水鉢

平底、やや丸底気味。　比較的低 口緑部外面雷文帯 （印花） ・刻日文。瀬戸 ・美濃産

く、幅広の貼付高台。　底部と体

部の界は直角に屈曲。　体部は直

立。　 口緑部は横方向に拡張、上

面は水平に成形、端部は内側につ

まみ出す。

体部外面龍文（型造りの後貼付け）。

底部外面　 馬ノ日文 （印花）、内面

灰粕。　 口縁外面～体部外面　 緑粕。

底部外面　 鉄瓶、畳付の粕は掻き

取り。　 底部内面に胎土日跡3箇所。

19C代前半

5035 施粕陶器 皿

型造り成形 外面露胎。　 内面は灰粕施粕。　 背 舞子焼

外面細かい布目に指頭痕 ビレの一部　 施粕ナシ。　 外面中央

部に 「まいこ」の刻印。

19C前半以降

5036 青磁 皿

高台は浅く低く削り出す蛇ノ目凹

形高台。 体部は内等気味に立ち

上がる。　 口緑端部は尖り気味に

収める。

内・外面とも青磁粕施粕 （淡灰緑色

に発色）。 底部外面　 蛇ノ臼状粕ハ

ギ。

肥前産

5037 青磁 香炉

高台は幅広で浅く削り出す。　 体

部は直立。　 口緑部は内側に捻り

出し。　上面は水平に面をもつ。

内面の休部上半～外面は全面施粕。

高台畳付きの粕はかき取り、砂附

着。

肥前産

5038 染付磁器 碗

高台は比較的細い。　 底部の器壁 外面は丸文に草花文・斜格子文 ・山 高台畳付の粕かき取り

は非常に厚い。 体部は内等、口 水棲閣文等、界線3 条。　 内面は無 肥前系くらわんか手

緑端部は尖り気味。 文。 18C後半

5039 染付磁器 碗

高由 ま「ハ」の字状に外側に開く。外面は丸文 ・蓮弁文。　 内面菱形文、肥前産

体部は緩やかに斜め上方に立ち

上がる。　 口緑端部は若干尖り気

味。

界線2条。 18C前半

5040 陶胎染付 椀

器壁は全体に比較的厚い。　体部 外面は界線 ・変形唐草文・界線 ・草 肥前系陶胎染付

は僅かに内奪して上方に立ち上が

る。　 口緑端部は丸味を帯びる。

花文 ・界線。 粕のノリは生掛けの

為悪く、また呉須の発色も淡い。

17C後半

5041 染付磁器 碗

高台は細く高い。　 底部の器高は 体部外面はよろけ文2条・縦線6条 肥前系広東碗

比較的厚い。　 体部は直線的に斜

め上方に立ち上がる。　 口緑端部

は丸味を帯びる。

を交互に配する・界線2条。　 内面

は界線2 条・界線1 条・草花文。

18C後半～19C前半

図版166 5042 染付磁器 杯

高台は 「ハ」の字状に開く。 体 外面は界線 ・縦線6 条・よろけ文2 高台畳付の粕かき取り、

81006SD部は直立。　 口縁端部は丸昧をも 条を交互に施文、界線3条。　 内面 露胎部　 淡赤色に発色

って収める。 は無文。 肥前系

5043 染付磁器 杯

高台は細くかつ高い。　体部は直

立。　 口緑端部は尖り気味に収め

る。

外面は界線1粂 ・細かい草花文 ・界

線1条・○※文を交互に施文、界線

3条。　 内面は界線3条、高台畳付

の粕は大きくかき取る。　 内・外面

とも器面に虫喰いが多い。

5044 染付磁器 碗

高台は比較的高く削り出す。 体部外面に草花文 （茄子？）。 見込 瀬戸系・美濃系

休部は媛やかに斜め上方へ立ち上

がる。

みに草花文。 色調はやや青みを帯

びる。

19C前半

5045 染付磁器 杯

底部の器厚は比較的厚い。　体部 体部外面は馬ノ目文 ・界線2条。 瀬戸 ・美濃系

は媛やかに斜め上方に立ち上がる。

口緑部は僅かに外反する。

内面は界線1条、くずれた寿字文。 19C前半

5046 染付磁器 ソバ猪口

比較的幅の狭い低い高台。 体部 色調は青みを帯びる。 体郡外面は 瀬戸 ・美濃系

と底部の界は直角、体部は直立。

口緑端部は尖り気味。

菊花文、やや渉んだ感じ。　 体部内

面は界線7条。

19C前半

5047 染付磁器 ソバ猪口

高台は比較的低く小さい。　体部 体部外面を4分割し、半裁菊花文† 肥前系

は直立。　 口緑端部は丸味をもつ。斜格子文と菱形文・斜格子文の図柄

を交互に施文。　 底部外面は崩れた

唐草文と圏線を施文。内面は斜格子

文・界線、崩れたコンニャク印判で

五弁花文施文。

18C後半～19C前半

5048 染付磁器 ソバ猪口

底部の器壁は厚い。　 体部は直立。外面は松竹文・界線・唐草文・界線。肥前系

口緑端部は尖り気味。 内面は斜格子文・界線・崩れた五

弁花文 （コンニャク印判）。

18C後半～19C前半

5049 染付磁器 ソバ猪口

高台は輪高台、比較的低い。　 底 外面は草花文施文、濃筆を用いて簡 肥前系

部と体部の界は大きく屈曲。　 体

部は直立。　 口緑端部は水平に切

る。

略化 ・界線2条。　 内面は界線2条

・界線。　 底部内面は五弁花文の印
花 （コンニャク判）が流れる。

19C前半
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5050 染付磁器 皿

高台径は比較的小さい。 体部は 内面は草花文。 外面の高台脇以下 肥前系の粗製の染付磁

81006SD
僅かに内脅して斜め上方に立ち上

がる。　 口緑端部は丸味をもつ。

底部内面蛇ノ臼状粕ハギ。

露胎。 底部外面 （高台裏）墨書有。器 18C前半

5051 染付磁器 皿

高台外側面斜め方向 ・内側面垂直 内面は草花文・界線2条・コンニヤ 高台畳付に砂附着

に削り出す、器壁は比較的厚い。

底部内面　蛇ノ臼状粕ハギ。

ク印判の五弁花文 （やや崩れる）。 肥前系　 くらわんか手

18C後半

5052 染付磁器 皿

高台径は比較的大きい。 体部は 内面は窓絵風に山水楼閣図。 外界 生掛けの為全体に粕の

内等気味に斜め上方に立ち上がる。は唐草文・界線 ・渦福文。 ノリが悪く粕ムラがあ

る。　 肥前系　 くらわ

んか手 18C後半代

5053 染付磁器 皿

蛇ノ目凹形高台。　体部は僅かに 内面は家屋梅花図。 外面は唐草文。形打ち成形 ？

内等して斜め上方へ立ち上がる。

口緑部外反。 底部は若干あげ底

気味。

底部外面渦福文。 肥前系

18C後半～19C前半

5054 染付磁器 皿

高台は比較的幅広で低く削り出す。

口径に対して高台径は大きい。

体部は緩やかに斜め上方に立ち

上がる。　 口緑端部は水平に端面

をもつ。

内面は馬ノ目文・稲穂に雀文・氷裂

文を施文。 外面は無文。　 口緑端

部の粕拭き取り、口紅。　 高台畳付

の粕拭き取り、砂附着。

高台裏に針支え痕

5055 染付磁器 角皿
型造り成形。　 高台も長方形。

口緑部の四隅は輪花風に成形。

内面は山水楼閣図。 外面は無文。

高台畳付の粕は丁寧に拭き取る。

図版167 5056 土製品 天神像

型造り成形。　正面と背面を別々

に作り貼り合わせる。　 西側に狛

犬を配する。

底部外面に径約1．5cmの釘穴を穿孔

する。 81006SD

5057 土製品 ミニチュア灯籠
塑造り成形。 両面に鳥居形を施文。 彩色はすで

に剥落。　底部外面に釘穴。

5058 染付磁器 蓋
口緑端部は若干尖り気味。　 体部

僅かに内題。

外面は円内に稲穂文と島峡文を交互

に施文。　 内面は円内に島峡文施文。

19C前半以降

5059 土製品 土錘 外面は摩耗して平滑。 焼成堅地

5060 巴文 軒丸瓦 珠文14個 巴の尾は長い。 燻し瓦

5061 巴文 軒丸瓦 珠文14個 巴の尾は長い。 燻し瓦

5062 巴文 軒丸瓦 珠文16個 巴の尾は長い。 燻し瓦

5063 巴文 軒丸瓦 巴の尾は長い。 表面銀化

図版168 5064 無粕陶器 措鉢

平底。 体部は直線的に斜め上方 口縁部外面に凹線2条。　 口緑部内 口緑部外面墨書痕？胎

81006SD

に立ち上がる。　 口緑部は上下に 面に凹線1 条。 体部内面12条1単 土中に砂粒を多く含む。

拡張して緑帯を形成する。　 口緑 位の措目。 底部内面9条1単位の 明石産　稲原分類Ⅱ－

端部上面は水平に成形。　 口緑部 標目を放射状に施文。 底部外面板 3類

下端は横方向につまみ出す。 目跡、ハナレ砂附着。 18C後半～19C前半

5065 無粕陶器 揺鉢

平底。 体部は直線的に斜め上方 口緑部外面凹線2条、内面に凹線2 体部外面下位に「久喜」

に立ち上がる。　 口緑部は上下に 条。 体部内面10条1単位の措目下 銘をヘラ描き。

拡張して緑帯を形成。　 口緑部上 →上へ。 底部内面9条1単位の措 明石産　稲原分類Ⅱ－

端は丸味をもって端面を形成。

底部外面に凹線1条、ハナレ砂附

着。

目放射状に施文。 2類

18C後半～19C前半

5066 無粕陶器 捨鉢

平底。 体部は直線的に斜め上方 口緑部外面凹線2条、口緑部内面強 外面回転へラ削り

に立ち上がる。　 口緑部は上下に いナデによって凹部をもつ。　体部 明石産

拡張して緑帯を形成。 内面12条1単位の措目。 底部内面

11条1単位の措目を放射状に施文。

稲原分類I －3類

18C後半～19C前半

5067 無粕陶器 措鉢

平底。　 体部は直線的に斜め上方 口緑部外面凹線2条、口緑部内面凹 体部内外面に鉄泥渠塗

に立ち上がる。　 口緑部は上下に 線1条と1 条の凸帯をもつ。 体部 布

拡張して縁帯を形成。　 口緑部上

端は丸味を帯びる端面を形成、下

端はヨコ方向につまみ出す。

内面8 条1単位の措目。 底部内面

8条1単位の標目。　底部外面浅く

凹部を削り出し若干高台状に成形す

る。

堺 ・明石産

5068 施粕陶器 椀

高台は断面台形状で比較的径が小 体部と底部の境に凹部。　 内・外面 内・外面とも細かい貫

さくやや高い。　 底部と体部の界 とも白濁粕施粕、乳黄白色に発色。 入

で大きく屈曲。　 体部は直立、口 休部外面に灰粕でタンパン風に施 瀬戸・美濃系

緑端部は尖り気味。 文。　 外面の高台脇以下露胎。 19C前半

5069 施粕陶器 椀

高台は幅広で低い。 体部はほぼ 内面～口緑部外面　 灰粕施粕。 体 瀬戸・美濃系の鎧茶碗

直立。　 口緑端部は丸味をもつ。 部外面はヘラ状工具で幾何学文施文、に類似

底部外面は卜巾状に削り残す。 その上に更に鉄瓶施粕、高台畳付の

粕は拭き取る

18C代

5070 陶胎染付 椀

輪高台。 体部はほぼ直立。　 口 体部外面は界線1条 ・濃筆で草花文 焼成はやや軟質、酸化

緑端部は丸味を帯びる。　 器壁は

全体に厚手に成形、券面に虫喰い

（気泡）が多い。

・界線1条。 器面に細かい貴人。 炎焼成

肥前系陶胎染付

18C後半
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5071 染付青磁 鉢

高台は蛇ノ臼状凹形高台。　 体部 色調は内面染付、外面青磁粕。　底 肥前系

81006SD

は僅かに内等して斜め上方に立ち

上がる。　 口緑部は大きく屈曲し

て外反。

部外面は蛇ノ臼状粕ハギ、砂附着。

内面は雲龍文 ・草花文・界線2条 ・

山水楼閣文。　 体部外面露胎。　 底

部外面 （高台裏）渦福文 （変形が著

しい）。

18C後半～19C前半

5072 施粕陶器・ 棄

平底。　 体部は緩やかに内奪して 底部外面へラ切り痕、未調整。　 体 丹波系

立ち上がる。　 口緑部はやや内傾、

端部は上面を水平に成形、端面を

斜め上方につまみ出す

部外面は化粧土を塗布した後、灰粕

を飴状に施粕。　 口緑部外面～内面

灰粕施粕。　 底部外面　 胎土日跡3

箇所

19C前半～19C後半

図版170 5073 土師器 火消壷

平底。　 体部はほぼ直立、体部上

位で 「く」の字状に屈曲。　 口縁

部は内傾、ロ緑端部は丸味をもつ。

体部外面は丁寧な板ナデ調整。　 内

面の体部上部に指頭庄痕。　 体部内

面ナデ・板ナデ調整。

内面に煤附着

81006SD

5074 土師器 風炉
平底で比較的高い脚部をもつ。

脚部は2箇所に浅い決りを入れる。

脚部の側面に松葉状の穿孔。　 外面

に化粧土を塗布。

煎茶用の風炉

5075 土師器 焙烙
平底。　 底部と体部の界は大きく

「く」の字状に屈曲。　体部は直立。

体部外面～底部内面までヨコナデ調

整。

型造り成形

5076 土師器 焙烙

平底。　 底部と体部の界は垂直に 底部外面へラ削り。　体部外面～体 型造り成形

屈曲。　 体部は直立。　 口緑部上

面は水平に面取り。

部内面～底部内面までヨコナデ調整。18C代

内外面とも煤附着

5077 土師器 焙烙

平底。 体部直立。　 口緑端部は 底部外面へラ削り。　休部外面～体 型造り成形

丸味を帯びる 部内面～底部内面までヨコナデ調整。18C代

内外面とも煤附着

5078 土師器 火消壷

平底。　 体部内等。　 口緑部は内

側に肥厚、口縁部外面に耳1箇所

貼付け。

体部外面　 粘土紐痕明瞭

5079 無粕陶器 鉢

平底。　 体部は直線的に斜め上方

に立ち上がる。　 口緑端部は水平

に切り端面をもつ。

底部外面に重ね焼の痕跡 焼成は堺・明石産捨鉢

に類似する

5080 無粕陶器 鉢

平底、ややあげ底気味。　体部は 外面露胎、底部外面にハナレ砂附着。胎土中に砂粒を多く含

直線的に斜め上方に立ち上がる。

口緑端部は玉線状に内側に肥厚す

る。　 片口を1箇所、口緑部をひ

ねって成形。

内面全面に灰粕を施粕。 む

焼成は堅撤

丹波系

5081 無粕陶器 措鉢

平底。　 体部　僅かに内等して斜 口緑部外面沈線2条。　 口緑部内面 口緑部外面重ね焼痕

め上方に立ち上がる。　 口縁部 沈線1条、凹線1条。　 体部内面13 明石産

上下に拡張して緑帯を形成、口緑 条1単位の措目。　 底部内面13条1 稲原分類I －3類

部下端横方向に拡張。 単位の措目。 18C後半～19C前半

5082 無粕陶器 おろし金

型造り成形。　平面形状は台形、

全体に琴曲。

内面に櫛状工具で卸目を施文。 焼成堅赦、暗赤褐色に

発色。　赤銅製の卸金

を模倣。

図版171 5083 無粕陶器 捨鉢

平底。　 体部は直線的に斜め上方 口緑部外面沈線2条、口緑部内面凹 明石産

81006SD
に延びる。　 口緑部は上下に拡張 線1条、沈線1条。 体部内面10条 稲原分類I －3類

して緑帯を形成、口緑端部上面は

丸味をもって端面をつくる。

1単位。 底部内面6条1単位の揺

目を放射状に施文。

18C後半～19C前半

5084 無粕陶器 措鉢

平底。　 体部僅かに内等して斜め

上方に立ち上がる。　 口緑部は上

下に拡張、断面三角形状の緑帯を

形成。

口緑部外面沈線2条、口緑部内面凹

線1条。 体部内面11条1単位の揺

目。 底部内面7条1単位の揺目施

文。

堺 ・明石産

5085 無粕陶器 捨鉢

平底。 体部は僅かに内等して斜 口緑部外面沈線2条、口緑部内面凹 底部外面未調整、板目

め上方に立ち上がる。　 口緑部は 線2条、突帯状の段をもつ。　休部 状庄痕

上下に拡張、緑帯を形成、口緑上

端は丸味を帯びる端面をもつ。

内面9粂1単位の標目。 底部内面

8条1単位の措目を施文。

堺・明石産

5086 無粕陶器 捨鉢

平底。　体部は直線的に緩やかに 口緑部外面凹線1条、口緑部内面浅 胎土中に砂粒を多く合

斜め上方に立ち上がる。　 口緑部 い凹線1条。 体部内面12条1単位 む

は断面三角形状に肥厚して緑帯を

形成する。

の措目、底部内面10条1単位の括目

をそれぞれ施す。　全体に焼け歪み。

堺・明石産

5087 無粕陶器 措鉢

平底。　体部は直線的に斜め上方 口縁部外面沈線2条、口緑部内面凸 胎土中に砂粒を多く含

に立ち上がる。　 口緑部は上下に 帯1条。　 体部内面14条1単位。 む。　 焼成はやや軟質。

拡張して緑帯を形成。　全体に薄

手に成形。

底部内面12条1単位の標目を交差し

て施文、底部板ナデか？

堺・明石産

5088 無粕陶器 徳利

平底。　体部は内等。　 3箇所を 凹部に型押し成形の布袋像を貼付け。焼成は軟質

押さえて凹部をつくる。 外面にロクロ月が残る。 底部外面

に火棒。

備前焼布袋徳利

図版172 5089 無粕陶器 措鉢

平底。　体部は直線的に斜め上方 口緑部外面沈線2条。　 体部内面12 全体的に焼成はやや甘

81006SD
に立ち上がる。　 口緑部は上下に 条1単位の標目施文。　 底部内面は い。

拡張、緑帯を形成する。　 口緑部

内面に凸帯1条。

摩耗のため揺目不明。 堺・明石産

－185－
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5090 無粕陶器 措鉢

平底。 体部は直線的に斜め上方 口緑部外面凹線2条、口縁部内面に 体部内外面に鉄泥渠塗

81006SD

に立ち上がる。　体部外面　 粘土 ロクロナデによる凹部1条。　 体部 布

紐巻き上げ痕。　 口緑部は断面三 内面に7条1単位の揺目。 底部内 丹波系、大平分類Ⅳ類

角形状に肥厚。　 口緑下端部は下

方につまみ出す。

面に7条1単位の標目。 ・長谷川分類ⅡA 類

17C前半～18C前半

5091 軟質施粕陶器 皿

平底。　 体部は緩やかに斜め上方

に立ち上がる。　 口緑端部は丸味

を帯びる。

内面～口緑部外面施粕、明赤褐色に

発色、以下露胎。　 底部外面露胎、

糸切り痕残る。

いわゆる柿粕の灯明皿

5092 施粕陶器 椀

高台はやや幅広の輪高台。 体部 外面暗褐色の灰粕を施粕後、白泥で 肥前系陶器 （刷毛日唐

はほぼ直立。　 口縁端部は丸味を

帯びる。

波状文施文。　 内面暗褐色の灰粕施

粕。内・外面とも若干灰被り。

津）18C前半

5093 施粕陶器 鉢

高台は幅広で低い。 底部と体部

の界は大きく屈曲。　 体部直立。

口緑端部は丸味をもつ。

体部外面に沈線1条、内面～体部外

面に鉄瓶施粕。 底部外面以下露胎、

露体部へラ削り痕明瞭。

焼成はやや軟質

5094 施粕陶器 椀

高台は細く低く、比較的端正に削 内・外面とも透明粕 （明黄灰色に発 京焼風のプロポーショ

り出す。 体部は内題、口緑端部 色）施粕、外面の高台脇以下露胎。 ン、肥前系京焼風陶器

は尖り気味。 内・外面とも細かい貫入。　 口緑部

外面に白濁粕施粕。

17C後半～18C前半

5095 施粕陶器 香炉

比較的幅広く高い高台を削り出す。内面の体部下半以下露胎。　 内面の 肥前系陶器 （唐津）

体部は直立。　 口緑部は内側に折

り曲げ、玉線状に成形。

体部上半～体部外面灰粕を施粕、暗

茶褐色に発色。 外面草花文の崩れ

を白濁粕で施文。 高台脇以下露胎

17C後半

5096 陶胎染付 香炉

輪高台。 体部は直立。　 口緑部 内面露胎、口緑部内面～高台脇まで 体部外面に貴人、気泡。

は内側に折り曲げ、玉緑状に肥厚。施粕、白濁色に発色。 高台裏は露

胎。 体部外面は淡い呉頚で海浜に

帆掛舟文を施文。

粕切れ （虫喰）等が

認められる。　 志野と

よく似た発色。

5097 施粕陶器 皿

比較的幅広で高い高台を削り出す。内面及び外面の高台脇まで鋼線粕施 肥前系陶器（唐津線粕）

体部は僅かに内等して斜め上方に

立ち上がる。　 口緑端部は若干尖

り気味。

粕。　 底部内面は蛇ノ臼状粕ハギ。

高台脇以下露胎。　 高台は三日月

高台風に成形。

17C後半～18C前半

5098 施粕陶器 鉢

幅広で低い高台。 底部と体部の 内・外面とも施粕、体部下半以下露 京・信楽系

界大きく屈曲。　 体部直立。　 口

緑部外反。

胎。　 底部内面に草花文貼り付けの

後、白濁粕施粕、施文部に緑粕施粕

18C後半以降

5099 施粕陶器 鉢

幅広で比較的高い高台を削り出す。内面～外面の体部上半まで灰粕を施 砂目跡が底部内面に6

体部は緩やかに斜め上方に立ち 粕。　 ヘラ状工具で菊花文 ・よろけ 箇所。 肥前系陶器（三

上がる。　 口緑端部は丸昧をもっ 文・界線2条・草花文を刻花し、自 島唐津）

て収める。 泥を埋め込んで施文 （自泥象恢）。

外面の体部下半以下は鉄瓶施粕。

高台畳付の粕かき取り。

17C中頃～18C前半

図版173 5100 施粕陶器 鉢

比較的幅広で高い高台を削り出す。体部及び底部内面に櫛状工具で波状 底部内面に砂目跡8箇

81006SD

体部は緩やかに斜め上方に立ち 文を施文。　 鉄粕施粕の後、白泥を 所。　 露胎部は暗赤褐

上がる。　 口緑部は外反、玉線状 波状に施文。　 口緑部外面に鉄粕と 色に発色。 肥前系陶

に肥厚する。 白濁粕を施粕、口緑部下半以下は露

胎。

器 （刷毛目唐津）

17C中頃～18C前半

5101 ′施粕陶器 鉢

細く比較的高い高台。　 体部は内 内面～外面の高台脇まで灰粕施粕、 注口らしきものがある

考気味に斜め上方に立ち上がる。

口緑部は外方に折り曲げ、玉線

状に成形。

淡黄緑色に発色、高台脇以下露胎。

底部内面は蛇ノ臼状粕剥ぎ、砂附

着。

が、破損の為不明

5102 施粕陶器 鉢

幅広で比較的高い高台を削り出す。口緑部下に注口1箇所貼付け。 外 肥前系陶器 （唐津）

体部は僅かに内等して斜め上方

に立ち上がる。　 口緑部は玉線状

に肥厚。

面の体部上半に櫛状工具で波状文施

文、その上に鉄瓶を施和し、更に内

面～体部上半にかけて白濁粕施粕。

17C中頃～18C前半

5103 施粕陶器 鉢

幅広で低い高台を削り出す。 体

部は大きく内考、半球形。　 口緑

部は外反、上面に凹線1条。

内面～外面の体部下半まで灰粕施粕、

淡灰黄緑色に発色。 体部下半以下

鉄泥柴を塗布。

底部内面に目跡6箇所

5104 施粕陶器 鉢

比較的幅広で高い高台を削り出す。内面鉄粕施租の後、白濁粕を底部内 肥前系陶器 （刷毛目唐

体部は内脅して斜め上方に立ち 面及び外面の体部上面に刷毛状工具 津）

上がる。　 口緑部は外方に折り曲

げ、玉線状に肥厚、上面を水平に

成形、端面をもつ。

で施粕。　 高台脇以下は露胎、暗赤

褐色に発色。

17C中頃～18C前半

5105 施粕陶器 徳利

平底。 体部は内奪して立ち上が

り、上半は内傾、先すぼみの形と

なる。　 頚部から口緑部は外反、

口緑端部は僅かに肥厚。

外面は全面に鉄瓶施粕。 体部外面

に自泥をイッチン掛けで 「八仁」の

文字を施文。 底部外面に目跡2箇

所。

丹波系

5106 施粕陶器 水注

平底。 体部僅かに内奪して斜め 体部上面に注口1箇所、把手1箇所 藤澤編年　 古瀬戸前Ⅳ

上方に立ち上がり、体部上半で屈 を貼付け。　体部外面の最大径附近 期の水注

曲して内傾する。 最大径は体部

上半、算盤玉状の体部。

と口緑部附近に櫛状工具で5 条1単

位の沈線施文。 体部上面 （肩部）

に灰粕施粕。

13C後半～14C前半

ー186－
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5107 軟質施粕陶器 筒形器

平底。　体部直立。　 底部穿孔。 外面は黄色粕or透明粕を施粕の後、

漆を塗布。 体部の漆は大半が剥落、

底部の漆は残存。 底部外面に 「十

九文？」のヘラ彫りあり

用途不明

81006SD

5108 施粕陶器 ひょうそく

平底。　脚部は台形。　 皿部の内 内面の皿部～外面の底部まで灰粕施 京 ・信楽系

面に凸帯1条、凸帯に灯心を立て

る為の切り込み1条。

粕、淡黄緑色に発色。　器面に細か

い貴人。　 底部内外面は露胎。　 脚

部は中空。

18C後半～19C前半

5109 軟質施粕陶器 燭台

平底。　 脚部は円筒形で直立。

皿部内面の中央部は抽溜めのため

一部凹む。

皿部内面のみ透明粕施粕 （いわゆる

柿粕）。 底部外面未調整、糸切り痕

残る。

19C前半以降

5110 施粕陶器 ひょうそく

平底。　脚部は台形状。　 皿部の 外面は底部以外全面施粕、灰粕は灰 京・信楽系

内面に1条の凸帯、凸帯に1箇所

灯心を載せる為の切り込みを入れ

る。

緑色に発色。　 底部内面・外面は露

胎。　 脚部は中空。

18C後半～19C前半

5111 軟質施粕陶器 ミニチュア捨鉢

平底。　体部は直線的に斜め上方 内面は鉄瓶施粕、外面は露胎。・内 瀬戸 ・美濃産措鉢を模

にのびる。　 口緑端部内側に折り

曲げる。

面6 条1単位の標目施文。 倣か？

5112 青磁 香炉

平底。　 高台は蛇ノ目凹形高台。

体部は直立。　 口緑部は水平方向

に拡張。

内面は露胎、口緑部内面～底部外面

（高台脇）までは青磁粕を施粕、淡

青緑色に発色。 底部外面は蛇ノ臼

状粕ハギ、粕ハギ部分に鉄泥楽を塗

布。

肥前系

5113 染付磁器 碗

輪高台。　 器壁は全体に厚く特に 色調強い青味を帯びる。　 体部外面 肥前系　 くらわんか手

底部が厚い。　 体部は内考気味に

斜め上方に延びる。　 口緑端部尖

り気味。

にコンニャク印判で草花文 （桐文）

を施文、文様は崩れが著しい。　 界

線3条。　 体部外面下部にロクロ目

跡。

18C前半

5114 染付磁器 碗

高台は比較的細く高い。　 底部と 外面にコンニャク印判で菊花文施文。肥前系　 くらわんか手

体部の界は大きく屈曲。　 口緑端

部は丸味を帯びる。

界線3条 18C前半

5115 染付磁器 碗

輪高台。　 器壁は全体的に厚手で、体部外面は割筆で二重網目文施文。 肥前系　 くらわんか手

底部が特に厚い。 休部は僅かに

内等。　 口緑端部は丸味を帯びる。

粕が灰被りによって自濁して、染付

文様の発色は非常に淡い。 界線3

条。

18C前半

5116 染付磁器 碗

高台は比較的細く高い。 底部の 粕調はやや青味を帯びる。　外面は 高台畳付の粕かき取り

器壁は非常に厚い。　体部は内等 丸文 ・珠文・界線3条、内面は界線 肥前系　 くらわんか手

気味に斜め上方に立ち上がる。

口緑端部は丸味を帯びる。

2条、見込みはコンニャク印判の五

弁花文 （比較的崩れが少ない）。 底

部内面蛇ノ臼状粕ハギ。

18C後半

5117 染付磁器 碗

高台は比較的幅広で高い。　 底部 粕調は粕のノリが悪く比較的厚くか 肥前系　 くらわんか手

の器壁は非常に厚い。　 休部は内

等気味に斜め上方に延びる。　 口

緑端部は丸味を帯びる。

かる。　 外面は丸文 ・珠文・界線1

～3条、内面は界線4 条、見込みはコ

ンニャク印判の五弁花文 （やや崩れ

る）。 粕層が厚いため文様は不鮮明。

18C後半

5118 染付磁器 碗

器壁は全体に厚いが、特に底部の 粕調は青味を帯びる。　 休部外面は 底部内面は粕切れが目

厚みが著しい。 界線1条・丸文・界線3条、内面は

界線2 条、見込みは界線2条 ・崩れ

た五弁花文 （コンニャク印判）

立つ

肥前系　 くらわんか手

18C後半

5119 染付磁器 碗

輪高台。　底部の器壁は非常に厚 粕調は青味を帯びる。 外面は割筆 肥前系　 くらわんか手

い。 体部は内等気味に斜め上方

に立ち上がる。　 口緑端部は丸く

収める。

を用いて二重網目文を施文・界線3

条

18C前半

5120 染付磁器 碗

高台は細く低く、「八」の字状に外

側に開く。 体部はほぼ直線的に

斜め上方に立ち上がる。　 口緑部

は僅かに外反する （端反り碗）。

粕調はやや青味を帯びる。　 外面は

筒略化された二重網目文 （二重の直

線を交差させて綱目を措く） ・界線

2条・1条・2条、内面不明文。

底部内面不明文。

19C前半以降

5121 染付磁器 碗

比較的細く高い高台。　 高台は若

干外開き気味。　 休部は外上方へ

立ち上がる。　 口緑端部は尖り気

味。

粕調はやや黄色味を帯びた白濁色。

外面は筒略化された一重網目文

（斜格子文） ・界線1 ・2条、内面

は格子目文・界線、底部内面は草花

文 （松葉文？）。

19C前半以降

5122 陶胎染付 椀

底部の器壁は非常に厚い。　 高台 粕調は青味を帯びる。　 内・外面と 肥前系

は幅広で比較的高い。　 休部は直

立。口緑端部は丸味を帯びる。

も細かい貴人。　 外面は界線2条 ・

草花文 ・界線1条 ・界線2条、畳付

の粕かき取り。　 高台部附近　 淡赤

褐色に発色 （酸化炎焼成のため）。

17C後半
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図版174 5123 染付磁器 碗

高台は僅かに 「ハ」の字状に開く。

体部は直線的に斜め上方に立ち

上がる。　 口緑端部は丸味を帯び

る。

粕調は全体に青味を帯びる。 外面

は斜格子文と草花文 ・界線3条、内

面は格子目文・界線。 底部内面草

花文 （松葉か？）。

81006SD

5124 染付磁器 碗

高台は細く低く「ハ」の字状に外 口緑上面に鉄粕施粕 （口紅）。 半裁 蓋付椀で形態は京焼風

方に開く。 体部はほぼ直立。

口緑端部は水平に切る。

した七宝繋ぎ文を界線2 条を挟んで

2列に配列 ・界線1条・界線3条。

底部内面 （見込み）は家書の「寿」

字文を中心に、変形した楷書の「寿」

字文を四方に配置。

のデザイン

5125 染付磁器 碗

底部は饅頭心風。　 高台は細く高 外面は太い界線2条・細蓮弁文と扇 肥前系広東碗

い。　 体部は直線的に斜め上方に

立ち上がる。　 口緑端部は尖り気

味に収める。

文 ・界線3条。　 内面は界線2条。 18C後半～19C前半

5126 染付磁器 碗

細く高く径の大きい高台。 体部 体部外面は山水楼閣図 （漫筆）・界 肥前系広東碗

は直線的に斜め上方に延びる。

口緑端部は尖り気味。

線2条、呉須の発色はやや黒ずむ。 18C後半～19C前半

5127 染付磁器 碗

底部内面は平坦面をもち、底部と 体部外面は菖蒲文 ・界線2 条、内面 肥前系京焼風磁器

体部の界明瞭。　 高台は細く低い。

体部はほぼ直立。　 口緑端部は

尖り気味。 器壁は比較的薄い。

は無文。 17C後半

5128 染付磁器 碗

高台は細く低い。 底部と体部の 外面は図案化された玉取り獅子文施 肥前系京焼風磁器

界は大きく屈曲。 体部はほぼ直

立、口緑端部もほぼ水平に面取り。

全体に薄手に成形。

文 （豆彩で丁寧に措く）・界線3条 17C後半

5129 染付磁器 ソバ猪口

高台は比較的細く低く 「ハ」の字 粕調は白濁色。 外面は半裁菊花文 粕のノリが悪く、厚く

状に外側に開く。 体部直立、口 ・菱形文 ・斜格子文・界線・変形唐 施和されるため、文様

緑端部は丸味を帯びる。 草文・界線。　 内面は界線2条・界

線1条・コンニャク印判の五弁花文

（原形を留めない程崩れる）。

は不鮮明。

肥前系 19C前半

5130 染付磁器 ソバ猪口

高台は細くかつ低い、平底。 体 外面は藍色の強い呉頚で丸に稲穂or 呉須の発色はやや惨ん

部直立、口緑端部丸味を帯びる。 萩文・青海披文・界線2条、内面は

菱形文・界線2条 ・コンニャク印判

で五弁花文 （比較的原形を留める）

だ感じ。

瀬戸・美濃系

19C前半以降

5131 染付磁器 皿

高台は竹節・三日月高台風に整形。粕調は青みを帯びる、内外面とも全 肥前系

底部の器壁は非常に厚い。 体 面施粕、底部内面蛇ノ臼状粕ハギ。 くらわんか手

部は内等気味に斜め上方に立ち上

がる。　 口緑端部は尖り気味。

外面は簡略化された唐草文 ・界線

2 条。　 底部内面はコンニャク印

判で五弁花文 （形は大きく崩れる）

18C後半

5132 染付磁器 皿

底部の器壁は非常に厚い。 高台 粕調は粕がよく溶けず灰白色を呈す 肥前系

径は口径に対して比率が高い。 る。券面に気泡あり、内外面とも全 くらわんか手

体部僅かに内等、口緑端部は尖り

気味。

面施粕、底部内面蛇ノ臼状粕ハギ。

内面簡略化された牡丹唐草文、底

部内面コンニャク印判で五弁花文。

18C後半

5133 染付磁器 皿

高台は竹ノ節 ・三日月高台風に成 粕調は白色。 底部内面は蛇ノ臼状 肥前系

形。 体部は緩やかに斜め上方に 粕ハギ。　 内面は簡略化された草花 租製磁器

立ち上がる。　 口緑端部は丸味を

もつ。

文 （斜格子状文）・界線2条。 18C前半

5134 染付磁器 皿

高台は竹ノ節 ・三日月高台風に削 内・外面とも施粕。 外面の高台脇 肥前系

り出す。 体部は緩やかに斜め上 以下露胎、底部内面蛇ノ臼状粕ハギ。租製磁器

方に立ち上がる。　 口緑端部は若

干尖り気味。

粕調は灰白色。　 内面は簡単な草

花文、外面は無文。

18C前半

5135 染付磁器 皿

比較的幅広で高い高台。 体部は 粕調はやや青味を帯びる。　 内面は 肥前系

内等し斜め上方に立ち上がる。 漫筆で草花文を全面に施文。 外面 くらわんか手

口緑端部は丸味を帯びる。 底部

の器壁は非常に厚い。

は濃筆で簡略化された唐草文・界線

1 ・1 ・2条。 底部外面（高台裏）

は界線1条、渦福文施文。

18C後半

5136 染付磁器 皿

底部の器壁は非常に厚い。 高台 粕調は青味を帯びる。　 内面は濃筆 肥前系

径は口径に対して比率は高い。 で草花文施文・界線2条・コンニヤ くらわんか手

体部僅かに内等。　 口緑端部尖り

気味。

ク印判で五弁花文。 外面は簡略化

された唐草文・界線3条。 底部外

面渦巻状の 「福」字施文。

18C後半

5137 染付磁器 皿

高台は断面三角形状の低い高台。 内面は牡丹唐草文 ・界線2 条・五弁 肥前系

体部は内奪して斜め上方に立ち 花文、外面は無文。 底部内面は蛇 くらわんか手

上がる。　 口緑端部は丸味をもつ。ノ臼状粕ハギ、高台畳付砂附着。 18C後半

図版175 5138 染付青磁 鉢

蛇ノ目凹形高台。 体部は内等気

味に斜め上方に立ち上がる。　 口

緑部は形押しで輪花状に整形。

内面は菊花文 ・界線2 条・青磁部分

花文と雲龍文、外面は唐草文 ・鋸歯

文 ・界線3 条。 底部外面は蛇ノ臼

状粕ハギ、砂附着。 底部外面中央

に□？字施粕。

肥前系

81006SD
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5139 染付磁器 蓋

体部僅かに内考、口緑端部丸味を

もつ。　つまみ部は逆 「ハ」の字

状に外開き。

外面は巾着文・図案化された寿字文

・宝舟等・界線一条、　 内面は菱形
文 ・界線2条・巾着文。

81006S D

5140 染付青磁 鉢

高台は断面三角形状の低い高台、

口径に対して高台径の比率は高い。

体部はほぼ直立、口緑部は僅か

に外反、型打ちにより輪花状に整

形。

内面は雲流文・界線2条・変形唐草

文、外面は青磁粕施粕。　 底部外面

（高台脇以下）は淡赤褐色に変色 （酸

化炎焼成のためか？）。

肥前系

5141 染付磁器 油壷

高台は比較的幅広で低い。　 体部 口緑部内面～外面は全面施粕、内面 高台畳付の粕はかき取

はやや扇平な球形。　 口緑部は大 は露胎。　 外面は草花文、生掛けの り

きく屈曲して外反する。　 器壁は

比較的厚い。

ためか粕のノリは悪い。 肥前系

18C中頃

5142 染付磁器 油壷

平底であるがやや琴曲。　 高台は 外面に草花文・界線1条。　 粕調は くらわんか手碗に類似

比較的高い。　 体部半球形。 やや青みを帯びる、呉須の発色は黒

ずむ。

肥前系

18C中頃

5143 無粕陶器 嚢

体部内等。　 口緑部は僅かに内傾。口緑部外面に擬凹線2条。　 体部内

面へラ削り痕、体部外面～口縁部内

面回転ナデ。

丹波系

5144 無粕陶器 措鉢

底部は平底でやや上げ底気味、幅 口緑部外面に沈線2条。　 内面の底 備前系

広で低い高台を削り出す。　 体部・部と体部の界は不明瞭で、緩やかに 乗岡編年　 近世Ⅴ期

は内等気味に緩やかに斜め上方に

立ち上がる。　 口緑部は上下に拡

張、緑帯をつくり出す。

立ち上がる。　体部内面は8条1単

位の標目を底部から施文。

19C後半～近代

図版176 5145 無粕陶器 措鉢

平底。 体部は直線的に斜め上方

に立ち上がる。　 口緑部内側に拡

張、端部上面水平に成形、口緑部

内面に凹部。　 全体に薄手に成形。

体部内面は5条1単位の措日。 丹波系

大平分類ⅩI類、長谷

川分類IA 類

18C後半～19C前半

81006SD

5146 無粕陶器 捨鉢

平底。 体部は直線的に斜め上方 口緑部外面凹線2条、内面凹線2条、堺・明石産

に立ち上がる。　 口緑部上端は丸

味を帯びる、下端は断面三角形状

に下方へつまみ出す。

焼成時の歪みが著しい。 体部内面

は12条1単位の標目。　 底部内面は

7条1単位の措目。

18C中頃～後半

5147 軟質施粕陶器 皿

平底。　体部は緩やかに斜め上方

へ立ち上がる。　 口緑端部は尖り
気味。

内・外面とも透明粕 （柿粕）施粕。

底部外面未調整・糸切り痕。　 口

緑部内・外面煤附着。

いわゆる柿粕の灯明皿

5148 施粕陶器 皿

高台は三日月高台で非常に浅く削 内・外面に灰粕 （淡緑灰色に発色） 肥前系陶器 （唐津）

り出す。　 体部は緩やかに斜め上

方に立ち上がる。　 口緑部は外反。

施粕。 器面に気泡 （虫喰い）、貫入。

内面に煤附着（灯明皿として使用）。

17C前半

5149 染付磁器 碗

高台は輪高台、比較的細く高い。 体部外面は梅花文に雪輪・界線3条。肥前系

底部の器壁は、非常に厚い。 底部外面 （高台裏）は不明文「福」 くらわんか手

体部は僅かに内奪して斜め上方へ

延びる。　 口緑端部は尖り気味に

収める。

字の略か？ 色調は青みを帯びた灰

色、呉頻の発色は淡く一部やや黒ず

む。 濃筆を用いて施文、一部粕切

れ。

18C中～後半

5150 染付磁器 皿

高台は輪高台状に比較的高く端正 体部内面は草花文 （笹葉？）を呉須 肥前系の租製染付皿の

に削り出す。 体部は内等気味に で施文、内外面とも透明粕施粕。 焼成不良の製品

緩やかに斜め上方に立ち上がる。

口緑端部は尖り気味に収める。

底部内面は蛇ノ臼状粕ハギ、外面の

高台脇以下露胎。

18C前半

5151 土師器 鍋

体部僅かに内考。　 上下の強いヨ 体部外面は斜め方向の叩き目。 外 16C代

コナデにより退化した鍔部を成形。

口緑部内傾。

面に煤附着。 羽釜形鍋

5152 施粕陶器 蓋

口緑端部を水平に折り曲げる。 外面中央部にヘラ状工具で線状に施 在地産 （明石）

体部は僅かに内等。　 つまみは輪

状で比較的高い。

文、中央部・側線部は環状に施粕。

自泥で草花文 （松葉か？）をイッチ

ン掛けした後、緑粕をタンパン状に

施粕。　 内面は灰粕施粕、黄褐色に

施粕。

19C前半以降

5153 染付磁器 皿

平底、蛇ノ目凹形高台、低い高台 内面は草花文 （水草文）、外面は省略 肥前系

を若干削り出す。　 休部は僅かに

内等して斜め上方に立ち上がる。

口緑部は小さく玉線状に肥厚する。

された唐草文を施文。　底部外面は

中央部を残して施粕。　 内・外面と

も粗い貴人。

19C前半以降

5154 施粕陶器 皿or椀

幅広で低い高台。　 休部は緩やか

に斜め上方に立ち上がる。　 底部

内面段2条、底部外面 （高台裏）

トキン。

内・外面とも全面に白濁粕施粕 （高

台裏を含む）。 底部内面胎土日跡5

箇所。　 高台畳付目跡5箇所。

5155 唐草文 軒平瓦 均正唐草文軒平瓦

図版177 5156 須恵器 鉢

口緑部は若干玉線状に肥厚。　 口 内・外面強いヨコナデ。　 体部内面 東播系

81006SD緑部外面は黒色に変色 （重ね焼き

の痕跡）。

に粘土の輪積み痕が残る。 13C前半～中頃

5157 無粕陶器 捨鉢
口緑部を上下に拡張して緑帯を形

成　 内・外面若干の灰被り

内面に6条1単位の櫛描きの措目 備前焼Ⅳ期

15C代
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5158 無粕陶器 措鉢

平底。　 体部は直線的に斜め上方 口緑部外面は沈線2条、上面は沈線 胎土中に砂粒を多く含

81006SD

に立ち上がる。　体部外面上半は 1 条、内面はナデにより凹部を形成。む。　 内・外面鉄泥渠

強い指押さえ。　 口緑部は直立し 体部内面10条1単位の措日、底部 を塗布。

て緑帯を形成しない。 内面7条1単位の措目を交差して施

文。

堺産捨鉢

18C中頃

5159 土師器 皿

平底。　 体部は緩やかに斜め上方

に立ち上がる。　 口緑部は丸味を

もつ。

体部外面～内面～底部内面ロクロナ

デ調整。　 底部外面未調整、糸切り

痕。

口緑部外面に煤附着

5160 無粕陶器 鉢

平底。 体部は直線的に斜め上方

に立ち上がる。　 口緑部上面は水

平に成形、端部は内側につまみ出

す。

体部下半に指頭庄痕が明瞭に残る、

上半に沈線2条。　 内面は回転ナデ

調整。

丹波系

5161 土師器 カマド
体部 ・口緑部とも直立。 口縁部下位に退化した鍔を貼り付け

る。　 内・外面とも刷毛目調整。

5162 土師器 鍋

口緑部は内傾。　 上下の強いヨコ

ナデにより、退化した鍔部を形成

する。

体部外面に斜め方向の平行叩き目。 羽釜形鋼

16C代

5163 施粕陶器 椀or皿の底部

削り出し輪高台。 内・外面とも灰粕施粕、淡黄緑色に

発色、粕質はガラス質、内外面とも

貫入、畳付の粕掻き取り。 底部外

面に輪トチ跡。 胎土はいわゆる美

濃の藻草土。

灰粕系黄瀬戸

大窯期

16C代

5164 青磁 碗

底部の器壁は非常に厚い。 内外面とも施粕、暗オリーブ褐色に

発色。 底部外面 （高台裏）露胎。

底部内面 （見込み）に沈線1条。

龍泉窯系

13C代

5165 青磁 碗

体部は僅かに内等 外面は雷文帯とくずれた草花文をへ

ラ彫りで施文。　 内・外面とも青磁

粕施粕。

龍泉窯系

上田分類C類椀

14C後半～15C前半

5166 青花磁器 皿
高台は細く低く、薄手に成形。 内面には草花文、外面には牡丹唐草

文を、呉須で施文。

明青花

16C代

表9　木器一覧表

図版No． 報告番号 器種 碗種 資料番号 報告遺構番号 層位 備考

図版156 3001W 横槌 コナラ属アカガシ亜属 26 71049SK

3002W 折敷底板 サワラ 24

3003W 折敷底板 スギ 22

3004W 飾り板 ，ヒノキ 23 木2

3005W 箸 モミ属 25

3006W 箸

3007W 櫛 イスノキ 13 72012SE 灰黒色泥土層

3008W 栓？ マツ属複維管束亜属 8 灰黒色泥土層

3009W 草履芯板 クロベ 9 灰黒色泥土層

3010W 下駄 ツブラジイ 15 灰黒色泥土層

3011W 椀 バンノキ属バンノキ亜属 18 黒灰色粘土層

3012W 曲物底板 スギ 14 堀方埋土

3013W 杓子 ヒノキ 20 灰黒色泥土層

図版157 3014W 鋤 コナラ属アカガシ亜属 11 72027SE

3015W 鋤 コナラ属アカガシ亜属 19 北サブトレ

3016W 下駄 ヒノキ 16 北サブトレ

3017W 下駄 ムク白ジ 17 中層下半 西半

図版158 3018W 杓子 ？ モミ属 21 下層 セク内

3019W 部材 スダジイ 27 下層植物遺体層

3020W 箸 下層植物遺体層

3021W 箸 クロベ 10 下層

3022W 箸 下層

3023W 箸 下層

3024W 箸 下層植物遺体層

3025W ‘ 箸 モミ属 12 下層 西半

3026W 箸 下層植物遺体層

3027W 箸 ヒノキ 12 下層 西半

漆椀 スダジイ 28 漆椀3

写真図版 3028W 漆椀 72001SG 埋土 （灰色土） 写真のみ

図版180 5001W 漆椀 81006SD 堀底 （黒褐シルト）

5002W 漆椀 Ⅳ層 3区底板

5003W 漆椀 Ⅲ層 2区

5004W 漆椀 Ⅱ層 1区

5005W 漆椀の蓋 Ⅲ層 0区

5006W 漆椀の蓋 Ⅱ層 0区

5007W 漆椀の蓋 I 層 1区

5008W 漆椀 Ⅱ層 1区

5009W 漆椀 Ⅱ層 0区
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図版No． 報告番号 器種 樹種 資料番号 報告遺構番号 層位 備考

図版180 5010W 漆椀 Ⅱ層 1 区

5011W 漆椀 I 層 0 区

5012W 平椀 I 層 3 区西

5013W 平椀 I層 1 区西

5014W 杓子 ヒノキ 35 Ⅱ層 1 区サブトレ

5015W 太鼓？ マツ属複維管束亜属 43 I 層 2 区西

5016W 槌 コナラ属アカガシ亜属 31 I 層 2 区

図版181 5017W 下駄 （劉抜き） I 層 0 ～1 区間

5018W 下駄 （到抜き） Ⅲ層 2 区

5019W 下駄 （執抜き） ヒノキ 33 Ⅱ層 3 区

5020W 下駄 （劉抜き） I 層 3 区東

5021W 下駄 （到抜き） Ⅱ層 0 区

5022W 下駄 （削り出し） I 層 3区東

図版182 5023W 下駄 （削り出し） I 層 1区

5024W 下駄 （削り出し） I 層 1区

5025W 下駄 （削り出し） モミ属 34 I 層 1区

5026W 下駄 （差込み） Ⅲ層 0区

5027W 下駄 （劉抜き） ヒノキ 42 I 層 1区

5028W 下駄 （差込み） ヒノキ 37 Ⅱ層 3区

5029W 下駄 （差込み） ヒノキ 40 Ⅱ層 3区

図版183 5030W 曲物底板 Ⅳ層 3区東

5031W 円板 （小） I 層 2区

5032W 曲物底板 I 層 1区

5033W 曲物底板 Ⅱ層 3区西

5034W 曲物底板 I層 1区

5035W 円板 I 層 南端側溝

5036W 曲物底板 I層 1区

5037W 円板 I 層 3区東

5038W 柄杓 ヒノキ 45 Ⅱ層 1区

5039W 柄杓 ヒノキ 44 Ⅱ層 1区サブトレ

5040W 円板 （塗り） Ⅱ層 3区東

5041W 円板 （塗り） I層 1区

5042W 蓋 スギ 29 I層

図版184 5043W 折敷底板 I層 3区

5044W 折敷底板 I層 3区

5045W 折敷底板 ヒノキ 36 Ⅱ層 1区

5046W 折敷 （塗り） Ⅱ層

5047W 組み物？ Ⅱ層 0区

図版185 5048W 不明S 字状 ヒノキ 32 Ⅱ層 0～1区間

5049W 組み合わせ箱側板 Ⅳ層 2区堀底

5050W 加工板 Ⅱ層 1区

5051W 不明 Ⅱ層 3区

5052W 矢板？（転用材） I層 2区西

5053W 桶側板 I層

5054W 有頭棒 83003SX 木－50

写真図版

133

5055W 漆椀 81006SD Ⅱ層 1区

5056W 漆椀 I層 0区

5057W 漆椀 I層 3区

5058W 漆椀 I層 1区

5059W 漆椀 I層 0区

5060W 漆椀 Ⅱ層 3区
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表10　石器一覧表

図N o． 報告N o． 種別 器種 長 幅 厚 残存状況 報告遺構番号 層位

図版159 3001S 打製石器 石鉄 （2．98） （2．05） 0．40 逆刺欠損 75015SD

3002S 打製石器 スクレイパー 4．50 7．60 0．90 完存 72001SG 灰色土

3003S 磨製石器 石庖丁 （5．88） 4．43 1．11 2 ／ 5 残存 第2 層

3004S 磨製石器 石庖丁 （3．68） （4．53） （0．78） 一部残存 第2 層

3005S 磨製石器 扁平片刃石斧 （6．26） （3．59） 0．78 刃部 ・基部欠損 73012SK

3006S 磨製石器 蛤刃石斧 （13．63） 6．88 5．01 刃部欠損 第3 層

3007S 砥石 9．35 8．3 3．7 第 3 層

第 4 図 3008S 磨製石器 敲石 9．40 5．00 4．65
76021SH

内76046SK

3009S 磨製石器 磨石 8．30 7．75 5．95 76006SH

3010S 磨製石器 敲石 8．80 6．50 5．70 76067SK

3011S 砥石 （14．05） 11．90 5．30 76022SH

3012S 砥石 12．70 10．15 8．10 76002SH

3013S 砥石 26．85 25．1 17．2 76021SH

3014S 磨製石器 石棒 27．0 ほぼ完存 76068SK

図版186 5001S 砥石 （14．95） 6．85 3．95 81006SD Ⅱ層

5002S 砥石 9．20 5．80 4．80 81006SD Ⅱ層 （下層）

5003S 石製晶 石硯 （12．20） 5．65 1．20 81006SD 第 2 層

5004S 石製品 石硯 （9．70） 7．60 1．10 81006SD

5005S 石製品 石硯 （9．90） 7．40 （2．50）
第1 層 （中世水田土壌）

一部近世混 じりあり

5006S 石製品 石硯 （16．00） 7．80 1．45 81006SD

5007S （17．20） 15．50 8．00 81006SD Ⅲ層

5008S 石造品 一石五輪塔 24．60 14．00 81006SD Ⅱ層

第 6 園 5009S 磨製石器 石庖丁 （11．68） 5．29 0．57 ほぼ完存 84001SR 青灰色砂礫層

表目　玉類一覧表

図No． 報告No． 材質 器種 長 幅 厚 残存状況 報告遺構番号 層位

図版159 3001J 喝璃 勾玉 1／3残存 P 2356

表12　金属器一覧表

図版N o． 報告N o． 種別 器種 長 幅 厚 残存状況 報告遺構番号 層位

図版160 3001M 鋼製品 錠尾 3．60 2．75 0．50．2 第 1 層残 り除去　 面精査

3002M 鋼製品 銅銭 （皇宋通賓） 2．45 2．45 0．10 72012SE 埋土

3003M 鋼製品 銅銭 （2．20） （1．90） 0．15 第 4 層

3004M 鋼製品 銅銭 （天祷通賓） （2．40） （2．40） 0．15 第 4 層

3005M 鉄製品 釘 （7．30） 0．55 0．55 第 2 層

3006M 鉄製品 釘 6．70 0．60 0．60 第 2 層

3007M 鉄製品 釘 6．70 （0．65） 0．70 第 4 層

3008M 鉄製品 7．75 1．30 1．30 第 2 層

3009M 鉄製品 6．90 1．55 0．95

3010M 鉄製品 釘 5．30 0．40 0．35 第 2 層 （灰色包含層）

3011M 鉄製品 釘 4．35 1．35 1．15
第 2 層西　 サブトレ池状

灰白色土

3012M 鉄製品 釘 （5．55） 0．70 0．70 第 2 層

3013M 鉄製品 釘 （4．70） 0．80 0．75 第 1 層残 り除去

3014M 鉄製品 釘 （4．10） 0．80 0．55 第 4 層

3015M 鉄製品 釘 （4．05） 0．50 0．50 第 2 層

3016M 鉄製品 金具 （5．95） （3．30） 0．35 第 2 層

3017M 鉄製品 馬鍬の歯 （11．50） 2．15 1．40 第 4 層

図版161 3018M 鉄製品 鉄斧 9．25 5．03．1 2．60 第 1 層残 り除去

3019M 鉄製品 蓋 ？ 11．10 （2．35） 0．70 第 2 層

3020M 鉄製品 刀子 （10．30） 2．30 0．80 第 3 ・4 層

3021M 鉄製品 鉄鉄 （4．70） 0．50 0．40 第 3 層

3022M 鉄製品 馬具　 轡 （5．20） 3．10 0．55 75005SK

3023M 鉄製品 馬具　 轡 （14．60） 75005SK

図版187 5001M 鋼製品 天秤皿 ？ 9．30 1．85 0．05 81006SD I 層

5002M 銅製品 おろし金 20．70 9．10 0．20 81006SD I 層

図版188 5003M 鉄製品 鎌 12．00 16．00 0．50 81006SD I 層

5004M 鉄製品 鎌 12．50 15．90 0．45 81006SD I 層

5005M 鉄製品 7．80 0．80 0．25

5006M 鉄製品 輪金 3．10 0．．70 0．40 81006SD I 層

写真図億

140

5007M 鋼製品 銅銭 （寛永通賓）

5008M 銅製品 銅銭 （寛永通賓） 81010SD 埋土

表13　骨角器一覧表

図No． 報告No， 材質 器種 長 幅 径 残存状況 報告遺構番号 層位

第3 図 3001N 鹿角 自在釣？ 15．6 6．8 1．8 一部欠 73016SE

－192－
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図



図版1
調査範囲と微地形等高線図（1／3，000）



図版2
基本土層断面図



図版3
第1両全体図



図版4
第2面全体図
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図版5
第3両全体図

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20m



図版6
第4面全体図
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図版7
第1面　埋め桶遺構

1．7．5Y7／1灰自　シルト質中砂～租砂
（10YR8／8黄橙　極細砂をブロック状に

含む）
2．10YR5／1褐灰　シルト質極細砂
3．10YR6／3　にぷい黄橙　極細砂質シルト

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

黄褐色土　灰色砂質土ブロック
暗褐灰色土
灰黒色砂質土（黒褐色泥土混じり）
暗灰褐色砂質土
暗灰褐色砂質土
暗黄褐色砂質土　黒灰色砂質土ブロック
黒灰色土　礫混入
暗灰色砂質土　砂
暗黄褐色砂質土（

1．黄灰色土
2．暗黄灰色粘質土
3．暗黄灰色土
4．灰色粘質土
5．黒色有機質土
6．暗灰色砂質土
7．黒色炭化物層
8．暗灰色粘質土
9．暗褐灰色粘質土
10．灰色砂
11．暗黄灰色土　灰
12．明黄褐色粘土ブ
13．暗褐灰色砂土

箆転置琵砂質土混じり）
暗黄褐色土（砂礫混じり）（中1～5mmの礫を若干含む）
暗黄灰砂質土

1．5Y6／1灰　極細砂（鉄分が沈着、7．5Y8／1灰白
色　極細砂をブロックで含む）

1．10YR7／6　黄灰色土
（10YR7／1灰色　土ブロック）

2．10YR6／1暗灰色粘質土
3．10YR5／2　暗褐灰色砂質土
4．10YR3／3　暗灰褐色土

（黄灰色　粘質土ブロック）
5．10YR3／1黒灰色泥土（瓜科系種子等）

！二…：「一一

35．4m

粘土、灰色砂混じり

1．2．5Y8／2　灰自　細礫～小礫　極細砂～
極租砂

2．2．5Y3／1黒褐　シルト質極細砂
（小礫含む）土器（包含層のブロック）

3．2．5Y3／1黒褐　シルト質極細砂
（小礫含む）　土器（包含層のブロック）

4．10Y6／2　オリーブ灰　コースシルト
5．7．5Y4／2　灰オリーブ　細砂～中砂

（小礫含む）
6．7．5Y4／1灰　シルト質細砂（小礫含む）
7．7．5Y6／2　灰オリーブ　柵砂（租礫～小

礫含む）　上面にFe203集積
8．7．5Y6／2　灰オリーブ　細砂（租礫～小

礫含む）　上面にFe203集積
9．2．5Y3／1黒褐　シルト質細砂（小礫～

中礫含む）
10．5Y4／2　灰オリーブ　細砂～極租砂（小

礫含む）
11．5GY3／1暗オリーブ　シルト質細砂（小

礫含む）

35・Om　1．5Y6／1灰　シルト質細砂
2．5G6／1線灰　細砂質シルト（2．5Y5／1細

砂質シルトをボール状に含む）
3．2．5Y7／3　浅黄　中砂～租砂
4．10Y6／1灰　シルト質租砂（10Y7／1シル

ト質細砂をブロック状に含む）
71013SE－b掘り方埋土

5．2．5GY6／1オリーブ灰　シルト質租砂
71013SE－b掘り方埋土

6．7．5Y5／2　灰オリーブ　柵砂～中砂
7．5GY6／1オリーブ灰　シルト質租砂　71013

SE－a掘り方埋土

2m

1－　－　－　－　－　　　　i i



図版8
第1両　木棺墓・土坑・溝

1．10YR7／2　にぷい黄橙　シルト
質中砂（細礫含む）

2．7．5Y6／1灰　極細砂質シルト
3．2．5Y6／1黄灰　租砂

1h′‾　　　　＿

71019SE

「癌＿l一

1．10YR5／1褐色　シルト質柵砂　細礫～中礫（円礫）
2．2．5Y6／1黄灰　シルト質柵砂～中砂　極租砂～小礫
3．10YR4／1褐灰　極細砂質シルト　小礫～中礫（円礫）
4．2．5Y6／2　灰黄　中砂～極租砂　小礫～中礫（円礫）
5．2．5Y6／3　にぷい黄　中砂～極租砂

1・2・5Y7／1灰白　細砂～中砂　1．5YR7／1明褐灰　極細砂～中砂　　　　　1・2・5Y6／1黄灰　細砂

71026SD　　　　　　　　　　　　71029SD
34．6m

1・10YR7／1灰自　極細砂～中砂　　　1．10YR8／1灰白　細砂

71032SD　　　　71033SD　　　　　71034SD

71024SD　　35．2m

1．10YR7／1灰自　柵砂～中砂

71031SD
35．0m

1・10YR7／1灰自　細砂　　　　　1．7．5Y6／1灰　極細砂

71035SD
34．5m

1．7．5YR7／1灰白　極細砂1．7．5YR7／1灰自　極細砂1・10YR7／1灰自　細砂　　　1．10YR7／1灰自　極細砂～細砂

71039SD

1．2．5Y6／1黄灰　シルト質極細砂　　1．2．5Y6／1黄灰　シルト質極細砂

1．7．5Y7／1灰白　極柵砂
（10cm大の河原石を多く含む）

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3m

1．2．5Y7／1灰自　極細砂
2．10YR7／4　にぷい黄橙　極細砂～柵砂

2m

－■■－－－l－lllllllllll－－－

71041SK

1．2．5Y4／1黄灰　柵砂～租砂　Gran．Peb．炭　土器　瓦
淘汰悪い

2．2．5Y5／2　暗灰黄　シルト～租砂　ラミナ　Peb．
3．2．5Y3／1黒褐　極細砂混じりシルト　ラミナ　Peb．炭
4．2．5Y4／2　暗灰黄　柵砂～租砂　Gran．Peb．
5．5Y4／1灰　柵砂　Gran．Peb．Cob．クサレレキ（大方は

下層の掘りすぎか？）



図版9
第1両　掘立柱建物・土坑

∠〆

71048SK

1．10YR7／1灰自　極細砂
2．2．5Y7／1灰自　極細砂
3．2．5Y6／2　灰黄　極細砂～柵砂
4．10YR6／1褐灰　極細砂～紳砂



図版10
第1面　土坑

1．7．5Y4／1灰　シルト質極細砂
2．5Y3／1オリーブ黒　シルト（木質残る）
3．2．5GY5／1オリーブ灰　細砂～租砂

（10YR3／1黒褐色　シルトをブロック状に含む）
4．7．5Y5／1灰　細砂

1．7．5Y7／1明褐灰　シルト質極細砂
2．7．5YR6／2　灰褐　シルト質極細砂～柵砂
3．5Y6／1灰　中砂～租砂
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71050SK

1．10YR7／1灰白　極細砂～細砂

1．10YR7／1灰白　極柵砂～柵砂

2m
hllll i　　　　　　　　　　－

1．2．5GY7／1明オリーブ灰　極細砂
～柵砂

2．2．5Y5／1黄灰　極細砂～細砂
（土器・炭含む）

3m



図版11
第2面　池とその周辺および上層の遺構

1．7．5Y7／1灰自　細砂～租砂
2．10Y7／1灰自　極細砂～細砂
3．10YR7／1灰自　極細砂（10YR7／8　黄橙

細砂をブロック状に含む）
4．7．5YR5／3　にぷい褐　極細砂～細砂



図版12
第2画　商遺構群詳細図

10m

l　－－－－－－■－



図版13
第2面　掘立柱建物（1）
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図版14
第2面　掘立柱建物（2）

てこここ7∠十一
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図版15
第2両　掘立柱建物（3）

72004SB

てここ：プ二ト



図版16
第2面　掘立柱建物（4）

72005SB

3m



図版17
第2面　掘立柱建物（5）
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図版18
第2両　掘立柱建物（6）

菜SB
34．6m

34．5m

、二圭一閻登雷二
34．5m　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　34．5m

1m
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図版19
第2面　井戸（1）

1m

質
質
土
土
7．
土
土

1．暗灰色粘
1′．暗灰色粘
2．暗茶灰色
2′．暗茶褐色
3．灰色土（
4．暗褐灰色
4′．暗黄褐色
4〝．4′　層と右．

5．暗灰色砂
5′．5層に比
6．灰黒色泥
7．黒褐色粘
8．黒褐色土
9．暗黄灰色
10．灰黒色泥
11．淡オリー
12．暗灰色砂
13．オリーブ

土（7．5Y4／1灰　極細砂）
土（1よりやや多く礫を含む）
（7．5YR5／2灰褐柵砂）

5㍍4遥灰灰謡砂甑灰迫菜黛鞄鍋㌘幣莞撃）
溜翳2（1盟4／票田瑠糸爵晶「20等譜禁雪理論暗茶褐色土をブロック状に含む）

欝驚5A2蒙0競冒礫㌔葦三監mの礫を多く含む
や泥質、砂礫の混入やや少ない
N2／0　黒　抑砂∵租砂）　中10－20mmの砂嘩含む

▲　⊥ヽムー′1　－L Jヽヽヽ　　　　′l H rン′　　　　　l・1J－rン′　ノ　　　ー’－．H　／lヽl．－ソ　LJ　　‘‾　　　ヽ▲ヽノ　▲・JLt－－J　ヽ－′　　　　Jヽヽヽl‘・1′′　　　　ヽ一・一　J′

；逸豊浜泥流還憲準甜質
盈亀Y翳1米欝）シノ錯「20mmの砂礫含む掘り方掘削時の踏み込みなどに

ベや
土（
質土

（10

土（
砂（
ブ灰
質土
灰色

；一　一　一　一i l

云認昔2生還砂甥♭）協㌫雷撃蝕雪誌をデ。ツク状に含む中2～2。mmの礫を含む、巻き貝出土、動物遺体にはビビアナイト析出

掘り方掘削時の踏み込みなどによる汚れた灰黒色土・灰色砂をブロック状に含む



／

石組内遣物出土状況立面・土層断面図

1．黄灰色土（10
2．灰色砂貿土（
3．褐灰色細砂（
4．明黄褐色砂（
4′．4層に3層の
4〝．4層の流入堆
5．暗褐灰色粘微
5′．黒褐色粘土（
6．暗灰色粘質土
7．暗灰褐色粘質
8．暗灰色砂質土
9．黒灰色粘土、
10．暗灰色シルト
11．暗青灰色シル
12．暗灰色粘質土
13．灰黒色泥土（
14．暗灰色泥土（

ブロック混じり
積の先端部で灰色度強（10YR8／1灰自　細砂）
砂、シルト混じり（10YR5／4　にぷい黄褐）
10YR3／1黒褐）
（10Y4／1灰）

土（7．5YR4／1褐灰）
（5YR4／1褐灰）

泥土
（10Y5／1灰　極細砂）と黄灰色砂（10YR7／4　にぷい黄橙）の互層堆積
ト（10Y4／1灰）

灰　極細砂）
極細灰）　加工木などを多く含む

10層上面（水平切断面高　33．2m）

／

編み物出土状況

14層上面（水平切断面高　33．5m）



図版21
第2面　土坑（1）

72013SK 上層

1．10YR6／1褐灰　極細砂



図版22
第2面　土坑（2）・溝

1．2．5Y6／2　灰黄
2．2．5Y5／1黄灰
3．2．5Y3／1黒褐

去：ヲ：諾㍑1少数笥獣㌍豊謂紆r芯an盟。。Pouと㌔慧）炭）
3．10YR4／2　灰黄褐　極租砂混じり細砂（Gran．Peb．）

＼ 72020SK

一二恩上

72009SD　　　　　72007SD

極租砂混じり細砂（Gran．Peb．Boul．）
極租砂混じり細砂（Gran．Peb．土器）
極租砂混じりシルト質柵砂（Gran．Boul

1．2．5Y5／1黄灰　細砂一極租砂（Gran．～Boul．土器）
2．2．5Y4／2　暗灰黄　極租砂混じり細砂（Gran．Peb．土器）
3．2．5Y5／1黄灰　シルト質極細砂（Gran．～Cob．土器）

．土器）

1．10YR4／2　灰黄褐　細砂　Gran．Peb．含む

2m
llllll i i

1．5Y5／1灰　極細砂～柵砂
2．2．5Y5／1黄灰　極細砂～細砂

1．10YR3／2　黒褐　細砂～極細砂　Gran．含む



図版23
第2両　北遺構群詳細図

1．10YR3／2　黒褐　シル上質極細砂　極租砂～Cob．を含む　土器　炭　Soi1

72023SD　　72022SD

1．2．5Y7／4　浅黄　極租砂混じり細砂　Gran．～Cob．黄色ブロック含む（整地層？）　土器
2．2．5Y5／2　暗灰黄　極租砂混じり細砂　Gran．～Cob．下面に炭層　土器
3．2．5Y5／1黄灰　極租砂混じり細砂　Gran．～Cob．土器

72024SD

l　旦ヱ竺e′

1．10YR7／1灰白　シルト質柵砂
（10YR7／8　黄橙色　シルト質細砂を斑状に含む　炭含む）

2．10YR7／1灰自　シルト質細砂

1．2．5Y6／1黄灰

塾一旦聖g′　　　　h

；　L」＿＿＿＿」＿＿＿＿」＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　」

72022SD

旦塾b′

1．Peb．Cob．Matrix　2．5Y5／1黄灰　極細砂　土器
2．2．5Y4／1黄灰　極租砂混じりシルト質極細砂　Peb．Cob．
3．10YR4／1褐灰　極租砂混じりシルト質極細砂　Gran．Peb．

72023SD　　72022SD

＿堕蔓竺d′

1．7．5YR5／2　灰褐　極租砂混じり細砂　Gran．～Peb．土器　炭
2．7．5YR5／3　にぷい褐　極租砂混じり柵砂　Gran．～Cob．土器
3．7．5YR4／1褐灰　極租砂混じり極細砂～細砂　Cob．土器

1ノ3　蓬辺聖－f′

1．10YR5／2　灰黄褐　極租砂混じり紳砂　Boul．含む　土器　炭
2．10YR5／4　にぷい黄褐　極租砂混じり柵砂　黄ブロック含む　Peb．Cob．土器（整地土？）
3．10YR4／2　灰黄褐　極租砂混じり細砂　Peb．～Cob．土器（72024SD）

72025SD　　　　　　　　　　　　　　　　　72025SD

極租砂混じり柵砂　Peb．Cob．炭　土器（上面に黄色粘土ブロック）⊥’‾’）▲）′▲　ハ′／、－ムー山γ．’U）′．【一／

2・誌品灘ルト質紳砂P。b．。。b．炭土器　　　2億5／慧卦曇混じり柵砂

1．2．5Y6／1黄灰　極租砂混じり細砂　1．10YR7／8　草嘩　ケルト質極細砂～細砂
2．10YR6／1暗灰　シルト質極細砂～細砂

2m
；一　一　一　一　一　　　　i i



図版24
第2両　掘立柱建物

72026SB



図版25
第2両　井戸

a′　35．0m

1．2．5Y6／1黄灰　極租砂混じり柵砂　Gran．Peb．（円礫）Cob．（角礫）含む　土器　上層
2．2．5Y5／1黄灰　極租砂混じり細砂　Gran．Peb．（円礫）Cob．（亜角礫）含む　土器・炭多く含む

黄色粘土ブロックを含む（整地層）　上層
3．10YR5／1褐灰　極租砂混じり柵砂　Gran．Peb．（円磯）Cob．（亜角礫）含む　土器　炭

黄色粘土ブロックを含む（整地層）　上層
4．2．5Y4／1黄灰　極租砂混じり極細砂～細砂　Gran．～Cob．（円礫）　土器　クサレレキ　ややシルト分含む

中層（暗灰色土）
5．2．5Y3／1黒褐　極租砂混じりシルト質柵砂　Gran．～Cob．（円礫）　植物遺体　土器　クサレレキ

4層よりシルト分が多い　中層（暗灰色土）
6．5Y3／1オリーブ黒　シルト質極細砂～中砂　ラミナ　植物遺体多い　土器　中層下半

（暗灰色植物遺体混じり層）
7．10YR3／1黒褐　シルト質柵砂～中砂　Gran．～Cob．（円礫）　植物遺体　土器　淘汰悪い

中層下半（暗灰色植物遺体混じり層）
8．2．5Y2／1黒　シルト質極細砂～租砂　Gran．～Cob．（円礫　亜角礫）　淘汰悪い

左辺に礫密集　中央付近植物遺体層　右辺に土器　下層（植物遺体層）
10YR2／1黒　シルト質極細砂～細砂　植物遺体層状をなす　右辺に土器密集　木器　下層（植物遺体層）
10YR4／2　灰黄褐　シルト質細砂　植物遺体　土器　木器（遺物は少なくなる）　下層（植物遺体層）
2．5Y5／1黄灰　極細砂質シルト～中砂　ラミナ　Gran．～Cob．（遺物は殆どない）
10Y7／1灰自～10Y6／1灰　Cray～極細砂　上層ラミナ　下層にシルトボール
2．5Y6／2　灰黄　極租砂混じり柵砂　Gran．～Cob．（円礫）　土器　黄色粘土ブロック含む（2層と同じもの）
10YR4／2　灰黄褐　極租砂混じり柵砂　Gran．Peb．（角磯）　土器　炭（72024SD埋土）

0 2m

一一一一一・・・・・・・・・・・・・・－・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・l・・・・－　闇
11

12

13

14



図版26
第2面　土器棺・土坑・溝

1

2

3

4

4′

暗茶灰色土（暗灰褐色土ブロックを含む）（墓墳埋土）
暗灰褐色土（一部に炭を含む）
暗茶褐色土（暗茶灰色土をブ。ツ告競竺盲訂1mの礫を少量含む

警窓用毒拐孟少量の炭を含む）灰白色の品蒜訝mの礫を少量含む

O

L＿一　一　一　一　一　　　　1m

O

L一一…　　－　　　　．．！m



図版27
第3面　詳細図



図版28
第3面　溝

1・10YR6／1褐灰　極租砂混じり柵砂　Gran．Peb．含む　炭　土器
2．10YR5／2　灰黄褐　細砂　極租砂～Gran．含む　土器

1・10YR4／1褐灰　極租砂混じり細砂　Gran．～Peb．含む　炭　土器
2．10YR3／2　黒褐　極細砂～極租砂　Peb．Cob．含む　土器
3．10YR5／2　灰黄褐　極細砂～租砂　Gran．含む　土器

73001SDと73002SDの合流部

1．10YR5／1褐灰　極細砂～細砂

1．10YR6／1褐灰　極細砂

1・10YR5／2　灰黄褐　極租砂混じり細砂　Gran．～Peb．含む　土器　炭
2・10YR4／2　灰黄褐　極租砂混じり細砂～中砂　Gran．～Peb．含む　土器
3．10YR6／2　灰黄褐　細砂　Gran．～Peb．含む　土器

73001SD

4．10YR4／2　灰黄褐　細砂　極租砂～Cob．含む
5．10YR3／2　黒褐　細砂　極租砂～Gran．含む
610YR3／2　黒褐　柵砂　極租砂～Cob．含む

1・2・5Y4／2　暗灰黄　極租砂混じり柵砂　Gran．～Peb．含む　炭　土器
2・2・5Y4／1黄灰　極租砂混じり極細砂～柵砂　Gran．～Peb．含む　炭　土器
3．10YR6／3　にぷい黄橙　細砂～Peb．
4．10YR5／4　にぷい黄褐　細砂　極租砂～Peb．含む　土器
5．2．5Y3／1黒褐　極細砂～中砂　Gran．～Peb．含む

73001SD

34．2m

1・10YR3／3　暗褐　極租砂混じり極細砂　Gran．～Peb．含む　炭　土器
2・10YR4／2　灰黄褐　シルト質極細砂　極租砂～Gran．含む　炭　土器
3・7・5YR4／2　灰褐　極租砂混じり柵砂～中砂　Gran．～Peb．含む　炭　土器
4・2・5Y3／1黒褐　シルト質極細砂　極租砂～Peb．Boul．含む　炭　土器
5．2．5Y4／1黄灰　紳砂～極租砂　Gran．～Peb．含む　炭

1．10YR4／1褐灰　柵砂～租砂

73003SD

73006SD

73004SD

1．10YR5／1褐灰　極細砂～細砂

73004SD

34．6m

k′

1．10YR7／1灰自　極細砂　　　1．10YR7／1灰白　極細砂

73006SD

34．4m
′

m

1．10YR5／1褐灰　極細砂

73007SD

34．4m

1．10YR4／1褐灰　極細砂（炭を含む）

1．10YR5／1褐灰　極細砂（炭を含む）

73008SD

1．2．5Y5／2　暗灰黄　極細砂～細砂
2m

－－ー－－■■■■■l■l■■■■■■－



図版29
第3面　井戸・土坑（1）

一、、／／；

73010SE

10YR5／2　灰黄褐　極細砂～柵砂（直径5cm～15cmの円礫を含む）　上層
7．5Y6／1灰　シルト質　極細砂　中層
5Y5／1灰　シルト貿　細砂～中砂（最下部に厚さ1．0cmの木質が堆積）　中層
7．5Y4／1灰　シルト質　極細砂（最下部に厚さ0．5cmの木質が堆積）　中層

1．10YR5／1褐灰　シルト質極細砂
2．10YR7／2　にぷい黄橙　極細砂（炭含む）
3．10YR7／1灰白　極柵砂～細砂
4．2．5Y6／1黄灰　極細砂
5．7．5YR6／1褐灰　細礫混じり柵砂
6．N5／1灰　極細砂～細砂（3．0cm大の礫含む）
7．N6／1灰　極細砂

2．5GY5／1オリーブ灰　極細砂質シルト（2．5GY7／1明オリーブ灰色　中砂～租砂をブロック状に含む）　下層
7．5Y7／1灰白　中砂～租砂
7．5Y7／2　灰白　租砂

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

10YR6／2　灰黄褐　極細砂～柵砂（炭を含む）　上層
10YR5／1褐灰　極細砂（炭を含む）　上層
2．5Y7／3　浅黄　極細砂～細砂　上層
5Y5／1灰　極細砂　上層
7．5Y5／1灰　シルト質極細砂（炭を
2．5Y5／1黄灰　極細砂（ベースの砂
5Y5／1灰　シルト質極細砂（ベース

を含む　こ
砂をプロツ
スの砂をブ
ている砂と
ている砂と

ぶし大の
ク状に含
ロック状

亜円礫を含む）　中層
む　こぶし大の亜円礫を含む）　中層
に含む）　中層

2．5Y7／8　黄　細砂（ベースとなっ
2．5Y7／8　黄　柵砂（ベースとなっ
5Y4／1灰　シルト質極細砂　下層
7．5Y5／1灰　シルト質細砂　下層

2m
1－　－　－　－　－　　　　i　　　　　　　　　：

同じ）　中層
同じ　5Y4／1灰　シルト質極細砂をブロック状に含む）　下層



図版30
第3面　土坑（2）

1．10YR5／2　灰黄褐　極細砂～細砂（炭を含む）
2．10YR5／1褐灰　シルト質極細砂（炭を多く含む）
3．2．5Y5／1黄灰　柵砂～租砂（10YR7／6　明黄褐　細砂～租砂をブロック状に含む）

73013SK

1．2．5Y7／6　明黄褐　極細砂（地山のブロック）
2．2．5Y5／1黄灰　極租砂混じり細砂　小礫含む　炭・土器含む
3．10YR2／1黒　極租砂混じり細砂　小礫含む　炭多量に含む
4．10YR3／2　黒褐　極細砂　土器

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2m

1－　－　－　－　－　　　　i i



図版31
第3面　土師器焼成遺構（1）

73017SX

1m

1．2．5Y6／1黄灰　極細砂
（地山の黄色土・炭・灰を含む）

2．10YR6／1褐灰　極細砂

1．2．5Y6／2　灰黄　極細砂
2．2．5Y5／1黄灰　極細砂

（多量に炭・灰を含む）
3．10YR6／1褐灰　極細砂

1．2．5Y5／1黄灰　極細砂
（多量に炭・灰を含む）

2．10YR6／1褐灰　極細砂

；一　一　一　一i i

上

1．2．5Y7／2　灰黄　柵砂　土器片多く含む　炭
1′．2．5Y7／2　灰黄　細砂　土器片集積
2．10YR3／2　黒褐　極細砂　炭多く含む
3．10YR3／1黒褐　極細砂　炭多く含む
3′．10YR2／1黒　極細砂　炭層
4．2．5Y4／1黄灰　極細砂　土器・炭多く含む

73018SX



図版32
第3面　土師器焼成遺構（2）

4
．∴、、＼、、・、＼∴＼

土器（中
3a．10YR4／2
3b．2．5Y6／4
4a．10YR4／2
4b．2．5Y6／4

世）（SD2
灰黄褐
にぷい
灰黄褐
にぷい

01

黄

黄

）

極租砂混じり柵砂
極租砂混じりシル

極租砂混じり柵砂
極租砂混じり細砂

Peb．含む　Mn．
ト質極細砂（整地層）
Cob．含む　Mn．
Cob．含む（整地層）

5a．10YR3／3　暗褐　極租砂混じりシルト質極細砂　Peb．Cob．炭　土器（7C？）
黄色ブロック含む（SX302）

6a．2．5Y3／1黒褐　極租砂混じりシルト質極細砂　Peb．Cob．土器含む
7a．10YR3／2　黒褐　極租砂混じりシルト質極細砂～柵砂　Peb．含む　Fe203
8a．2．5Y6／1黄灰　シルト質極細砂　極租砂　Peb．土器含む　Fe203（SD401）
9a．7．5YR2／2　黒褐　シルト質細砂一極租砂　Peb．土器含む
10b．2．5Y6／3　にぷい黄　極細砂質シルト（黄色ブロック層）

1．10YR5／4　にぷい黄褐（暗黄灰色土）　柵砂（灰・炭を含む）
2．10YRl．7／1黒（黒色炭化層）　炭
3．5YR6／6　橙（暗黄褐色土）　極細砂　火を受けた地山

1m
；l l l l i　　　　　　　　‥i



図版33
第3面　掘立柱建物（1）
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図版34
第3面　掘立柱建物（2）
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図版35
第4両　東遺構群詳細図



図版36
第4両　溝

16r‾　　　　ニ

1．5YR5／1褐灰　極細砂　1．5YR4／1褐灰　極細砂
2．5YR5／1褐灰　極細砂（柵礫を含む）

74001SD

34．9m

74001SDと74003SD分岐部

74001SD

1．5YR5／1褐灰　極細砂（細礫を含む）

1．2．5Y4／1黄灰　極租砂混じり極細砂（Gran．～Cob．土器　炭）
2．10YR3／1黒褐　極租砂混じり極細砂（Gran．Peb．土器）
3．10YR3／1黒褐　極租砂混じり細砂（Gran．Peb．）
4．2．5Y3／2　黒褐　極細砂（Gran．）

34．5m

′

e e

1．7．5YR4／1褐灰　極細砂～細砂

1．10YR5／1褐灰　極租砂混じり極細砂（Gran．Peb．）
2．2．5Y4／1黄灰　細砂～Peb．
3．2．5Y4／1黄灰　細砂～Peb．（土器）
4．5Y4／1灰　柵砂（Gran．）
5．5Y6／2　灰オリーブ　極細砂

1．2．5Y5／1黄灰　細砂～極細砂
（Gran．～Peb．土器　Mn．）

2．2．5Y3／1黒褐　極租砂混じり極細砂
（Gran．Peb．黄色のブロック）

74004SD

1．10YR5／1褐灰　極租砂混じり柵砂
（Gran．～Peb．土器　炭）

2．10YR4／1褐灰　細砂（土器）

74001SD
34．1m

74001SD

1．10YR4／1褐灰　極租砂
混じり柵砂（Gran．Peb．）

h′

1．10YR4／1褐灰　極租砂混じり細砂（Gran．Peb．）
2．2．5Y4／1黄灰　極租砂混じり細砂（Gran．～Cob．土器）
3．2．5Y5／1黄灰　極租砂混じり細砂（Gran．Peb．土器）

34．0m
．　′

1．10YR3／1黒褐　極租砂
混じり細砂（Gran．Peb．）

74001SD
34．Om

k k′

1．10YR5／1褐灰　極細砂～細砂 2m
；一　一　一　一　一　　　　i I



図版37
第4面　竪穴住居

74009SH

a

1．5YR4／1褐灰　極細砂～極租砂（Gran．～Cob．土器）
2．10YR4／1褐灰　極租砂混じり細砂（Gran．～Cob．土器）
3．10YR3／1黒褐　シ）t／ト質柵砂（Gran．～Cob．土器）
4．2．5Y3／2　黒褐　シルト質細砂（Gran．Peb．）



図版38
第4面　土坑

ト・⊥

ト・J

C）
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面
噛
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34．7m

l aJ′　　　　　C

34．7m

′

C

1．10YR4／1褐灰　シルト質極細砂　1．10YR8／6　黄橙　柵砂～租砂
～柵砂（炭多く含む）

1．10YR4／1褐灰　細砂（Gran．～Cob．） 1．10Y2／1黒　シルト質極細砂～細砂
（Gran．Peb．土器　炭）

ニー

74012SK

♂

1．10YR4／1褐灰　極細砂
2．10YR6／2　灰黄褐　極細砂（Peb．Cob．）
3．2．5Y4／1黄灰　極細砂（Peb．炭）
4．2．5Y4／1黄灰　シルト質細砂（Peb．Cob．）

74018SK

．「l一一

1．7．5YR4／1褐灰　極租砂混じり柵砂
（Gran．Peb．土器）

2．7．5YR3／1黒褐　柵砂（Gran．Peb．）

一一二一濃一十一二十肯－

1．10YR5／1褐灰　極租砂混じり柵砂
（Gran．～Cob．土器）

2・10YR5／2　灰黄褐　紳砂（極租砂　Gran・）1
3．10YR4／1褐灰　シルト質細砂 10YR4／1褐灰　極租砂混じり細砂　1．10YR4／1褐灰　シルト質柵砂

（遥遠悠p訂／ルー’月間秒　　2．（惣3／fe態褐土禦レト質柵砂　2・10Y6／1灰租砂
（極租砂～Peb．）

3．7．5YR3／1黒褐　シルト質柵砂（Peb．）

1．10YR5／1褐灰　シルト質極細砂
2．2．5Y6／1黄灰　極細砂

2m
ト　一　一　一　一　　　　i i



図版39
第4両　西遺構群詳細図
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図版40
第4面　掘立柱建物・土坑

74023SB

1．淡黄灰色砂（10YR8／3　浅黄橙）、
黄褐色土混じり（10YR6／4　にぷい黄橙）ブロック状

1．10YR7／1灰自　細砂～租砂（中礫含む）

2m
1－　－　－　－　－　　　i　　　　　二＿＿i



図版41
第4面　竪穴住居（1）

二千

8
／

◎　＠⑨
l

ク

暦74027SK

1．10YR6／1褐灰　極租砂混じり細砂
Gran．～Peb．

1．10YR4／2　灰黄褐　極租砂混じり細砂
Gran．～Peb．土器

2．10YR3／2　黒褐　シルト質細砂
極細砂～Peb．土器

2m
l　一　一　一　一　一　　　　i i

1．10YR4／2　灰黄褐　極租砂混じり細砂　土器　Peb．
2．10YR3／2　黒褐　極細砂～細砂　Gran．～Peb．
3．10YR5／2　灰黄褐　極細砂～細砂　Peb．
4．10YR3／2　黒褐　極細砂　Gran．～Peb．
5．10YR3／1黒褐　シルト質細砂　Gran．



図版42
第4面　竪穴住居（2）

◎

㊨㊥

1．10YR5／1褐灰　極租砂混じり柵砂
Gran．～Cob．土器

74033SK

一一三一

1．2．5Y5／2　暗灰黄　極細砂～極租砂
（Gran．～Peb．土器）

2．10YR4／2　灰黄褐　極細砂～Peb．

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3m

1．10YR4／1褐灰　極租砂混じり柵砂（Gran．～Boul．）土器
2．10YR3／1黒褐　シルト質柵砂（極租砂～Peb．）

1．7．5YR5／1褐灰　極細砂～細砂
（こぶし大の亜円礫を含む）

2．7．5YR4／1褐灰　極細砂～柵砂

2m
llllll i l



図版43
第4面　土器溜まり
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図版44
第4面　土器棺

』

74045SX

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1m
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図版45
第1面全体図



図版46
第2両全体図
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図版47
基本土層断面図

2m



図版48
第1両　土坑・溝

1．10YR6／1褐灰　柵礫混じり極
細砂～柵砂）

2．10YR8／8　黄橙　粘土
3．N6／0　灰　シルト質極細砂
4．N5／0　灰　シルト質極細砂

弟－♂＼－

1．2．5Y5／1黄灰　極細砂～
Peb．土器

2．Gran．～Cob．

「二三
35．5m

1．2．5Y6／2　極細砂～中砂
（Gran．～Peb．含む）上面
Soil　土器

2．Gran．～Peb．　Matrixは
2．5Y5／2　暗灰黄　細砂～
極租砂

75005SK

e

75025SD

＿」

1．2．5Y5／3　黄褐　細砂～Peb．
淘汰悪い　土器

2．2．5Y4／2　暗灰黄　シルト質極
細砂～細砂　ラミナ

3．2．5Y5／1黄灰　中砂～Peb．
土器

4．2．5Y5／2　暗灰黄　柵砂～
Gran．　ラミナ　土器

2m

－　　　　－　－　－　　－　　－　　－　－　　　　　　　　－　‾　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　－



図版49
第1両　掘立柱建物群詳細図



図版50
第1両　掘立柱建物（1）
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図版51
第1両　掘立柱建物（2）

75019SD

言＝＿ ＠「一一一一一一一一一

75017SB

亀一一一一一

1．2．5Y3／2　黒褐　シルト
Peb．含む　炭

2．2．5Y3／3　暗オリーブ褐
極細砂質シルト
白色シルトブロック含む

1．2．5Y4／2　暗灰黄　シルト　1．5YR4／3　にぷい赤褐色　1．7．5Y3／1黒褐　極細砂　　1．7．5YR3／2　黒褐　極細砂
質極細砂
極租砂～Gran．含む
炭　土器

禦㌣（炭中1・2mm砂粒2．1法認質iこぶい黄褐　　2．1温3㌢霜瑠膠含む）

2・5葦鶴男灰極細砂　中砂0（恒～5mm砂粒含む）（やや粘質）　2m
；lllll i　　　　　　　　　　；



図版52
第2両　竪穴住居群詳細図



図版53
第2両　竪穴住居（1）

i腰蓬b票這葉慧≡禦慧禦慧e‡器土器摘獅憎藁逆警詳eb’
0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3m



図版54
第2面　竪穴住居（2）

e

1．10YR6／1褐灰　極細砂（炭・焼土を多く含む）
2．5YR5／1褐灰　極細砂（焼土をブロックで含む

炭を含む）
3．10YR7／1灰自　極細砂
4．10YR7／2　にぷい黄橙　細礫混じり極細砂
5．7．5YR5／1褐灰　極細砂（炭を含む）
6．2．5Y7／2　灰黄　極細砂
7．2．5Y7／1灰自　極細砂

0　　　　　　　　　　　　　　1m
ll1－　－；　　　　　；

2m
hllll i i



図版55
第2両　竪穴住居（3）

1．2．5Y7／2　灰黄　柵砂
2．10YR4／1褐灰　柵礫混じり極細砂

～細砂
3．

4．

5．

6．

7．

8．

9．

N6／0　灰
10YR5／1
10YR6／2
7．

7．

く
2．

5YR5／2
5YR4／1
含む）
5Y6／3

シルト質細砂
褐灰　極細砂一紙砂
灰黄褐　柵礫混じり柵砂
灰褐　極細砂～柵砂
褐灰　極細砂（炭を多

にぷい黄　極細砂
7．5Y5／1褐灰　シルト質極細砂
（上部に炭を多く含む、貼床）

10．2．5Y6／1黄灰　細礫混じり細砂　－
11．7．5YR4／2　灰褐　細礫混じり極細　C

砂（焼土ブロックを含む）

＼／‘　　　　t■l



図版56
第2面　竪穴住居（4）

1．2．5YR4／1赤灰　極細砂

0　　　　　　　　　　　　　　1m
l　一　一　一　一i　　　　　；

1．10YR4／2　灰黄褐　細砂（Gran．Peb．含む、土器　炭）
2．10YR3／3　暗褐　細砂（Gran．Peb．炭　土器含む）
3．10YR3／2　黒褐　紳砂（Gran．Peb．少量含む、炭　土器含む）
4．10YR4／2　灰黄褐　極細砂

1．7．5YR4／1褐灰　極細砂～細砂
2．7．5Y6／1灰　極細砂
3．2．5Y6／1黄灰　柵礫混じり柵砂
4．N6／0　灰　極細砂

2m
■■■■■■題■■■■■■llllllllll－



図版57
第2両　竪穴住居（5）

1．10YR5／2　灰黄褐　中礫混じり細砂
2．2．5Y5／2　暗灰黄　極細砂
3．10YR5／1褐灰色　極細砂 0　　　　　　　　　　　　　　　50cm



図版58
第2面　竪穴住居（6）

1．10YR5／1褐灰　極細砂
2．2．5Y7／1灰自　柵砂
3．10YR3／1黒褐　極細砂（炭・灰を多く

含む）
4．5YR7／1明褐灰　極細砂（焼土を含む）
5．5YR4／3　にぷい赤褐　極細砂（焼土ブロ

ックを含む）
6．10YR6／2　灰黄褐　極細砂
7．2．5YR5／1赤灰　極細砂（炭を含む）

0　　　　　　　　　　　　　　1m
illiii　　　　．；



図版59
第2両　竪穴住居（7）

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3m

1．10YR4／2　灰黄褐　柵砂　Gran．～
Peb．含む

2．10YR5／3　にぷい黄褐　細砂　Gran．
含む　Peb．多く含む

76039SK

1．2．5Y4／3　オリーブ褐　柵砂　Gran．～Peb．
含む

35．0m
．　′

1．10YR3／2　黒褐　細砂　租砂～Peb．土器、炭含む
2．10YR4／3　にぷい黄褐　柵砂　租砂～Peb．含む
3．2．5Y4／1黄灰　細砂～中砂　Peb．やや多く含む
4．10YR4／1褐灰　柵砂～中砂　Gran．Peb．含む



図版60
第2面　竪穴住居（8）

76004SH～76006SH断面図

‾「‾‾‾　二

1．10YR4／2　灰黄褐　極細砂　租砂～Peb．炭、土器含む
2．10YR4／2　灰黄褐　細砂～極細砂　Gran．～Peb．含む　土器多く含む
3．2．5Y4／2　暗灰黄　柵砂　Peb．炭含む
4．10YR3／3　暗褐　シルト質極細砂　Gran．～Peb．土器、炭含む
5．10YR5／3　にぷい黄褐　極細砂　Gran．～Peb．炭含む
6．7．5YR4／1褐灰　シルト質極細砂　Gran．～Peb．含む　炭多く含む
7．10YR4／2　灰黄褐　柵砂　シルト、Gran．含む
8．7．5YR4／1褐灰　シルト質極細砂　Gran．～Peb．含む（76005SH）
9．2．5Y4／1黄灰　極細砂　Gran．含む（76005SH）
10．10YR5／1褐灰　極細砂　Gran．含む（76005SH）
11．10YR5／3　にぷい黄褐　細砂　Gran．～Cob．多く含む　炭含む（76005SH）
12．10YR4／3　にぷい黄褐　柵砂　租砂～Peb．多く含む（76005SH）
13．10YR4／1褐灰　細砂～極細砂　Gran．～Peb．含む（76006SH）



図版61
第2面　竪穴住居（9）

76040SK

1．7．5YR7／1暗褐灰　極細砂
2．10YR5／1褐灰　極細砂
3．7．5YR5／1褐灰　柵礫混じり極細砂
4．2．5Y6／3　にぷい黄　細礫混じり細砂

76004SH内焼土塊

76004SHカマド

1．10YR4／2　灰黄褐　柵砂　Gran．炭、焼土塊含む
1′．10YR4／2　灰黄褐　極細砂　Gran～Peb含む
2．7．5YR5／6　明褐　細砂　Gran．含む（焼土）
3．10YR2／2　黒褐　極細砂　Gran．含む
4．10YR4／3　にぷい黄褐　極細砂～細砂　Gran．含む
5．10YR4／4　褐　細砂　Gran．含む
6．10YR4／3　にぷい黄褐　細砂　Gran．～Peb．炭含む
7．10YR4／2　灰黄褐　細砂　Gran．～Cob．多く含む
8．5YR3／2　暗赤褐　細砂～極細砂　租砂～Gran．含む
9．5YR4／1褐灰　細砂　中砂～Gran．含む
10．7．5YR4／3　褐　細砂　中砂～Gran．炭含む
11．7．5YR4／2　灰褐　極細砂　炭、Peb．細砂含む
12．7．5YR5／1褐灰　柵砂　Gran．～Peb．多く含む
13．10TR5／4　にぷい黄褐　柵砂　Gran．含む（地山？）

1．10YR5／3　にぷい黄褐　柵砂　Gran．～Peb．土器、炭含む
2．7．5YR5／6　明褐　極細砂　租砂～Gran．含む
3．7．5YR3／1黒褐　珊砂～極細砂　Gran．土器、焼土塊含む
4．10YR5／3　にぷい黄褐　柵砂　Gran．～Peb．土器含む

明赤褐
黒褐
灰黄褐
灰褐
褐灰
灰黄褐

朝
潮

黄
黄

5．5YR5／6
6．7．5YR2／2
7．10YR5／2
8．7．5YR4／2
9．7．5YR4／1
10．10YR4／2
11．10YR5／3　にぶレ
12．10YR4／3　にぶレ

灰黄褐13．10YR5／2

極細砂　Gran．～Peb．含む
細砂～極細砂　Peb．炭、焼土塊含む
細砂　租砂、Gran．～Peb．含む

細砂～極細砂　Gran．～Peb．含む
b．炭、土器含む
Peb．多く含む
an．～Peb．含む（地山？）
an．～Peb．含む
Gran．～Peb．含む

1m
‾　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‾　　　　　　　　　　　‾　　　　　　－　　　－　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　－　　　－　－　　－　　　　　　　－　　　　－　－　　　　　－　－　　　　　　－　　－　　－　－



図版62
第2面　竪穴住居（10）

♂

76007SH　炭化材上面

76007SH

1．10YR4／3　にぷい黄褐　細砂（Gran．Peb．含む、炭化材　土器含む）
2．10YR3／3　暗褐　細砂（Gran．Peb．含む、土器　炭含む）
3．10YR3／3　黒褐　シルト質極細砂（極租砂～Peb．含む、炭と土器含む）
4．10YR3／2　黒褐　極細砂（極租砂～Peb．含む、土器含む）



図版63
第2面　竪穴住居（11）

1．10YR4／4　褐　極細砂～Cob．
2．10YR5／3　にぷい黄褐　租砂混じり極細砂　Gran．～Peb．含む　土器
3．10YR4／2　灰黄褐　極租砂混じり紳砂　Gran．～Peb．含む　土器　炭



図版64
第2面　竪穴住居（12）

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3m



図版65
第2両　竪穴住居（13）

10YR3／3　暗褐　細砂　Gran．～Cob．含む
10YR3／2　黒褐　柵砂　Gran．～Peb．含む　土器
2．5Y5／4　黄褐　極細砂～細砂　Gran．Peb．含む
10YR6／1褐灰　柵礫混じり細砂（炭を含む）
10YR4／2　灰黄褐　細礫混じり柵砂（炭を含む）
7．5YR4／3　褐　細礫混じり柵砂

カマド　　「

1．炭・灰層
2．10Y4／1褐灰　柵砂

0　　　　　　　　　　　　　　1m
l　一　一　一　一i　　　　　　；



図版66
第2両　竪穴住居（14）

1．5Y6／1灰　細礫混じり極細砂～柵砂
2．7．5YR5／1黄灰　柵礫混じり極細砂一価砂



図版67
第2両　竪穴住居（15）

b′　　云：テ云嵐元哀海　繭藤二繭訂／、山H川
3．7．5YR6／1褐灰　柵砂
4．10YR5／1褐灰　柵礫混じり極細砂～柵砂
5．2．5Y6／2　灰黄　極細砂～柵砂
6．2．5Y5／2　暗灰黄　極細砂
7．5YR4／1褐灰　極細砂一価砂
8．10YR5／2　灰黄褐　極細砂

1．10YR7／1灰日　中礫混じり細砂（土石流）



図版68
第2面　竪穴住居（16）

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3m

1．10YR4／1褐灰　極租砂混じり極細砂　Gran．～Cob．土器含む
2．10YR3／2　黒褐　極租砂混じり柵砂　Gran．～Peb．土器　炭含む
3．10YR3／3　暗褐　シルト質極細砂　Gran．～Cob．含む
4．10YR4／1褐灰　極細砂　Gran．Peb．含む
5．10YR3／2　黒褐　柵砂　Gran．土器　炭含む
6．7．5YR4／2　灰褐　細砂～極細砂　Peb．多く含む
7．10YR3／2　黒褐　細砂～中砂　Gran．土器含む



図版69
第2面　竪穴住居（17）

守

1．5YR4／1褐灰　柵礫～中礫混じり紳砂　　4．炭・灰層
2．2．5Y5／1黄灰　細礫混じり極細砂～細砂　5．10YR3／2　黒褐　細砂　Gran．Peb．土器含む　炭多く含む
3．10YR6／6　明黄褐　柵礫混じり柵砂　　　6．10YR3／2　黒褐　柵砂（Gran．～Cob．土器含む）

′／／へ＼
J

（＼亀ノ3698
1

＼
、　＿－′t一’

カマドの土器の下面

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3m

0　　　　　　　　　　　　　　1m
；一　一　一　一i i



図版70
第2面　竪穴住居（18）

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3m



図版71
第2両　竪穴住居（19）

1．2．5Y6／2　灰黄　極細砂
2．2．5Y7／2　灰黄　柵礫混じり極細砂～柵砂
3．5YR4／1褐灰　柵礫混じり極細砂～柵砂
4．10YR5／3　にぷい黄褐　柵砂　Gran．Peb．焼土塊含む
5．10YR4／2　灰黄褐　細砂　Gran．Peb．炭含む
6．2．5Y6／1黄灰　細砂
7．10YR5／1褐灰　極細砂

0　　　　　　　　　　　　　　1m
；一　一　一　一i　　　　　　；



図版72
第2面　竪穴住居（20）

1．5YR4／2　灰褐　細礫混じり極細砂～細砂
2．7．5YR5／1褐灰　柵礫混じり極細砂～柵砂
3．10YR6／1褐灰　細砂（黄色土をブロック状に含む）
4．10YR5／2　灰黄褐　細砂
5．10YR5／1褐灰　極細砂～細砂

0　　　　　　　　　　　　　　1m
il　一　一　一；　　　　　；

1．2．5Y3／2　黒褐　シルト質細砂　極租砂～Peb．含む　土器多量



図版73
第2面　竪穴住居（21）

1．10YR5／2　灰黄褐　柵礫混じり極細砂～柵砂
2．5Y6／1灰　極細砂～細砂
3．10YR6／1褐灰　中礫混じり極細砂～柵砂
4．5YR4／1褐灰　極細砂～柵砂
5．炭化材及び炭灰層
6．2．5Y3／1黒褐　細砂～租砂　Peb．含む

7．5YR3／1黒褐　極細砂　炭　土器含む



図版74
第2面　竪穴住居（22）

76052SD

＼＞く手＼

1．10YR2／1黒　極租砂混じり細砂　Gran．～Peb．含む　土器
2．10YR3／2　黒褐　柵砂　Gran．Peb．含む　土器
3．10YR2／2　黒褐　柵砂　Gran．Peb．含む　土器
4．10YR2／1黒　細砂　Gran．含む

1・監禁4写。㌘鵠シルト質細砂　つ票5写。㌘鵠柵砂
2．10YR4／2　灰黄褐　シルト質細砂

Gran．Peb．土器 1．10YR3／1黒褐　柵砂　Gran．
Peb．土器

2．2．5Y3／1黒褐　シルト質細砂
Gran．～Cob．土器

1．10YR3／1黒褐　細砂　Gran．
Peb．土器

2・監禁。語褐土姦ルト質細砂　当崇曇p。監㌔普砂
2．7．5YR2／1黒　シルト質細砂

Gran．～Peb．土器

0

L－…．　－　　　　　2m



図版75
第2両　竪穴住居（23）

76024SH

′／′‾、＼ヽ76050SK

1
ノ「

＼＼－ノ／／

「〔○

＠。2

」　」　㊥。4　a′

1．10YR2／2　黒褐　シルト質極細砂　極租砂～Gran．含む　炭層ブロックの部分と黄色シル下層に分かれる
2．2．5Y4／2　暗灰黄　極細砂質シルト　Gran．含む

76025SH

L◎。，　「
「吼2一旦

一にニー
76051SK



図版76
第2面　掘立柱建物（1）

76053SB



図版77
第2両　掘立柱建物（2）

76054SB



図版78
第2面　土坑（1）

1．10YR5／3　にぷい黄褐　極租砂混じり細砂　Gran．Peb．土器
2．10YR4／2　灰黄褐　柵砂　Gran．Peb．

76059SK

1．10YR5／1褐灰　極細砂
2．10YR6／2　灰黄褐　柵礫混じり極細砂
3．7．5YR4／1褐灰　柵砂

「一三十一

76070SK

1．10YR5／2　灰黄褐　極細砂　Peb．Cob．土器　焼土含む
2．10YR4／2　灰黄褐　シクト質極細砂～柵砂　Cob．土器

76068SK

n
U

1．7．5YR5／1褐灰　租砂混じり極細砂（Peb．土器若干含む）　Mn．
2．7．5YR2／1黒　シルト質極細砂（Peb．含む　土器多く含む）
3．7．5YRl．7／1黒　シルト質極細砂（Peb．Cob．含む　土器多く含む）
4　10YR3／1黒褐　シルト質細砂（Peb．Cob．土器含む）

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1m

l　一　一　一　一　一　　　　i i



図版79
第2面　土坑（2）

1．10YR5／2　灰黄褐　中細～租砂（中礫を含む）

てここフ∠←

1．10YR4／3　にぷい黄褐　極租砂混じり極細砂　Gran．Peb．土器
2．10YR4／2　灰黄褐　極租砂混じり極細砂　Gran．Peb．土器
3．10YR2／2　黒褐　極細砂　Peb．Cob．含む　炭・土器多量に含む
4．10YR4／2　灰黄褐　細砂～Peb．

「6「

1m

‾　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　－　　‾　　　　‾　　　　　　　　　　－　　‾　　　　　　－　　　－　　　－



図版80
第2面　土坑（3）

10YR5／1褐灰　極租砂混じり極細砂　Gran．Peb．土器　炭含む
10YR4／1褐灰　極租砂　Gran．Peb．土器　炭含む
10YR3／2　黒褐　極細砂　Gran．～Cob．完形土器多く含む
10YR6／2　灰黄褐クレイ（白色粘土塊）

宝鑑招㍑朋翳圭）悪霊～品晶～昔禦監鈷舎監を含む
7．5YR5／4　にぷい褐（暗黄褐色土）細砂　¢2～5mm砂粒を含む



図版81
第2両　土坑（4）

1m

1　－　　－　　－　　－　i　　　　　　　　　：



図版82
第2両　土坑（5）

1．5YR5／2　灰褐（暗褐灰色土）　極細砂　直径2～10mm
砂礫含む　土器多量

2．5YR3／2　暗赤褐（暗褐色土、灰褐色土混じり）　細砂　直径2－5mm砂粒含む

0　　　　　　　　　　　50cm

」＿⊥＿＿＿」＿＿＿＿」＿＿」」



図版83
旧河道　土層断面図
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1

1′

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

10YR5／2　灰黄褐　細砂～極細砂　Gran．Peb．Cob．含む　Soi1
10YR4／1褐灰　柵砂～Peb．Soil　土器
2．5Y4／1

2．5Y4／2

5Y5／2　灰

2．5Y5／1

2．5Y3／1

5Y3／2　オ

黄灰　極租砂～Peb．混じり細砂　淘汰悪い

暗オ

黄

黒

灰
リ

灰
褐

黄 極細砂～Peb．ラミナ
ブ　極細砂～極租砂　Gran．Peb．含む
極租砂混じり細砂　Gran．Peb．含む
極租砂混じり極細砂　Peb．Gran．含む

プ黒　柵砂～Peb．
2．5Y5／2　暗灰黄　極租砂混
2．5Y7／2　灰黄 極細砂 フ

2．5Y5／1黄灰　中砂～Gran．

じり柵
ミナ

ら極細

砂　淘汰悪い

土器ト82SD
76085SD

2．5Y5／1黄灰 極租砂混じ
2．5Y6／1黄灰極細砂～Gran．
76089SD

砂
76086SD

2．5Y4／2　暗灰黄　柵砂～極細砂　炭・土器・Peb．含む
2．5Y5／1黄灰　シルト　炭含む　上半部、
中砂～極細砂のラミナ
Gran．～Peb．Matrixが細砂
細砂～Cob．砂礫層　土器含む　淘汰悪い
10YR4／1褐灰　細砂　中砂Peb．含む
2．5Y5／2　暗灰黄　極細砂　下面Peb．含む
2．5Y6／4　にぷい黄　極細砂～租砂　ラミナ
5Y6／1灰　シルトMatrix極細砂　Peb．含む
a層水田の可能性あり　サンプル
7．5Y6／1灰　シルト質極細砂
7．5Y5／1灰　シルト（上面Soil）
．、　　＿▼▼′．1．＿　　　rT一．・－・Ⅰ．　　　ノM1－l　　　　－▼－4　ヽl′　　　　ヽ　　＿ヽ　　t　　　　　ノh17°l

76084SR

76087SD

2．5Y6／2　灰黄　細砂　下半、シルト～紳砂　ラミナ（自然堤防）
砂礫層　シルト～Peb．ラミナ　淘汰悪い

1

1′

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

76088SR

26．

27．

27′

28．

29．

30．

31．

32．

33．

34．

35．

35′

36．

10YR4／1褐灰　細砂～中砂　Gran．含む
10YR5／1褐灰　柵砂～極細砂
2．5Y6／2　灰黄　極細砂
5Y6／1灰　極細砂
10YR4／1褐灰　シルト質極細砂　Soil
lOYR6／1褐灰　極細砂
7．5YR4／1褐灰　シルト質極細砂　Soi1
2．5Y5／1黄灰　シルト質極細砂
10YR3／1黒褐　シルト　紳砂～Gran．含む
．5Y4／1灰　シルト
2．5Y4／1黄灰　シルト　柵砂～租砂含む

10YR5／1褐灰　シルト質極細砂細砂～中砂含む　ヽ
10YR5／2嘩固色細砂～極細砂租砂～Gra。．含む135

37．10YR3／1黒褐　シルト
38．2．5Y4／1黄灰　シルト質極細砂　Gran．Peb．含む
39．2．5Y4／1黄灰　細砂～Peb．淘汰悪い
40．砂礫層　租砂～Peb．

2．5Y4／2　暗灰黄　柵砂～極細砂（Gran．土器含む）Soi1
10YR4／3　にぷい黄褐　極細～中砂　Gran．含む　Soil
lOYR6／2　灰黄褐　Gran．～Peb．混じり細砂（10Y4／1灰
細砂をブロックで含む、土器を含む）人為的埋土
2．5Y6／1黄灰　Peb．Cob．Matrix　中砂～租砂　人為的埋土
10YR5／2　灰黄褐　中砂　人為的埋土
10YR7／4　にぷい黄橙　細砂　人為的埋土
7．5YR5／

10YR8／1

10YR7／1

2．5Y7／2

2．5Y7／1

10YR3／3

10YR8／2

10YR4／1

2．5Y5／1

2．5Y5／1

10YR3／1

2．5Y5／1

2．5Y5／2

砂礫層（
10YR5／1

2．5Y7／2

10YR4／1

2．5Y7／2

10YR4／1

褐灰　Gran．～Peb．混じり細砂　Soil
灰自　Peb．混じり極細砂～中砂
灰白　Peb．混じり紳砂
灰黄　Peb．Cob．Matrix　中砂～租砂　人為的埋土
灰自　Peb．混じり極細砂～中砂
暗褐　Gran．Peb．混じり柵砂　淘汰悪い
灰自　極細砂　ラミナ
褐灰　極細砂質シルト（Gran．Peb．含む）
黄灰　中砂～Peb．
黄灰　極細砂～Peb．
黒褐　シルト（細砂～Gran．土器・炭含む）soil
黄灰　シルト
暗灰黄　柵砂（租砂～Gran．炭含む）

細砂～Peb．淘汰悪い）
褐灰　極細砂（柵砂～Gran．土器含む
灰黄　極細砂（炭・Peb．含む）

）76084SR

76082SD

76085SD

76083SD

褐灰　シルト質極細砂（中砂・炭含む）Soil水田か？
灰黄　極細砂～租砂
褐灰　シルト質極細砂（炭・Gran．含む）Soil　水田か？
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28
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31
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34
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36

37

38

39

40

41．

42．

43．

44．

45．

46．

47．

47′

48．

49．

50．

51．

52．

53．

54．

55．

56．

57．

5Y7／2　灰

7．5Y5／1

5Y6／2　灰

10YR5／2

2．5Y6／2

10YR5／2

2．5Y6／2

2．5Y5／2

2．5Y6／2

2．5Y5／3

10YR3／2

2．5Y5／1

溝
黄
昔
喜

炭
黄
褐
凋

自

灰

オ

灰

灰

灰

灰

暗．

灰

黄‥
里

薗

シル
シル

ーブ
褐
極

褐
シ

黄

ト質極細砂
ト質極細砂　Soil水田か？
シルト～柵砂

柵砂　下面にPeb．

／

I

l

l

I

l

l

l

I

I

J

J

ノ

76087SD

柵　下方に中砂～Gran．のラミナ
シルト質極細砂　Soil
ルト質極細砂
シルト　Soil

シルト貿極細砂
細砂
極細（Gran．含む）

灰　細砂（租砂～Gran．含む）
2．5Y5／2　暗灰黄　紳砂～中砂（Gran．含む）
2．5Y7／2　灰黄　シルト質極細～細砂　下方ラミナ　自然堤防
7．5Y5／1灰　紳砂～租砂（シルトPeb．炭含む　淘汰悪い）

暗灰黄　シルト～中砂　ラミナ（三日月湖状のよどみ？）
Peb．～Cob．Matrixか中砂
灰オリーブ　紳砂（シルト植物遺体含む）　ラミナ
eb．

eb．（シルトのブロック含む）（ポイントバー）

2．5Y5／2
砂礫層
5Y5／2

粗砂～P・
租砂～P・
5Y6／1 灰　中砂～租砂（Peb．多く含む）（中洲？）
10YR4／2　灰黄褐　細砂～租砂　Gran．Peb．含む
10YR4／2　灰黄褐　極細砂　細砂～Gran．含む
10YR5／2　灰黄褐　極細砂

10RY4／3

10YR5／2

10YR5／1

2．5Y5／1

10YR4／2

10YR4／1

7．5YR4／1

7．5RY5／1

7．5Y3／1

2．5Y3／1

にぷい黄褐　細砂～極細　Gran．含む
極細砂　Gran．含む

極細砂
極細砂

褐　極細砂
極細砂

∈　シルト質極細砂
∈　極細砂

灰黄褐
褐灰　庖
黄灰　極
灰黄褐
褐灰　庖
褐灰
褐灰　フ

黒褐　シ
黒褐　シ

レ

レ

ト質極細砂
ト



図版84
旧河道　古墳時代の旧河道・水路（1）

10m

！　一　一　一　一　；　　　　　　　：



図版85
旧河道　古墳時代の旧河道・水路（2）

1．10YR4／1褐灰　Peb．混じりシルト質柵砂
2．10YR5／1褐灰　Gran．～Peb．混じり極細砂

呈：雪詔乙ヲ1月散票監二詑忠恕誌R～SA）
5．2．5Y5／1黄灰　租砂（土器含む）
6．5Y5／1灰　Peb．混じり租砂（N3／0　暗灰　シルト質　極細砂をボール状に含む）
7．7．5Y5／1灰　租砂
8．N4／0　灰　柵砂
9．5Y4／1灰　Peb．混じり租砂
10．10Y5／1灰　中砂～租砂

1．10YR4／1褐灰　Peb．混じり細砂
2．10YR3／1黒褐　シルト質極細砂　Soil（土器を含む）
3．2．5Y5／2　暗灰黄　極細砂～租砂　ラミナ
4．7．5Y4／1灰　シルト質極細砂～細砂
5．5Y4／1灰　Peb．混じり柵砂
6．2．5Y6／1黄灰　細砂
7．10YR6／1褐灰　Peb．混じり中砂～租砂
8．7．5YR6／1褐灰　シル上質極細砂
9．2．4Y4／1黄灰　Peb．混じり柵砂
10．2．5Y5／1黄灰　Gran．～Peb．Matrix　中砂～租砂
11．5Y5／1灰　Peb．混じり中砂～租砂

1．7．5YR4／1褐灰　Gran．混じりシルト　Soil　土器
2．10YR4／1褐灰（Gran．～Cob．混じり）　シルト質柵砂　土器多く含む　Soi1
3．10YR5／1灰黄褐　極細砂～Peb．ラミナ　土器
4．2．5Y5／2　暗灰黄（Gran．Peb．混じり）シルト質細砂　土器　淘汰悪い
5．5Y4／2　灰オリーブ　細砂～Peb．淘汰悪い
6．10YR4／2　灰黄褐　柵砂～Peb．Soi1
7．10YR3／2　黒褐　シルト質細砂～Peb．淘汰悪い



図版86
旧河道　弥生時代の旧河道・水路（1）

1．10YR3／3　暗褐　Gran．混じり細砂（Peb．含む）淘汰悪い
2．10YR3／1黒褐　シルト質細砂（Gran．含む）
3．2．5Y6／1黄灰　極細砂　ラミナ
4．2．5Y4／1黄灰　シルト質細砂～中砂
5．2．5Y4／1黄灰　極細砂質シルト（極租砂～Peb．含む）淘汰悪い
6．2．5Y2／1黒　Peb混じり租シルト
7．2．5Y5／1黄灰　シルト質中砂～租砂

1．10YR4／3　にぷい黄褐　Gran．Peb．混じり柵砂　淘汰悪い
2．10YR4／1褐灰　極細砂質シルト（Gran．含む）
3．2．5Y6／2　灰黄　極細砂　ラミナ
4．2．5Y4／1黄灰　シルト質極細砂～細砂
5．10YR4／1褐灰　シルト質細砂（極租砂～Peb．含む）淘汰悪い
6．2．5Y2／1黒　Peb．混じり細砂～中砂
7．2．5Y4／1黄灰　極細砂～Peb．

1．2．5Y6／1
2．2．5Y7／2
3．2．5Y4／1
4．2．5Y4／1
5．2．5Y6／3 こぶい黄　極細砂～Gran．

2m

：一一一一一　　i　　　　　　：



図版87
旧河道　弥生時代の旧河道・水路（2）

；1＿⊥＿＿」＿＿＿＿」＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　　」

76088SR・76086SD断面図

1．2．5Y6／3　にぷい黄　極細砂（細砂～Gran．含む）ラミナ
2．2．5Y4／1黄灰　シルト質極細砂　下半部ラミナ
3．2．5Y5／1黄灰　シルト質極細砂～中砂（Peb．含む）ラミナ
4．5Y4／1灰　極租砂混じり極細砂（Gran．Peb．含む）　76087SD

5．2．51

6．2．5’

7．2．5’

8．5Y7
9．5Y4
10．5Y6

灰黄　極細砂（極租砂含む）Soil
にぷい黄　極細砂
黄灰　シルト質極細砂　Soil
自　極細砂～Cob．ラミナ　グレーデイング
極細砂質シルト　Soil
極細砂～Peb．ラミナ



図版88
第1面　全体図



図版89
第2面　全体図



図版90
第3面　全体図



図版91

旧河道83001SR
lO 下水　1　NTT

1．2．5Y5／2　　　噌・灰黄
2．10YR6／2　　　灰糞褐
3．2．5Y5／1　　　黄灰
4．2．5Y6／2　　　灰貴
5．10YR6／2　　　灰黄褐
6．2．5Y5／3　　　黄褐
7．10YR4／2　　　灰黄褐
8．2．5GY5／1　　オリーブ灰
9．2．5Y5／1　　　黄灰
10．2．5Y5／1　　　貴灰
11．10YR4／1　　褐灰
12．7．5Y5／1　　　灰
13．2．5Y5／2　　　暗灰黄
14．10YR6／4　　　にぷい黄
15．10YR5／1　　褐灰
16．7．5Y5／1　　　灰
17．10Y5／1　　　　灰

82010SD

下水　3　NTT

シルト質極細砂
シルト質極細砂
シルト質種糸田砂
極糸田砂
シルト質権糸田砂
極細砂一柳砂
極糸田砂
シル　ト混じり細砂
シルト～中砂
細砂－中砂
極細砂
シルト－糸田砂
極細砂
租砂－大礫
シルト混じり細砂
シルト－柵礫
シルト

1　　4

10YR5／2　灰黄褐
10YR4／2　灰黄褐
10YR6／2　灰黄褐
2．5Y6／2　　灰黄
2．5Y5／1　黄灰
2．5Y6／1　黄灰

砂礫層
2．5Y4／1　黄灰
5Y5／1　　　灰
10Y5／1　　灰
2．5Y5／1　灰黄
7．5Y5／1　灰
2．5Y4／2　　日昏灰黄

砂礫層

シル
シル
極細
極刺ロ
シル
シル
細礫
シル
細砂
シル
和】砂
シル

ト

ト

砂

砂

ト

ト

ト

ト

1．10YR8／1
2．7．5YR6／1
3．5Y7／1
4．7．5YR7／1
5．N2／0
6．2．5Y6／4
7．10YR7／8
8．2．5Y6／1
9．10Y7／1
10．5YR5／1
11．2．5Y7／1
12．2．5Y5／1
13．10YR5／1
14．10YR5／4
15．5Y4／1
16．2．5Y5／1
17．
18．2．5Y4／3
19．
20．5Y6／1
21．10YR4／4
22．
23．

灰白
褐灰
灰自
明褐
日昏灰
をこぶ
黄橙
貴灰
灰白
褐灰
灰自
責灰
褐灰
もこぶ
灰
黄灰
砂礫
オリ
砂礫
灰
褐
砂礫
砂礫

灰

い黄

い黄褐

層
－ブ褐
層

層
層

シル
シル
シル
シル
シル
シル
シル
シル
極糸田
シル
糸田砂
細砂
シル
中砂
中砂
中砂
中礫
管轡
フ　ミ

細砂
中砂
中礫
中礫

ト

ト

ト

ト

ト

ト
ト

ト

砂
ト

ト

質極細砂　（SOil）
質極細砂　（soil）
質極細砂　（soil）
質極細砂　（SOil）

質極細砂（SOil）
質極刺呵砂
質権糸田砂
～中砂
質種糸田砂　（soil）

中

糸田

砂

礫

・大礫含む
～紳礫
ナ
－租砂
～細礫

・大磯

81006SD　第I層

糸田礫主昆じり
中砂～柵砂多く含む　下位に礫
中礫含む
租砂、中礫含む
細砂、細礫含む

潮田礫混じり
中礫、大磯含む

細礫・中礫含む

詣貰：宗叢書監（慧「酎媚
剃刀礫・中礫含む

刺召礫・中礫含む
細礫・中礫・炭含む
剃司礫含む　ラミナ
糸田礫含む
和1礫・中礫多く含む
炭含む　ラミナ
糸田礫・中礫含む
ラ　ミナ

ラ　ミナ
炭イヒ物層状に含む

質極細砂

－細砂

子昆じり細砂
～中砂
中礫含む

中礫

租砂
シルト
シルト～細砂
祁1礫～中礫

5Y4／2　　　灰オリーブ　中砂－糸田礫
2．5Y4／2　　日昏灰貴　　　　紙砂～租砂
5Y5／2　　　灰オリーブ　シルト－細砂

砂礫層　　　　中礫、大礫
2．5Y6／1　黄灰　　　　　　租砂－細礫

砂礫層　　　　中礫一大礫

7．5Y5／2

5GY5／1

2．5Y5／2
2．5Y6／3

5Y5／2

5Y5／1
5Y5／1

5Y4／1

灰オリーブ　シルト
砂礫層　　　　4→礫
砂礫層　　　　柵礫～中礫
オリーフ’灰　極細砂一中砂
砂礫層　　　　紺砂－中礫
日音灰黄　　　　細砂－大礫
にぷい黄　　　細砂～租砂
砂礫層　　　　糸田礫～・・中礫、ラミナ
砂礫層　　　　糸田礫－中礫、ラミナ
灰オリーフ．　糸田砂～租砂、細礫
砂礫層　　　　細礫～中礫、ラミナ
砂礫層　　　　4、礫
灰　　　　　　　糸田砂一霜田礫
灰　　　　　　　細砂－細礫
砂礫層　　　　糸田礫一大礫
灰　　　　　　　　シルト

81006SD

ラミナ　炭イヒ物・ピート含む

ラミナ
凄直物遺体含む　ラミナ
ラミテ　予知汰悪い
ラミナ
中礫・大礫含む

子細汰悪い

4、礫含む　ラミナ、予知汰悪い

ラミナ
ラミナ　ぎ勾汰悪い

細礫・中礫オ・なり多く含む

32．5m

′

C

soil中世水田土壌　中礫含む　第1面
soil　水田二ヒ壊　細礫含む　　　第2両
細礫・中礫・シルト含む
細礫・中礫・細砂含む
細礫・中礫含む
ラミナ　子勾汰悪い

中礫・細砂・炭含む
ラミナ　子勾汰悪い
細礫含む
ラミナ
ラミナ　細砂・炭イヒ物含む
ラミナ　中礫含む

中礫、木含む
木、中礫含む
寺直物迫体含む
木を含む　堰

7．5Y5／2　　　灰オリーブ　糸田砂～細礫
5Y4／2　　　　　灰オリーブ　糸田砂－中砂
10YR3／2　　　黒褐　　　　　　シルト
5Y5／1　　　　灰　　　　　　　糸田砂－中礫
5Y5！1　　　　　シルト
7．5Y6／2　　　灰オリーフ’　細砂～細礫

砂礫層　　　　潮田礫一中礫
2．5Y4／2　　　暗灰黄

砂礫層
7．5Y5／2　　　灰オリーブ
2．5GY5／1　　オリーブ灰
5GY5／1　　　オリーフP灰
2．5Y4／3　　　オリーフ’褐
2．5Y5／3　　　黄褐
5GY5／1　　　オリーブ灰
2．5Y4／3　　　オリーフ’褐
7．5Y5／2　　　灰オリーフ’

中礫、シルト含む
木、シルト含む　ラミナ
中礫・大礫、オ直物i政体含む
巨礫含む

ラミナ　炭イヒ物

シルト　　　　　　　　　細砂－中礫、寺直物遺体含む　ラミナ
糸田礫一大礫
シルト去昆じり紺砂－細礫　ラミナ
細砂～斉田礫　　　　　　シルト、中礫含む
細砂－中砂
中砂－中礫
中砂－中礫
糸田砂－中砂
中砂～中礫
糸田砂え昆じりシ

砂礫層　　　　珊礫～中礫
7．5Y4／2　　　灰オリーブ　刺日砂

砂礫層　　　　中礫

子細汰悪い
青灰シルトフ．ロック含む

子細汰悪い
植物遺体含む



図版92
第1面　堀（1）

1．10YR8／6　黄橙　柵礫混じり柵砂～租砂（Fe203）
2．5Y7／1灰自　柵礫～中礫混じり柵砂～租砂
3．10Y6／2　オリーブ灰　極細砂～中砂
4．10Y7／1灰日　中礫混じり租砂
5．10Y7／1灰白　中礫混じり租砂
6．10YR4／1褐灰　シルト質極細砂（Soil）
7．2．5Y3／1黒褐　シルト質極細砂（Soil）
8．2．5Y5／1黄灰　シルト質極細砂
9．5GY6／1灰オリーブ　中砂～租砂
10．5Y4／1灰　細礫混じりシルト（Soil）

岩雲ク主監晶蒜品管晋撃慧ト弘田砂（S。il）
2．5GY6／1オリーブ灰　中砂～租砂

描鵠琵オ㌍㌍瑠～甜

菜億賢愚畢姐）
（Soil、木の根を多く含む）

19．2．5Y6／1灰　シルト質極細砂（Soil）

5Y7／4　浅黄　シルト質極細砂　　　　　　　30．2．5Y4／1黄灰　細礫～中礫混じりシルト質極細砂～中砂

艶1㌔竃震翫翫砂（S。il，33．7．5Y7／1灰自租砂
31．5Y5／2　灰オリーブ　中礫混じり柵砂
32．2．5Y4／1黄灰　細礫～中礫混じりシルト質極細砂～中砂

7．5Y6／2　灰オリーブ　細砂
N3／0　暗灰　シルト（Soil、炭を含む）
7．5Y5／2　灰オリーブ　シルト質極細砂（Soil、炭を含む）

昔芸／1灰雪質＿響礫貼り惣5月Oi‰シルト質極細砂パッチ状に含む）
5Y4／1灰　細礫～中礫混じり細砂～租砂（Sou、黄色礫を含む）



図版93
第1面　堀（2）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

5Y3／1オリーブ黒　シルト
5Y5／1灰　シルト
5Y6／1灰　中礫混じりシルト（礫、やや密）
10YR7／1灰自　柵礫～中礫（礫、やや密）
5Y6／1灰　シルト質極細砂
2．5Y6／1黄灰　細礫混じりシルト質極細砂（礫、租）
10YR6／1褐灰　シルト質極細砂
5Y6／3　オリーブ黄　細礫～中礫混じりシルト質極細砂（礫、やや密）
7．5Y5／1灰　シルト
5Y4／1
5Y5／2
5Y6／2
2．5Y3／1

灰　シルト
灰オリーブ　細礫～中礫混じり
灰オリーブ　柵礫混じりシルト

黒褐　シルト（ピート層）

シルト質極細砂
質極細砂（礫、租）

一第I層

）第Ⅱ層

第Ⅲ層

一第Ⅳ層

1．5Y5／1灰　シルト
2．柵礫～中礫（礫、極めて密）
3．5Y6／1灰　中礫混じりシルト（礫、やや密）
4．7．5Y7／1灰自　シルト質極細砂
5．2．5Y6／1黄灰　柵礫混じりシルト質極細砂（礫、租）
6．5Y6／2　灰オリーブ　柵礫～中礫混じりシルト質極細砂（礫、やや密）
7．5Y6／3　オリーブ黄　柵礫～中礫混じりシルト質極細砂（礫、やや密）
8．7．5Y5／1灰　シルト
9．5Y6／2　灰オリーブ　細礫混じりシルト質極細砂（礫、租）
10．2．5Y6／2　灰黄　柵礫混じりシルト質極細砂（礫、密）
11．2．5Y6／1黄灰　紳礫～中礫混じりシルト質細砂（礫、やや密）
12．10YR4／1褐灰　中砂～租砂　砂礫層　Gran．～Peb．
13．2．5Y3／1黒褐　シルト（ピート層）
14．5Y3／1オリーブ黒　柵礫混じりシルト質極細砂（礫、やや密）

※第I層は機械により掘削

）第Ⅱ層

第Ⅲ層

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

2．5Y6／2　灰黄　細礫～中礫混じりシルト質極細砂（礫、やや密）
10YR5／1褐灰　シルト
2．5Y7／1灰自　細礫混じりシルト質極細砂（礫、租）
5Y5／1灰　シルト
5Y6／1灰　シルト
2．5Y6／3　にぷい黄　シルト質極細砂
10YR6／2　灰黄褐　細礫～中礫混じりシルト質極細砂（礫、極めて密）
2．5Y5／2　暗灰黄　柵礫混じりシルト質極細砂（礫、租）
7．5Y5／1灰　シルト
2．5Y6／1黄灰　柵礫～
2．5Y3／1黒褐　シルト

中礫混じりシル
（ピート層）

ト質柵砂（礫、やや密）

1第I層

）第Ⅱ層

）第Ⅲ層

一第Ⅳ層



図版94
第1両　土坑・溝

1．10YR7／1灰白　細礫～中礫
2．5Y6／1灰　シルト質極細砂
3．7．5YR5／1褐灰　シルト質極細砂（soil）
4．5BG6／1青灰　シルト質細砂

81009SD

1．2．5Y5／1黄灰　シルト質極細砂　グラニュール
（大きめのペブル、コブル少し）含む

2．2．5Y5／2　暗灰黄　シルト　中砂～細砂含む

81002SX

2m

1．5Y7／1灰白　シル上質極細砂

hll1－　　　　i i

1．10YR6／1褐灰　シルト
Gra．Peb．含む　Fe多い

81008SD

32．3m

1．2．5Y4／2　暗灰黄
シルト混じり極細砂　ペブル含む

0

1．2．5Y6／3　にぷい黄　極細砂、ペブル含む
2．2．5Y4／2　暗灰黄　シルト質極細砂

81010SD

32．6m

1．2．5Y5／2　暗灰黄　細砂～中砂
シルト含む　ラミナ

1m
】i l　1　－　i i



図版95
第2両　掘立柱建物（1）
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図版96
第2面　掘立柱建物（2）・柱列（1）
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図版97
第2面　掘立柱建物（3）

‾二

1
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図版98
第2面　柱列（2）
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図版99
第2面　溝

10m

l　一　　一　　一　　一　i i

1．2．5Y5／1黄灰　シルト（細砂含む）（Soil）
2．5Y5／1灰　シルト

1．2．5Y5／2　暗灰黄　シルト　ペブル含む　Soil？
2．2．5Y6／1黄灰　シルト　炭含む　ラミナ？細砂含む
3．2．5Y4／1黄灰　シルト　炭　ペブル含む
4．2．5Y4／1黄灰　シルト～極細砂　ペブル多く含む

1．2．5Y5／2　暗灰黄　シルト質極細砂　ペブル含む
2．2．5Y6／2　灰黄　シルト～柵砂　ラミナ
3．2．5Y4／2　暗灰黄　シルト質極細砂～細砂

（ラミナ）
4．5Y4／1灰　シルト
5．2．5Y4／1黄灰　シルト　ペブル多く含む　地山の

くずれた土？
6．2．5Y6／1黄灰　シルト質極細砂

2m

；一　一　一　一　一　　　　i l



図版100
第3面　旧河道・溝

細砂～Gran．ラミナ　淘汰悪い

禁紆抽cmまで）ラミナ？淘汰悪い

灰黄　細
灰黄　細
細砂、屍
リープ

シルト
シルト
リーブ
リーブ

細砂　Gran．多く含む　ラミナ　淘汰悪い
柵砂 租砂、Gran．含む　ラミナ

細砂～Gran．含む
細砂～Peb．主に中砂～租砂　ラミナ　淘汰悪い
細砂～シルト　ラミナ

ルト　柵砂～極細砂含む　炭化物含む　ラミナ
シルト　炭含む　ラミナ

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

2．5GY5／1オリーブ灰　シルト　炭含む　ラミナ
2．5Y4／1黄灰
2．5Y3／1黒褐
2．5Y〟1黄灰
2．5Y5／2　暗灰黄
2．5Y4／1黄灰
7．5Y5／2　灰オリ
7．5Y〟1灰　シ
5Y4／2　灰がト
7．5Y5／2　灰オリ

シルト

シルト

シルト

シル

シルト

ーブ

ルト

ト

細砂、炭、植物遺体多く含む　ラミナ
炭、植物遺体含む　ラミナ
細砂～中砂ブロック混じる

中砂Gra．Peb．（01cm）含む
Gra．含む

謡禦同湖1麒富むラミナ
プ 細砂～中砂18と同じシルトブロック含む　Peb．含む
ーブ　細砂～中砂　Gran．Peb．含む

1

2

3

4

5

6

7

8

9

9′

10m

1－　－　－　－i　　　　　；

／1黄灰色
灰　柵砂

／1暗黄灰
／1黄灰

灰オリー

シルト質細砂

シルト～細礫
シルト～柵砂（ラミナ
プ　細砂～柵礫

じりシルト
ト

細砂～紙礫
レト　（ラミナ）
レト　（ラミナ）

10

11

12

13

14

15

16

17

18

7．5Y5／1灰　シルト　砂礫　紳礫～中礫
7．5Y5／2　灰オリーブ　柵砂～租砂
5Y5／1灰　シルト　（ラミナ）
10YR5／2　灰黄褐　シルト　砂礫　細礫～中礫
7．5Y5／2　灰オリーブ　細砂～シルト　（ラミナ）
2．5Y5／2　暗灰黄　細礫混じりシルト質細砂
5Y5／2　灰オリーブ　租砂～中礫
7．5Y4／2　灰がノーブ　シルト質極細砂
5YR5／1褐灰　シルト質柵砂

1．7．5YR7／1明褐灰　シルト質細砂
2．7．5YR6／1褐灰　シルト質極細砂
3．10YR6／1褐灰　細砂～柵礫
4．10Y6／1灰　シルト質極細砂　（炭を含む）
5．N6／0　灰　シルト質極細砂
6．10Y7／1灰自　シルト
7．7．5Y5／1灰　シルト　（木を含む）



図版101
第3両　木組遺構（1）



図版102
第3面　木組遺構（2）

2m
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図版103
第3両　木組遺構（3）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

2．5Y4／1黄灰　シルト～中砂　ペブル、植物遺体含む　ラミナ
10YR4／2　灰黄褐　シルト混じり中砂　グラニュール、ペブル、植物遺体含む　しまり悪い（材多くささる）
5Y5／2　灰オリーブ　細砂～中砂　下位　ペブル、コブル、シルト含む
7．5Y4／1灰　シルト　炭、植物遺体、ブロック状細砂含む
10YR2／1黒　シルト（新鮮な面は茶色っぽい）　柵砂、ペブル、植物遺体、炭含む　ピート層？
10YR3／2　黒褐　シルト（新鮮な面は茶色っぽい）　柵砂、植物遺体含む
10YR3／1黒褐　細砂～コブル　砂礫層　シルト含む
5Y4／1灰　柵砂～コブル　シルト含む
2．5GY5／1オリーブ灰　シルト　5Y3／1オリーブ黒のシルトをブロック又は層状に含む
7．5Y5／1灰　柵砂～租砂（主に中砂）　植物遺体含む　ラミナ
10Y5／1灰　細砂～中砂　植物遺体多量に含む　ラミナ

1．2．5Y3／1黒褐　シルト　細砂～中砂　植物遺体含む
2．2．5Y5／2　暗灰黄　シルト、グラニュール、ペブル、植物遺体含む
3．5Y5／2　灰オリーブ　柵砂～租砂　シルト、ペブル含む
4．10YR4／2　灰黄褐　シルト　細砂　植物遺体含む
5．2．5Y4／2　暗灰黄　シルト　柵砂～中砂、植物遺体含む
6．5Y／2　灰オリーブ　柵砂～グラニエール、ペブル含む

1．10Y6／1灰　細砂～中砂　グラニエール、ペブル含む　ラミナ
2．10Y5／1灰　細砂～中砂
3．5Y5／1灰　シルト混じり細砂　砂礫層　ペブル　ラミナ　淘汰悪い
4．5Y5／1灰　細砂～グラニュール　ラミナ？
5．7．5Y5／1灰　中砂～ペブル　ラミナ
6．5Y5／1灰　欄砂～中砂
7．5Y4／1灰　シルト、植物遺体含む
8．5Y5／2　灰オリーブ　細砂～ペブル　ラミナ
8′．5Y5／1灰　柵砂～ペブル　ラミナ

d

シルト
黄灰　シ
黄灰　シ

柵砂～
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1．5Y6／1灰
2．2．5Y5／1
3．2．5Y5／1
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まで）少し
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ペブル

ラミナ
ト～細砂　ペブル含む

ラ
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ニュール、ペブル（中1cm

‾プ灰　中砂～租砂砂礫層　主に　7－　－　－　－　－　　　i　　　　　　】i
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図版104
第3面　木組遺構（4）
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図版105
第4面　土坑

84002SX

1．5Y4／1灰　シルト　炭化物・植物遺体含む
2．5GY5／1オリーブ灰　シルト　炭化物・植物遺体含む
3．5GY6／1オリーブ灰　シルト　炭化物・植物遺体含む

ブロック状灰黒色シルト含む
4．2．5GY5／1オリーブ灰　シルト　炭化物・植物遺体含む

マーブル状　黒灰色シルト含む
5．5Y3／1オリーブ黒　シルト　炭化物・植物遺体含む

オリーブ灰シルト含む
6．5Y4／2　灰オリーブ　シルト　炭化物含む　ラミナ
7．5GY5／1オリーブ灰　シルト　炭化物含む　ラミナ
8．5Y4／1灰　シルト　炭化物・植物遺体含む
9．7．5GY5／1線灰　シルト　炭化物・植物遺体含む　ラミナ

1．5Y5／1灰　柵砂混じりシルト　ラミナ　炭化物
2．7．5Y4／2　灰オリーブ　シルト　ラミナ　炭化物
3．7．5Y5／1灰　中砂～中礫　砂礫層



図版106
第1面　近世の土器・中世後半の土器（1）
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図版107
第1面　中世後半の土器（2）
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図版108
第1面　中世後半の土器（3）
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図版109
第2両　中世前半の土器（1）
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図版110
第2面　中世前半の土器（2）・石硯
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図版111
第2面　中世前半の土器（3）
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図版112
第2面　中世前半の土器（4）
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図版113
第2面　中世前半の土器（5）
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図版114　　一
第2両　中世前半の土器（6）
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図版115
第2面　中世前半の土器（7）
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図版116
第2面　中世前半の土器（8）
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図版117
第2面　中世前半の土器（9）
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図版118
第1・2面　貿易陶磁
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図版119
第3面　古代の土器（1）
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図版120
第3面　古代の土器（2）
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図版121
第3面　絵画土器・緑粕陶器・灰粕陶器
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図版122
第3両　陶硯
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図版123
第3面　瓦（1）
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図版124
第3面　瓦（2）
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図版125
第3面　瓦（3）
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図版126
第3両　瓦（4）
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図版127
第3両　瓦（5）
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図版128
第3両　瓦（6）
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図版129
第3面　瓦（7）
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図版130
第3両　瓦（8）
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図版131
第3両　飛鳥時代の土器
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図版132
第3面　土馬
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図版133
第4両　古墳時代の土器（1）
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図版134
第4面　古墳時代の土器（2）
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図版135
第4両　古墳時代の土器（3）・包含層の土器（1）
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図版136
第4面　包含層の土器（2）
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図版137
第4両　包含層の土器（3）
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図版138
第4面　弥生時代の土器
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図版139
第1面　中世～古代の土器
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図版140
第1面　包含層の土器
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図版141
第2面　古墳時代の土器（1）
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図版142
第2面　古墳時代の土器（2）
3670～3680

作。672　∈∃：ヲ3674

∩ 0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20cm

l　一　一　一　一　一　　　　i　　　　　　　　　；



図版143
第2面　古墳時代の土器（3）
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図版144
第2面　古墳時代の土器（4）
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図版145
第2面　古墳時代の土器（5）
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図版146
第2面　古墳時代の土器（6）
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図版147
第2両　古墳時代の土器（7）
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図版148
旧河道　古墳時代の土器（8）
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図版149
旧河道　古墳時代の土器（9）
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図版150
旧河道　古墳時代の土器（10）
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図版151
第2面　弥生時代の土器（1）
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図版152
第2面　弥生時代の土器（2）
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図版153
旧河道　弥生時代の土器（3）
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図版154
旧河道　弥生時代の土器（4）
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図版155
第2面　包含層の土器
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図版156
木器（1）
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図版157
木器（2）
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図版158
木器（3）
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図版159
石器（1）
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図版160
金属器（1）
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図版161
金属器（2）
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図版162
近世の土器（1）
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図版163
近世の土器（2）
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図版164
近世の土器（3）
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図版165
近世の土器（4）
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図版166
近世の土器（5）
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図版167
近世の土器（6）
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図版168
近世の土器（7）
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図版169
近世の土器（8）
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図版170
近世の土器（9）
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図版171
近世の土器（10）
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図版172
近世の土器（11）
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図版173
近世の土器（12）
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図版174
近世の土器（13）
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図版175
近世の土器（14）
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図版176
近世の土器（15）
5145～5155

＿∴ノ
＼　［　恋圏

ll二三「二

『、



図版177
中世の土器
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図版178
古墳時代～弥生時代の土器（1）
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図版179
古墳時代～弥生時代の土器（2）
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図版180
木器（1）
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図版181
木器（2）
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図版182
木器（3）
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図版183
木器（4）

5030W′｝5042W

（第の－
5030W

き＝　日日、い、目し1j 町凹川川日日ln

5031W

コm明弘1LL川11日間J間！！！ノ／／月

－F一一『－

5037W

mⅦ日日而Wm¶¶Ⅶ　　　　＝ⅢⅢⅢⅡ汀¶m恥

ll・ご′・・・J　　’



5043W

■qココヒF一丁′11・・…・川　　　：

5044W

u亀リム（∠ノ…於べべ誉ミミ杓

図版184
木器（5）
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図版185
木器（6）
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図版186
石器
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図版187
金属器（1）
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図版188
金属器（2）
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写真図版2 平成7年度
A地区
作業状況
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